
群

馬

県

民

俗

調

査

報

告

書

第

十

五

集

群

馬

県

教

育

委

員

会

編

嬬
恋
村
の
民
俗



群

馬

県

民

俗

調

査

報

告

書

第

十

五

集 

群 

馬 

県

教

育

委

 

員

会

嬬
恋
村
の
民
俗



序

緑
が
失
な
わ
れ
、
様
々
な
公
害
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
環
境
保
全
問
題
が
切
実
感
を
持
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
が
荒
廃
さ
れ
る
と
同
時
に
、
精
神
の
荒
廃
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
が
近
代
化
、
合
理
化
さ
れ
、
か
つ
て
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
更
利
に
な
っ
て
い
る 

一
方
、
現
在
か
ら
見
る
と
ま
こ
と
に
不
便
な
生
活
を
し
て
い
た
私
達
の
先
祖
の
持
っ
て
い
た
み
ず
み
ず
し
い
人
間
性
は
喪
失
し
つ

王
侯
貴
族
の
歴
史
で
は
な
く
、
普
通
の
人
の
生
活
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
私
達
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
一
助
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

普
通
の
人
が
何
を
食
べ
、
何
を
考
え
、
何
を
悩
み
生
活
し
て
き
た
の
か
と
い
ぅ
こ
と
は
、
そ
の
時
点
で
は
余
り
に
も
あ
り
き
た
り
の
こ
と
な
の
で
、
何>
 

か
た
つ
と
忘 

れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
為
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
民
俗
調
査
をI

市
町
村
を
単
位
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
に
吾
妻
郡
蠕
恋
村
を
調
査
対
象
と
し
て
、
上
毛
民
俗
学
会
に
調
査
を
委
託
し
て
実
施
し
た
調
査
報
告
書
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。

孀
恋
村
は
本
県
の
最
西
部
に
あ
り
、
長
野
県
に
接
し
て
い
ま
す
。
万
座
山
、
白
根
山
、
浅
間
山
、
吾
妻
山
、
湯
の
丸
山
な
ど
の
二
千
メ
—
ト
ル
級
の
山
に
囲
ま
れ
て
い 

る
た
め
、
山
稼
ぎ
が
中
心
で
あ
り
、
木
挽
き
、
炭
焼
き
、
熊
取
り
な
ど
が
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
明S

年
の
浅
間
押
し
は
念
仏
和
讃
と
な
っ
て
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
又
、
火
山
灰
土
が
多
く
、
高
冷
地
で
あ
る
た
め
耕
地
の
造
成
に
苦
労
し
て
い
る
民
谷
が 

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
こ
の
高
冷
地
の
条
件
を
生
か
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
始
め
と
す
る
高
原
野
菜
の
栽
培
が
盛
況
で
あ
り
ま
す
。

熊
野
神
社
の
信
仰
、
筒
粥
神
事
、
ヵ
ヵ
シ
ア
ゲ
な
ど
興
味
深
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
生
産
様
式
の
変
化
、
別
荘
地
な
ど
の
観
光
開
発
に
よ
り
、
急
速
に
消 

滅
し
つ
つ
あ
る
現
状
で
す
。

蠕
恋
村
当
局
の
深
い
ご
理
解
と
ご
尽
力
、
地
元
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
協
力
、
上
毛
民
俗
学
会
の
ご
努
力
に
よ
り
本
書
は
で
き
上
が
っ
た
も
の
で
す
。
各
位
に
深
く
感 

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
報
告
書
が
沢
山
の
方
に
利
用
さ
れ
、
文
化
財
保
護
に
役
立
た
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
三
月

群

馬

県

教

育

委

員

会

教

育

長

山 

川 

武 

正



発

刊

ま

で

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
民
俗
調
査
を
実
施
し
て
き
た
の
は
次
の
と
お
り
で
ぁ
る
。
 

第1

回
利
根
郡
片
品
村 

昭
和

33
年
度 

第2

回
多
野
郡
上
野
村 

昭
和

34
年
度 

第3

回
邑
楽
郡
板
倉
町 

昭
和

35
年
度 

第4

回
吾
妻
郡
六
合
村 

昭
和

36
年
度 

第5

回

佐

波

郡

境

町
 

昭
和

37
年
度 

第6

回
群
馬
郡
榛
東
村 

昭
和

38
年
度 

第7

回 

下
久
保
ダ
ム
水
没
地(

多
野
郡
鬼
石
町) 

昭
和

39
年
度 

第8

回 

勢
多
郡
東 

村 

昭
和

40
年
度 

第9

回

碓

氷

郡

松

井

田

町(

坂
本•

入
山
地
区) 

昭
和

41
年
度 

第

10
回
勢
多
郡
北
橘
村 

昭
和

42
年
度 

第

11
回
利
根
郡
白
沢
村 

昭
和

43
年
度 

第

12
回
桐
生
市
梅
田
町 

昭
和

44
年
度 

第

13
回
利
根
郡
水
上
町 

昭
和

45
年
度 

第

14
回
邑
楽
郡
千
代
田
村 

昭
和

46
年
度 

第

15
回
吾
妻
郡
孀
恋
村 

昭
和

47
年
度

な
お
、
昭
和
三
十
八
年
度
に
民
俗
資
料
緊
急
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
、
昭
和
四
十 

三
年
度
に
こ
の
長
期
に
わ
た
る
業
績
を
認
め
ら
れ
、
調
査
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
上 

毛
民
俗
学
会
に
柳
田
国
男
賞
が
受
賞
さ
れ
た
。

調
査
は
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
三
泊
四
日
間
で
実 

施
し
た
。
八
月
六
日
に
蠕
恋
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て
調
査
員
、
蠕
恋
村
当
局
、
区 

長
、
世
話
人
と
で
打
合
せ
を
実
施
し
た
後
、
直
ち
に
分
散
し
て
各
地
区
で
民
家
に
宿 

泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
調
査
を
実
施
し
た
。
七
月
二
十
八
日
に
孀
恋
村
教
育
委
員
会 

で
報
告
会
を
行
な
っ
た
。

調
査
員
お
ょ
び
調
査
地
区
、
編
集
分
担
項
目
は
次
の
と
お
り
で
ぁ
る
。

調
査
員 

現 

職

—

調
査
地
区

U-
編
集
分
担
項
目 

池

田

秀

夫

県

立

博

物

館

長 

大

笹.

田
代 

人
の
一
生 

都
丸
十
九
一
北
橘
村
立
北
橘
中
学
校
長 

〃 

社
会
生
活 

近
藤
義
雄
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
室
長
大
笹 

金
子
緯
一
郎 

境
町
立
北
中
学
校
教
頭 

大
前.

干
俣 

信

仰
 

関
口 

正
己 

鬼
石
町
立
三
波
川
東
小
学
校
長 

〃 

民
俗
概
観 

年
中
行
事 

中
村
和
三
郎 

県
立
桐
生
女
子
高
等
学
校
教
諭 

門
貝•

西
窪 

民
俗
知
識 

青

木
則
子
県
立
博
物
館
勤
務 

〃

上
野 

勇 

県
立
高
崎T

業
高
等
学
校
教
諭 

芦
生
田•

三

原
□

頭
伝
承 

井
田
安
雄
太
田
市
立
商
業
高
等
学
校
教
諭 

〃 

生
産
生
業 

阿
部 

孝 

県
教
育
委
員
会
事
務
局
利
根
教
育
事
務
所
今
井•

袋
倉

社
粉
主
事

丑
木
幸
男
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
室
社 

〃 

交
通
交
易 

教
主
事
補

阪
本 

英
一
県
立
博
物
館
学
芸
課
長 

鎌 

原 

有
形
民
俗
資
料 

佐
藤 

清
県
立
前
橋
東
商
業
高
等
学
校
教
諭 

大

笹.

鎌
原 

衣
食
住 

桑
原 

稔
県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校
教
諭 

全

域
 

民

家
 

酒
井
正
保
前
橋
市
中
央
公
民
館
社
教
主
事 

〃 

芸

能

ま
た
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
土
屋
長
男
蠕
恋
村
長
、
宮
崎
栄
八
同
教
育
長
、
宮
崎 

英
夫
同
教
育
課
長
、
深
井
寛
光
同
主
事
を
は
じ
め
、
区
長
、
宿
泊
を
さ
せ
て
い
た
だ 

い
た
方
お
ょ
び
話
者
な
ど
地
元
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝 

意
を
表
し
ま
す
。

凡
例
を
兼
ね
、
編
集
上
の
留
意
点
を
記
す
。

一
、 
調
査
員
は
調
査
地
区
の
全
項
目
に
つ
い
て
調
査•

執
筆
し
、
編
集
分
担
者
が
項 

目
別
に
編
集
し
若
干
の
解
説
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
芸
能(

酒
井
正
保)

、
民
家(

桑 

原
稔)

に
つ
い
て
は
主
と
し
て
同
氏
が
調
査•

執
筆
し
た
。

二
、 
全
体
の
編
集
に
は
阪
本
英
一
、
校
正
に
は
丑
木
幸
男
、
索
引
作
成
に
は
池
田
秀 

夫
、
阪
本
英
一
、
丑
木
幸
男
が
あ
た
っ
た
。

三
、 
資
料
提
供
者(

話
者)

は
、
部
落
全
体
の
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
げ
な
い
が
、
特



殊
な
も
の
に
つ
い
て
は
文
末
に
氏
名
を
記
し
た
。

四
、 
資
料
の
採
集
地
域
名
を
文
末
に
記
し
た
。
同
一
項
目
内
で
同
一
地
域
採
集
の
も 

の
が
連
続
す
る
場
合
は
、
最
後
の
も
の
に
の
み
地
域
名
を
記
し
た
。

五
、 
写
真
は
調
査
時
に
調
査
員
の
撮
影
し
た
も
の
を
主
と
し
て
使
用
し
た
。
各
写
真 

に
撮
影
者
氏
名
を
記
し
た
。

六
、 
禁
忌•

俗
信
は
民
俗
知
識
に
一
括
し
て
ま
と
め
、

一
部
分
だ
け
該
当
の
各
分
野

に
残
し
た
。

七
、 
講
は
ほ
ぼ
信
仰
の
中
に
ま
と
め
た
。

八
、 
念
仏
は
信
仰
の
中
に
一
括
し
て
ま
と
め
た
。

九

、 
題
字
は
相
葉
伸•

上
武
大
学
学
長
の
手
を
煩
わ
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
三
月

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
室



蠕
恋
村
民
族
調
査
協
力
員
名
簿

全
般 

干
川
進(

孀
恋
村
教
育
長)

、
宮
崎
英
夫(

同
教
育
課
長)

、
深
井
寛
光(

同
社
教
主
事)

、
 

黒
岩
嘉
蔵(

同
社
教
指
導
員)

、
宮
崎
栄
八(

同
村
誌
編
纂
委
員)

、
大
塚
連
太
郎(

同)

、
唐
沢 

雅

夫
(

同
文
化
財
専
門
委
員)

、
唐
沢
明
彦(

同
観
光
課
主
任)

田
代 

松
本
芳
市(

60
才
、
区
長)

、
宮
崎
角
五
郎(
74
、
老
人
会
長)

、
橋
詰
栄
松(

68)
、
 

滝
沢
昇
次.(
79)
、
橋
詰
く
み(

65)
、
黒
岩
す
ぐ(

68)
、
中
村
賀
三
郎(
69)
、
関
八
郎(

69)
、
 

干
川
権
次
郎(

47)
、
松
本
泰
吉(
43)
、
松
本
兼
次(

47
、

戸
部
彦
松

干
俣 

土
屋
竣
忠(

46
、
区
長)

、
黒
岩
文
太
郎(

74
、
老
人
会
長)

、
黒
岩
筆
蔵(

90)
、
里⑽ 

岩
角
次
郎(

75)
、
干
川
堅
造(

81)
、
黒
岩
雄(
77)
、
干
川
好(

70)
、
干
川
英
吉(

76)
、
宮 

崎
友
次(

70)
、
市
場
忠
一
郎(

71)
、
干
川
源
治(

62)
、
土
屋
長
太
郎(

75)
、
干
川
な
か(

69)
、
 

干
川
弥
三
郎

大
笹 

黒
岩
晴
義(

46
、
区
長)

、
黒
岩
朋
義(

73
、
老
人
会
長)

、
黒
岩
金
太
郎(

74)
、
土 

屋
慶
作(

73)
、
中
島
守
一 
(

68)
、
土
屋
市
三
郎(

80)
、
黒
岩
正
雄(

72)
、
黒
岩
林
三
郎(

73)
、
 

黒
岩
専
十
郎(

80)
、
黒
岩
や
さ(

66)
、岩
上
よ
う,(

77)
、関
と
よ
の(

76)
、
佐
藤
ま
る(

68)
、
佐 

藤
せ
ん(

80)
、
宮
崎
栄
八(

59)
、
大
久
保
幸
子(

51)
、
黒
岩
嘉
雄(

45)
、
黒
岩
長(

80)
、岩
上 

武(

70)
、(

以
下
芸
能
、
獅
子
舞)

黒
岩
角
助(

52)
、
篠

原

通(

46)
、
佐
藤
岩
治(

41)
、
黒
岩
要 

重
(

46)
、
黒
岩
高
松(

47)
、
土
屋
安
蔵(

40)
、
佐
藤
金
作(

21)
、
栃
原
仙
次
郎(

28) 

大
前 

黒
岩
唯
一 
(

46
、
区
長)

、
宮
崎
満
太
郎(

74
、
老
人
会
長)

、
黒
岩
為
一 (

74)
？
野 

寺
包
次(

74)
、
黒
岩
国
太
郎(

82)
、
黒
岩
は
る(

74)
、
宮
崎
ぜ
ん(

71)
、
滝
沢
も
と
め(

69)
、
 

黒
岩
も
よ(

68)
、
黒

岩

親(

55)
、
滝
沢
守
夫(

48)
、
小
林
鍋
雄(

49)

門
貝 

黒
岩
勇
松(

36
、
区
長)

、
滝
沢
松
太
郎(

84)
、
黒
岩
千
代
吉(

75)
、
滝
沢
光
次(

73)
、
 

滝
沢
さ
つ(

70)
、
山
崎
き
ん(

78)
、
黒
岩
ふ
さ
、
黒
岩
佐
太
郎(

73)
、
滝
沢
栄
太
郎(

63)
、
 

滝
沢
春
雄(

48)
、
黒
岩
義
雄(

64)
、
黒
岩
権
作(

88)

西
窪 

黒
岩
一
雄(

62
、
区
長)

、
黒
岩
武
八(

79
、
老
人
会
長)

、
黒
岩

登(

71)
、
黒
岩
嘉 

蔵
(

60)
、
黒
岩
キ
ク(

83)
、
黒
岩
の
う(
82)
、
黒
岩
し
ゅ
う(

80)
、
黒
岩
げ
ん(

78)
、
里卯 

岩

平

治(

55)
、
黒
岩
マ
サ(

58)
、
黒
岩
左
重(

68)

鎌
原 

山
崎
幸 

郎(

50
、
区
長)

、
宮
崎
作
次
郎(

73
、
老
人
会
長)

、
大
塚
宗
太
郎(
75)
、
 

佐
藤
信
一 
(

75)
、
鎌
原
忠
司(

60)
、
宮
崎.
全

平(

77)
、
横
沢
永
作(

60)
、
山
崎
右
平(

53)
、
 

横
沢
徳
十
郎(
％
)

、
宮
崎
袈
裟
善(

72)
、
安
済
重
寿
袈(

75)
、
横

沢

富(

65)
、
小
島
甲
子

郎
(

48)
、
大
塚
晃

三
原 

安
斉
鉄
夫(

区
長)

、
黒
岩
重
作(

老
人
会
長)

、
黒
岩
重
行(

73)
、
竹
渕
松
蔵(
84)
、
 

唐
沢
な
み(

90)
、
安
斉
ま
ん(

81)
、
安
斉
す
い(
89)
、
黒
岩
金
四
郎(

82)
、
黒
沢
常
雄(

69)
、
 

篠
原
専
一 
(

69)
、
下
屋
正一

(

57)
、
黒
岩
敏
而(
87)

芦
生
田 

土
屋
鉄
雄(

区
長)

、
安
斉
喜
太
郎(

73
、
老
人
会
長)

、
竹
渕
幸
五
郎(

74)
、
下 

谷
れ
つ(

74)
、
下
谷
き
さ
の(

70)
、
下
谷
や
す(

71)
、
関
高
三
郎(

68)
、
小
林
ょ
し(

74)
、
 

大
塚
之
一
「
83)
、
萩
原
要(

54)
、
安
斉
幸
男(

74)
、
斉
藤
末
広(

86)
、
堀
内
と
み(

69)
、
 

下
谷
か
る(

72)
、
土
屋
昭
雄

袋
會 

熊
川
喜
三
郎(

51
、
区
長)

、
山
崎
哲(

72
、
老
人
会
長)

、
山
崎
安
重
郎(

78)
、

一
 

場
年
太
郎(

74)
、

一
場
た
け(

81)
、

一
場
ツ
ル
ジ(

74)
、

一

場

清

吉(

69)
、
丸
山
貞
次
郎 

(

75)
、
丸
山
中
作(

77)
、
山
崎
き
ょ(

77)
、
熊
川
ま
つ(

49)
、
山
崎
弘
三
郎(

49)
、
山
崎 

長

雄(

64)
、
山
崎
正
雄(

56)
、
山
崎
正
三(

66)
、

一
場
音
一 
(

49)

今
井 

熊
川
義
久(

46
、
区
長)

、
熊
川
仲
次(

72)
、
一
場
み
つ(

76)
、
熊
川
み
つ(

64)
、
 

西
窪
盛
司(

63)
、
熊
川
市
郎(

67)
、
熊
川
な
か(

55)
、
熊
川
英
雄(

50)
、
深
井
国
太
郎(

67)
、
 

佐
々
木
忠
夫(

66)

(

)

内
の
数
字
は
年
令
。



カンラン畑で親が働いているかたわ

らで遊ぶ子どもたち(阿部孝撮影)

下袋倉の全景(阿部孝撮影)

高原野菜の収穫(大笹)(都丸十九一撮影)

高原野菜の出荷(金子緯一郎撮影)

高原野菜の出荷
(金子緯一郎撮影)

高原野菜記念碑萩原進氏撰文 
(田代)(都丸十九一撮影)

コンニャク畑(今井)

(丑木幸男撮影)



炭の出荷前(門貝)(青木則子撮影)

道陸神の小屋っくり(芦生田昭29) 
(都丸十九一撮影)

道陸神焼き(芦生田 昭29) 
(都丸十九一撮影)

牛小屋前の朝草(今井)
(阿部孝撮影)

繭玉かざり(鎌原昭29)
(都丸十九-撮影)

カンジンボウを持った子どもたち 
(西窪 昭29)(都丸十九一撮影)



十六念仏(大前)(関口正己撮影)

更
斫
の
神
様(

上
袋
倉)

(

阿
部
孝
撮
影)

春
祈
と
ぅ
の
お
札
「牛
馬
安
全
守
護
」

(

今
井)(

阿
部
孝
撮
影)

魔
除
け
の
は
ち
の
巣

(

下
袋
倉)(

阿
部
孝
撮
影)

稲荷神社勧請許可証(袋倉)

(丑木幸男撮影)

伊勢参りのお仮屋(袋倉) 

(丑木幸男撮影)

ダ
レ
観
音
に
あ
る
じ
ゆ
す 

(

西
窪)(

青
於
則
子
撮
影) 

武
州
上
岡
馬
頭
観
音
講
中
通
帖 

(
今
井)(

阿
部
孝
撮
影)



旧鹿沢の観音様(田代)
(都丸十九一撮影)

百庚申の軸(千俣)
(金子緯一郎撮影)

會©馬頭観世音お札 

(石津)(阿部孝撮影) 

⑦庚申塔(元禄年間) 

の群れ(大前) 

(金子緯一郎撮影)

馬頭観世音(千俣) 
(享保年間造立) 

(金子緯一郎撮影)

會山岳信仰碑(大笹神社境内) 

(都丸十九一撮影)

表の中央に「御嶽山座王大 

権現」左右に「八海山提頭 

羅神王」「三笠山刀利天」と 

あり、裏に安政3年に土地 

の人篠原源作、黒岩空太郎 

が世話人となったことが記 
してある。倉の前の子育地蔵

(今井)(阿部孝撮影)

照
野
神
社
お
札(

田
代) 

(

阿
部
孝
撮
影)



嬸恋村全図

群馬県略図

記 号



蠕
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の

民

俗

目
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で

口
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写

真
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三
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荘
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.
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六

一
、 
衣

服
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

六

㈠

晴
着•

外
出
着.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

六

㈡

普
段
着•

作
業
着.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

..

.

七

㈢

蓑
.

笠
.

被
り
物.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

㈣

頭
髪.

化
粧.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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.
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.
.
.
.
.

ニー
s
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二

(A)B
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

ーニ 

㈦

染

色•

裁
縫.

洗
濯•

そ
の
他.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一三

二
、 
食

習
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一五 

㈠

食

制•

主

食•

補
食.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一五

㈡
 

副
食•

食
用
動
植
物.

保

存

食(

救
荒
食
品
を
含
む)
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一八

㈢

特
別
の
日
の
食
事(

料
理)
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一一一

㈣
 

水

車•

諸
用
具•

食
器.
.
.
.
.
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.
.
.
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.
.
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そ
の
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三
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住

居
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.
.
.
.
.
.
.
.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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ーー六

㈠

屋
敷
ど
り.

家
屋
形
式(

特
徴)
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

ーー六

㈡

間
取
り
と
使
用
法.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

ーー九

㈢

建
築
工
程
と
儀
礼.
.
.
.
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.
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.
.
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.
.
.
.
.
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.
.
.
.
.

…
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そ
の
他.
.

..
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.
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三
四

生
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生

業
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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.
.
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.
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.

.

.

.

三
六

は

じ

め

に.
.
.
.
.
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.
.
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一
、 

農

耕
.
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三
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刈
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五
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三
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狩

獵
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観.
.
.
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六
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.
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嬬
恋
村
の
民
俗
概
観

高

原

の

村

「鶴
舞
ぅ
形
の
群
馬
県
」
の
尾
羽
根
の
部
分
を
占
め
て
い
る
の
が
、
吾
妻
郡
嬬
恋 

村
で
、
本
県
の
最
西
部
に
位
置
し
、
北
•

西
•

南
の
三
方
を
海
抜
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト 

ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
、
隣
り
の
長
野
県
に
接
し
て
い
る
。

北
に
白
根
山(

ニ
ー
〇
二
111)

、

西
に
四
阿
山(

二
三
三
三
111)

、

南
に
浅
間
山 

(

二
五
四
二
111)

等
の
火
山
が
そ
び
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
を
な
し
、
そ
の
裾
野 

が
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
高
原
を
形
づ
く
っ
て
、
表
面
を
ほ
と
ん
ど
火

山
灰
土
に,
お
お
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
裾
野
の
低
い
所
を
縫
っ
て
、
鳥
居
峠
か
ら
発
し
た
吾
妻
川
が
、
西
か
ら 

東
へ
貰
流
し
て
、
溪
谷
や
小
平
地
を
つ
く
り
、
川
添
い
に
砂
質
壌
土
の
水
田
を
わ
ず 

か
に
見
せ
て
い
る
。

平
均
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
高
原
の
村
な
の
で
、
平
均
気
温
も
一
〇
度 

内
外
と
い
う
低
温
で
、
寒
暑
の
差
が
は
な
は
だ
し
く
、
北
海
道
旭
川
附
近
の
気
候
に 

似
て
い
る
と
い
う
。

村
の
面
積
は
、利
根
郡
水
上
町•

片
品
村
に
次
い
で
、本
県
第
三
位
の
広
さ
を
持
っ 

て
い
る
。
人
口
は
ニ
ー
〇
七
四
人
、
人
口
密
度
三
五
人(

昭
和
四
十
五
年
国
勢
調
査) 

と
低
く
、
次
第
に
減
少
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
と
く
に
昭
和
三
十
五
年
以
降
相
つ 

ぐ
硫
黄
鉱
山
の
閉
山
が
、
人
口
減
に
拍
車
を
か
け
た
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
に 

は
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
に
い
た
っ
た
。

需
恋
村
で
は
農
家
人
口
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
と
く
に
西
部
高
原
地
帯
で
は
、
 

農
業
に
極
め
て
不
適
な
高
冷
地
の
立
地
条
件
を
克
服
し
て
、
高
原
野
菜
の
栽
培
に
成 

功
し
、
特
殊
な
農
業
形
態
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
村
全
体
か
ら
み
る
と 

田 

は
畑
の
十
分
の
一
し
か
な
い
山
村
で
、
八
五％

を
占
め
る
林
野
の
う
ち
大
部
分
は
国 

有
木
で
、
私
有
林
は
そ
の
三
分
の
一
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
農
業
経
営
の
急
速
な
発
展 

を
望
み
な
が
ら
も
、
景
気
の
動
向
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
く
、
伸
び
悩
み
が
続 

く
の
も
現
実
で
あ
ろ
う
。
村
の
一
人
当
り
個
人
所
得
は
、
高
原
野
菜
の
好
況
で
あ
っ 

た
召
和
三
十
年
氏
ま
で
は
、
常
に
県
下
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
力 

四
十
年 

以
後
農
業
の
伸
び
が
他
産
業
に
比
べ
て
低
く
、
硫
黄
鉱
山
の
衰
退
も
あ
っ
て
、
県
平 

匀
一
人
当
り
所
得
を
大
き
く
下
回
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

干俣部落(関口正巳撮影)

三原(上野勇撮影)



一
方
、
高
冷
地
に
目
を
つ
け
た
観
光.

レ
ジ
ャ
ー•

別
荘
地
関
係
の
新
事
業
が
急 

速
に
進
展
を
見
せ
て
お
り
、
地
元
か
ら
通
勤
す
る
者,̂

く
、
農
家
形
態
は
、
大
き 

く
変
化
し
、
民
俗
の
改
廃
に
も
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

三
原
荘
と
蠕
恋
村

蠕
恋
村
と
い
う
愛
情
あ
ふ
れ
る
村
名
は
、
大
和
朝
廷
の
こ
ろ
第
十
二
代
景
行
天
皇 

の
皇
子
日
本
武
尊
が
、東
征
の
お
り
に
こ
の
地
を
過
ぎ
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
で
、
 

明
治
二
十
二
年
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
村
に
人
々
が
居
住
し
た
の
は
意
外 

に
古
く
、各
地
か
ら
繩
文
式
土
器
や
石
器
類
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、弥
生
時
代
の
洞
穴 

遺
跡
も
存
在
し
て
い
る
。
山
村
の
た
め
に
、
古
墳
は
四
基
し
か
な
い
。(

上
毛
古
墳
綜 

覧)

平
安
時
代
中
ご
ろ
か
ら
地
方
の
豪
族
が
土
地
を
開
い
て
荘
園
と
し
た
が
、
三
京 

荘
の
名
が
鎌
倉
時
代
の
「
吾
妻
鏡
」
に
出
て
い
る
。
仁
治
三
年(

ー
ニ
四
二)

三
月 

に 

三
原
荘
の
領
主
海
野
幸
氏
と
、
信

濃

国(

長
野
県)

北
佐
久
郡
長
倉
保
の
領
主 

武
田
光
蓮
：と
の
間
で
、浅
間
山
を
中
心
と
し
た
山
脈
の
境
界
争
論
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
 

(

「吾
妻
の
歴
史
ノ 
ー
ト
」)

ま
た
、
建
久
四
年(

ー
ー
九
三)

三
月
に
源
頼
朝
が
こ
こ
で
卷
狩
を
し
た
と
い
い
、
 

関
連
し
た
伝
説
が
干
俣
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。

海
野
氏
は
信
濃
国
滋
野
源
氏
の一

族
で
、
吾
妻
郡
西
部
を
領
有
し
、
各
地
にI

族 

を
分
け
た
が
、
子
孫
を
三
原
に
住
ま
せ
た
の
が
下
屋
氏
だ
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
鎌
原• 

西
窪•

羽
尾
氏
等
か
分
か
れ
出
た
と
い
わ
れ
る
。
武
田
信
玄
が
上
州
攻
各
こ
来/

〕時
、
 

海
野
氏
の
一
族
真
田
幸
隆
を
手
先
と
し
て
西
吾
妻
に
進
入
し
た
が
、
同
族
の
よ
し̂
 

で
こ
れ
ら
のI

族
も
参
加
し
て
、
各
地
に
地
侍
と
し
て
勢
力
を
の
ば
し
た
。
そ
の
後
、
 

江
戸
時
代
に
は
多
く
は
帰
農
し
て
、
沼
田
領
の
真
田
氏
三
代
の
治
下
に
な
り
、
ゃ
が 

て
天
領
や
旗
本
の
采
地
と
な
っ
た
。(

「あ
が
つ
ま
史
帖
」)

江
戸
時
代
は
北
国
往
還
の
裏
街
道
が
こ
こ
を
通
り
、
信
州
方
面
と
の
交
通
も
盛
ん 

に
な
り
、
宿
場
と
し
て
も̂;
木
え
た
。
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

に
は
大
笹
関
所
が
設 

置
さ
れ
て
、
往
来
の
者
を
取
り
締
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
信
州
と
の
関
連
が
深
い
こ
と 

は
、
多
く
の
生
活
習
俗
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

天
明
三
年(

一

七
八
三)

浅
間
山
の
大
爆
発
は
鬼
押
出
の
熔
岩
を
流
出
し
た
最
大

の
噴
火
で
、
前
古
未
曾
有
の
大
惨
事
を
ひ
き
起
し
た
。
噴
出
し
た
熱
泥
流
はI

挙
に 

鎌
原
を
飲
み
、
吾
妻
川•

利
根
川
の
流
れ
に
乗
っ
て
流
域
一
帯
に
溢
れ
、
流
失
家
屋 

ー
ニ
六
五
軒 

死
者H

二
七
七
人
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
こ
の
た
め
、
中 

心
地
と
な
っ
た
村
人
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
た
恐
怖
は
、
念
仏
和
讃
と
し
て
永 

く
語
り
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
念
仏
が
極
め
て
盛
ん
で
あ
る
。

明
治
七
年
に
中
井•

赤
羽
根
村
が
合
併
し
て
三
原
村
に
な
り
、
二
十
二
年
に
は
十 

一
か
村
が
合
併
し
て
孀
恋
村
が
誕
生
し
た
。
大
正
十
五
年
に
蠕
恋
—
軽
井
沢
間
の
草 

軽
電
鉄
が
全
線
開
通
し
、硫
黄
鉱
山
の
発
展
と
と
も
に
、交
通
や
産
業
が
盛
ん
に
な
っ 

た
。昭

和
三
年
に
は
、
西
部
地
域
の
高
冷
地
を
利
用
し
て
、
種
じ
ゃ
が
い
も
が
栽
培
さ 

れ
る
よ
う
に
な
り
、
草
軽
電
鉄
を
利
用
し
て
出
荷
さ
れ
た
。
さ
ら
に
八
年
ご
ろ
に
は
、
 

田
代
を
中
心
に
し
て
高
原
野
菜(

白
菜•

キ
ャ
ベ
ッ)

の
栽
培
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に 

な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
長
野
県
上
田
市
に
運
ん
で
、
信
越
線
に
連
絡
し
て
、
大
量 

に
京
阪
神
地
方
に
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
雑
穀
を
主
と
し
た
食
料 

自
給
作
物
を
栽
培
す
る
農
業
か
ら
、
よ
う
や
く
脱
皮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で 

は
六
十
五%

以
上
の
農
家
が
キ
ャ
ベ
ッ
を
栽
培
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
に
鉄
道
長
野
原
線
が
開
通
し
て
、
高
原
野
菜
の
出
荷
量
は
、
京
浜
地 

方
へ
大
部
分
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
十
七
年
に
草
軽
電
鉄
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
 

四
十
二
年
に
は
長
野
原
—
大
前
間
の
鉄
道
が
開
通
し
て
、
東
京
方
面
と
の
交
通
は
一 

層
活
発
化
し
た
。

一
方
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
京
浜
地
方
や
長
野
県
と
の
往
来
は 

ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
、人
々
の
生
活
圏•

経
済
圏
は
拡
大
の
一
途
を
歩
ん
で
い
る
。
 

山
村
の
く
ら
し

孀
恋
村
の
伝
承
的
な
生
活(

民
俗)

は
、
地
理
的
環
境
や
厳
し
い
自
然
的
条
件
に 

対
応
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
人
々
の
衣
食
住
は
す
べ
て
マ
テ(

し
っ
か
り
し
て
い 

る)

で
、
乏
し
い
資
源
を
最
大
限
に
利
用
す
る
よ
う
に
く
ふ
う
さ
れ
て
い
た
。

衣
料
と
し
て
昔
は
麻
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
、
麻
糸
を
使
っ
て
サ
シ
コ
を
作
っ 

た
。
古
い
布
を
下
に
、
新
し
い
布
を
上
に
、
四
、
五
枚
重
ね
て
麻
糸
で
細
か
く
剌
し 

て
、
胴
着
や
背
中
当
て
に
し
た
も
の
だ
が
、
丈
夫
で
背
負
い
仕
事
を
す
る
時
に
便
利



で
あ
っ
た
。
ま
た
、
手
織
り
の
地
縞
は
バ
ラ
着
と
い
わ
れ
、
山
仕
事
に
着
て
バ
ラ
に 

引
っ
か
か
っ
て
も
破
れ
な
い
ほ
ど
丈
夫
な
も
の
で
あ
っ
た
。
丈
夫
で
な
け
れ
ば
激
し 

い
労
働
に
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
厳
し
い
冬
の
外
出
に
は
「吾
妻
の
赤
ゲ
ッ
ト
ウ
」
と
い
、っ
、
ネ
ル
の
大
幅 

の
布
で
頭
を
す
っ
ぽ
り
包
ん
で
、
男
女
と
も
に
出
か
け
た
と
い
う
。
昔
は
今
よ
り
も 

雪
が
多
か
っ
た
の
で
、
雪
国
の
風
俗
が
流
行
し
て
い
た
。

高
原
で
水
田
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
米
は
信
州
か
ら
移
入
し
て
い
た
か
ら
、
常
食 

は
ア
ワ•

ヒ
エ
な
ど
が
主
で
、
米
は
そ
れ
こ
そ
「空
に
星
が
見
え
る
く
ら
い
」
に
混 

ぜ
て
食
料
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
高
原
の
澄
ん
だ
空
に
は
驚
く
ほ
ど
の
星
が
き
ら
め 

い
て
い
た
ろ
う
が
、
五
分
五
分
に
混
ぜ
た
の
で
は
ほ
と
ん
ど
ア
ワ
飯
に
見
え
る
と
い 

う
か
ら
、
米
は
少
量
し
か
混
ぜ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
昭
和
三
十
年
ご 

ろ
か
ら
急
速
に
ア
ワ
を
食
べ
な
く
な
り
、
四
、
五
年
の
間
に
食
膳
か
ら
ア
ワ
の
姿
は 

消
え
て
し
ま
っ
た
。
国
の
経
済
成
長
に
よ
る
生
活
革
命
の
波
は
、
こ
こ
に
も
は
っ
き 

り
現
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
山
の
幸
で
あ
る
山
菜
は
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。
「山
の
草
で
食
べ
ら
れ
な
い 

も
の
は
三
種
類
だ
け
だ
」
と
い
わ
れ
、
ワ
ラ
ビ•

ゼ
ン
マ
ィ•

フ
キ.

ウ
ド•

ウ
ル 

ィ
.

コ
ゴ
ミ•

タ
ロ
ッ
ペ
な
ど
、
各
種
の
若
芽
を
摘
ん
で
き
て
食
膳
に
添
え
た
。
キ 

ノ
コ
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
。
メ
エ
タ
ケ
な
ど
は
一
つ
五
貫
め(

約
一
八•

七
五
キ
ロ) 

も
あ
っ
て
、
兎
が
寝
て
い
る
の
と
見
ま
ち
が
え
る
く
ら
い
で
っ
か
い
と
い
う
。

大
飯
を
食
え
る
こ
と 

が
仕
事
に
も
強
い
こ
と 

を
示
す
と
さ
れ
「
一
升 

飯
を
食
え
な
い
者
は
役 

な
し
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
 

大
食
い
は
娯
楽
の
一
つ 

で
も
ぁ
っ
て
法
事
の
時 

な
ど
に
供
養
だ
か
ら
と 

い
っ
て
、
オ
シ
ィ
飯
が

強
要
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
腹
帯
に
く 

さ
び
を
さ
し
て
食
べ
、
腹
が
く
ち
く
な 

る
と
く
さ
び
を
外
し
た
な
ど
と
い
ぅ
、
 

笑
い
話
ま
で
生
ま
れ
て
い
る
。

長
く
厳
し
い
冬
の
寒
気
を
防
ぐ
た
め 

に
、
特
異
な
形
の
土
蔵
造
り
の
民
家
が
、
 

干
俣•

田
代
な
ど
の
高
冷
地
に
多
く
見 

ら
れ
る
。
火
山
灰
土
の
た
め
に
、
壁
を 

塗
る
土
も
や
た
ら
に
は
な
い
か
ら
、
共 

有
地
の
壁
掘
り
場
を
共
同
採
取
場
に
し 

て
い
る
。
家
を
建
て
る
時
に
は
、
ム
ラ 

の
人
々
が
オ
テ
ン
マ(

共
同
仕
事)

に 

出
て
、
五
、
六
十
頭
の
馬
で
半
日
も
壁 

土
を
運
び
こ
ん
で
く
れ
る
。
壁
土
は
、

家
の
回
り
か
ら
屋
根
裏
ま
で
、
五

寸(

約
十
五
セ
ン
チ)

ほ
ど
の
厚
さ
に
塗
り
付
け 

て
、
柱
な
ど
の
木
の
部
分
が
隠
さ
れ
る
か
ら
、
大
陸
風
の
家
の
よ
う
な
感
じ
を
抱
か 

れ
る
。
土
蔵
造
り
の
長
所
は
外
気
と
遮
断
さ
れ
る
の
で
、
冬
の
寒
気
を
防
ぎ
、
夏
は 

涼
し
く
、
屋
内
の
気
温
を
調
節
で
き
る
の
で
、
特
に
養
蚕
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
 

最
近
発
達
し
た
養
蚕
法
の
土
室
育
の
先
駆
と
も
い
え
よ
う
か,
。
ま
た
、
火
災
を
防
ぐ 

に
も
効
果
的
で
、
防
災
面
で
す
ぐ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
土
蔵
造
り
の
民
家
は
六 

合
村
に
も
あ
る
と
い
い
、
信
州
側
の
坂
木
町
に
も
多
く
見
ら
れ
、
寒
冷
地
に
適
し
た 

住
居
で
あ
る
。

冬
の
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
家
の
中
に
は
四
、
五
尺
四
方
の
イ
ロ
り
が
切
ら
れ
、
 

サ
ク
ラ
や
ケ
ヤ
キ
で
組
み
立
て
た
イ
ロ
り
ブ
チ
が
置
か
れ
た
。

一
冬
に
燃
や
す
タ
キ 

ギ
は
八
百
貫(

約
三
千
キ
ロ) 

ほ
ど
必
要
と
さ
れ
、
家
の
軒
下
に
は
冬
越
し
用
の
マ 

キ
や
ボ
ヤ
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
馬
の
飼
イ
バ
や
湯
を
大
釜
で
沸
か
す
た
め
に 

も
、
燃
料
は
大
量
に
消
費
さ
れ
た
の
で
、
燃
料
作
り
が
一
仕
事
だ
っ
た
。

村
の
農
家
の
仕
事
の
第
一
は
、
自
給
す
る
た
め
の
食
料
作
物
を
作
る
こ
と
で
あ
っ

サシコのはんてんを着用して草 

を運ぶ(大前)(関口正巳撮影)
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た
。
火
山
灰
土
の
高
原
の
草
地
を
開
墾
す
る
こ
と
を
、
ア
ラ
ク
ヲ
オ
コ
ス
と
い
う
。
 

一
年
め
に
は
三
、
四

尺(

約T
 I

、
ニ
メ
—
ト
ル)

く
ら
い
の
短
冊
状
に
ウ
ネ
ホ 

リ
を
し
て
土
を
盛
っ
て
作
物
を
作
り
、ー

ー
年
め
に
ア
ラ
ク
キ
ザ
ミ
を
し
て
ウ
ネ
を
崩 

し
て
作
り
、
三
年
め
か
ら
ふ
つ
う
畑
に
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
の
も
、
土
地
に 

応
じ
た
智
慧
で
あ
っ
た
。

県
内
の
水
田
耕
作
の
限
界
と
い
わ
れ
る
高
地
の
水
田
作
り
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
の
く 

ふ
う
を
こ
ら
し
た
。
火
山
灰
土
の
田
に
水
を
た
め
る
た
め
、
ト
コ
ネ
リ
と
い
っ
て
微 

細
な
土
を
沈
澱
さ
せ
た
り
、
ヒ
エ
ゼ
キ
や
返
り
水
口
を
作
っ
て
冷
水
を
温
め
た
り
す 

る
努
力
を
し
た
。

肥
料
と
し
て
は
、山
の
草
の
カ
ッ
チ
キ(

刈
り
敷
き)

が
さ
か
ん
に
利
用
さ
れ
た
。
 

山
の
草
に
混
ぜ
て
ウ
ド•

毒
ウ
ツ
ギ•
藤
の
葉
な
ど
も
、
土
の
中
に
刈
り
込
ん
で
土 

を
柔
か
く
し
肥
料
と
し
た
。
山
の
草
は
う
ま
や
に
入
れ
て
馬
に
食
わ
せ
、
踏
ま
せ
て 

肥
料
に
し
て
い
た
。
草
は
馬
一
頭
に
つ
き
一
日
に
一
駄(

六
束)

ず
つ
宛
て
が
っ
た 

の
で
、
草
刈
り
の
量
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
冬
季
に
は
馬
一
頭
に
六
十 

荷
の
落
葉
を
か
い
て
う
ま
や
に
入
れ
、
馬
に
踏
ま
せ
て
肥
料
を
作
っ
て
、
田
畑
に
敷 

き
こ
ん
だ
。
こ
ん
な
に
苦
心
し
て
も
、
反
収
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。

小
作
料
の
納
入
法
と
し
て
「刈
り
分
け
」
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
も
、
水
田
が
少 

な
く
収
量
が
低
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
ょ
う
。

一
枚
の
田
の
刈
り
取
り
を
小
作
人
と 

地
主
が
、
五
サ
ク
ず
つ
交
互
に
刈
り
取
る
と
い
う
珍
し
い
方
法
が
あ
っ
た
か
ら
、
取 

り
分
け
の
少
な
い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

昔
の
農
家
は
、草
刈
り
と
ボ
ヤ
伐
り
と
運
送
が
仕
事
の
半
分
だ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
、
 

馬
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
こ
の
村
は
馬
の
産
地
で
、
ふ
つ
う
の
農
家
で 

も
一
、
二
頭
の
馬
が
お
り
、
多
い
家
で
は
三
、
四
頭
の
馬
が
、
台
所
の
う
ま
や
に
飼 

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
終
戦
後
ま
で
、
さ
か
ん
な
馬
市
が
た
っ
て
い
た
。
秋
の 

彼
岸
前
に
な
る
と
大
前
で
は
二
百
頭
ほ
ど
の
馬
が
市
に
か
け
ら
れ
、
全
国
か
ら
馬
買 

い
商
人
が
来
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
牧
場
も
、
浅
間•

田
代•

干
俣
な
ど
の
草
原
に
あ
っ 

た
。馬

は
高
原
の
舟
と
し
て
、
交
通
交
易
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
村
で
生
産
さ
れ

た
木
炭•

木

材•

ま
ゆ•

糸
な
ど
を
、
 

馬
の
背
に
乗
せ
て
信
州
へ
出
荷
し
、
返 

り
荷
で
米•

麦
を
移
入
す
る
交
易
が
、
 

信
濃
街
道
を
通
じ
て
さ
か
ん
に
行
な
わ 

れ
た
。
物
資
を
運
送
し
て
得
る
駄
賃
か 

せ
ぎ
は
、
人
々
の
大
き
な
現
金
収
入
の 

方
法
で
あ
っ
た
。
馬
に
荷
を
付
け
て
鳥 

居
峠
を
越
え
て
信
州
と
一
往
復
す
る
の 

は
、
ち
ょ
ぅ
ど
一
日
の
行
程
で
あ
っ
た
。
 

子
供
も
十
二
、
三
才
に
な
る
と
、
大
人 

の
後
に
つ
い
て
手
綱
を
持
ち
、
馬
を
何 

頭
も
組
ん
で
出
か
け
た
。
さ
か
ん
な
こ 

ろ
は
、
鳥
居
峠
を
越
す
馬
が
一
日
に
八 

十
〜
百
頭
も
い
た
と
い
ぅ
。
二
頭
以
上

の
時
に
は 

馬
に
鈴
を
つ
け
て
迷
わ
ぬ
よ
ぅ
に
し
て
い
た
。
て
い
鉄
の
な
い
こ
ろ
は
、
 

馬
の
わ
ら
じ
を
五
、
六
足
付
け
て
い
き
、
途
中
で
交
換
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

人

々
の
安
ら
ぎ 

嬬
恋
村
は
浅
間
山
の
北
麓
に
あ
っ
た
か
ら
、
朝
に
夕
に
浅
間
山
の
煙
を
眺
め
て
生 

活
し
て
き
た
の
で
、
山
の
煙
の
流
れ
方
を
観
察
し
て
、
天
気
予
報
を
す
る
の
が
村
人 

の
常
識
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
浅
間
山
が
赤
城
山
と
山
争
い
し
た
り
、
富
士 

山
と
山
争
い
を
し
た
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
山
麓
の
村
で
は
、
サ
ト
ィ
モ
と 

ゴ
マ
が
禁
忌
作
物
に
な
っ
て
い
る
。

信
州
に
近
い
だ
け
あ
っ
て
、
諏
訪
神
社
が
各
ム
ラ
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
信
州
の
諏 

訪
か
ら
移
し
た
と
い
ぅ
伝
承
も
あ
り
、
諏
訪
神
の
ご
神
体
は
蛇
だ
と
い
っ
た
り
、
甲 

賀
三
郎
を
祭
る
と
い
っ
た
り
し
て
、
本
場 
(

？) 

に
近
い
感
じ
を
与
え
る
。

小
正
月
の
筒
粥
の
神
事
が
さ
か
ん
な
こ
と
は
驚
く
ほ
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ム
ラ
ご 

と
に
、
地
元
の
人
々
の
手
で
筒
粥
が
行
な
わ
れ
、
作
物
そ
の
他
の
豊
凶
を
占
い
、
紙 

に
書
き
出
し
て
い
る
。
長
い
間
、
凶
作
に
苦
し
ん
で
き
た
村
と
は
い
え
神
意
に
よ
っ
て

諏訪神社の拝殿•本殿(干俣)

諏訪神社が多い(金子緯一郎撮影)



安
ら
ぎ
を
覚
え
る
人
々
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

観
音
様
が
祭
ら
れ
、
念
仏
や
和
讃
が
老
人
た
ち
の
間
に
さ
か
ん
な
こ
と
も
、
こ
の 

村
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
彼
岸
に
は
老
人
た
ち
が
観
音
堂
に
オ
コ
モ
リ
し
て
、
連
日
に 

わ
た
り
念
仏
や
和
讃
を
唱
え
、
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
浅
間
焼
け
の
悲
惨
な 

苦
し
み
を
表
現
し
た
和
讃
が
く
り
返
し
く
り
返
し
語
ら
れ
る
ほ
か
に
、
火
の
用
心
や 

結
婚
式
の
和
讃
ま
で
あ
っ
て
、
老
人
の
信
仰
生
活
が
レ
ク
り
ヱ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て 

い
る
こ
と
か
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
村
で
は
、
老
人
か
い
か
に
も
大
事
に
さ
れ
、
自
由 

に
生
活
し
て
い
る
よ
う
す
は
、
う
ら
や
ま
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。

墓
所
が
厳
重
に
囲
い
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
棺
を
埋
め
た
土 

盛
り
の
上
に
ィ
ヌ
ッ
パ 

ジ
キ•

メ
ッ
パ 

ジ
キ
と
い
う
囲
い
を
す
る
が
、
十
三
本
ほ
ど 

の
棒
を
寄
せ
か
け
て
忌
垣
を
作
り
、
繩
で
巻
い
て
山
犬
を
絶
対
に
拒
絶
す
る
厳
重
さ 

を
示
し
て
い
る
。
古
代
の
モ
ガ
り
の
風
習
の
名
残
り
か
と
考
え
る
人
も
い
る
く
ら
い 

で
あ
っ
た
。
人
々
の
あ
の
世
に
お
け
る
生
活
‘の
安
住
を
願
う
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て 

い
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。

年
中
行
事
で
道
祖
神
祭
り
が
目
だ
っ 

て
い
る
。
ヌ
ル
デ
の
木
で
男
女
二
体
の 

道
祖
神
像
を
作
る
風
習
は
、
吾
妻
郡
内 

に
多
く
見
か
け
る
が
、
子
供
か
幣
束
を 

飾
っ
た
カ
ン
ジ
ン
棒
を
持
っ
て
、
家
 々

を
巡
回
す
る
や
り
方
な
ど
は
、
信
州
風 

の
民
俗
と
も
い
え
ょ
ぅ
。
秋
の
取
り
入 

れ
後
の
、
十
日
夜
の
祝
い
を
「
カ
カ
シ 

の
年
取
り
」
と
し
て
、

庭
へ
立
臼
を
出 

し
た
り' 

ワ
ラ
ボ
ッ
チ
を
立
て
て
、
力 

カ
シ
餅
を
供
え
て
「
カ
カ
シ
様
の
立
ち 

振
舞
」
を
し
て
、
カ
カ
シ
ア
ゲ
の
行
事 

と
す
る
の
も
、
信
州
の
民
俗
と
の
関
連 

を
感
じ
さ
せ
る
。

孀
恋
村
の
伝
説
の
主
人
公
に
、
源
頼
朝
が
登
場
す
る
。
三
原
の
卷
狩
の
史
実
が
伝 

説
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
伝
説
の
源
頼
朝
は
、
山
の
神
の
よ
う
に
清
浄 

を
好
む
激
し
い
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
山
の
神
の
信
仰
が
、
こ
の
英
雄
に
托
し 

て
語
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
、
^

て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
、
昔
話
で
は
、
弟
の
義
経
や
妻
班
女
と
名
の
る
キ
ツ
ネ
が
登
場
し
て
い
る
の 

だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
。
キ
ツ
ネ
は
人
の
先
に
立
っ
て
化
か
す
が
、
ム
ジ
ナ
は
人
の
後 

に
付
い
て
人
を
化
か
す
の
で
、
ム
ジ
ナ
に
つ
か
れ
た
人
は
崖
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
る 

こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て
、
ム
ジ
ナ
の
方
が
嫌
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
化
か
す
に
も
キ
ツ 

ネ
の
方
に
分
が
あ
る
よ
う
で
、
人
と
キ
ツ
ネ
と
の
親
し
い
つ
き
合
い
を
感
じ
さ
せ
ら 

れ
る
。

祭
礼
の
催
し
物
に
神
楽
が
な
い
の
は
意
外
だ
が
、
獅
子
舞
も
一
頭
立
ち
の
中
に
二 

人
が
入
る
も
の
で
、
に
ぎ
や
か
な
神
楽
拍
子
で
屋
台
ボ
コ
の
後
に
つ
い
て
巡
行
す
る 

の
も
、

信
州
風
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

今
後
、

も
っ
と
信
州
や
越
後
の
民
俗
に 

も
目
を
向
け
て
、
近
県
の
民
俗
と
比
較
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ 

る
。
 

(

関
口
正
巳)

観音堂内での念仏(大前)
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衣
•

食
•

住

は

じ

め

に

八
十
の
老
姿
が
語
っ
た
——

む
か
し
は
全
て
の
点
で
マ
テ(

シ
ッ
ヵ
リ
シ
テ
ィ
ル 

と
い
う
方
言)

で
あ
っ
た
と̂

^

。
そ
し
て
、
ど
の
位
窮
乏
や
労
苦
に
堪
え
た
か
に 

つ,

い
て
連
綿
と
語
を
継
い
だ
。
プ
ラ
ィ
ベ
ー
ト
な
点
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
内
容 

が
大
部
分
の
村
人
の
生
活
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
文
中
の
「
食
」
の
項
や
「
女
の
仕 

事•

着
物
」
な
ど
が
裏
書
き
し
て
く
れ
る
。

「
食
」

の
乏
し
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
調
査
ず
み
の
山
村̂

^

片
品
村 

(

群
馬
県
民
俗
調
査
報
告
書
第
一
集)

や
、
隣
接
の
六
合
村
Z-S

同

前•

第
四
集)

——

と 

共
通
し
て
い
る
。
因
み
に
、片
品
村
と
六
合
村
の
報
告
の
一
部
を
引
こ
う
。
蠕
恋
の
報 

告
と
参
照
さ
れ
た
い
。
「常
食
で
は
米
の
糧
が
少
な
く
、
粟
•

黍
.

稗
な
ど
の
雑
穀
が 

中
心
を
占
め
て
い
た
——

(

第
一
集
、

二
四
頁)

」
「
水
田
が
少
な
く
、
僅
か
な
雑
穀 

に
頼
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
六
合
村
は
、

一
般
の
村
人
の
主
食
に
粟•

稗
•

麦
が
用
い
ら
れ 

る
こ
と
が
多
か
っ
た-
-

(

第
四
集
、

一
 

〇
頁)

」

孀
恋
村
は
今
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
大
型
レ
ジ
ャI

産
業
の
進
出
、
土

地. 

山

林(

別
荘
用)
,

の
高
騰/

咼
原
キ
ャ
ベ
ツ
の
好
景
気(

反
面
、
暴
落
に
よ
る
ト
ラ
ッ 

ク
タ
ー
に
よ
る
踏
み
つ
ぶ
し)

、
過
疎
化
現
象(

一
例
と
し
て
、
部
落
在
住
の
若
者
の 

減
少
で
、
鎌
原
の
獅
子
舞
を
保
存
す
る
の
に
、
部
落
を
挙
げ
て
努
力
し
て
い
る
事
実)

、
 

さ
ら
に
北
陸
新
幹
線
が
榛
名
山
の
西
部
を
抜
け
、
嬌
恋
村
を
貫
通
す
る
と
い
う
最
近 

の
新
聞
報
道
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

機

械•

文
明
と
人
間•

文
化
、
開
発
と
歪
み
、
行
政
の
あ
り
方
等
、

こ
こ
に
も
真 

剣
に
問
い
直
す
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
そ
の
前
に
筆
者
自
身

こ
う
し
た
問
題
に
、

一
民
俗
学
徒
と
し
て
主
体
的
に
ど
う
か
か
ず
ら
わ
る
の
か
、
き 

び
し
く
問
い
つ
め
て
み
ね
ば
な
る
ま
い
。

「
住
」
の
項
で
は
、
「
土
蔵
造
り
の
民
家
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
十
数 

年
来
続
け
ら
れ
て
き
た
報
告
書
に
は
例
を
見
な
い
。
冬
の
寒
気
を
し
の
ぎ
、
夏
涼
し 

く
、
火
災
に
も
強
い
と
い
う
点
が
特
徴
で
、
生
活
の
知
恵
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
最 

近
で
は
、
時
代
の
趨
勢
で
と
り
こ
わ
さ
れ
新
式
の
家
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。(

後
で
判 

明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
民
家
専
門
の
研
究
家
で
あ
る
桑
原 

稔
氏
に
ょ
る
と
、
同 

様
の
民
家
は
蠕
恋
ほ
ど
で
は
な
い
が
六
合
村
に
も
数
軒
存
在
す
る
そ
う
で
あ
る
。
ま 

た
、
寒
冷
地
で
比
較
的
雪
の
少
な
い
所
に
適
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。)

「
屋
敷
ど
り
」

に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
川
の
水
の
利
用
が
い
つ
も
考
え
ら
れ 

て
い
た
点
も
特
色
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
が
、
今
で
は
皆
簡
易
水
道
に 

な
っ
て
い
る
。(

佐

藤

清
)

一
、
衣 

服

㈠

晴

着
•

外
出
着

御
祝
儀
の
着
物 

下
に
白
無
垢
を
着
て
、
上
に
ク
口
を
着
る
。
死
ん
で
出
る
と
き 

は
白
無
垢(

ヵ
タ
ビ
ラ)

で
あ
る
か
ら
、
白
無
垢
を
着
て
出
る
か
ら
に
は
二
度
と
こ 

の
家
に
は
帰
り
ま
せ
ん
、
と
い
う
覚
悟
で
下
に
着
て
出
た
と
い
う
。

ク
ロ
は
裾
も
ょ
う
を
つ
け
た
紋
つ
き
だ
っ
た
。(

鎌
原)

紋
つ
き 

江
戸
褛
、
ひ
ら
ぎ
ぬ
で
作
っ
た
。(

袋
倉)

は
れ
着 

銘
仙
で
あ
っ
た
。
女
は
自
分
で
つ
く
っ
た
。



よ
そ
い
き
の
着
物 

む
か
し
紺
が
す
り
の
着
物
が
着
ら
れ
た
の
は
、
女
学
生
と
か 

大
尽
の
家
の
子
供•

上
等
の
家
の
も
の
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。(

大
前)

外
出
着 

男
衆
は
キ
ヌ
ガ
ス
リ
、

メ
イ
セ
ン
。

コ
ゥ
キ
オ
リ
が
流
行
し
た
こ
と
が 

あ
る
。
女
衆
は
メ
イ
セ
ン
と
オ
メ
シ
。

オ
メ
シ
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
。(

大
笹)

喪
服
昔
は
何
で
も
よ
く
、
あ
り
あ
わ
せ
の
も
の
で
間
に
合
わ
せ
た
の
で
、
裾
も 

よ
う
の
あ
る
も
の
を
着
て
い
る
の
を
見
た
。
紋
つ
き
を
着
る
時
の
下
着
の
白
無
垢
の 

と
き
も
あ
る
。

サ
ヵ
キ
オ
ジ
イ
の
と
き
は
、
み
ん
な
白
無
垢
を
着
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
、
み
ん
な 

が
白
を
着
た
が
、
細
び
き
を
下
げ
た
よ
う
な
大
雨
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
。(

鎌
原)

㈡

普
段
着•

作
業
着

ふ
だ
ん
着 

仕
事
着
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
長
い
着
物
で
、
裾
に
色
を
変
え
て 

青
や
赤
の
布
を
つ
な
ぎ
、
こ
れ
を
折
り
上
げ
て
腰
に
巻
い
て
仕
事
を
し
た
。
夏
の
朝 

草
刈
り
に
出
か
け
る
と
き
な
ど
は
、
腰
ま
き
は
露
で
ぬ
れ
て
よ
ご
れ
る
か
ら
上
の
方 

へ 
巻
き
上
げ
て
ヒ
ッ
キ
リ
タ
ヶ(

尻
切
り
丈)

の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
。(

鎌
原) 

ふ
だ
ん
着
は
木
綿
が
普
通
で
、
麻
物
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。(

西
窪)

ふ
だ
ん
着
は
木
綿
で
、
自
分
で
つ
く
っ
た
。
女
の
子
は
十
五
、
六
才
の
こ
ろ
か
ら 

母
親
と
か
、
祖
母
に
教
わ
っ
て
裁
縫
を
し
た
。
布
も
自
分
で
織
っ
て
つ
く
っ
た
。
模 

様
は
自
分
で
考
え
て
織
っ
た
。(

大
前)

普
段
着
と
し
て
男
衆
は
夏
は
セ
ル
、

ユ
ヵ
タ
。
縞
物
の
長
袖
の
シ
ャ
ッ
。
冬
は
夕 

ン
ゼ
ン
〇

女
衆
は
モ
メ
ン(

縞
か
ヵ
ス
リ)

の
着
物
に
モ
メ
ン
の
細
帯
。(

大
笹) 

娘
の
時
、
が
ら
の
を
着
た
か
っ
た
が
、
棒
じ
ま
ば
か
り
だ
っ
た
。

あ
ず
き
ご
う
し(

小
豆
格
子)

縞
の
と
こ
ろ
に
、
ほ
か.
の*

を
入
れ
て
織
る
と
、
 

小
豆
粒
ぐ
ら
い
の
長
目
の
か
く
が
で
き
た
。(

三
原)

チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
着 

よ
そ
の
家
へ
チ
ョ
イ
と
行
く
時
に
着
る
。-
オ
ー
メ
で
作
る
。
 

木
綿
の
縞
で
作
っ
た
。(

袋
倉)

袷
、
綿
入
、
晴
れ
着
、
黒
色
で
縞
物
が
普
通
で
、
挙
式
用
に
は
絹
を
用
い
た
。(

西

窪)
男
の
し
た
く 

シ
ッ
キ
リ
ジ
バ
ン
に
モ
モ
ヒ
キ
と
い
う
の
が
ふ
つ
う
で
、
秋
の
刈 

り
ぼ
し
で
も
そ
う
い
う
し
た
く
だ
っ
た
。

冬
で
も
し
ご
と
を
す
る
と
き
は
に
た
よ
う
な
も
の
で
、
ふ
だ
ん
は
長
い
着
物
を
着 

て
い
た
。

し
ご
と
を
し
な
い
と
き
は
年
輩
の
人
は
た
も
と
、
若
い
人
は
筒
袖
に
さ
ん
じ
ゃ
く 

を
し
め
て
い
た
。
若
い
人
の
は
広
さ
ん
じ
ゃ
く
が
あ
っ
た
。(

鎌
原)

ヒ
ッ
キ
リ
ジ
バ
ン
は
木
綿
で
作
る
。
四
ッ
身
で
袖
は
ッ
ッ
袖
、
丈
は
腰
た
け
、
ゥ 

マ
ノ
リ
が
あ
い
て
い
る
。(

門
貝)

労
働
着 

男
衆
は
テ
ッ
コ
ゥ
、
キ
ャ
ハ
ン
、
足
袋
。

こ
れ
ら
は
皆
女
衆
が
作
っ
た 

も
の
で
あ
る
。
足
袋
は
白
い
よ
っ
た
麻
糸
で
さ
し
た
の
で
丈
夫
で
あ
っ
た
。
厚
く
す 

る
か
ら
う
ら
が
え
せ
な
い
の
で
外
地
づ
け
に
な
る
。

女
衆
は
モ
モ
ヒ
キ
に
、
長
着
を
は
し
ょ
い
、
前
掛
を
帯
に
さ
し
て
働
い
た
。(

大
笹)

の
ら
着
は
木
綿
で
作
っ
た
。
下
は
モ
モ
ヒ
キ
。

モ
ン
ペ
は
戦
争
中
は
や
っ
た
。
着 

る
物
は
全
部
家
で
作
っ
た
。(

袋
倉)

仕
事
着•

も
も
ひ
き
は
木
綿
で
つ
く
っ
た
。
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、

モ
ン
ペ 

よ
り
便
利
で
あ
っ
た
。
型
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
で
つ
く
っ
た
。
紺
色
、
し
ま
、
 

お

り

い

ろ(

紺
よ
り
う
す
い
色)

な
ど
が
あ
っ
た
。

山
着
は
、
木
綿
で
出
来
た
も
の
。
こ
れ
も
自
分
の
家
で
つ
く
っ
た
。

こ
れ
は
、
し

よそいぎ(芦生田の人)

(撮影井田安雄)



ま
と
か
か
す
り
で
あ
っ
た
。

男
衆
は
仕
事
着
と
し
て
は
シ
ャ
ツ
を
き
た
。
こ
れ
も
木
綿
で
で
き
て
い
て
、
し
ま 

模
様
か
無
地
で
、
自
家
製
で
あ
っ
た
。

仕事着(門貝)(撮影青木則子)野良着姿の婦人(干俣) (撮影金子緯一郎)

仕事着(三原)(撮影井田安雄)仕事着(三原)(撮影井田安雄)仕事着(芦生田)(撮影井田安雄)



サ
シ
モ
ノ 

山
か
ら
荷
物
を
お
ろ
す
と
き
、

シ
ョ
ィ
ギ
リ
だ
か
ら
サ
シ
モ
ノ
を
着 

た
。
手
で
さ
し
て
作
っ
た
。

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
の
型
で
、
切
れ
を
五
枚
位
重
ね
て
き 

た
。
み
な
ィ
ロ
リ
な
の
で
山
か
ら
木
を
背
負
い
だ
し
た
も
の
で
、
た
ま
に
は
官
地
か 

ら
木
を
切
り
出
し
て
み
つ
け
ら
れ
、
か
く
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。(

大
笹)

さ
し
も
の
と
い
う
の
を
男
女
と
も
着
た
。
そ
れ
は
新
し
い
き
れ
を
表
に
つ
か
い
、
 

古
い
き
れ
を
裏
に
つ
か
っ
て
つ
く
っ
た
。
丈
夫
な
の
で
三
、
四
年
は
き
ら
れ
た
。
し
ょ 

い
こ
を
背
負
う
と
き
に
着
た
。

仕
事
を
す
る
と
き
に
は
、
手

甲
(

て
お
い
と
い
う)

を
つ
け
た
。(

芦
生
田) 

し
よ
い
こ
を
し
よ
う
と
き
に
着
る
せ
な
か
あ
て
を
さ
し
も
の
と
い
う
。
袖
無
し
で
、
 

麻
.

木
綿
を4

 
- 
5

枚
重
ね
て
縦
に
さ
し
た
も
の
。(

門
貝)

さ
し
こ 

胴
着
の
綿
入
れ
を
作
る
時
、
刺
し
こ
を
し
て
丈
夫
に
す
る
。
仕
事
帰
り

に
粟•

麦
•

草
な
ど
を
し
ょ
っ
て
来
る
時
、
胴
着
の
上
に
背
負
う
。

シ
ョ
ィ
コ
は
あ 

ま
り
使
わ
な
い
で
、
じ
か
に
し
ょ
っ
た
。(

大
前)

田
植
え
ジ
バ
ン 

田
植
え
の
と
き
は
田
植
え
ジ
バ
ン
と
い
う
の
を
つ
く
り
、

一
寸 

巾
に
ふ
ち
を
つ
け
、
袖
口
に
も
き
れ
を
つ
け
た
新
し
い
の
を
着
て
、
帯
も
つ
く
っ
て 

カ
ヤ
ノ
ク
チ(

矢
の
字)

に
結
ん
で
出
た
。
新
し
い
手
ぬ
ぐ
い
で
、
新
し
い
菅
が
さ 

を
卜
ぶ
っ
た
。
い
ま
は
ふ
ろ
し
き
を
三
角
に
し
て
か
ぶ
る
く
ら
い
に
な
っ
た
。(

鎌
原) 

チ
ヤ
ン
チ
ヤ
ン 

袖
の
な
い
上
衣
で
綿
入
で
さ
し
こ
に
な
っ
て
い
た
。
物
を
背
負 

う
場
合
な
ど
に
用
い
た
。(

八-7

井)

ハ
ン
テ
ン 

袖
の
あ
る
綿
入
れ
で
な
い
も
の
。.(
今
井)

ド
ウ
ギ 

身
丈
け
も
短
い
も
の
で
ジ
ャ
ン
バ
風
の
も
の
で
綿
入
れ
で
短
い
袖
が
あ

サシモノを着て、しょいこを背

負う(門貝)(撮影青木則子)

サシコのはんてん麦や草を 
しょう時に着る(大前)

(撮影関口正己)

さしもん(門貝)

(撮影中村和三郎)

さしもん(門貝)

(撮影中村和三郎)



る
も
の
。(

今
井)

ド
ゥ
ギ
は
寒
い
と
き
に
着
る
綿
入
だ
が
、
袖
は
半
袖
。(

門
貝)

前
か
け 

長
い
二
尺
の
縞
の
前
か
け
を
つ
く
っ
て
ヤ
マ
に
行
く
の
に
も
こ
れ
を
か 

け
て
出
か
け
た
。
裾
を
腰
に
折
り
こ
ん
で
は
た
ら
い
た
。(

鎌
原)

モ
ン
ペ 

昭
和
十
三
年
に
初
め
て
モ
ン
ペ
を
つ
く
っ
て
は
い
た
ら
、
村
人
が
笑
っ 

て
困
っ
た
。(

鎌
原)

モ
ン
ペ
は
昭
和
九
年
頃
か
ら
は
き
始
め
た
。(

西
窪)

㈢

簑•

笠•

被
り
物

ミ
ノ.

菅
笠 

昔
は
田
植
え
の
時
な
ど
に
つ
け
た
。
菅
笠
は
男
女
と
も
つ
け
、
ミ 

ノ
は
男
子
の
み
。
女
衆
は
ゴ
ザ
を
つ
け
た
。
ま
た
女
衆
は
長
袖
に
タ
ス
キ
を
か
け
た
。
 

(

大
笹)

ミ
ノt

わ
ら
と
ス
ゲ
で
作
っ
た
。
鳥
居
峠
を
越
え
て
信
州
か
ら
上
げ
た
も
の
が
多 

い
。(

大
前)

ハ
バ
キ
や
わ
ら
の
ミ
ノ
は
買
っ
た
も
の
を
使
か
っ
た
。(

西
窪)

笠
は
夏
だ
け
か
ぶ
る
。
ス
ゲ
笠
、
ム
ギ
ワ
ラ
笠
、
カ
ン
ナ
ッ
ク
ズ
笠
な
ど
。(

門
貝) 

か
ぶ
り
も
の
と
し
て
女
は
す
げ
笠
。

こ
れ
に
は
中
に
「
ゴ
ト
ク
」
と
い
ぅ
も
の
が 

っ
い
て
い
て
、
し
っ
か
り
と
か
ぶ
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
て
い
た
。
日
よ
け
に
も
な
っ
た 

し
雨
よ
け.
に
も
な
っ
た
。
男
は
手
ぬ
ぐ
い
を
頭
に
か
ぶ
っ
て
い
た
。(

干
俣) 

ム
ギ
ラ
ワ
笠
は
、
夏
、
仕
事
を
す
る
と
き
に
か
ぷ
る
。

ム
ギ
ワ
ラ
笠
や
カ
ン
ナ
ッ 

ク
ズ
の
笠
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
が
、

こ
の
頃
は
萱
笠
が
な
く
な
っ
た
。(

門
貝) 

手
ぬ
ぐ
い
の
か
ぶ
り
方 

女 

オ
ッ
カ
サ
ン
カ
ブ
リ
、

シ
ゴ
ト
ッ
カ
ブ
リ
、

コ
モ 

リ
ッ
コ
カ
ブ
リ
、
ホ
オ
カ
ブ
リ

男 

ハ
チ
マ
キ
、

ホ
オ
カ
ブ
リ
、

シ
ゴ
ト
カ
ブ
リ

手
拭
は
ハ
チ
マ
キ
、

ム
コ
ゥ
ハ
チ
マ
キ
、

ホ
オ
カ
ブ
リ
に
し
て
用
い
た
。

ホ
ホ
カ 

ブ
リ
は
、
寒
い
と
き
に
す
る
。(

門
貝)

手
拭
い
は
い
つ
も
か
ぶ
っ
て
い
た
。

か
ぶ
り
方
に
は
、
オ
ッ
カ
サ
ン
カ
ブ
リ
、
ネ 

エ
サ
シ
カ
ブ
リ
、

ホ
オ
カ
ブ
リ
が
あ
っ
た
。(

袋
倉)

姉
さ
ん
か
ぶ
り
は
手
ぬ
ぐ
い
の
後
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
上
に
上
げ
、
き
れ
い
に
か
ぶ
る
。 

娘
た
ち
は
ガ
ラ
の
良
い
も
の
を
か
ぶ
る
。
年
老
り
に
な
る
と
ひ
っ
つ
め
て
か
ぶ
っ
た

チャンチャン(ヒッチョイ)

前の紐は1組または2組 

(中沢) (撮影関口正巳)

ケンデー(門貝)

(撮影青木則子)

ホオカブリ(門貝)

(撮影青木則子)

ホ:tカブリ(門貝)

(撮影青木則子)



り
、

後
に
卷
き
こ
ん
で
か
ぶ
る
。(

鎌
原)

冬
は
大
巾
の
ネ
ル(

長
さ4

尺)

で
頭
を
す
つ
ぽ
り
包
ん
だ
。(

門
貝)

男
衆
は
働
く
時
、

ハ
チ
マ
キ
を
し
た
。
冬
は
寒
い
か
ら
毛
糸
の
巾
の
広
I'

の
を
前 

か
ら
首
を
ま
わ
し
て
う
し
ろ
で
し
ば
つ
た
。

女
衆
は
、
夏
に
は
白
い
布
を
か
ぶ
つ
た
。
冬
は
フ
ラ
ン
の
布
を
か
ぶ
つ
た
。

こ
こ 

で
は
ア
ネ
サ
ヵ
ブ
リ
は
な
い
。
四
角
の
布
を
斜
め
に
折
り
、
あ
ご
で
む
す
ん
だ
。(

大 

笹)

折
る

は
ち
ま
き
は
男
が
仕
事
を
す
る
と
き
は
ふ
つ
う
横
で
し
ば
る
。
元
気
の
t

 
L

人
は 

ね
じ
り
は
ち
ま
き
で
や
る
。(

鎌
原)

か
ぶ
り
布 

大
巾
二
尺
四
方
の
布
を
頭
に
す
つ
W0

り
か
ぷ
る
。
冬
の
外
出
に
は
必 

ず
も
ち
い
た
。
吾
妻
の
赤
げ
つ
と
う
な
ど
と
言
わ
れ
た
。
男
女
と
も
も
ち
い
る
。(

西 

窪)
冬
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
大
幅
で
長
さ
四
尺
の
布
を
か
ぶ
る
と
い
う
ょ
り
頭
を
く
る
ん 

だ
。(

門
貝)

お
高
祖
頭
布 

大
正
の
初
ご
ろ
ま
で
お
高
祖
頭
布
を
か
ぶ
っ
た
。
耳
の
と
こ
ろ
に 

輪
を
つ
け
て
お
い
て
こ
れ
を
耳
に
か
け
て
か
ぶ
る
と
前
髪
の
と
こ
ろ
が
き
れ
い
に
で 

き
て
ハ
ィ
カ
ラ
に
な
る
。(

鎌
原)

角
か
く
し 

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
つ
け
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
も
の
で
、
大
正
の
末
ま 

で
は
な
か
っ
た
。

花
嫁
は
丸
ま
げ
を
結
っ
た
だ
け
で
、
か
ん
ざ
し
を
二
つ
も
つ
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
 

玉
か
ん
ざ
し
て
い
ど
で
、
大
正
の
末
に
ベ
ッ
甲
の
鳥
の
舞
っ
た
よ
ぅ
な
も
の
を
つ
け 

た
嫁
さ
ん
に
は
み
ん
な
が
お
ど
ろ
い
た
。

綿
帽
子
は
み
た
こ
と
も
な
い.
〇 (

鎌
原)

そ

で

か

む

り

サ

ラ

シ

身

丈

八

十

九
cmI

三
十
二
cm
fjg

三
十

ハチマキ(門貝)

(撮影青木則子)

オッカサンカブリ(門貝)

(撮影青木則子)

シゴトッカブリ(門貝)

(撮影青木則子)

コモリッコカブリ(門貝) 

撮影青木則子)

シゴトカブリ(門貝)

(撮影青木則子)



二
cm

肩

幅

二

十

二

、
五
cm

袖
幅
三
ナ
ー
ー§

»

*

三
十
九
cm

袖
口 

二
十
三
cm

袖

付

二

十

五
cm

あ

き

八
cmn

®

五
、
四
cm

衿

付

五

十
 

九
、
五
cm

衿

下

二

十

五

、
五
cm(

西
窪)

  

㈣

頭

髪
•

化

粧

髪

型

子

供

牛

若

丸

、
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
り
し
た
。

娘 

イ
チ
ョ
ー
ガH

シ 

び
ん
た
ぼ
を
は
ら
せ
、
前
髪
を
大
き
く
と
っ
た
。
年
を 

と
る
と
そ
れ
ら
は
除
い
た
イ
チ3

丨
ガ
エ
シ
に
し
た
。

モ
モ
ワ
レ

年

増

丸

マ

ゲ

、

シ
マ
ダ
、
イ
チ
ョ
ー
ガ
ヱ
シ(

袋
倉)

丸
髪
は
既
婚
の
婦
人
の
髪
型
、
未
婚
の
娘
は
、
島
田
、
高
島
田
、

い
ち
ょ
ぅ
が
え 

し
、
さ
ら
に
二
百
三
高
地
と
い
っ
た
ハ
イ
ヵ
ラ
な
結
い
型
も
あ
っ
た
。(

西
窪)

ち
ょ
ん
ま
げ
女
の
子
は
、
髪
を
ふ
の
り
で
固
め
て
は
り
つ
け
る
よ
ぅ
に
し
た
の 

で
、
目
が
つ
り
上
っ
た
。(

三
原)

チ
ョ
ン
マ
ゲ
は
、
大
正
の
初
ご
ろ
ま
で
は
、
三
原
と
今
井
と
に
一
人
ず
つ
、

チ
ョ 

ン
マ
ゲ
ジ
イ
サ
ン
と
よ
、
'

は
れ
た
人
が
い
た
。(

鎌
原)

理
髪 

バ
リ
ヵ
ン
を
数
人
で
共
有
し
て
、
お
互
い
に
散
髪
し
あ
っ
た
。•(

西
窪)

お
歯
黒 

母
親
の
頃
は
、
染
め
て
い
た
。
「
や
だ
ら
よ
し
や
が
れ
、
の
一
な
し
野
郎 

め
、
元
の
白
歯
に
し
て
よ
こ
せ
」
「
か
わ
い
そ
う
だ
よ
、
白
歯
で
身
も
ち
、
聞
け
ば
野 

郎
め
は
、
旅
の
人
」(

芦
生
田)

年
寄
り
は
お
は
ぐ
ろ
を
大
正
の
終
り
ご
ろ
ま
で
は
し
た
。
お
客
に
招
ば
れ
て
ゆ
く 

と
き
な
ど
に
つ
け
、
三
原
ま
で
行
く
と
き
な
ど
は
眉
毛
を
剃
っ
て
出
か
け
た
。(

鎌
原) 

㈤

下 

着

下
着 

モ
モ
シ
キ
を
は
い
た
。

マ
タ
ヮ
レ
で
紺
色
だ
っ
た
。
上
半
身
—

ヒ
ッ
チ
キ 

ジ
ュ
バ
ン
と
い
っ
て
耕
が
多
か
っ
た
。(

干
俣)

ふ
ん
ど
し 

モ
ッ
コ
は
長
さ
三
尺
、
越
中
は
長
さ
六
尺
。(

西
窪)

フ
ン
ド
シ
は
六
尺
が
多
か
っ
た
。(

大
笹)

腰
卷 

普
段
用
は
ネ
ル
、

メ
リ
ン
ス
で
作
っ
た
も
の
は
よ
そ
ゆ
き
用
。(

西
窪) 

下
着
は
終
戦
後
、
パ
ン
ツ
を
は
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に
か 

け
て
、
学
校
で
ズ
ロ
ー
ス
を
は
く
よ
う
に
注
意
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
頃
、
次
の
よ
う
な
酒
飲
唄
が
あ
っ
た
。

田
田
田
田
田
の
中
で

0
0
0
0

こ
ど
ん
ぢ
き
し
よ
が
水
か
が
み

ど
じ
よ
う
が
た
ま
げ
て
砂
も
ぐ
り

田
に
し
が
た
ま
げ
て
ふ
た
を
す
る
。

田
植
を
す
る
と
き
、

モ
モ
ヒ
キ
も
は
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
ん
な
唄
が
う
た 

わ
れ
た
。(

西
窪)

㈥

履 

物

ヮ
ラ
ジ
、
ゾ
—
リ 

わ
ら
じ
ゃ
ぞ
う
り
は
自
分
の
家
で 

つ
く
っ
た
。

田
植
え
ぞ
う
り
は
花
む
す
び
と
よ
ば
れ
、
こ
れ
を
は
い
て
ヤ
マ(

田
植)

に
行
く 

と
、

ヘ
ビ
に
か
ま
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

芦
生
田)

わ
ら
ぞ
う
り
は
、
ひ
や
め
し
ぞ
う
り
と
も
い
う
〇
は
な
ぶ
す
み
ぞ
う
り
の
鼻
緒
の 

結
ん
だ
両
脇
を
玉
に
結
ぶ
。
こ
の
玉
を
ま
む
し
よ
け
と
い
い
、
魔
よ
け
だ
と
も
い
う
。



ジ
ャ
ン
ボ
ン
に
は
く
、
は
な
ぶ
す
み
ぞ
ぅ
り
は
玉
に
し
な
い
。(

門
貝)

ヮ
ラ
ジ
、
ゾ
ウ
リ
は
自
製
の
も
の
。
冬
仕
事
に
多
く
履
い
た
。(

干
俣)

ゾ
ウ
リ
ヅ
ウ
リ
の
芯
は
ア
ジ
を
と
る
。

ヒ
ヤ
メ
シ
ゾ
ウ
リ
は
ト
ウ
キ
ミ
ま
た
は
竹
の
皮
で
つ
く
る
。
冬
す
べ
ら
な
く
て
良 

ヽ〇

ヮ
ラ
ジ
は
、
藁

一

束(

二
つ
か
み)

で
二
〜
三
足
で
き
る
。
藁
は
ょ
く
す
ぐ
っ
て
、
 

水
で
し
め
し
、
杵
で
た
た
い
て
か
ら
使
ぅ
。

一
足
分
の
芯
繩
の
長
さ
は
、

二
ひ
ろ
。

ワ
ラ
ジ
の
芯
は
ア
ジ
を
と
ら
な
い
。
ケ 

エ 

シ
を
チ
に
と
う
し
、
そ
こ
に
紐
を
く
ぐ 

す
。(

門
貝)

ワ
ラ
ジ
は
一
日
に
一
足
は
ふ
ん
ぎ
っ
た
。

一
冬
に
二
百
足
作
り
、
そ
れ
だ
け
は
き 

き
っ
た
。(

西
窪)

下

駄

下

駄

は

買

っ

て

履

い

た(

芦
生
田)

下
駄
は
駒
下
駄.

さ
し
歯
な
ど
。
さ
し
歯
は
雨
天
の
と
き
に
履
く
。(

西
窪) 

コ
ウ
カ
ケ 

足
袋
の
一
種
で
、
前
の
方
で
合
わ
せ
て
ひ
も
で
し
ば
る
形
式
の
も
の
。
 

(

鎌
原)

コ
ウ
ガ
ケ
は
わ
ら
じ
を
は
く
と
き
の
足
袋
で
、
表
に
糸
の
ね
い
目
が
出
て
い
た
。•

(

今
井)

コ
ウ
ガ
ケ
は
表
を
紺
の
新
布
で
、
裏
を
ア
サ
ギ
な
ど
で
つ
く
る
。
型
紙
が
あ
る
。
 

足
袋
の
よ
う
に
作
る
が
縫
い
目
が
外
に
出
て
い
る
。
底
う
ら
は
木
綿
糸
で
さ
す
。
男 

も
の
で
一
足
は
一
尺
五
寸
の
長
さ
で
で
き
る
。
前
あ
き
で
ひ
も
で
し
ば
る
。(

門
貝>  

タ
ビ
バ
ソ
ン 

足
袋
の
指
が
切
れ
る
か
ら
、
ほ
か
の
切
れ
を
つ
ぎ
た
す
。(

三
原) 

カ
サ
カ
ケ 

ワ
ラ
ジ
の
先
に
編
み
つ
け
て
、
甲
を
被
う
も
の
で
、
冬
用
の
は
き
も 

の
。

ナ
ガ
ガ
サ
と
い
う
の
も
あ
る
。(

門
貝)

ハ
バ
キ 

藁
ミ
ゴ
で
ゴ
ザ
編
み
に
編
む
。
キ
ャ
ハ
ン
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
 

ゴ
ザ
ハ
バ
キ
が
な
く
な
っ
た
。(

門
貝)

雪
輪 

雪
輪
は
雪
の
深
い
と
き
に
履
い
た
。

ク
マ
ヅ
ル
の
枝
を
亀
の
甲
型
に
曲
げ 

て
、

ア
カ
シ
ャ
の
皮
や
藤
ヅ
ル
で
編
ん
だ
。

カ
ワ
ッ
ツ
オ(

麻)

や
シ
ナ
の
皮
は
乾 

い
た
所
で
は
強
い
が
、
し
め
っ
ぽ
い
所
は
弱
い
の
で
あ
ま
り
使
わ
な
か
っ
た
。
長
さ 

一
尺
、
巾
六
寸
く
ら
い
の
雪
輪
が
多
か
っ
た
。

雪
道
を
つ
け
る
と
き
と
か
、
冬
山
に
は
よ
く
は
い
た
。
近
ご
ろ
は
雪
が
少
な
い
の 

で
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
。(

西
窪)

ゴ
ム
グ
ツ 

ゴ
ム
グ
ツ
は
六
十
ー
オ
の
人
が
九
才
の
と
き
履
い
た
の
を
見
た
が
、
 

こ
れ
が
西
窪
で
一
番
早
い
。(

西
窪)

㈦

染
色•

裁
縫•

洗
濯•

そ
の
他

ヒヤメシゾウリ(門貝)

(撮影青木則子)



染

色

ク
ル
ミ
の
木
の
皮
茶
色

キ
ワ
ダ
の
木
の
皮
黄
色

オ
ガ
ラ
の
灰 

ネ
ズ
色

ド
P

ゾ
メ 

ネ
ズ
色(

腐
っ
た
よ
う
な
土
を
持 

っ
て
き
て
や
っ
た)
(

袋
倉) 

ク
ル
ミ
の
木
の
皮
で
む
ら
さ
き
色
に
染
め
た
。

ハ
ン
の
木
を
煮
出
し
て
あ
お
い
ろ 

に
、
又
、
キ
ハ
ダ
の
木
の
皮
で
黄
色
に
染
め
た
。(

今
井)

ク
ル
ミ
の
皮
は
黄
色
に
染
め
た
。

ナ
ベ
に
糸
を
入
れ
て
、
ク
ル
ミ
の
木
の
皮
を
入 

れ
て
煮
た
。

学
校
へ
こ
れ
を
着
て
行
く
と
馬
鹿
に
さ
れ
た
。

キ
ワ
ダ
の
木
の
皮
は
う
す
茶
色
に
染
っ
た
。

ヒ
ラ
ギ
ヌ
は
染
物
屋
に
出
し
た
。
原
町
の
ふ
じ
や
へ
よ
く
出
し
た
。(

今
井)

山
か
ら
木
の
皮
を
と
っ
て
き
て
、
家
で
そ
め
た
。

ク
ル
ミ
は
花
色
、
キ
ハ
ダ
は
黄 

色
、

コ
ナ
シ
は
青
茶
色
に
そ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。(

芦
生
田)

ク
ル
ミ
の
木
の
皮
、

コ
ナ
シ
の
皮
を
に
だ
し
て
、
そ
こ
に
石
バ
ィ
を
い
れ
る
と
キ 

ン
チ
ャ
色
に
そ
ま
る
。

キ
ワ
ダ
の
皮
は
黄
色
に
そ
ま
っ
た
。(

大
笹)

ウ
コ
ン 

ク
ル
ミ
の
皮
や
キ
ワ
ダ
の
皮
で
糸
を
染
め
た
も
の
を
ウ
コ
ン
と
言
っ 

た
〇 
(

今
井)

ド
ロ
染
め
布
を
池
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
黒
色
に
よ
く
染
ま
っ
た
。
今
、
温
泉 

が
湧
き
で
た
と
さ
わ
い
で
い
る
所
の
池
で
あ
る
。

で
も
洗
た
く
を
す
る
と
色
が
す
ぐ 

落
ち
て
し
ま
う
。

こ
の
染
色
の
仕
方
を
、
「
ド
ロ
染
め
」
と
い
っ
た
。(

大
前)

ド
ロ
ゾ
メ
を
す
る
に
は
田
の
際
に
い
い
ド
ロ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
持
っ
て
来
て
、
 

糸
と
一
緒
に
煮
る
と
黒
く
染
ま
る
。(

今
井)

紺
屋 

長
野
原
、
西
窪
に
あ
っ
た
。
仲
々
で
き
ず
コ
ー
ャ
の
七
ウ
ソ
と
言
っ
た
。

(

袋
倉) 

.

織
物 

織
物
は
手
わ
る
さ
程
度
。
ジ
バ
タ
の
次
に
タ
ヵ
ア
シ
を
使
っ
た
。

ヒ
ラ
ギ
ヌ
は
御
祝
儀
用
の
着
物
に
使
う
。

オ
ー
メ
は
、
岩
島
か
ら
買
っ
た
木
綿
糸
と
生
糸̂

使
っ
た
。

ジ
ジ
マ
は
ヤ
マ
ギ
に
使
う
。
、
'

ハ
ラ
に
ひ
っ
か
か
っ
て
も
き
れ
な
い
位
丈
夫
な
の
で
、
 

バ
ラ
ギ
と
も
言
っ
た
。(

袋
倉)

I

反
の
長
さ 

十
年
前
よ
り
三
丈
二
尺
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
二
丈
八
尺
、
さ 

ら
し
は
二
丈
五
尺
だ
っ
た
。(

門
貝)

麻 

今
井
の
は
質
が
悪
く
余
り
や
ら
な
か
っ
た
。
糸
に
は
で
き
な
い
。
繩
に
な
う 

位
で
あ
る
。
戦
時
中
に
や
っ
た
程
度
。

麻
を
三
〜
五
日
位
、
川
に
ね
せ
て
、
芯
と
皮
を
分
離
さ
せ
る
。
皮
を
カ
ワ
ッ
チ
ョ 

と
い
い
、

こ
れ
を
売
る
。
岩
島
辺
の
商
人
が
買
い
に
来
た
。
芯
は
オ
ガ
ラ
と
い
い
、
 

萱
屋
根
の
萱
の
足
し
に
し
た
。

ネ
ド
倉
が
本
村
に
あ
る
。

こ
の
倉
の
中
で
麻
を
水
に
浸
し
て
、
む
し
ろ
を
か
け
て 

お
く
と
熱
が
出
る
。

三
日
位
お
い
て
お
く
と
皮
と
芯
が
分
離
す
る
。

オ
タ
ネ
は
余
り
食
べ
す
ぎ
る
と
酔
う
。
人
の
顔
が
三
角
に
見
え
た
り
、
笑
い
出
し 

た
り
す
る
。

麻
の
木
の
皮
を
カ
ワ
ッ
ソ
と
い
い
、
物
を
背
負
う
カ
チ
ン
ナ
ワ
に
使
用
し
た
。
麻 

糸
は
ぞ
う
き
ん
を
縫
う
時
に
使
用
、
又
は
さ
し
も
の
、
足
袋
の
う
ら
を
さ
す
と
き
用 

ぃ
た
。

わ
ら
じ
を
は
く
と
き
の
足
袋
の
表
を
ぬ
う
と
こ
ろ
に
も
使
っ
た
。

こ
れ
を
コ
ゥ
カ 

ケ
と
よ
ん
だ
。(

今
井)

ク
ラ
ラ
、
麻
の
一
種
、
水
に
ね
せ
こ
ん
で
か
ら
皮
を
む
き
、
こ
れ
を
ワ
ラ
と
ま
ぜ 

て
な
っ
て
シ
グ
ツ
に
織
る
。(

鎌
原)

洗
濯
洗
濯
に
は
灰
の
ア
ク
水
を
洗
た
く
に
用
い
た
。
桶
に
灰
を
入
れ
適
量
の 

水
を
加
え
て
上
の
水
を
使
っ
た
。
又
、
糠
を
布
袋
に
入
れ
て
洗
た
く
物
と
一
緒
に
洗 

う
こ
と
も
あ
っ
た
。

う
ど
ん
の
う
で
湯
で
頭
の
髪
や
手
拭
を
洗
っ
た
。

と
う
ふ
を
作
っ
た
時
の
水
で
も
同
じ
よ
う
に
髪
や
手
拭
を
洗
っ
た
。(

袋
倉) 

洗
濯
に
は
灰
の
あ
く
を
、
水
の
中
に
入
れ
て
、
あ
く
を
沈
ま
せ
て
使
う
。(

三
原) 

年

令

と

着

物

赤

ん

坊

ー

ツ

身



三
つ
く
ら
い
か
ら
三
ッ
身
、

こ
れ
は
損
だ
っ
た
。

十
く
ら
い
か
ら 

四
ッ
身
、
肩
上
げ
を
す
る
。

十
五
に
な
れ
ば
本
裁
ち
で
肩
上
げ
を
す
る
。

こ
の
年
に
は
ケ
イ
ヤ
ク
に
出
る(

青 

年
会
に
入
る)

。

十
九
才
ま
で
は
肩
上
げ
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
十

七•

八
で
と
っ
た
人
も 

い
る
。

出
征
前
は
着
物
を
つ
く
っ
て
も
シ
ッ
ケ
を
と
ら
ず
に
着
て
い
ろ(

シ
ッ
ケ
ル)

と 

い
っ
た
。(

鎌
原)

ー

ッ

身

一

反
(

二
丈
八
尺)

で
三
枚
縫
え
る
。

四

ッ

身

一

反
(

二
丈
八
尺)

で
二
枚
で
き
る
。(

門
貝)

赤
ん
坊
の
着
物 

ウ
コ
ン
の
着
物
は
ジ
ュ
バ
ン
、
麻
の
葉
の
も
ょ
う
の
は
着
物
で
、
 

必
ら
ず
着
せ
る
。(

鎌
原)

カ
ケ
衣
裳
赤
ん
坊
の
祝
い
に
は
、
袖
の
あ
る
、
ひ
も
の
長
い
着
物
を
実
家
の
親 

が
つ
く
っ
て
く
れ
る
。

ホ
ウ
ソ
ウ
ウ
エ
に
も
着
せ
た
り
す
る
が
、
そ
の
後
ネ
ン
ネ
コ 

も
く
れ
る
。(

鎌
原)

,

身
上
と
着
物 

身
上
の
い
い
も
の
は
、

い
い
着
物
を
き
た
。.
貧
乏
人
は
わ
る
い
着 

物
で
も
い
い
と
い
わ
れ
た
。
む
か
し
奉
公
し
て
い
た
も
の
は
、
い
い
着
物
な
ど
着
ら 

れ
な
か
っ
た
。
貧
乏
人
が
い
い
着
物
を
着
る
と
、
そ
の
こ
ろ
は
笑
わ
れ
た
。
今
は
、
 

働
け
ば
ど
ん
な
い
い
着
物
を
着
て
も
い
い
と
い
う
世
の
中
だ
。(

三
原)

ゼ
ン
マ
イ
の
わ
た 

山
菜
と
し
て
と
っ
て
く
る
ゼ
ン
マ
イ
に
は
、
ふ
わ
ふ
わ
し
て 

わ
た
の
ょ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
乾
か
し
て
ふ
と
ん
に
入
れ
た
。(

門
貝) 

ー
ー
、

食
 

習

㈠

食
制•

主
食•

補
食

食

制

一

日

四

回 

ア
サ
ハ
ン
、
オ
ヒ
ル
、

コ
ジ
ョ
ハ
ン
、

ユ
ウ
ハ
ン(

門
貝) 

朝
飯
、
オ
コ
ブ
リ
、
昼
飯
、
夕
食
。

朝
食
前
の
食
事
、
午
後
の
間
食
は
な
か
っ
た
。
オ
コ
ブ
リ
は
大
体
十
時
ご
ろ
、
焼 

き
餅
が
主
で
あ
っ
た
。(

田
代)

三
食
の
こ
と
は
、
あ
さ
は
ん
、
お
ち
ゃ
づ
け
、
よ
う
は
ん
と
い
っ
た
。
昼
食
の
こ 

と
を
、
お
ひ
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。(

三
原)

朝
飯
前
は
何
も
食
べ
な
い
で
、
飯
前
仕
事
を
す
る
。

一
日
の
食
事
は
、
朝
飯
、
十 

時
の
コ
ジ
ュ
ハ
ン
、
昼
飯
、

コ
ジ
ュ
ハ
ン
、
夕
飯
の
五®

が
普
通
。

ハ*

ffi)

コ
ジ
ュ
ハ
ン
間
食
の
こ
と
は
コ
ジ
ュ
ハ
ン
と
い

コ
ジ
ュ-

ン
に
は
オ
ヤ
キ
な
ど
を
食
べ
た
。
オ
ヤ
キ
は
ヤ
キ
モ
チ
と
も
い
い
、
小 

麦
粉
を
こ
ね
て
ほ
ど
で
焼
い
た
も
の
で
、
中
に
み
そ
な
ど
を
い
れ
た
。

小
麦
粉
を
か
い
て
ホ
ー
ロ
ク
に
お
と
し
て
焼
い
た
も
の
を
オ
セ
シ
ベ 

エ
(

セ
ン
ベ 

エ)

と
い
っ
た
。(

三
原)

コ
ジ
ョ
ハ
ン
は
ミ
ソ
パ
ンC

門
貝)

山
弁
当 

下
袋
倉
は
耕
地
が
遠
い
の
で
山C

畑
の
こ
と)

で
食
事
を
す
る
こ
と
が 

多
か
っ
た
。

メ
ン
パ 

C
S

物)

の
一
番
メ
ン
パ
か
二
番
メ
ン
パ
が
使
わ
れ
た
。

一
番 

メ
ン
パ
の
ふ
た
の,
方
の
大
き
さ
は
「親
」
と
い
い
、
生
米
が
七
合
は
い
り
、
味
の
方 

へ
は
同
じ
く
六
合
も
は
い
っ
た
。

こ
れ
を
一
人
で
食
べ
た
。
ハ
袋
倉)

弁
当
は
布
袋
に
入
れ
て
運
ぶ
。
両
メ
ン
パ
に
詰
め
て
一
度
に
た
い
ら
げ
た
。(

大
前) 

ア
ヮ
ゾ
ッ
キ
の
ボ
タ
モ
チ
で
も
、
弁
当
に
学
校
に
持
っ
て
ゆ
く
と
と
っ
て
食
べ
ら 

れ
て
し
ま
っ
た
。(

門
貝)

弁
当
の
お
か
ず 

梅
干
に
み
そ
づ
け
ぐ
ら
い
。(

芦
生
田)

コ
ビ
ル 

夏
の
蚕
ど
き
、
十
時
頃
の
食
事
を
コ
ビ
ル
と
い
う
。(

西
窪)

茶
ヅ
ヶ 

昼
食
は
、
茶
ヅ
ヶ
袋
を
作
っ
て
た
き
、
こ
の
袋
の
中
に
入
れ
て
草
刈
り 

に
持
っ
て
い
っ
た
。
ま
ぐ
さ
刈
り(

刈
り
干
し
刈
り)

の
お
や
つ
に
し
て
、

メ
ン
パ 

の
弁
当
の
ほ
か
に
、

二
、
三
個
の
や
き
餅
を
持
っ
た
。(

大
前)

米
の
飯
米
の
飯
を
食
え
る
の
は
、
三
ガ
日
、
年
取
り
と
女
は
お
産
の
と
き
と
、
 

一
年
に
何
日
も
な
か
っ
た
。(

門
貝)

コ
メ
ゾ
ッ
キ
の
家
は
む
ら
で
も
、
医
者
と
お
ま
わ
り
さ
ん
の
よ
う
な
つ
と
め
人
ぐ 

ら
い
だ
っ
た
。(

三
原)



昭
和
三
十
六
年
に
区
長
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
話
を
も
っ
て
来
た
オ
ジ
ゴ
が
「
二 

シ
ラ
が
家
は
米
の
め
し
ば
か
り
食
っ
て
わ
が
ま
ま
だ
か
ら
、
区
長
を
も
っ
て
行
っ
て 

苦
労
さ
せ
ベ
え
と
思
っ
た
ん
だ
」
と
い
わ
れ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
麦
や
ア
ワ
な
ど
食
っ 

て
い
た
。(

鎌
原)

主
食
の
混
合
割
合
大
正
の
は
じ
め
の
こ
ろ
は
、
ご
は
ん
の
ま
ぜ
か
た
は
、
四
分 

六
と
い
っ
て
い
た
。
四
分
六
の
ご
は
ん
と
い
え
ば
、
子
ど
も
は
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
。 

四
分
六
と
は
、

コ
メ
六
に
ム
ギ
四
の
割
合
で
あ
る
。

ム
ギ
の
か
わ
り
に
ア
ワ(

、こ
の 

場
合
、

r  

メ
ム
ギ
で
七
分)

を
三
分
ぐ
ら
い
と
か
、

ヒ

エ(

コ
メ
ム
ギ
八
分)

を
二 

分
ぐ
ら
い
入
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
〇
コ
メ•

ム
ギ•

ヒH

の
ご
は
ん
と
か
、

コ
メ. 

ム
ギ•

ア
ワ
を
ま
ぜ
た
ご
は
ん
を
食
べ
た
こ
と
も
と
き
に
は
あ
っ
た
。

主
食
は
、
コ
メ
を
ア
ワ
と
か
ヒH

、

あ
る
い
は
ヒ
キ
ワ
リ
の
中
に
入
れ
て
食
べ
た
。
 

こ
れ
を
ア
ワ
の
ご
は
ん
と
か
ア
ワ
メ
シ
、

ヒH  

メ
シ
と
い
っ
た
。
む
か
し
は
、

コ
メ 

は
ほ
ん
の
す
こ
し
し
か
ま
ぜ
な
か
っ
た
の
で
、
「空
に
星
が
見
え
る
く
ら
い
だ
」
と
ょ 

く
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。(

芦
生
田)

昔
は
、

ア
ワ
メ
シ
、

ヒ
エ
メ
シ
、

ム
ギ
メ
シ
、

ヒ
キ
ワ
リ
な
ど
が
普
通
だ
っ
た
。
 

米
と
の
割
合
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
六
雑
穀
四
米
が
話
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
又
、
 

カ
ブ
メ
シ
と
い
い
ア
ワ
メ
シ
の
中
に
カ
ブ
を
さ
い
の
目
に
切
っ
て
入
れ
た
こ
と
も 

ぁ
っ
た
。(

今
井)

む
か
し
の
主
食
は
、
コ
メ
と
ア
ワ
を
ま
ぜ
た
り
、
コ
メ
と
ム
ギ
を
ま
ぜ
て
食
べ
た
。 

い
い
家
庭
で
、
そ
れ
ら
が
半
分
ず
つ
ぐ
ら
い(

半
め
し
と
い
っ
た)

で
あ
っ
た
。

コ 

メ
は
大
変
貴
重
な
食
べ
も
の
と
さ
れ
、
飢
饉
の
時
に
備
え
て
、

三
年
で
も
四
年
で
も 

と
っ
て
お
い
た
と
い
う
。

ふ
つ
う
は
、
三
年
ぐ
ら
い
前
の
コ
メ 
(

こ
れ
を
三
年
び
ね 

と
い
う)

で
は
な
い
と
食
べ
な
か
っ
た
。
新
ゴ
メ
は
お
正
月
に
食
べ
る
だ
け
だ
っ
た
Q

む
か
し
は
、

コ
メ
を
自
家
用
と
し
て
ま
か
な
え
る
も
の
は
、
む
ら
で
も
半
分
ぐ
ら 

い
だ
っ
た
。
半
め
し
の
コ
メ
が
、

一
年
中
ま
か
な
え
る
家
は
、
む
ら
で
も
半
分
ぐ
ら 

い
だ
っ
た
。

ふ
つ
う
の
家
で
、
ア
ワ
が
七
分
で
、

コ
メ
が
三
分
ぐ
ら
い
、
ひ
ど
い
場 

合
に
は
、
ア
ワ
が
九
分
で
、

コ
メ
が
一
分
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
、

コ
メ
の 

か
わ
り
に
、
ア
ワ
と
ム
ギ
を
ま
ぜ
て
食
べ
た
家
も
あ
っ
た
。(

芦
生
田)

主
食
は
普
通
粟
が
多
く
、
次
で
ヒ
ヱ• H

ン
バ
ク
は
馬
に
も
く
れ
た
が
メ
シ
に
も 

入
れ
た
。
米

五•

粟
五
だ
と
殆
ど
粟
に
見
え
る
。
然
し
米
四•

粟
六
で
よ
い
方
だ
っ 

た
。
ヒ
エ
は
蒸
し
て
干
し
、
水
車
で
臼
で
つ
い
て
皮
を
む
い
て
飯
に
入
れ
る
。
ハ
田
代) 

常
食
は
粟
は
六
分
、
米
は
お
星
さ
ん
ぐ
ら
い
入
る
。

シ

ィ(

ひ
え)

は
、
あ
ま
り 

食
べ
な
い
。
麦
一
升
に
、
米
五
合
入
れ
る
も
の
は
い
な
い
。
う
ど
ん
は
、
よ
く
食
べ 

た
。む

か
し
は
、

コ 

く
ば
っ
か
り
の
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
家
は
、
商
売
人
の
家
で
な
い 

と
な
か
っ
た
。

コ
メ
を
ひ
ね
に
し
て
ま
で
も
、

ア
ワ
と
か
ム
ギ
を
余
計
に
食
べ
た
〇 

ム
ギ
は
、
く

る

ま(

水
車)

で
つ
い
て
、
干
し
て
、
が
ら
が
ら
ふ
る
っ
て
、
わ
り
に 

し
て
食
べ
た
。
ふ
だ
ん
の
食
事
で
は
、
コ
メ
四
分
に
ア
ワ
六
分
と
い
っ
た
。(

三
原) 

主
食
で
米
と
雑
穀
の
半
々
は
上
等
の
方
だ
っ
た
。
鎌
原
で
は
、
麦
、
ア
ワ
が
多
く
、
 

ヒ
エ
は
少
な
か
っ
た
。

ム
ギ
ゾ
ッ
キ
、
ア
ワ
ゾ
ッ
キ
は
「
立
野
の
米
ゾ
ッ
キ
」
よ
り 

は
う
ま
か
っ
た
。

こ
の
村
内
で
も
ヒH

ゾ
ッ
キ
の
家
も
あ
っ
た
。

食
料
事
情
は
終
戦
間
ぎ
わ
か
ら
終
戦
後
が
悪
か
っ
た
が
、

三
十
年
ご
ろ
か
ら
ア
ワ 

な
ど
を
食
べ
な
く
な
り
、
三
十
五•

六
年
ご
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
そ
の 

こ
ろ
か
ら
麦
も
少
な
く
な
っ
た
。(

鎌
原)

か
つ
て
常
食
は
あ
わ
、
ひ
え
が
中
心
で
あ
っ
た
。
燕
麦
は
馬
に
も
く
れ
た
が
人
間 

も
食
べ
た
。
米
五
に
あ
わ
五
を
入
れ
た
の
は
全
部
あ
わ
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
が
、
 

こ
れ
は
よ
い
方
で
、
普
通
は
米
四
に
あ
わ
六
の
割
合
で
あ
っ
た
。

ひ
え
は
一
旦
む
し
た
も
の
を
拡
げ
て
干
し
、
こ
れ
を
水
車
で 

つ
い
て
皮
を
と
り
精 

白
し
た
。(

田
代)

ヒ
ネ
米 

む
か
し
は
凶
年
が
多
か
っ
た
の
で
新
米
は
食•
わ
ず
、
モ
ミ
で
保
存
し
て 

お
き
、
な
る
ベ
く
ヒ
ネ
の
方
か
ら
食
っ
た
。
ふ
つ
う
は
三.

四
年
保
存
し
た
〇 (

鎌
原) 

今
に
比
べ
る
と
昔
は
ま
ず
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
。
今
は
普
段
の
食
事
が
、
昔
の 

正
月
と
同
じ
よ
う
だ
。(

門
貝)

ハ
ン
メ
シ 

麦
と
米
と
を
半
々
に
入
れ
た
飯
。(

門
貝)

半
め
し
で
食
べ
る
の
は
上
等
の
方
。(

西
窪)

バ
ク
メ
シ 

丸
麦
に
フ
ロ
マ
メ
、
小
豆
を
ま
ぜ
て
食
べ
る
。
前
の
晩
、
ぐ
つ
ぐ
つ
煮



て
お
き
、
朝
食
ベ
る
と
き
水
を
少
し
加
え
て
煮
直
し
て
食
べ
る
。
ま
ぜ
る
割
合
は
、
 

麦
二
番
メ
ン
パ 

ー
、

フ
ロ
マ
メ
、
小
豆
、
二

番

メ

ン

パ

〇
(

門
貝)

カ
テ
メ
シ 

米

・
麦
に
サ
ツ
マ
・
カ
ブ
を
切
っ
て
ま
ぜ
る
。(

門
貝)

オ
ジ
ャ 

ヒ
エ
あ
る
い
は
粟•

米
を
ま
ぜ
た
。(

田
代)

雑
穀 

ア
ワ 

ア
ワ
を
入
れ
て
米
と
一
緒
に
煮
る
と
き
に
は
、

い
く
ぶ
ん
水
の
量 

を
多
い
め
に
じ
て
炊
く
と
よ
い
。

キ
、、、(

キ
ビ)

も
同
様
で
よ
い
。(

鎌
原)

ア
ワ
に
は
ウ
ル
ア
ワ
と
モ
チ
ア
ワ
と
が
あ
る
。

モ
チ
ア
ワ
は
赤
飯
、
餅
に
す
る
。
 

モ
チ
ア
ワ
を
御
飯
に
ま
ぜ
る
こ
と
を
ニ
ブ
カ
シ
と
い
う
。(

門
貝)

キ
ビ 

キ
ビ
は
キ
ビ
ゴ
ハ
ン
に
し
た
り
、
オ
モ
チ
に
し
た
。

エ
ン
バ
ク 

普
通
馬
に
や
る
が
、
人
間
も
た
べ
た
。

一
 
M

ふ
か
し
て
干
し
て
水
車 

で
つ
い
て
食
べ
た
。

ヒ
エ
は
人
問
も
食
べ
た
が
馬
の
エ
サ
に
も
し
た
。(

大
笹)

ヒ
エ
は
体
が
あ
っ
た
ま
る
し
、
乳
の
出
が
よ
く
な
る
〇
た
だ
痔
に
は
ど
く
だ
と
い 

う
。

ウ
ル
ビ
エ
は
ね
ば
り
が
な
い
。(

門
貝)

粟
餅
は
た
べ
た
が
ヒ
エ
モ
チ
は
た
べ
な
い
。
ヒ
エ
は
ダ
ン
ゴ
・
ヤ
キ
モ
チ
に
し
た
。
 

(

川
代)

ヒ
エ
は
粉
と
し
て
も
食
べ
た
。
ま
ゆ
玉
に
し
て
食
べ
た
。

ヒ
エ
ダ
ン
ゴ
と
い
う
。
 

ア
ワ
に
は
モ
チ
ア
ワ
、
ウ
ル
ア
ワ
と
二
通
り
あ
っ
て
も
ち
に
し
て
食
べ 

る
こ
と
と
、
 

米

と
;
緒
に
煮
て
食
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

モ
ロ
コ
シ
は
粉
と
し
て
食
べ
た
。

キ
ミ
は
脱
穀
す
る
時
足
で
ふ
ん
で
落
し
た
。
餅
に
つ
い
て
食
べ
た
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ビ
エ
は
普
通
「
金
を
残
す
の
な
ら
つ
く
れ
」
と
い
わ
れ
た
が
よ
く
収 

穫
が
あ
っ
た
。(

袋
倉)

ウ
ド
ン
と
ソ
バ 

地
粉
で
つ
く
っ
た
ウ,
ド
ン
は
う
ま
い
。

ウ
ド
ン
は
夜
つ
く
っ
て 

食
べ
た
。

こ
な
も
ん(

粉
物)

は
夜
つ
く
っ
て
食
べ
る
の
が
ふ
つ
う
。
手
間
が
か
か 

る
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ド
ン
は
月
に
三
、
四
IH1

は
食
べ
た
。

ソ
バ
を
つ
く
る
の
は
む
ず
か
し
か
っ
た
の
で
、
ソ
バ
が
満
足
に
出
来
れ
ば
一
人
前 

だ
と
い
わ
れ
た
。
お
客
が
来
た
と
き
に
は
、

ソ
バ
が
ご
ち
そ
う
で
あ
っ
た
。

ウ
ド
ン

よ
り
ソ
バ
の
ほ
う
が
上
等
の
ご
ち
そ
う
と
さ
れ
た
。•

結
婚
式
の
と
き
に
は
、

ソ
バ
は 

つ
き
も
の
だ
っ
た
〇
な
か
に
は
、
こ
の
と
き
ウ
ド
ン
を
出
す
家
も
あ
っ
た
。(

三
原) 

ウ
ド
ン
は
明
治
の
は
じ
め
頃
か
ら
多
く
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
は
夜
、
食 

べ
た
。
三
日
お
き
位
に
食
べ
た
と
思
う
。
で
も
、
ソ
バ
の
方
が
食
べ
る
IHJ

数
が
多
か
っ 

た
。ソ

バ
を
つ
く
る
と
き
は
、
餅
草
や
ゴ
ボ
ー
の
葉
を
乾
し
て
、
そ
の
ス
ジ
を
ソ
バ
粉 

に
混
ぜ
て
ソ
バ
を
打
っ
た
。

こ
の
ソ
バ
は
祝
い
ご
と
の
時
こ
し
ら
え
た
。(

干
俣) 

昔
は
ソ
バ
を
米
の
か
わ
り
に
食
べ
た
。(

大
笹)

ソ
バ
に
は
ョ
モ
ギ
の
葉
の
干
し
た
の
を
入
れ
て
つ
な
ぎ
に
し
た
。

人
よ
せ
の
と
き
に
は
、

一
人
前
二
合
ず
つ
用
意
す
る
と
、
お
勝
手
の
人
の
分
ま
で 

間
に
あ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

三
原)

オ
ツ
ミ
と
キ
リ
コ
ミ
小
麦
粉
を
ゆ
る
く
こ
ね
て
、
そ
れ
を
お
つ
ゆ
の
中
に
入
れ 

て
食
べ
る
の
拿
、
オ
ッ
ミ
と
い
っ
た
。

こ
れ
は
夕
飯
の
と
き
に
食
べ
た
が
、
ご
は
ん 

が̂

ま
っ
て
い
て
す
こ
し
足
り
な
い
よ
う
な
場
合
に
つ
く
っ
た
。

同
じ
よ
う
な
場
合
、
夕
飯
の
と
き
に
つ
く
っ
た
の
が
ホ
ウ
ト
ウ
で
あ
る
。

こ
れ
に 

- 

ウ
ド
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
巾
を
広
く
き
り
、
お
湯
で
さ
ら
さ
な
い
で
直
接
汁
の 

中
に
入
れ
て
に,
た
も
の
。

ふ
つ
う
は
キ
リ
コ
ミ
と
い
う
。(

三
原)

オ
ツ
ケ
ダ
ン
コ 

ス
ィ
ト
ン
の
こ
と
で
、

ト
コ
ト
ン(

箱
ぶ
る
い)

の
粗
い
め
の 

フ
ル
い
で
ふ
る
っ
た
粉
や
、

ヒ
キ
ワ
リ
を
つ
く
っ
た
と
き
に
で
る
コ
ビ
キ
ワ
リ
な
ど 

で
つ
く
る
。
小
麦
粉
で
つ
く
る
の
は
上
等
の
も
の
。

コ
ビ
キ
ワ
リ
の
も
の
は
う
ま
く 

は
な
か
っ
た
。(

鎌
原)

オ
ッ
ヶ
ダ
ン
ゴ
は
、
小
麦
粉
で
つ
く
る
ス
ィ
ト
ン
の
こ
と
で
あ
っ
た
。(

今
井) 

ダ
ン
ゴ
汁 

小
麦
粉
の
ダ
ン
ゴ
を
入
れ
た
汁
で
、
ソ
バ
も
ダ
ン
ゴ
に
し
た
。(

田
代) 

ブ
ツ
コ
ミ
ヒ
ヱ
の
粉
の
す
い
と
ん
で
、
汁
の
中
に
ヒ
エ
の
粉
を
ね
り
、
手
で
適 

当
の
大
き
さ
に
、

に
ぎ
っ
て
入
れ
た
も
の
。
(

今
井)

ホ
—
ト
ウ 

そ
ば
粉
を
ね
っ
て
平
に
し
て
五
セ
ン
チ
X
 

ー
セ
ン
チ
の
大
き
さ
に 

切
っ
て
入
れ
た
も
の
。
う
ど
ん
を
作
る
要
領
で
荒
切
り
に
し
て
作
っ
た
も
の
。(

今
井) 

オ
ネ
ッ
ト
ウ 

い
も
や
何
か
や
さ
い
な
ど
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
た
汁
の
中
へ
、
粉
を



入
れ
て
ノ
リ
の
固
い
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
、
め
し
じ
ゃ
く
し
で
か
き
ま
わ
し
て 

煮-
こ
ん
で
食
べ
る
も
の
の
こ
と
。(

鎌
原)

や
き
も
ち 

手
ぶ
る
い
で
ふ
る
っ
た
粉
は
、

フ
ス
マ
も
入
っ
て
い
る
粗
い
粉
な
の 

で
や
き
も
ち
を
つ
く
っ
た
。
あ
ん
を
入
れ
、

い
ろ
り
の
火
の
そ
ば
の
ヌ
ク
灰
に
入
れ 

て
焼
い
た
。
あ
ず
き
の
あ
ん
が
入
れ
ば
上
等
で
、
か
ぼ
ち
ゃ(

秋)

、
栗
の
実
、
み
そ 

を
入
れ
た
り
し
た
が
、栗
の
入
っ
た
も
の
は
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。
ヤ
マ
に
持
っ
て
行
っ 

て
コ
ジ
ハ
ン
に
し
て
ウ
ナ
イ
ッ
事
を
や
っ
た
り
し
た
。

や
き
も
ち
を
一
軒
の
家
で
つ
く
る
量
は
、
粉
の
量
で
二
升
、
数
に
し
て
二
十
個
く 

ら
い
つ
く
る
の
で
、
女
衆
に
と
っ
て
は
「
め
し
前
」
中
の
し
ご
と
だ
っ
た
。

テ
の
な 

い
者
に
と
っ
て
の
ひ
と
苦
労
で
、
か
か
り
っ
き
り
に
な
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
ホ
ウ 

ロ
ク
の
上
で
焼
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
そ
れ
も
つ
く
ら
な
く
な
っ
た
。

二
十
七
年 

こ
ろ
、
イ
ー
ス
ト
菌
を
使
っ
て
丸
い
や
き
も
ち
を
焼
い
た
こ
と
が
あ
る
。(

鎌
原) 

焼
き
餅
を
朝
十
慨
も
十
五
個
も
作
っ
て
、

一
日
に
二
度
も
食
い
、
常
食
に
し
て
い 

た
。
小
麦
粉
を
こ
ね
て
小
豆
あ
ん(

塩
味)

を
つ
め
、
ボ
コ
ボ
コ
に
焼
い
た
も
の
で
、
 

一
回
に
三
、
四
個
食
う
。

焼
き
餅
は
終
戦
後
も
、
昭
和
二
十
ー
ー
、
三
年
ご
ろ
ま
で
は
盛
ん
に
作
っ
た
。
粉
を 

こ
ね
て
、
炭
酸
を
入
れ
、
み
そ
あ
ん
で
作
っ
た
。

い
ろ
り
で
焼
い
た
も
の
を
、
間
食 

代
り
に
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
た
。(

大
前)

麦
や
き
も
ち 

ミ
ソ
を
入
れ
て
小
麦
粉
で 

つ
く
る
や
き
も
ち
は
ご
ち
そ
う
で
あ 

る
。(

門
貝)

ヒ
エ
ヤ
キ
モ
チ 

イ
ロ
リ
の
灰
に
入
れ
て
焼
い
て
食
べ
る
が
、
灰
に
入
れ
る
と
ヒ 

ビ
が
沢
山
で
き
る
。
「
家
中
の
ヒ
ビ
キ
ラ
シ
と
か
け
て
何
と
と
く
」
「
ヒ
エ
ヤ
キ
モ
チ 

と
と
く
」
と
い
う
な
ん
ぞ
が
あ
る
。

新
ピ
エ
を
と
っ
た
ら
、
早
く
ヤ
キ
モ
チ
が
食
べ
た
い
と
い
う
ほ
ど
、

ヒ
エ
ヤ
キ
モ 

チ
は
う
ま
い
。(

門
貝)

ソ
バ
セ
ン
ベ
イ 

ホ
ウ
ロ
ク
の
上
に
、
ソ
バ
粉
を
や
わ
ら
か
く
か
い
た
の
を
の
せ 

て
焼
い
た
も
の
。(

鎌
原)

薯
の
粉
と
そ
ば
粉
と
を
混
ぜ
て
こ
ね
合
わ
せ
、
そ
れ
を
焼
い
て
セ
ン
ベ
イ
を
つ

く
っ
た
。
こ
れ
に
「
い
く
さ
み
そ
」(

い
く
さ
と
み
そ
を
ま
ぜ
た
も
の)

を
つ
け
て
食 

べ
た
。
固
さ
は
焼
き
餅
く
ら
い
だ
っ
た
。(

干
俣)

い
も
の
粉 

い
も
の
粉
お
ろ
し
で
つ
く
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
粉
は
、
餅
つ
き
の
と 

き
の
ノ
シ
コ
に
し
た
り
、

コ
ナ
ガ
キ
や
、

セ
ン
ベ 

エ
に
し
て
食
べ
た
。

コ
ナ
ガ
キ
は
、
水
で
と
い
て
か
ら
湯
を
入
れ
、,
砂
糖
で
甘
く
し
た
飲
み
も
の
、

セ 

ン
ベ
エ
は
、
7

バ
粉
に
混
ぜ
て
、
ホ1

P

ク
で
焼
い
て
つ
く
っ
た
。(

門
貝)

デ
ン
プ
ン
を
採
っ
た
粕
か
ら
ネ
ギ
の
て
ん
ぷ
ら
な
ど
を
作
っ
た
が
、
色
は
黒
い
け 

れ
ど
も
う
ま
か
っ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
粉
と
7

バ
粉
を
混
ぜ
て
、
こ
ね
て
ホ
ー
ロ
ク 

で
焼
い
て
セ
ン
ベ
エ
を
つ
く
る
。
そ
れ
に
イ
ク
サ
を
す
っ
て
ミ
ソ
を
入
れ
た
イ
ク
サ 

ミ
ソ
を
つ
け
て
食
べ
た
。

ほ
か
の
や
き
も
ち
く
ら
い
の
固
さ
で
、
あ
た
た
か
い
う
ち 

は
う
ま
か
っ
た
。(

干
俣)

ヵ
ブ
ヤ
キ 

夜
な
べ
仕
事
は
い
ろ
り
の
ま
わ
り
で
や
る
の
で
、
じ
ゃ
が
い
も
や
力 

ブ
を
焼
い
て
食
べ
た
り
し
た
。
当
時
の
ヵ
ブ
は
品
種
が
現
在
の
と
ち
が
い
、
少
し
ほ 

し
て
お
く
と
こ
お
ら
ず
、

い
ろ
り
で
焼
く
と
甘
く
て
う
ま
い
の
で
、

ロ
の
ま
わ
り
を 

ま
っ
く
ろ
に
し
て
食
べ
た
。
女
の
子
は
翌
朝
学
校
に
行
く
と
き
に
ひ
と
つ
ふ
た
つ 

持
っ
て
行
き
、
途
中
の
木
の
下
や
落
葉
の
下
に
入
れ
て
ゆ
く
の
で
、
男
の
子
に
み
つ 

か
る
と
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
帰
り
の
楽
し
み
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

(

鎌
原)

㈡

副
食
、
食
用
動
植
物
、
保
存
食(

救
荒
食
品
を
含
む)

副

食

油
い
た
め 

や
さ
い
を
油
で
い
た
め
て
お
い
て
、

こ
れ
に
粉
を
入
れ
て
か
き
ま
ぜ 

て
食
べ
る
。(

鎌
原)

豆
い
り 

ホ
ゥ
ロ
ゥ
の
上
に
油
を
ひ
い
て
豆
を
あ
ぶ
り
、
豆
の
ハ
ラ
が
切
れ
た
と 

き
に
ミ
ソ
を
入
れ
て
つ
く
る
。
お
か
ず
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
も
う
ま
い
も
の
だ
っ 

た
。(

鎌
原)

お
か
ず
は
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
の
つ
け
も
の
、
ナ
ス
の
油
み
そ
、
花
イ
ン
ゲ
ン



の
に
た
も
の
、
し
ょ
う
ゆ
の
実(

コ
ム
ギ
、

マ
メ
に
こ
う
じ
を
ま
ぜ
て 

つ
く
っ
た
み 

そ)

な
ど
。(

芦
生
田)

イ
グ
サ
ヨ
ゴ
シ 

イ
グ
サ
ヨ
ゴ
シ
は
、
な

っ

ぱ(

株
菜)

を
ゆ
で
て
、
イ
グ
サ
と 

味
噌
を
入
れ
て
つ
く
る
。(

西
窪)

漬
け
も
の 

ネ
リ
マ
大
根
の
葉
、
し
ゃ
く
し
菜
の
漬
け
も
の
は
一
年
中
食
べ
て
い 

た
。
ま
た
、
大
根
の
味
そ
漬
け
も
よ
く
食
べ
た
。(

干
俣)

ひ
た
し
豆 

大
豆
を
青
豆
の
う
ち
に
と
り
、
ほ
と
ぼ
し
て(

浸
し
て)

、
ぼ
っ
と
ゆ 

で
た
も
の
は
正
月
の
酒
の
肴
と
し
て
よ
く
食
べ
た
。
最
近
は
つ
く
ら
な
く
な
っ
た
。
 

(

大
前)

ひ
た
し
豆
は
あ
ま
り
ゆ
で
な
い
で
、
豆
が
粒
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

こ
れ
に
キ 

ン
ピ
ラ
と
カ
ズ
ノ
コ
を
合
せ
て
食
べ
る
と
、
お
正
月
の
ご
馳
走
と
し
て
は
な
に
よ
り 

だ
っ
た
。(

干
俣)

の
り
豆 

豆
の
粒
状
が
く
ず
れ
る
ま
で
、
よ
く
ゆ
で
あ
げ
た
も
の
。(

干
俣) 

食
用
動
物

カ
ジ
カ
ボ
シ
春
彼
岸
か
ら
五
月
頃
に
か
け
て
、
川
を
干
し
て
魚
を
と
る
。

カ
ジ
カ
は
「
頭
で
っ
か
ち
の
カ
ジ
カ
の
子
」
と
言
い
、
ク
シ
に
さ
し
て
イ
ロ
リ
で 

焼
い
て
食
べ
た
。
味
が
良
く
、
今
の
た
べ
も
の
に
は
な
い
味
が
あ
る
。

ヤ
マ
メ
や
岩
魚
も
と
れ
た
。
干
し
て
保
存
し
て
お
き
、
う
ど
ん
の
汁
に
入
れ
た
。

(

西
窪)

川
魚
は
、
ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、
カ
ジ
カ
。(

今
井)

ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
は
、
水
の
冷
た
い
所
で
と
れ
る
。
焼
い
て
幾
日
か
お
く
が
、
長 

く
は
保
存
し
て
お
か
な
い
。(

大
前)

サ
ワ
ガ
ニ 

ホ
ー
ロ
ク
で
い
っ
て
食
べ
た
り
、
泥
を
は
か
せ
て
天
プ
ラ
に
し
て
食 

べ
た
。(

袋
倉)

カ
エ
ル 

ア
カ
ガ
エ
ル 

皮
を
む
い
て
焼
い
て
食
べ
た
。

ウ
マ
ゲ
ー
ロ 
(

ヒ
キ
ガ
エ
ル)

皮
を
む
い
て
焼
い
て
食
べ
た
。
油
こ 

く
て
う
ま
い
〇(

袋
倉)

ヘ
ビ 

青
大
将
、
ス
ジ
ナ
メ
ラ(

シ
マ 

ヘ
ビ)

、
山
カ
カ
シ
、

マ
ム
シ
、
カ
ラ
ス
へ

ビ
、
ジ
ム
グ
リ
〇
ス
ジ
ナ
メ
ラ
は
と
っ
て
串
に
さ
し
て
焼
い
て
食
べ
る
。(

今
井)

食
用
植
物

食
用
植
物
と
し
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ア
ケ
ビ
、
山
ブ
ド
ウ
、

エ
ブ 

f

ブ
ド
ウ
の
つ
ぶ
の
小
さ
い
も
の)

、
ヒ
ラ
ク
チ
、
ク
ル
ミ
、
カ
シ
バ
ミ
、
ワ
ラ
ビ
、
 

ウ
ド
、
マ
マ
ッ
コ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
タ
ラ
ッ
ポ
イ
、
ト
ト
キ 

キ
ノ
コ
類(

シ
イ
タ
ケ 

マ
ツ
タ
ケ
、
サ
マ
ツ
、
シ
メ
ジ
、

ハ
ツ
タ
ケ
、
ア
ミ
ダ
ケ
、
モ
ト
ア
シ
、
チ
イ
ボ
ウ
、
 

ネ
ズ
ミ
ア
シ)

、

フ

キ(

フ
キ
ノ
ト
ウ
の
こ
と
は
ジ
ャ
ホ
ー
シ
と
い
う)

。
自
家
用
に 

し
た
。(

三
原)

山
菜 

ワ
ラ
ビ
、

ミ
ツ
バ
、

ヨ
モ
ギ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ヤ
ワ
ラ
、

コ
ゴ
メ
、
チ
ャ
ン 

ボ
ー
ジ
、
ノ
ノ
ヒ
ロ
、
タ
ロ
ッ
ペ
、
オ
ケ
ラ
ノ
キ
、
ス
イ
コ
ン
、
ト
ト
キ
、
サ
ン
シ
ョ 

ウ
ノ
葉
、

マ
ユ
ミ
の
芽
、
イ
タ
ン
ド
リ
、
ウ
ド

山
の
も
の
で
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
は
三
種
類
だ
け
で
他
は
全
部
食
べ
ら
れ
る
。
そ 

の
三
種
類
は
わ
か
ら
な
い
が
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ 

る
。
ウ
ル
シ
の
芽
も
食
べ
る
と
う
ま
い(

美
味)

。だ
が
医
者
が
か
り(

医
者
の
治
療 

が
必
要
に
な
る
意)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

又
、
三
月
末
に
山
に
あ
る
も
の
は
全
部
食
べ
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。(

袋
倉) 

コ
ゴ
ミ
、
う
ど
、
わ
ら
び
、
ふ
き
、
ぜ
ん
ま
い
、
タ
ロ
ッ
ペ
、
う
る
い
、
ト
ト
キ
、
 

モ
コ
ナ
カ
セ
な
ど
を
食
べ
る
。(

大
笹)

う
ど
、
ぜ
ん
ま
い
、

コ
ゴ
ミ
、
わ
ら
び
を
と
っ
て
食
べ
る
が
、
う
ど
は
最
近
塩
漬 

け
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。(

鎌
原)

山
の
食
料
は
山
ブ
ド
ウ
、
ア
ケ
ビ
、
山
梨
、
栗
、
ウ
ド
、

ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
 

ト

ト
キ(

ホ
ー
レ
ン
草
み
た
い
で
、
お
ひ
た
し
、
よ
ご
し
で
食
べ
る)

、
フ
キ
、
フ
キ 

ノ
ト
ウ
、

セ
リ
、

マ
タ
タ
ビ
、

シ
ラ
ク
チ
、
ゴ
ム
シ
、
山
グ
ル
ミ
、

タ
ケ
ノ
コ(

今 

井)
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、

フ
キ
、
ウ
ド
は
漬
け
て
お
い
て
食
べ
た
。(

袋
倉) 

ウ
ル
イ 

マ
グ
サ
場
か
ら
馬
に
つ
け
て
き
て
、
や
わ
ら
か
い
所
を
煮
て
夕
食
の
ソ 

バ
粉
に
ま
ぜ
る
。
味
噌
汁
に
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
る
。(

大
笹)

ウ
ル
イ
野
は
、
ウ
ル
イ
を
取
る
場
所
を
い
う
。(

大
前)



わ
ら
び
わ
ら
び
は
塩
づ
け
に
し
て
お
い
て
食
べ
る
。(

門
貝)

ワ
ラ
ビ
は
木
灰
で
ゆ
で
て
食
べ
る
。
ま
た
は
ゆ
で
ず
に
直
接
塩
漬
け
に
す
る
。(

門 

貝)
わ
ら
び
は
、

つ
け
と
い
て
、

一
年
中
食
べ
る
。(

三
原)

わ
ら
び
は
、
塩
漬
け
に
し
て
お
く
と
き
は
、
わ
ら
び
が
塩
に
か
く
れ
る
く
ら
い
に 

漬
け
て
お
く
と
よ
い
。(

鎌
原)

ゼ
ン
マ
イ 

ゆ
で
て
干
し
て
お
き
、
食
べ
る
前
に
ゆ
で
直
し
て
使
う
。
漬
け
る
よ 

う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

ゼ
ン
マ
イ
に
は
、
本
ゼ
ン
マ
イ
と
ヤ
ワ
ラ
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
葉
で
見
分
け
る 

が
、
食
べ
て
み
る
と
本
ゼ
ン
マ
イ
は
や
わ
ら
か
い
が
、
ヤ
ワ
ラ
は
し
ゃ
き
し
ゃ
き
し 

て
歯
切
れ
が
良
い
。
食
べ
て
区
別
の
つ
く
人
は
よ
ほ
ど
味
の
わ
か
る
人
で
あ
る
。(

門 

貝)
ぜ
ん
ま
い
を
干
し
上
げ
、
草
津
温
泉
な
ど
に
持
っ
て
行
く
と
、

一
貫
目
一
三
〇
〇 

円
く
ら
い
に
は
な
る
。
最
近
は
ぜ
ん
ま
い
が
少
く
な
っ
た
の
で
、
よ
く
似
て
い
る
ヤ 

ワ
ラ
を
干
し
て
持
っ
て
行
く
。
や
わ
ら
よ
り
ぜ
ん
ま
い
の
方
が
う
ま
い
。(

門
貝) 

や
わ
ら 

ぜ
ん
ま
い
に
似
て
い
て
、
や
わ
ら
か
で
味
が
い
い
。(

三
原)

ヤ
ワ
ラ
は
干
し
な
が
ら
も
ま
な
い
と
堅
く
て
食
べ 

に
く
い
の
で
、
戦
前
ま
で
は
食 

用
に
し
な
か
っ
た
。(

門
貝)

こ
ご
み 

葉
が
ひ
ら
か
な
い
う
ち
に
食
べ
る
。
お
ひ
た
し
、
ご
ま
よ
ご
し
が
お
い 

し
ぃ
。

シ

ロ

桜(

山
桜)

の
盛
り
が
こ
ご
み
の
盛
り
。
ま
た
ス
モ
モ
の
花
の
咲
い
た
と
き 

が
盛
り
と
い
う
。(

門
貝)

モ
コ
ナ
カ
セ 

モ
コ
ナ
カ
セ
と
い
う
の
は
野
生
の
ホ
ッ
プ
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の 

若
芽
を
油
い
た
め
に
し
、
ま
た
ゆ
で
て
お
ひ
た
し
に
し
て
た
ベ
る
と
う
ま
い
。(

大
笹) 

カ
サ
フ
ス
マ
の
ノ
リ
に
も
つ
か
っ
た
。(

門
貝)

タ
ロ
ッ
ペ 

最
近
は
木
の
ま
ま
切
っ
て
ゆ
く
人
も
あ
る
が
、
水
に
つ
け
て
温
度
を 

か
け
て
芽
を
出
す
の
だ
と
い
い
、

こ
れ
で
は
木
が
絶
え
て
し
ま
う
。(

鎌
原)

サ
ン
シ
ョ
ウ 

ミ
ソ
に
し
た
り
、
田
楽
に
し
て
食
べ
る
。(

門
貝)

ゥ
ル
シ 

ゥ
ル
シ
の
芽
は
ぅ
ま
い
と
い
ぅ
が
、
か
せ
て
困
る
の
で
食
べ
た
も
の
は 

な
い
。(

袋
倉)

ホ
ド
イ
モ 

さ
つ
ま
い
も
に
似
て
い
る
。
味
は
甘
い
。

つ
る
草
で
が
け
の
と
こ
ろ 

に
自
生
す
る
。
あ
ま
り
多
く
は
見
あ
た
ら
な
い
。(

厶-7

井)

ヌ
ス
ッ
ト
ナ
シ(

学
名
オ
ニ
ノ•

ヤ
ガ
ラ)

竹
の
ス
テ
ッ
キ
に
似
た
茎
を
し
て
お
り
、
 

ー
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
長
く
な
る
。

こ
の
根
が
い
も
で
焼
い
て
食
べ
る
と
お
い
し
い
。 

こ
れ
を
他
に
移
植
し
て
も
絶
対
成
功
し
な
い
。
な
ら
の
根
や
か
や
の
木
の
根
の
腐
っ 

た
も
の
が
な
い
と
生
え
な
い
。(

今
井)

木
の
実 

山
の
食
料
は
、
ス
グ
リ(

一
粒
ず
つ
実
が
な
る)

、
ズ
ズ
ス
グ
リ(

フ
サ 

ス
グ
リ
、

い
っ
ぱ
い
実
が
な
る)

、
田
植
え
グ
ミ(

チ
ョ
ー
チ
ン
グ
ミ)

、
川
原
グ
ミ 

(

ヤ
エ
ガ
は
グ
ミ
に
似
て
い
る
が
毒)

、
小
梨
、
ク
マ
ィ
ブ(

ま
っ
く
ろ
な
ィ
ブ
リ
ブ 

ド
ウ)

山
ブ
ド
ウ
、
マ
タ
タ
ビ
、
シ
ラ
ク
チ
、
ク
ル
ミ
、
カ
シ
バ
ミ
、
栗
、
ア
ケ
ビ
、

スズスグリ(袋倉)(撮影丑木幸男)

スグリ(袋倉)(撮影丑木幸男)



な
ど
で
あ
る
。(

袋
倉)

マ
ッ
フ
ジ 

こ
れ
を
き
ざ
ん
で
ふ
ろ
に
入
れ
た
り
お
茶
に
入
れ
て
飲
む
。
甘
ず
っ 

ぱ
い
味
が
す
る
。(

大
前)

キ
ノ
コ 

チ
イ
ポ(

チ
チ
タ
ケ
と
も
し
う)

、
ア
カ
モ
ト
ア
シ(

ク
リ
タ
ケ
と
もL
 

う)

シ
ロ
モ
ト
ア
シ(

ポ
リ
ポ
リ
と
も
I

う)

、

ハ
ッ
タ
ケ
、

シ
モ
フ
リ
シ
メ
ジ
、
 

ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
、
ア
カ
ン
ボ
、

メ
エ
タ
ケ
、

ユ
ワ
タ
ケ(

ユ
ワ
タ
ケ
沢
に
よ
く
出 

る)

、
ナ
メ
ッ
チ
ョ(

ナ
メ
タ
ケ
と
も
I

う)

、
カ
ワ
シ
キ(

カ
タ
ハ
と
も
し
う)

、
シ 

イ
タ
ケ
、

マ
ン
ネ
ン
ダ
ケ(

桑
の
木
に
で
る)
(

門
貝)

チ

ー

ボ

チ

チ

タ

ケ

夏

、
ナ
ラ
林
に
出
る
。
天
プ
ラ
に
す
る
と
お
い
し
い
。
 

ナ
メ
チ
ョ 

ア
ミ
ダ
ケ 

カ
ラ
松
林
に
出
る
。

シ
モ
フ
リ 

シ
モ
タ
ケ 

カ
ラ
松
林
に
出
る
。

五
目
飯
に
入
れ
る
。(

門
貝) 

キ
ノ
コ
は
シ
イ
タ
ケ
、
チ

イ

ボ(

チ
チ
タ
ケ)

、
モ
ト
ア
シ(

ナ
ラ
、
ク
リ
の
木
に 

出
る)

、

ハ
ッ
タ
ケ
、
イ
ワ
タ
ケ
、
ネ
ズ
ミ
ア
シ
、
メ
エ
タ
ケ
(

1

つ
で5

貫
目
も
あ 

る
の
が
あ
る)
(

今
井)

キ
ノ
コ
は
シ
イ
タ
ケ
、

モ
ト
ア
シ
、

シ
メ
ジ
、

ハ
ッ
ダ
ケ
、

メ 

ー

タ

ケ(

兎
が
寝 

て
る
の
と
間
違
え
る
位
で
か
い
や
つ
が
あ
っ
た
。)

、
ネ
ズ
ミ
ア
シ
、
キ
ン
シ
メ
ジ
、
 

ナ
メ
コ 

オ
ケ
ラ
ド
ト
キ 

カ
ワ
ヒ
キ
、
チ
イ
ポ
、

ナ
メ
ッ
チ
ョ 

チ
チ
タ
ケ
、
力 

ワ
ヒ
キ
な
ど
が
あ
る
。(

袋
倉)

松

茸•

初

茸•

サ
マ
ッ(

初
茸
に
似
て
い
る)

、
ナ
メ
チ
ョ•

ア
ミ
タ
ケ•

ジ
ワ
リ 

(

白
い)

,

カ

キ

タ

ケ(

傘
の
上
が
柿
色)

チ
ョ
コ
タ
ケ(

落
葉
松
林
に
出
る
。
さ 

か
づ
き
形)

白
し
め
じ.

紫
し
め
じ•

昔
し
め
じ.

シ
モ
フ
リ•

シ
シ
タ
ケ•

ウ
シ
ビ 

テ(

シ
シ
タ
ケ
に
似
て
い
る)

カ
ラ
マ
ッ
ギ
ノ
コ•

マ
イ
タ
ケ•

ネ
ズ
ミ
ア
シ(

大
笹) 

凶
作
の
年 

昔
の
人
の
話
だ
っ
た
が
、
大
根
の
葉
を
切
り
こ
ん
で
ご
と
ご
と
煮
て
、
 

そ
の
中
に
大
豆
や
麦
、
ア
ワ
な
ど
を
少
し
入
れ
て
煮
て
食
べ
た
と
い
う
。(

鎌
原) 

七
十
年
位
前
に
キ
キ
ン
が
あ
り
、
笹
の
実
や
、
く
ず
の
根
を
食
べ
た
。(

今
井) 

凶
作
の
年
に
は
、

ワ
ラ
ビ
の
根
を
掘
っ
て
、
洗
っ
て
か
ら
つ
ぶ
し
て
、
で
ん
ぷ
ん 

を
採
っ
て
食
べ
た
。
餓
死
と
疫
病
が
か
さ
な
っ
て
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。(

干 

俣)

ワ
ラ
ビ
粉 

根
を
竪
杵
で
つ
い
て
、
一
昼
夜
水
で
さ
ら
し
て
か
ら
フ
ル
ィ
で
こ
す
。
 

せ
い
べ
い
、
そ
ば
粉
を
ま
ぜ
て
か
い
て
食
べ
る
。(

門
貝)

ク
ゾ
粉 

ク
ゾ
バ
が
落
ち
て
か
ら
、
根.
を
掘
っ
て
ク
ゾ
粉
を
と
る
、
キ
キ
ン
の
と 

き
食
べ
た
。(

西
窪)

ク
ゾ
の
根
の
粉
は
ク
ズ
コ
に
し
て
食
べ
た
。
ま
た
凶
年
用
に
と
っ
て
お
く
。(

門
貝) 

穀
物
の
土
用
干
し
む
か
し
は
凶
年
に
備
え
て
、
穀
物
は
一
年
分
ぐ
ら
い
残
し
て 

お
く
も
の
だ
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
穀
物
の
土
用
干
し
を
し
た
。(

三
原)

モ
ロ
に
よ
る
食
料
保
存 

モ
ロ
に
は
ソ
ト
モ
ロ
と
ナ
ヵ
モ
ロ
と
あ
る
。

ナ
ヵ
モ
ロ 

は
台
所
の
土
間
の
キ
ジ
リ
寄
り
に
あ
っ
て
、
ジ
ャ
ガ
ィ
モ
、
丸
大
根
、
人
参
、
ご
ぼ 

う
な
ど
を
入
れ
て
お
く
。

ソ
ト
モ
ロ
に
は
丸
大
根
。
砂
を
か
け
、
斜
め
の
屋
根
を
つ 

け
、
日
だ
ま
り
に
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
冬
に
食
べ
る
野
菜
を
保
存
し
て
お
く
た 

め
の
も
の
。(

西
窪)

切
り
ぼ
し 

大
根
を
丸
く
切
っ
て
ゆ
で
て
、
藤
に
と
お
し
て
、
川
に
三
日
ぐ
ら
い 

ひ
や
し
、
寒
ざ
ら
し
に
す
る
。(

三
原)

シ
ミ
大
根 

大
根
を
輪
切
り
に
し
、
冬
、
川
に
浸
た
し
て
氷
ら
せ
て
か
ら
乾
し
上 

げ
て
、
シ
ミ
大
根
を
よ
く
作
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
方
法
で
、
「
シ
ミ
ド
—
フ
」 

も
よ
く
作
っ
た
。(

干
俣)

大
根
葉 

大
根
の
葉
は
ヒ
バ(

干
葉)

と
い
っ
て
な
わ
に
つ
る
し
て
乾
燥
さ
せ
て 

お
い
て
、
ゆ
で
て
食
べ
た
。(

大
前)

み
そ
春
彼
岸
に
み
そ
だ
き
を
し
た
の
で
ひ
が
ん
み
そ
と
い
う
。

二
年
の
豆
を
煮 

た
の
を
四
十
玉
に
つ
く
れ
と
い
う
の
で
、

一
個
五
合
玉
に
し
た
が
、
ふ
つ
う
は
五
十

干葉(大根葉)(大前)

(撮影関口正巳)



く
ら
い
に
し
て
ワ
ラ
で
し
ば
っ
て'
つ
る
し
て
お
い
た
。
自
然
に
コ
ウ
ジ
ヵ
ビ
が
入
っ 

て

き

、
中
央
が
一
寸
五
分
く
ら
い
残
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
き
が
仕
入
れ
時
と
い
っ 

て
(

五
月
中
ご
ろ)

玉
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
臼
で
つ
い
て
つ
ぶ
し
、
水
と
塩
を
入 

れ
て
仕
込
ん
だ
。
五
合
塩
で
は
シ
ョ
ッ
パ
す
ぎ
る
の
で
豆
一
斗
に
四
升
五
合
く
ら
い 

の
塩
を
入
れ
た
。

コ
ウ
ジ
を
入
れ
な
い
か
ら
、、、
ソ
で
な
く
ニ
ソ
だ
っ
た
。
現
在
は
、
 

豆
を
煮
す
ぎ
る
と
コ
ウ
ジ
を
入
れ
て
つ
く
っ
て
い
る
。(

鎌
原)

フ
タ
ミ
ソ 

み
そ̂

食
べ
る
と
き
に
、
昔
は'7

タ
ミ
ソ
と
い
っ
て
上
の
方
を
い
っ 

ぱ
い
と
っ
て
捨
て
た
。
塩
を
入
れ
た
む
し
ろ
を
、
味
噌
樽
な
り
に
切
っ
て
み
そ
の
上 

に
の
せ
、
そ
の
上
に
き
れ
い
な
小
石
を
い
っ
ぱ
い
並
べ
て
お
く
と
、
あ
わ
が
ぬ
け
て

み
そ
が
き
れ
い
に
な
る
。(

鎌
原)

油 

油
は
何
か
こ
と
が
な
け
れ
ば
買
わ
な
い
。
油
を
食
う
の
は
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。
 

油
を
入
れ
る
び
ん
だ
っ
て
貴
重
品
だ
っ
た
。
戦
前
ま
で
の
こ
と
。(

鎌
原)

㈢

特
別
の
日
の
食
事(

料
理)

ハ
レ
の
日
の
食
べ
も
の 

正
月
…
白
い
ご
は
ん(

コ
メ
の
め
し)

、
白
い
ご
は
ん
を 

食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
の
で
、
ょ
ほ
ど
沢
山
た
か
な
い
と
、
足
ら 

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
う
ど
ん
、
そ
ば
、
も
ち(

お
し
る
こ
、
ぞ
う
に) 

な
ど
を
食
べ
た
。

シ
ャ
ヶ
と
か
サ
ン
マ
を
春
の
う
ち
に
買
っ
て
お
い
て
、
お
正
月
に 

食
べ
た
。

道
陸
神
ま
つ
り
…

一
月
十
四
日
の
朝
は
ア
ズ
キ
め
し
、
十
四
日
の
夜
は
、
白
い
ご 

は
ん
と
サ
ヵ
ナ(,
シ
ャ
ヶ
と
か
サ
ン
マ)

を
お
供
え
し
て
、
あ
と
で
そ
れ
を
家
族
で 

食
べ
た
。
お
供
え
し
た
も
の
は
子
ど
も
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
。
縁
遠
く
な
る
か
ら 

と
い
う
。

二
月
の
初
午
…
赤
飯
、
夕
飯
は
う
ど
ん
。

三
月
の
節
供
…
す
し

彼
岸
…
テ

ン

プ

ラ(

ジ
ャ
ガ
ィ
モ)
.

も

ち.

ぼ
た
も
ち•

う
ど
ん
な
ど
。

四

月

一

日(

諏
訪
様
の
お
祭
り)

…
赤

飯.

う
ど
ん
ま
た
は
そ
ば
。

五
月
の
節
供
…
草
も
ち
。

農

休

み(

六
月
—4*
一
十
日
ご
ろ)

…
う
ど
ん•

コ
ン
ニ
ャ
ク
〇

蚕
休
み
…
ま
ゆ
玉
。

八

朔
(

八
月
一
日)

…
ふ
か
し
ま
ん
じ
ゅ
う
、

こ
れ
を
つ
く
る
と
、
盆
が
き
て 

仏
さ
ま
が
や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
た
。

お
盆
…
百
姓
の
で
き
る
も
の
、
う
ど
ん
と
か
そ
ば
、
テ
ン
プ
ラ
な
ど
。

九

月

一

日(

諏
訪
様
の
お
ま
つ
り)

…
赤
飯
。(

芦
生
田)

赤
飯
を
炊
く
日 

田
植
終
了
の
時
、
蚕
あ
げ
、
節

供
(

3

月
と
5

月)

、
御
祝
儀
、
 

子
供
の
生
れ
た
時
、
オ

ボ

ヤ(

生
後
20

日
目)

、
詡
訪
神
社
の
お
ま
つ
り(

今
井) 

ゥ
ド
ン•

ソ
バ
を
つ
く
る
日 

ゥ
ド
ン
は
人
寄
せ
の
と
き
に
つ
く
る
。
忌
日
の
場

大釜 みそ豆を煮る 1回に2斗(今井)

(撮影阿部孝)



合
に
も
つ
く
る
。
ウ
ド
ン
は
比
較
的
に
簡
単
に
つ
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
不
意
の
来 

客
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
す
ぐ
に
あ
た
た
め
て
出
せ
る
と
い
う
便
利
な
点
が
あ
っ
た
。
 

(

芦
生
田)

ソ
バ
を
つ
く
る
の
は
正
月
で
、
正
月
の
ご
ち
そ
う
と
し
て
も
最
高
の
も
の
だ
っ
た
。

(

鎌
原)

祝
い
ご
と
に
は
、
も
ち
草
の
芽
を
摘
ん
で
き
て
、

こ
し
た
繊
維
を
混
ぜ
て
つ
な
ぎ 

と
し
て
、
ソ
バ
粉
を
こ
ね
て
手
打
ち
ソ
バ
を
作
っ
た
。

こ
の
生
ソ
バ
は
結
婚
式
や
建 

て
ま
え
に
よ
く
出
し
た
。(

干
俣)

餅
を
っ
く
日 

正
一□

:、
小
正
月
、
桃
の
節
供
、
十
日
夜
、
初

誕

生(

誕
生
餅)

、
土 

用

餅
(

土
用
の
う
ち
に
一
度
餅
を
つ
く)
(

今
井)

モ
チ
は
農
家
の
仕
事
が
片
づ
い
た
と
き
に
つ
く
っ
た
。(

芦
生
田)

新
築
の
家
の
タ
テ
ジ
の
と
き
や
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
フ
キ
ゴ
モ
リ
の
と
き
に
つ
く
。
 

ゴ
チ
モ
チ
と
い
う
。(

全
村)

建
前
の
餅
は
ゴ
チ
モ
チ
と
い
っ
て
、
正
月
の
餅
に
比
べ
て
、
手
が
え
し
の
時
水
を 

た
く
さ
ん
入
れ
る
。(

西
窪)

モ
チ 

モ
チ
ア
ワ
、

モ
チ
ヒ
エ
、

モ
チ
キ
ミ(

キ
ビ)

な
ど
で
つ
き
、
米
と
ア
ワ 

を
ま
ぜ
る
と
ヤ
ナ
ギ
と
い
っ
た
。
豆
を
入
れ
た
モ
チ
も
つ
い
た
。

い
ろ
り
に
ワ
タ
シ 

を
入
れ
て
、
そ
の
上
で
い
つ
で
も
焼
い
て
食
っ
た
。
十
キ
レ
く
ら
い
は
食
っ
た
も
の
。
 

(

鎌
原)

ヤ
ナ
ギ
モ
チ 

米
と
ヒ
エ
、
ア
ワ
、
キ
ミ
な
ど
を
ま
ぜ
て
つ
い
た
餅
。
ふ
か
す
と 

き
、
ド
ウ
の
下
に
も
ち
米
を
入
れ
、
上
に
ま
ぜ
る
も
の
を
の
せ
て
い
っ
し
ょ
に
ふ
か 

す
。

ヤ
ナ
ギ
は
食
べ
良
い
。(

門
貝)

キ
ビ
モ
チ
粒
の
ま
ま
ふ
か
し
て
つ
く
。(

門
貝)

ヒ
エ
モ
チ 

モ
チ
ビ
エ
を
、
粉
に
し
て
こ
ね
て
ふ
か
し
て
臼
で 

つ
い
て
作
る
。(

門

貝)
ア
ワ
モ
チ 

祝
い
日
に
ア
ワ
ク
ウ
と
言
っ
て
、

モ
チ
ア
ワ
で
ボ
タ
モ
チ
を
よ
く 

作
っ
た
。
Z-X

門
貝)

だ
ん
ご
を
つ
く
る
日 

小

正

月(

マ
ィ
ダ
マ)

、
十
五
夜
、
ミ
ソ
ヵ
団
子
、
休
み
団

子
(

フ
ナ
、

ニ
ヮ
休
み)
(

今
井)

ミ
ゴ
ダ
ン
ゴ 

春
の
彼
岸
の
お
こ
も
り
の
と
き
つ
く
る
ミ
ゴ
ダ
ン
ゴ
は
、
和
讃
に 

あ

る

よ

う

な

「妻
な
き
人
の
妻
に
な
り
、
主
な
き
人
の
主
に
な
り
……

」
と
い
う
力 

タ
メ
を
す
る
と
き
、
何
も
な
い
の
で
ト
リ
ザ
カ
ナ
と
し
て
ミ
ソ
を
つ
け
た
ダ
ン
ゴ
を 

も
っ
て
き
て
や
り
、
こ
れ
が
村
人
た
ち
の
身
を
守
っ
て
く
れ
た
と
い
う
の
で
、-1

身
を 

護
る
ダ
ン
ゴ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
〇 
(

鎌
原)

結
婚
式
の
料
理 

ご
ぼ
う
、

に
ん
じ
ん
を
四
つ
割
り
に
し
て
う
す
塩
で
煮
つ
け
る
。
 

コ
ブ
お
祝
い
の
も
の

ト
ウ
フ
は
シ
メ
ド
ウ
フ
に
し
て
二
こ
ず
つ
つ
け
る
。

ト
ウ
フ
を
わ
ら
で
ッ
ト
ッ
コ 

に
し
て
煮
汁
の
中
で
煮
こ
み(

わ
ら
の
形
で
色
が
つ
く) 

ハ
ス
に
切
っ
た
も
の 

イ
モ
じ
ゃ
が
い
も
の
煮
つ
け

ひ
た
し
豆 

青
豆
を
水
に
つ
け
て
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
も
の
を
ざ
っ
と
ゆ
で
た
も 

の
タ
ッ
ク
リ
と
キ
ン
ピ
ラ
は
一
緒
に
盛
り
つ
け
る
〇

キ
ラ
ズ
ヨ
ゴ
シ 

白
菜
な
ど
の
葉
漬
を
入
れ
て 

つ
く
る
。

さ
と
う
を
使
っ
て
甘
味 

に
す
る
。

シ
ラ
ア
ヱ 

と
り
ざ
か
な
と
す
る
。

お
吸
物
夫
婦
仲
が
よ
い
よ
う
に
と
い
う
の
で
、
キ
ジ
の
肉
を
使
い
、
ふ
た
か
け 

く
ら
い
入
れ
る
。
キ
ジ
は
夕
方
に
な
る
と
鳴
き
交
わ
し
て
一
緒
に
な
っ
て
寝
る
。

ヤ 

マ
ド
リ
は
別
れ
て
寝
る
の
で
使
わ
な
い
。
キ
ジ
の
骨
は
、
た
た
い
て
ソ
バ
汁
の
ダ
シ 

に
す
る
。

ソ
バ 

御
祝
儀
用
と
し
て
特
に
つ
く
る
。
縁
が
長
く
続
く
よ
う
に
と
い
い
、

つ
な 

ぎ

に

モ
ヨ
ギ(

ヨ
モ
ギ)

を
使
う
。

赤

飯

お

祝

い

だ

か

ら

。(

鎌
原)

赤
飯
と
ソ
バ
は
結
婚
式
の
と
き
の
ご
ち
そ
う
で
あ
る
。(

芦
生
田)

葬
式
の
日
の
料
理 

キ
ッ
ネ
メ
シ
、
油
揚
、
豆
腐
、
人
参
を
入
れ
た
ま
ぜ
御
飯
、
 

天
プ
ラ
、
煮

も

の(

門
貝)

オ
シ
イ 

明
治
時
代
前
は
法
事
の
時
、
オ
シ
イ
と
い
い
必
要
以
上
に
ご
飯
を
食
べ



さ
せ
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
先
祖
の
供
養
だ
か
ら
食
べ
て
く
れ
と
強
制
し
た
。
六
合
村 

の
人
た
ち
は
、
義
理
固
い
の
で
腹
帯
に
く
さ
び
を
差
し
て
お
い
て
、
食
べ
て
苦
し
く 

な
る
と
く
さ
び
を
一
本
ず
つ
ぬ
い
た
と
い
わ
れ
た
。
又
な
か
に
は
、

二
人
分
も
食
べ 

る
人
も
い
た
。(

袋
倉)

さ
か
な
を
食
べ
る
機
会 

む
か
し
は
、
さ
か
な
を
食
べ
る
機
会
は
、
お
と
し
と
り 

と
、
お
盆
の
と
き
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
お
盆
の
十
三
日
に
は
、

ニ
シ
ン
を
食
べ
た
。
 

こ
れ
は
盆
ざ
か
な
と
い
っ
て
、
上
田
方
面
か
ら
、
牛
方
が
か
え
り
荷
と
し
て
は
こ
ん 

で
き
た
。

な
お
、
お
盆
中
は
、
仏
さ
ん
は
さ
か
な
く
さ
い
の
は
き
ら
い
だ
と
い
っ
て
、
さ
か 

な
を
食
べ
な
い
。
さ
か
な
く
さ
い
と
、

ロ
を
す
わ
れ
る
と
い
う
。(

芦
生
田)

田
植
ぇ
の
食
事 

田
植
え
の
日
は
五
食
だ
っ
た
。
昔
は
頼
む
と
き
は
「
朝
飯
を
食 

ベ 

に
来
て
お
く
れ
」
と
招
ぶ
の
で
、
何
人
か
手
伝
い
に
行
く
と
き
で
も
一
人
は
ょ
ば 

れ
て
行
っ
て
手
伝
い
に
行
く
。
十
時
の
と
き
は
、
苗
と
り
に
は
き
な
こ
を
つ
け
た
む 

す
び
、
田
植
え
に
は
オ
コ
ワ
に
フ
キ
の
煮
つ
け(

に
し
ん
を
入
れ
た
も
の)

に
き
ま
っ 

て
お
り
、
し
ゃ
く
し
で
手
の
上
に
と
っ
て
食
べ
る
。

昼
め
し
は
、
め
し
、
ま
た
は
オ
コ
ワ
の
ど
ち
ら
か
で
、
ご
ち
そ
う
は
、

に
し
ん
と 

こ
ぶ
、

フ
キ
。
お
昼
に
招
ぶ
の
に
も
「
朝
飯
に
お
い
で
な
す
っ
と
く
ん
な
さ
い
」
と 

ぃ
う
。

三
時
に
は
、
オ
コ
ワ
を
手
に
と
っ
て
食
べ
る
。

夕
飯
は
、
IH

植
え
組
の
人
た
ち
は
一
家
中
ょ
ば
れ
て
く
る
。
酒
が
出
て
に
ぎ
や
か 

に
な
る
。
最
近
は
、
オ
コ
ワ
を
重
箱
に
一
つ
分
く
ら
い
を
紙
に
包
ん
で
お
み
や
げ
に 

も
ら
っ
て
似
る
。(

鎌
原)

IHf

t

の
と
き
に
は
朝
が̂

い
の
で
、
食
事
の
時
問
が
ふ
だ
ん
と
は
ち
が
っ
て
い
た 

し
、
仕
事
の
時
問
が
長
い
の
で
、
食
事
の
IH1

数
も
多
か
っ
た
。

IH

植
の
と
き
に
は
朝
食
は
五
時
ご
ろ
で
、

コ
メ
の
め
し(

ご
は
ん.
)

で
あ
っ
た
。
 

昼

食
(

お
ひ
る)

の
前
に
、
お
ひ
る
ま
え
こ
じ
ゅ
は
ん
と
い
う
の
を
食
べ
た
。

こ 

れ
は
、
お
に
ぎ
り
と
か
、
オ
ヤ
キ
、
あ
る
い
は
ふ
か
し
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
で
あ
っ
た
。
 

お
ひ
る
に
は
か
な
ら
ず
赤
飯
を
こ
し
ら
え
て
食
べ
た
。
む
か
し
は
十
時
ご
ろ
ヤ
マ

(

田
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
野
良
の
こ
と
を
ヤ
マ
と
い
う)

で
食
べ
た
。
ヤ
マ
ブ
キ
を 

と
っ
て
き
て
、

ニ
シ
ン
で
も
か
ら
ん
で
に
て
お
か
ず
に
し
た
。
最

近
(

昭
和
の
は
じ 

め
ご
ろ
か
ら)

は
、
お
ひ
る
は
家
へ
か
え
っ
て
き
て
、
赤
飯
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ 

た
。午

後
の
こ
じ
ゅ
は
ん
は
、
家
に
よ
っ
て
ち
が
う
。
お
に
ぎ
り
と
か
、
お
も
ち
と
か 

い
ろ
い
ろ
で
、
お
ひ
つ
に
入
れ
て
も
っ
て
い
っ
て
、
田
の
き
わ
で
食
べ
た
。

夕
飯
は
ご
は
ん
と
か
う
ど
ん
で
あ
る
。
大
体
う
ど
ん
を
食
べ
る
家
が
多
い
。(

三
原) 

田
植
え
の
夕
飯 

二
十
人
か
ら
三
十
人
の
人
を
招
く
の
で
、
ふ
つ
う
の
こ
と
で
は 

一
年
中
で
最
高
の
お
客
寄
せ
に
な
る
。
IH

植
え
組
の
人
は
一
家
中
を
あ
げ
て
よ
ば
れ 

て
く
る
の
で
、
主
婦
は
、

こ
の
時
の
用
意
に
鍋
や
茶
わ
ん
な
ど
を
と
っ
て
お
い
て
使 

え
る
よ
う
に
し
て
い
た
。(

鎌
原)

㈣

水

車
.

諸

用

具
•

食
器 

水

車

く

る

ま

づ

か

い

は

女 

衆
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

コ
メ
や
ム 

ギ
を
女
衆
が
水
車
ま
で
か
つ
い
で 

ぃ
っ
た
。

精
米
所
が
で
き
る
ま
で
は
、
何 

軒
か
で
水
車
小
屋
を
も
っ
て
い 

た
。
水
車
を
も
っ
て
い
な
い
家 

は
、
ょ
そ
の
水
車
を
か
り
て
つ
か 

っ
た
。

W

に
な
る
と
、
三
日
で
も
四
日 

で
も
水
車
を
つ
か
っ
て
、

コ
メ
を 

つ
い
た
り
、
粉
を
ひ
い
た
り
し
た
。
 

幕
に
は
、
順
番
を
と
ら
な
い
と
、
 

水
車
が〇

か
え
な
か
っ
た
。

(

三
原)

水車小屋(中央)と土蔵(今井)(撮影阿部 孝)



個
人
持
ち
の
水
車
が
あ
っ
た
。
大
体
、
昭
和
十
二
年
ご
ろ
ま
で
は
使
用
し
て5

た
。
 

水
車
を
持
っ
て
い
な
い
家
で
は
、
よ
そ
の
家
の
水
車
が
空
い
て
い
る
と
き
に
、

一
日 

い
く
ら
と
金
を
出
し
て
借
り
て
使
用
し
た
。

水
車
の
仕
事
は
女
衆(

主
婦)

の
役
目
だ
っ
た
。

水
車
で
は
コ
メ 
•

ム
ギ
を
つ
い
た
ほ
か
に
、
わ
ら
も
は
た
い
た
。

こ
れ
は
、
冬
の 

わ

ら

仕

事(

ぞ
う
り.

わ
ら
じ.

む
し
ろ•

ね
こ
な
ど)

の
材
料
と
し
た
。
(

芦
生 

田)

’膳 

家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
に
箱
膳
が
あ
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
、
母
親
と
一
緒
に
食 

器
を
入
れ
て
お
く
。

ふ
だ
ん
は
各
人
で
食
器
の
始
末
を
し
て
い
て
、
き
れ
い
に
洗
う 

の
は
、
お
正
月
と
か
お
祭
り
の
前
の
時
だ
け
で
あ
る
。(

芦
生
田)

膳
箱
は
各
自
持
っ-
て
い
る
。
嫁
に
来
る
と
新
し
い
の
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。(

門
貝) 

お
膳
箱
は
一
人
一
箱
で
、
大
正
末
ま
で
は
用
い
て
い
た
。
食
べ
た
あ
と
さ
ら
し
の 

ふ
き
ん
を
か
け
て
お
く
。

モ
ノ
ビ
に
洗
う
く
ら
い
で
、
普
段
は
め
っ
た
に
洗
う
こ
と 

は
し
な
い
。
桑
の
木
の
箸
や
椀
で
食
べ
る
と
チ
ュ
ゥ
キ
に
な
ら
な
い
。
ご
飯
だ
け
食
っ 

て
か
ら
汁
を
飲
ん
だ
り
す
る
と
ヵ
タ
グ
ィ
だ
と
い
っ
て
、
な
お
さ
れ
た
。(

西
窪) 

箸 

箸
は
、
山
仕
事
で
山
で
食
う
と
き
は
、
う
つ
ぎ
や
ジ
シ
ャ
の
木
を
用
い
る
こ 

と
が
多
か
っ
た
。
た
ま
に
ヵ
ヤ
、
モ
チ
グ
サ
、
ヮ
ラ
ビ
な
ど
の
茎
を
用
い
た
。(

>

西
窪) 

オ
テ
シ
ョ 

浅
い
小
皿
、
お
か
ず
を
の
せ
る
。(

門
貝)

鍋 

ご
は
ん
は
鍋
で
た
い
た
。
釜
も
な
か
っ
た
し
サ
ギ
サ
ン
に
つ
る
せ
る
し
鍋
は 

便
利
で
あ
る
。(

門
貝)

@

そ

の

他

食
事
の
量
一
升
食
え
な
い
も
の
は
役
な
し
。
炭
や
き
を
本
気
で
し
た
と
き
は
一 

升
二
合
ぐ
ら
い
食
べ
ら
れ
た
。

飲
み
食
い
が
ん
じ
ょ
う 

尾
根
坂
難
儀
。(

門
貝)

木
び
き
は
一
升
ご
せ
え
の
め
し
を
食
べ
た
と
い
う(

一
升
を
食
べ
た
と
い
う
こ 

と)

〇ィ
ク
サ
の
実
を
す
っ
て
、
塩
で
味
を
つ
け
て
う
ど
ん
に
か
ら
ん
で
食
べ
る
と
、
ひ

と
り
で
ゥ
ド
ン
あ
る
い
は
ソ
バ
を
、

一
升
ご
せ
え(

こ
な
一
升
分)

食
べ
ら
れ
た
と 

い
う
。(

三
原)

「
大
め
し
食
い
」
と
い
わ
れ
る
人
は
、
刈
干
し
刈
り•
(

干
草
刈)

の
時
、
合
せ
メ 

ン

パ(

曲
物)

を
ペ
ロ
ペ
ロ 
(

少
し
も
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と)

食
べ 

て
し
ま
っ
た
。
 

又
、
「
こ
び
き
は
一
升
め
し
」
と
い
い
、

一
日
に
一
升(

一.

八
リ
ッ
ト
ル)

の
米
を 

食
べ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。(

袋
倉)

大
家
族
の
食
事 

戦
争
前
ま
で
は
二
十
人
以
上
の
家
族
だ
っ
た
の
で
、
五
升
炊
き 

の
釜
で
炊
い
た
朝
飯
も
、

一
度
で
終
っ
て
し
ま
う
の
で
、
す
ぐ
に
あ
と
を
炊
い
て
お 

櫃
に
入
れ
て
ヤ
マ 

へ
背
負
っ
て
ゆ
く
さ
わ
ぎ
だ
っ
た
。
男
衆
に
茶
わ
ん
を
先
に
持
っ 

て
行
っ
て
も
ら
い
、
弁
当
に
し
た
。

う
ど
ん
を
つ
く
る
と
き
は
、

二
升
玉
で
五
個
く
ら
い
つ
く
っ
て
も
食
べ 

切
れ
た
。

(

鎌
原)

汁

一

杯

二

杯

は

い

い

が

、
馬
鹿
の
三
杯
汁
と
い
っ
て
三
杯
も
汁
を
吸
う
と
笑
わ 

れ
た
。

お

つ

ゆ(

汁)

の
味
の
う
す
い
の
を
、
ゴ
ゼ
の
し
ょ
ん
べ
ん(

小
便)

の
よ
う
だ 

と
い
う
。(

三
原)

オ
テ
ノ
ク
ボ 

手
の
ひ
ら
に
物
を
の
せ
て
食
べ
る
。
手
餅
は
お
い
し
い
と
い
っ
て
、
 

つ
き
た
て
の
餅
を
オ
テ
ノ
ク
ボ
に
の
せ
て
食
べ
た
。(

門
貝)

エ
ビ
ス
盛
り 

え
び
す
講
の
と
き
に
は
め
し
を
山
盛
り
に
し
て
供
え
る
の
で
、
山 

盛
り
に
す
る
こ
と
を
エ
ビ
ス
盛
り
と
い
う
。(

鎌
原)

飯
や
汁
を
盛
る
こ
と
を
ョ
ソ
ル
と
い
う
。(

西
窪)

ゴ
ゼ
ン 

村
で
も
い
い
家
の
も
の
が
御
飯
の
こ
と
を
ゴ
ゼ
ン
と
い
っ
た
。

ふ
つ
う 

は
オ
マ
ン
マ
と
い
っ
た
。(

三
原)

ダ
ン
ゴ 

マ
ィ
ダ
マ
の
こ
と
を
い
う
。(

門
貝)

ソ
バ
つ
く
り
の
名
人 

オ
ツ
マ
ン
バ
ア
は
ソ
バ
つ
く
り
の
名
人
で
、
村
に
珍
客
が 

来
た
り
す
る
と
よ
く
頼
ま
れ
た
。
細
く
て
、
長
く
て
、
う
ま
い
ソ
バ
を
つ
く
っ
た
。
 

年
老
っ
て
か
ら
は
、
鼻
水
や
よ
だ
れ
が
落
ち
る
と
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
、
手
ぬ
ぐ
い 

で
ロ
を
し
ば
っ
て
つ
く
っ
た
。(

鎌
原)



米
価 

昭
和
七•

八
年
こ
ろ
、
政
府
の
払
い
下
げ
米
が
一
俵
七
円
、
そ
の
当
時
の 

二
等
米
が
七
円
五
十
銭
だ
っ
た
。
こ
の
年
に
電
灯
会
社
が
発
電
所
の
鉄
柱
を
建
て
る 

の
に
畑
を
踏
み
荒
し
た
か
ら
と
い
う
の
で
八
円
く
れ
た
の
で
、
芦
生
田
ま
で
行
っ
て 

二
等
米
を
七
円
五
十
銭
で
買
っ
た
。
運
び
賃
が
十
五
銭
だ
っ
た
が
、
少
し
く
ら
い
米 

を
入
れ
て
食
う
に
は(

米
は
ま
ぜ
る
ほ
う
だ
っ
た)

五
十
銭
く
ら
い
高
く
て
も
い
い 

方
が
い
い
と
い
う
の
で
買
っ
た
わ
け
だ
っ
た
。(

鎌
原)

ヒ
キ
割
り
買
い 

昭
和
の
初
年
こ
ろ
麦
も
な
く
て
ヒ
キ
ヮ
リ
を
買
い
に
行
く
の 

に
、
村
内
で
買
う
ょ
り
も
長
野
原
ま
で
行
け
ば
少
し
は
安
い•
の
で
、
長
野
原
で
買
っ 

て
背
負
っ
て
き
た
。(

鎌
原)

コ
メ
ナ
シ
日 

戦

争

中(

昭
和
十
九
〜
二
十
年)

コ
メ
ナ
シ
日
と
い
う
の
が
あ
っ 

て
、
五
日
〜
十
日
に
一
度
は
ジ
ャ
ガ
ィ
モ
だ
け
の
日
が
あ
っ
た
。(

門
貝)

煙
草 

き
せ
る
が
多
く
、
卷
煙
草
、
葉
巻
煙
草
な
ど
は
話
に
は
聞
い
た
が
見
た
こ 

と
は
な
か
っ
た
。(

西
窪)

三
、

住 

居

㈠

屋
敷
ど
り•

家
屋
形
式(

特
徴)

屋
敷 

鎌
原
は
浅
間
押
し
の
後
で
屋
敷
割
り
が
し
て
あ
り
、表
通
り
十
間
あ
っ
て
、
 

地
所
が
広
か
っ
た
か
ら
新
築
す
る
に
も
世
話
が
な
く
、
タ
ッ
ミ
の
方
向
に
家
の
向
き 

を
き
め
る
。(

鎌
原)

屋
敷
構
ぇ 

母
屋
、
穀
倉
、
味
噌
倉
、
堆
肥
舎
便
所
の
四
棟
が
一
般
的
で
あ
る
。
 

(

西
窪)

飲
み
水 

西
窪
は
水
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
所
で
、
簡
易
水
道
の
で
き
る
前
は
部
落 

の
上
手
の
方
か
ら
吾
妻
川
の
水
を
木
管
で
引
い
て
、
道
路
の
片
側
に
セ
キ
を
作
っ
て 

流
し
、
こ
の
水
を
朝
晩
汲
ん
で
お
い
て
飲
み
水
や
洗
い
も
の
な
ど
に
用
い
た
。
木
管 

は
五
寸
く
ら
い
で
、
赤
松
を
く
り
ぬ
い
た
も
の
で
、
長
野
の
職
人
が
つ
く
っ
た
。

簡
易
水
道
の
で
き
た
当
座
は
、
一
人
一
日
一
斗
、
三
百
人
分
で
あ
っ
た
。(

西
窪)

今
井
川
に
は
昔
は
魚
が
住
ん
で
い
た
が
石
津
の
硫
黄
鉱
山
の
水
が
混
っ
て
か
ら
住 

ま
な
く
な
っ
た
。
又
、
井
戸
水
も
使
え
な
く
な
っ
た
。
今
か
ら
二
十
年
ぐ
ら
い
前
の 

こ
と
で
、
簡
易
水
道
と
な
っ
た
。
川
の
水
は
田
に
も
使
え
な
い
で
赤
い
水
と
し
て
流 

れ
て
い
る
。

井
戸
は
現
在
四
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。(

今
井)

水
道
の
で
き
る
前
は
、
村
の
道
端
を
流
れ
て
い
る
川
の
水
を
、
朝
早
く
、
み
ん
な 

が
顔
を
洗
ぅ
前
に
汲
ん
で
飲
料
水
に
し
た
。
水
道
は
十
年
ほ
ど
前
に
で
き
た
。
昭
和 

四
十
六
年
に
道
路
を
舗
装
し
て
川
に
も
ふ
た
を
し
た
の
で
、
そ
れ
以
後
は
使
わ
な
く 

な
っ
た
。(

干
俣)

鎌
原
用
水 

天
明
の
浅
間
山
爆
発
後
大
笹
ま
で
用
水
を
ひ
い
て
来
た
。
三
年
が
か 

り
で
工
事
を
終
え
た
が
、
十
三
年
間
は
湯
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
今
で
も
ユ
ダ
メ*

ユ 

ド
ョ•

ホ
リ
ヮ
リ
等
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
今
で
も
八
—
九
度
ぐ
ら
い
で
冷
た
い
。

川端の洗い場(上袋倉) (撮影阿部孝)

共同井戸の跡(大前)

山から水を引いてほった。(撮影金子緯一郎)



(

大
笹)

鎌
原
用
水
は
、
明
治
の
初
こ
ろ
か 

そ
れ
以
前
に
、
浅
間
押
し
か
ら
出
る 

水
を
引
い
て
く
る
の
に
、
ち
ょ
う
ど 

牛
の
背
に
水
を
ひ
く
よ
う
に
高
い
と 

こ
ろ
を
引
い
て
き
て
い
た
が
、
最
近 

の
よ
う
に
ま
わ
り
が
み
ん
な
別
荘
地 

に
な
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ 

う
な
開
泪
の
ま
ま
で
は
下
水
道
の
よ 

う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
村
営
エ 

事
と
し
て
水
源
の
工
事
を
し
て
、
エ 

事
費
は
分
譲
地
が
出
す
こ
と
に
な
っ 

て
工
事
を
進
め
て
い
る
。
水
源
の
上 

流
に
人
家
は
な
く
、
汚
染
さ
れ
て
い 

な
い
の
で
ほ
と
ん
ど
滅
菌
し
な
く
も 

よ
い
ほ
ど
の
き
れ
い
な
水
で
、
毎
日

二
万
四
千
ト
ン
の
湧
水
量
が
あ
る
。
分
譲
地
で
は
水
源
が
な
く
、
こ
こ
だ
け
な
の
で 

期
待
さ
れ
て
い
る
。(

鎌
原)

井
戸
明
治
四
十
四
年
に
西
窪
氏
の
お
屋
敷
の
所
に
、
深
さ
四
十
三
尺
の
井
戸
が 

で
き
た
。
昭
和
九
年
に
な
っ
て
、
下
組
に
一
つ
、
中
組
に
二
つ
、
上
組
に
二
つ
、
ッ 

ル
ベ
井
戸
が
掘
ら
れ
た
。(

西
窪)

ホ
ン
ヤ
づ
く
り
と
オ
ヤ
づ
く
り
住
宅
の
ぅ
ち
、
古
い
か
た
ち
で
は
、
屋
根
裏
を 

二
階
と
し
て
つ
か
っ
て
い
て
、
屋
根
の
前
側
を
開
け
て
い
る•
か
た
ち
の
も
の
を
、
ホ 

ン
ヤ
づ
く
り
と
い
ぅ
。

住
宅
で
二
階
の
な
い
も
の
は
、
オ
ヤ
づ
く
り
と
か
コ
ヤ
づ
く
り
と
い
っ
た
。Q
尸
生 

田)
土
蔵
づ
く
り
の
民
家 

大
笹
に
も
、
田
代
に
も
そ
れ
ぞ
れ
数
軒
ず
つ
あ
っ
た
。
近 

代
の
も
の
か
と
注
目
し
た
が
、
ょ
く
聞
い
て
み
る
と
古
く
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
、①

火
災
を
除
ぐ
、②

寒
さ
を
除
ぐ
等
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
 

土
蔵
づ
く
り
の
家
は
、
か
や
ぶ
き
の
家
に
比
べ
て
冬
の
シ
ミ(

寒
気)

を
防
ぐ
の 

に
よ
く
、
そ
の
う
え
夏
は
涼
し
い
特
徴
が
あ
る
。

昔
は
ヵ
ヤ
屋
根
だ
っ
た
が
、
ヵ
ヤ
が
少
な
く
な
り
、
生
活
も
向
上
し
て
く
る
に
つ 

れ
て
板
屋
の
家
が
ふ
え
て
き
た
。
板
ぶ
き
は
シ
ミ
ル
の
で
土
蔵
づ
く
り
に
し
て
、
壁 

を
厚
く
塗
り
こ
め
て
シ
ミ
を
防
ぎ
、
火
災
除
け
に
も
し
た
。
明
治
前
に
は
大
き
い
家 

は
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
年
代
に
大
き
な
土
蔵
づ
く
り
の
家
が
建
つ
よ
う
に
な
っ 

た
。干

俣
に
は
土
蔵
づ
く
り
の
家
が
多
い
。
窓
が
少
な
く
、
壁
を
厚
く
塗
り
、
屋
根
裏 

ま
で
土
を
塗
っ
た
家
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
冬
あ
た
た
か
く
、
養
蚕
の
場
合
で
も
室

内
の
温
度
の
調
節
に
都
合
が
よ 

か
っ
た
。
こ
の
付
近
は
火
山
灰 

土
だ
が
、
ヵ
ベ
掘
り
場
と
い
ぅ 

良
い
土
の
採
れ
る
所
が
村
外
れ. 

に
あ
り
、
共
同
採
取
場
に
な
っn 

て
い
て
、
自
由
に
土
を
と
っ
て 

き
た
。

昭
和
十
二
年
以
後
、
養
蚕
を 

ぴ
っ
た
り
止
め
て
、
や
さ
い
づ 

く
り
に
転
換
し
た
の
で
、
そ
れ 

か
ら
は
壁
を
塗
ら
な
い
ス
ヤ 

(

素
屋
？)

が
で
き
る
よ
ぅ
に 

な
っ
た
〇(

干
俣)

ク
ズ
ヤ
屋
根
は
萱
ぶ
き
屋 

根
で
あ
っ
た
。
萱
が
不
足
の
と 

き
は
麦
わ
ら
も
混
ぜ
た
。
萱
ぶ 

き
は
三
十
年
か
四
十
年
ぐ
ら
い 

ふ
か
な
い
で
も
よ
か
っ
た
。

井戸(上袋倉) (撮影阿部孝)

土蔵づくり(田代) (撮影都丸十九一)



(

袋
倉)

草
葺
き
屋
根
は
ク
ズ
ヤ
で
、
グ
シ
は
シ
バ
グ
シ
が
古
く
ヨ
シ
グ
シ
が
新
し
い
。

シ 

バ
は
上
ノ
原
か
ら
と
っ
て
き
た
。

シ
バ
切
り
と
い
う
。
グ
シ
に
の
せ
た
シ
バ
を
押
さ 

え
て
置
く
の
を
シ
バ
ド
メ
と
い
う
。
屋
根
屋
は
主
に
越
後
か
ら
き
た
が
、
芦
生
田
、
 

小
宿
に
も
い
た
。
草
葺
き
屋
根
の
勾
配
は
カ
ネ
コ
ゥ
バ
ィ
と
い
っ
て
四
十
五
度
が
普 

通
で
あ
る
。(

門
貝)

板
屋 

ィ
タ
ヤ
は
石
の
せ
屋
根
で
、
栗
、
唐
松
な
ど
を
板
に
す
る
。
た
ま
切
っ
て
才 

オ
ヮ
リ
で
割
っ
た
後
、
板
割
り
ナ
タ
で
う
す
く
割
っ
て
い
く
。
尺
二
寸
の
長
さ
。
木 

の
白
い
部
分
を
シ
ラ
タ
、
赤
い
部
分
を
ア
カ
タ
と
い
い
、

7.
カ
タ
が
じ
ょ
う
ぶ
で
あ 

る
。
葺
く
の
に
七
三
に
葺
く
、
三
分
表
に
出
て
七
分
が
重
な
る
葺
き
方
を
す
る
。
こ 

の
上
に
打
し
ブ
チ
を
の
せ
、
石
で
押
さ
え
る
。
勾
配
は
三
寸
か
ら
三
、
五
寸
位
に
す

る
。

一
坪
に
四
杷
使
ぅ
。(

門
貝) 

む
か
し
は
、
石
屋
根
と
か
や
ぶ
き
の
屋
根
が
半
々
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
現
在
で
は
石 

屋
根
の
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
タ
ン
屋
根
に
か
わ
っ
て
い
る
。(
芦
生
田)

以
前
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
石
お
き
屋
根
だ
っ
た
。
現
在
は
一
軒
も
な
い
。
十
年
く 

ら
い
前
ま
で
は
何
軒
か
あ
っ
た
。(

袋
倉)

屋
根
は
さ
さ
板
ぶ
き
が
一
般
的
で
、
か
や
ぶ
き
屋
根
は
三
十
一
戸
中
の
わ
ず
か
四

戸
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。(

西
窪)

ト
ン
ト
ン
ぶ
き
と
い
い
明
治
時
代
か
ら
栗
板
五
分
の
厚
さ(

一.

五
セ
ン
チ)

に 

割
っ
た
も
の
で
屋
根
を
ふ
く
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。

一
枚
一
枚
を
釘
で
と
め
て
ふ
い
た
。
 

そ
の
上
に
石
を
置
く
と
三
十
年
ぐ
ら
い
ょ
か
っ
た
。(

袋
倉)

味
噌
倉 

平
屋
建
の
土
蔵
で
、
味
噌•

醬
酒
の
貯
蔵
倉
。
味
噌
は
三
年
越
く
ら
い

左みそ倉 右木倉(下袋倉)

(撮影阿部孝)

穀倉に味噌倉がついている。ノイダレのところが味

噌倉になっている。(門貝) (撮影中村和三郎)

木小屋(下袋倉) (撮影阿部孝)



の
を
食
べ
た
。

ま
た
、
漬
物
が
保
存
さ
れ
た
。
(

西

窪)
木
小
屋
た
き
ぎ
の
小
屋
で
、
ほ
っ 

た
て
小
屋
。
数
本
丸
柱
を
土
中
に
た
て
、
 

か
や
で
簡
単
に
葺
い
た
程
度
の
も
の
で
、
 

た
い
が
い
母
屋
の
近
く
に
あ
り
、
日
あ 

た
り
の
よ
い
所
に
建
て
て
あ
る
。
(

門 

貝)㈡

間
取
り
と
使
用
法

間
取
り
間
口
は
八
間
か
ら
八
間
半
、
 

奥
行
は
五
間
か
ら
五
間
半
、
総
坪
数
四 

拾
坪
か
ら
四
拾
五
坪
が
平
均
。
二
階
建 

だ
が
、
二
階
は
全
部
蚕
室
で
、
ふ
だ
ん 

は
蚕
具
の
置
き
場
所
で
あ
る
。(

西
窪)

大
黒
柱 

大
黒
柱
が
家
の
格
を
決
め
る
と
い
わ
れ
、

一
尺
五
寸
か
ら
ー
ー
尺
も
あ
る 

家
も
あ
っ
た
。
材
料
は
ヶ
ヤ
キ
、
栗
が
普
通
で
「皆
さ
ん
中
村
の
大
黒
が
建
た
る
は 

サ
ー
、
ヨ
ィ
ッ
シ,3
ゥ
」
と
掛
声
を
か
け
て
建
て
ら
れ
た
。(

西
窪)

戸
口 

日
常
は
大
戸
の
中
の
く
ぐ
り
を
開
け
て
出
入
し
た
。
大
戸
は
人
寄
せ
や
馬 

牛
の
出
入
の
時
以
外
は
開
か
な
か
っ
た
。

大
戸
の
大
き
さ
は
六
尺
四
方
で
厚
い
板
戸
、
く
ぐ
り
戸
は
三
尺
四
方
。(

西
窪)

ト
ポ
ー
家
の
入
口
をL

う 

(
£
_
目
\  )

イ
ロ
リ
イ
ロ
リ
は
台
所
と
茶
の
間
に
あ
っ
て
、
も
と 

は
そ
う
方
に
ヵ
ギ
ダ
ヶ
が
さ
が
っ
て
い
た
。
台
所
の
イ
ロ 

リ
の
座
席
は
、
上
の
ょ
う
で
あ
る
。

火
は
だ
い
じ
に
し
た
も
の
で
、
オ
キ
を
ト
メ(

休
め
る) 

て
お
い
て
、
つ
け
ぎ
で
火
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。(

門
貝)

裏縁  で轉

7] 居  物
間オッカアザ

一 奥座敷 寝 床 ョ17715 置
押 导リリ

入 仏壇 神棚 キャクザ----------------------------------- - -------------------------------
厶 馬小屋

入 小 ロ

—奥の間 茶の間 所 馬小屋

床 _______

表 縁 ムロ i___ :湯-殿

出入口

(黔?^產3)滝沢秀太郎氏宅(門貝)

寝床として使用アカリトリマド ケーキリバ

茶
ノ
間
の
天
井
は

上
簇
な
ど
に
使
用

昭
和
四
十
年
に
建
て
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。当
時
の
平
面
図
。
 

土
台
は
玉
石
—

ジ
ギ
ョ
ウ
ィ
シ
。サ
ン
ヨ
ウ
ヅ
キ
し
て
据
え
た
。
 

コ
メ
ー
は
竹
と
ヨ
シ
、
こ
ま
か
い 

の
を
コ
メ 
—
カ
キ
と
い
ぅ
。
 

柱
は
主
に
栗
材
を
使
用
。

キジリ

3ゴザ

シ
タ
ザ



ィ
ロ
リ
ブ
チ
—
ろ
縁
、
桜
の
木
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
親
の
頭
と
同
じ
だ
か
ら
、
 

た
た
い
た
り
、
き
ず
を
つ
け
た
り
し
な
い
。

ョ
コ
ザ
—
主
人
の
す
わ
る
と
こ
ろ
で
、
ょ
そ
さ
ま
が
す
わ
っ
た
と
き
に
は
、
「米
を
買 

え
」
な
ど
と
い
ぅ
。

キ
ジ
リ
—
キ
ジ
リ
の
そ
ば
に
薪
を
入
れ
て
お
く
マ
キ 

バ
コ
が
あ
る
。

モ
イ
シ
ャ
ク
リ
—
燃
え
残
り
の
も
し
き
〇
も
し
き
は 

元
か
ら
く
ベ
る
も
の
だ
と
い
ぅ
。

イ
ロ
リ
は
、普
通
の
も
の
は
四
・
五
尺
四
方
だ
が
、
 

六
尺
四
方
も
あ
る
大
き
な
イP

リ
を
も
つ
家
も
あ
っ 

た
。
冬
の
雪
降
り
の
と
き
は
、
は
き
物
を
な
ら
べ
て 

乾
か
し
た
。(

西
窪)

い
ろ
り
で
ヨ
コ
ザ
は
主
人
の
座
ウ 

ヮ
ザ
が
お
か
み
さ
ん
の
座
、
シ
モ
ザ
や 

キ
ジ
リ
が
下
男•

下
女
の
座
。

い
ろ
り
は
三
尺
角
か
ら
四
、
五
尺
ま 

で
あ
り
、
四
角
に
造
る
も
の
で
は
な
い 

と
い
ぅ
。
炉
ブ
チ
は
ケ
ヤ
キ
や
サ
ク
ラ 

の
木
を
用
い
、
組
み
立
て
式
で
取
り
は 

ず
せ
る
。
(

干
俣)

ホ
ド
い
ろ
り
の
真
中
を
ホ
ド
と
い 

ぅ
。(

門
貝)

ヘ
ッ
ス
イ
ヵ
マ
ド
は
大
正
期
に
な 

っ
て
か
ら
普
及
し
た
。(

門
貝)

コ
タ
ツ 

コ
タ
ッ
は
一
尺
四
寸
五
分
の
大
き
さ
に
き
ま
っ
て
い
る
。(

干
俣) 

風
呂 

風
呂
桶
は
た
い
が
い
の
家
に
あ
っ
た
が
、
毎
晩
た
て
る
こ
と
は
少
な
く
、
 

モ
ラ
ィ
湯
が
多
か
っ
た
。
井
戸
が
で
き
る
ま
で
は
、
川
の
水
を
手
桶
に
く
み
、
天
秤 

で
水
か
つ
ぎ
し
て
、
た
て
る
の
で
大
変
だ
っ
た
。(

西
窪)

鉄
が
ま
の
オ
タ
フ
ク
が
初
め
で
、
次
ぎ
に
煙
突
が
ま
と
な
り
、
昭
和
七
年
ご
ろ
に 

は
五
右
衛
門
風
呂
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

風
呂
の
場
所
は
、
ふ
つ
ぅ
は
母
屋
の
入
口 
(

大
戸
の
入
口) 

の
土
間
に
あ
り
、
人 

が
来
る
と
は
ず
か
し
い
ょ
ぅ
な
と
こ
ろ
で
、
若
い
嫁
な
ど
は
、
は
ず
か
し
く
て
は
い

土蔵造りの家のトボ (干俣)

(トボの巾、約1間)(撮影金子緯一郎)

開き戸のサシコ(カギ)(大前) 

(撮影金子緯一*郎)

開き戸(大前) (撮影金子緯一郎)ろのかぎ(下袋倉)(撮影阿部 孝)

ごとく(今井) (撮影阿部孝)

キジリ
〇

ョコザ



れ
な
か
っ
た
。

湯
は
肥
料
と
し
て
便
所
に
入
れ
た
。(

袋
倉)

ノ
ブ
ロ 

春
蚕
の
頃
、
家
の
中
を
い
ぶ
す
と
蚕
に
良
く
な
い
と
い
う
の
で
、
炊
事 

や
フ
ロ
を
外
で
し
た
。
外
湯
に
入
っ
て
い
る
と
、
螢
が
ょ
っ
て
き
て
居
な
が
ら
に
し 

て
螢
見
物
が
で
き
た
。(

西
窪)

ぬ
か
袋
石
け
ん
が
な
い
頃
は
入
浴
の
際
に
は
、
糖
を
小
さ
な
袋
に
入
れ
て
使
っ 

た
。(

西
窪)

チ
ョ
ゥ
ズ
バ 

堆
肥
小
屋
に
つ
く
。
ヵ
ミ
チ
ョ
ゥ
ズ
バ(

内
便
所)

を
持
つ
家
は 

何
軒
も
な
か
っ
た
。

便
所
と
堆
肥
小
屋 

大
便
所
は
、
大
き
な
溜
を
い
け
て(

埋
め
て)

そ
の
上
に
、
 

二
寸
か
ら
三
寸
の
厚
板
を
渡
し
た
も
の
。
堆
肥
小
屋
の
半
分
、
あ
る
い
は
端
の
方
が 

便
所
で
、
あ
と
の
半
分
は
牛
馬
の
糞
尿
、
堆
肥
の
置
き
場
と
な
り
、
う
ず
高
く
積
み 

重
ね
て
貯
蔵
し
て
お
い
た
。(

西
窪)

小
便
所 

家
の
入
口
の
脇
に
あ
り
、
風
呂
の
湯
も
流
れ
こ
む
ょ
う
に
な
っ
て
い
て 

肥
料
と
し
て
利
用
し
た
。(

大
前)

ム
ロ 

冬
期
の
食
糧
野
菜
の
貯
蔵
所
で
、
深
さ
四
〜
六
尺
、
広
さ
た
た
み
一
帖
分 

く
ら
い
、
周
囲
に
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
。(

西
窪)

㈢

建
築
工
程
と
儀
礼

木
寄
せ 

山
で
必
要
な
木
を
切
り
、
そ
の
場
で
挽
い
た
り
、
け
ず
っ
た
り
し
て
、
 

木
寄
せ
と
い
う
の
を
す
る
。
オ
テ
ン
マ
で
や
る
も
の
で
、
木
出
し
も
、
石
運
び
も
才 

テ
ン
マ
だ
っ
た
〇(

鎌
原)

キ
ド
リ 

ソ
マ
に
み
て
も
ら
っ
て
木
取
り
を
す
る
。
大
正
年
代
に
は
製
材
は
全
然 

な
く
、
昭
和
十
四
年
あ
た
り
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
前
は
ソ
マ
が
一
切
ひ
き
う 

け
た
。
そ
の
日
お
祝
い
が
あ
り
、
十
二
様
に
供
え
も
の
を
し
た
。(

田
代)

キ
ダ
シ 

多
く
は
人
の
肩
で
ひ
き
出
し
た
。
太
い
も
の
は
図
の
よ
う
に
細
い
横
木 

を
渡
し
、
し
ば
っ
た
。
こ
れ
を
ヤ
マ
ト
ユ
ィ
と
い
い
、
こ
れ
を
八
人
で
担
い
だ
。
こ

風呂場

土蔵の隅はミソ倉の奥なので、あけて、風呂 

場に利用したもの。(大前)(撮影関口正巳)

大
便
所

物
置
き
小
屋
の
内
に
す
る(

大
前)

(

撮
影
関
口
正
巳)

小便所

家の入口の脇にある。(大前) (撮影関口正巳)



れ
以
上
の
も
の
は
ひ
き
出
し
た
。(

田
代)

ス
ミ
カ
ケ 

尺
竿
に
水
引
き
を
か
け
て
こ
れ
に
オ
ミ
キ
を
供
え
た
。
ま
た
チ
ョ
ウ 

ナ
ダ
テ
が
あ
る
。(

田
代)

タ
テ
ジ
・
タ
テ
ジ
イ
ワ
イ 

上
棟
式
。
大
工
は
地
面
で
オ
オ
イ
レ.

ホ
ズ
イ
レ
を 

す
る
。
鴨
居
、
横
物
、
シ
キ
、
大
根
太
等
を
入
れ
、
組
み
立
て
て
み
る
。
こ
れ
を
ば 

ら
し
て
建
て
る
。

こ
の
日
の
祝
い
に
は
、
米
、
あ
わ
等
の
餅
を
計
一
俵
ぐ
ら
い
つ
い
た
。
親
戚
等
か 

ら
の
差
し
入
れ
は
な
い
。
餅
に
は
、①
 

十
ニ
ヤ
サ
ン
ノ
モ
チ 

お
膳
い
っ
ぱ
い
の 

餅
三
枚
を
、
そ
れ
ぞ
れ
四
等
分
し
て
計
十
二
枚
に
し
た
も
の
を
十
二
様
に
供
え
る
。

②
 

コ
バ
モ
チ
、
菱
形
の
特
に
大
き
い
も
の
、
長
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
—
ト
ル
ぐ
ら
い
。

③ 

ナ
ゲ
モ
チ
、
菱

形

.0
こ
の
外
に
白
米
一
升
、
銭
(

コ
バ
ゼ
ニ)

四
枚
、
こ
れ
は 

穴
あ
き
銭
か
、
今
は
十
円
銅
貨
。
ほ
か
に
み
ず
ぶ
さ
の
木
を
麻
で
し
ば
っ
た
。
ま
た 

大
工
道
具
一
式
、
墨
つ
ぼ
、
尺
竿
、
テ
ィ
タ(

設
計
図)

、
曲
尺
等
。

式
に
は
ソ
マ
が
先
に
上
り
、
続
い
て
土
工
、
大
工
、
施
主
、
近
い
親
戚
の
者
の
順 

に
屋
根
に
上
が
る
。
ま
ず
大
工
の
棟
梁
が
拝
む
。
次
に
他
の
職
人
等
が
拝
み
、
お
神 

酒
を
の
み
、
大
工
が
隅
々
に
水
を
ま
き
、
コ
バ
モ
チ
を
棟
梁
が
投
げ
、
銭
を
投
げ
る
。
 

そ
れ
か
ら
ナ
ゲ
モ
チ
を
投
げ
る
。

こ
ぅ
し
た
行
事
の
あ
と
で
ふ
る
ま
い
が
あ
る
。
餅
等
の
供
え
も
の
は
職
人
に
分
け 

て
や
る
。
し
か
し
ト
ウ
リ
ヨ
ウ
送
り
等
は
な
い
。(

田
代)

ゴ
チ
モ
チ
投
げ 

棟
上
げ
に
は
屋
根
に
十
二
さ
ま
を
ま
つ
り
、
大
工
と
家
の
主
人 

や
兄
弟
な
ど
が高

-
?

と
こ
ろ
へ
上
が
っ
て
ゴ
チ
モ
チ
投
げ
を
す
る̂

大
工
が
拝
ん
だ 

後
で
四
隅
を
水
で
し
め
し
て
か
ら
、
少
し
大
き
い
ヵ
ド
モ
チ
と
い
ぅ
の
を
二
枚
ず
つ 

投
げ
る
。
そ
の
あ
と
で
ゴ
チ
モ
チ
を
投
げ
た
。

祝
い
の
席
で
は
手
伝
い
の
人
す
べ
て
に
酒
を
出
す
が
、
引
出
も
の
は
出
さ
な
か
っ

た
。(

鎌
原) 

コ
メ
エ
カ
キ 

壁
ぬ
り
を
す
る
下
地
の
コ
メ
エ
カ
キ
は
、
竹
が
な
い
か
ら
ヨ
シ
を 

使
っ
て
や
る
。
な
わ
は
施
主
が
自
分
の
家
で
な
っ
た
り
、
親
せ
き
に
頼
ん
だ
り
し
て 

用
意
し
た
。(

鎌
原)

柱
間
に
入
れ
る
コ
メ
ボ
ゥ
は
雑
木
、
ヤ
マ
ゥ
ル
シ
が
よ
い
と
い
う
。
そ
れ
で
コ
メ 

カ
キ
を
左
官
が
し
、
ア
ラ
カ
ベ.

ナ
カ
カ
ベ.

上
塗
り
を
す
る
。

土
は
、
粘
土
を
田
代
湖
辺
の
カ
ベ
ホ
リ
山
か
ら
掘
っ
て
、
馬
に
つ
け
て
来
た
。
近 

所
•

親
戚
の
も
の
が
手
伝
い
に
行
く
。(

田
代)

壁
ぬ
り 

こ
の
辺
は
火
山
灰
地
だ
が
、
大
沼
の
ト
ヤ
ゴ
尾
根
が
カ
ベ
ト
リ
場
で
、
 

よ
い
土
を
採
る
こ
と
が
で
き
た
。

壁
土
は
、
村
中
の
者
に
頼
ん
で
、
馬
や
牛
で
運
ん
だ
。
繩
で
編
ん
だ
ビ
ク(

袋) 

の
底
を
、
重
い
か
ら
と
い
っ
て
上
の
方
を
し
ば
っ
て
壁
土
を
入
れ
、
馬
や
牛
の
背
で

壁
の
コ
メ
は 

コ
メ
棒
と
ヨ
シ
で
か
い
た
。
土
に
は
ツ
タ
と
わ
ら
を
ま
ぜ
て
こ
ね
、
 

手
で
は
た
き
つ
け
て
塗
っ
た
。

壁
は
、
表
を
七
分
ほ
ど
の
厚
み
で
先
に
塗
り
、

一
日
乾
か
し
て
か
ら
裏
へ
三
分
ほ 

ど
塗
っ
た
。
厚
壁
で
三•

四
寸
、
か
な
り
厚
く
も
五
寸
は
塗
ら
な
い
。
施
主
の
注
文 

で
厚
く
塗
っ
た
も
の
。
屋
根
裏
に
も
水
を
ひ
い
て
三
寸
ほ
ど
の
厚
さ
に
塗
っ
た
。
軒 

下
に
ま
で
も
下
か
ら
塗
っ
た
家
が
一
軒
あ
る
。

荒
壁
を
塗
っ
た
あ
と
は
、
本
職
の
左
官
が
砂
ず
り
を
し
て
仕
上
げ
た
。(

干
俣)

新
築
の
家
が
あ
る
と
オ
テ
ン
マ
仕
事
と
い
っ
て
各
戸
か
ら
出
て
手
伝
う
。
地
盤
の 

仕
事
か
ら
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

壁
塗
り
の
場
合
、
半
日
は
材
料
運
び
、
半
日
は
塗
り
込
む
作
業
で
、

一
日
で
終
わ 

し
て
し
ま
う
の
が
普
通
だ
っ
た
。
ベ

ト(

壁
土)

を
採
る
場
所
は
共
有
地
が
あ
っ
て 

馬
を
引
い
て
そ
こ
へ
採
り
に
行
っ
た
。

壁
を
塗
る
時
は
、
中
に
細
く
丈
夫
な
雑
木(

サ
ル
ス
ベ
リ
の
木
が
よ
い)

や
ヨ
シ 

を
組
み
込
み
、
両
面
か
ら
塗
り
込
め
て
い
っ
た
。
土
に
は
、
ヮ
ラ
を
五
、
六
寸
の
長 

さ
に
き
ざ
ん
だ
も
の
を
入
れ
て
、
鍬
や
足
で
ね
り
上
げ
た
も
の
を
使
う
。



壁
の
厚
さ
は
、
普
通
の
家 

で
三
寸
。
土
蔵
造
り
の
場
合 

は
五
寸
は
な
け
れ
ば
だ
め
で 

あ
る
。
こ
の
場
合
は
柱
も
塗 

り
込
め
て
し
ま
ぅ
。(

干
俣)

壁
ぬ
り
を
す
る
時
、
鎌
原 

で
は
粘
土
の
出
る
と
こ
ろ
が 

少
な
い
の
で
遠
く
の
川
ま
で 

行
っ
て
馬
で
上
げ
た
。
ヵ
ベ

ツ
ケ
オ
テ
ン
マ
と
い
ぅ
。
馬 

に
ビ
ク
を
つ
け
て
二

InJ
往
復 

す
れ
ば
朝
げ
の
オ
テ
ン
マ
は 

お
わ
り
で
、
村
中
か
ら
五
、
 

六
十
頭
の
馬
が
出
た
。

日
中
は
、
こ
ね
た
り
、
ぬ 

っ
た
り
す
る
。
粘
土
だ
け
は 

割
れ
る
の
で
、
わ
ら
と
砂
を 

ま
ぜ
て
こ
ね
る
。
荒
壁
は
ほ

と
ん
ど
素
人
が
や
っ
た
。
鎌
原
で
は
誰
で
も
大
工
、
左
官
、
屋
根
屋
の
手
伝
い
が
で
き 

た
。
ま
た
非
常
に
協
力
精
神
が
あ
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。(

鎌
原)

屋
根
ふ
き

萱
刈
り
ト
メ
野
と
い
ぅ
萱
刈
り
場
が
あ
っ
た
。
広
さ
は
三
、
四
十
町
歩
あ
る
。
 

十
一
月
二
十
日
を
山
開
き
と
い
っ
て
萱
を
刈
っ
て
ょ
い
日
な
の
で
、
前
の
晩
か
ら 

行
っ
て
泊
り
込
み
、
夜
の
明
け
る
の
を
待
っ
て
い
た
人
も
い
た
。
他
村
の
者
に
は
刈 

ら
せ
な
い
。

新
し
く
屋
根
替
え
を
す
る
家
は
、
他
の
人
に
優
先
し
て
大
ガ
ヤ
の
良
い
の
を
刈
る 

こ
と
が
で
き
た
。
馬
一
匹
、
十
二
束
刈
っ
て
ょ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
以
前
は
村 

中
の
人
も
手
伝
っ
た
が
、
現
在
で
は
親
類
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
手
伝
っ
て
い
る
。

萱
は
太
く
て
真
直
ぐ
な
も
の
ほ
ど
よ
い
。

一
[nJ
屋
根
を
替
え
る
と
、
そ
の
屋
根
の 

厚
さ
に
も
よ
る
が
、
三
十
年
か
ら
五
十
年
は
も
つ
と
い
う
。(

干
俣)

屋
根
替
を
し
た
い
と
き
は
区
長
に
申
し
出
て
、
村
の
人
が
刈
る
一
日
前
に
刈
ら
せ 

て
も
ら
つ
た
。

一
坪
に
五
ダ
ン(

ー
ダ
ン
は
六
束)

必
要
と
す
る
。
カ
ヤ
カ
リ
ク
ボ 

は
、
村
中
で
オ
テ
ン
マ
に
出
て
萱
を
刈
る
場
所
で
あ
る
。(

門
貝)

仙
ノ
入
の
狐
石
の
タ
ィ
ラ
が
萱
刈
り
場
で
あ
る
。
国
有
林
な
の
で
区
長
が
営
林
署• 

の
許
可
を
も
ら
つ
て
刈
つ
た
。
そ
れ
以
前
は
無
断
で
、
カ
ッ
パ
ラ
ッ
テ
刈
つ
た
。(

今 

井)
萱
刈
り
は
、
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
は
国
か
ら
払
い
下
げ
て
も
ら
つ
て
、自
由
に
刈
つ 

た
。
午
前
三
時
こ
ろ
か
ら
山
に
行
つ
て
刈
つ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
、
普
請
す
る
人
は
年
に
三
〜
四
戸
で
、
朝
食
を
す
ま
せ
て
か
ら
親
戚
、
兄
弟 

が
一
緒
に
出
か
け
た
。
萱
刈
り
を
頼
ん
だ
家
で
夕
食
も
出
す
。

一
軒
の
屋
根
に
は
二 

百
〜
三
百
駄
の
萱
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
二
日
く
ら
い
か
か
つ
た
。

昭
和
十
八
年
以
後
は
、
屋
根
替
は
、
年
に
二
戸
く
ら
い
な
の
で
、
く
じ
び
き
で
決 

め
る
よ
う
に
な
つ
た
。(

田
代)

屋
根
替
え
は
、
親
戚
や
懇
意
な
人
で
す
る
。(

今
井)

屋
根
ふ
き
の
と
き
、
ヌ
キ
ヅ
ケ
と
い
い
、
下
か
ら
ふ
き
上
げ
て
ゆ
く
が
、

一
番
下 

に
な
ら
べ
る
だ
け
で
萱
の
半
分
ぐ
ら
い
使
つ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。

使
用
す
る
萱
は
、
民
有
地
の
六
里
ケ
原
か
ら
刈
つ-
た
。
現
在
で
も
刈
つ
て
い
る
が
、
 

別
荘
地
と
し
て
売
る
人
が
多
く
な
つ
た
の
で
少
な
く
な
つ
た
。
か
や
ぶ
き
は
一
度
ふ 

く
と
三
十
年
か
四
十
年
ぐ
ら
い
の
間
、
ふ
つ
う
は
二
代
は
も
つ
た
。
村
中
が
出
て
萱 

刈
り
を
行
な
い
、

ヱ
ィ
で
ふ
き
あ
げ
た
。(

袋
倉)

屋
根
屋 

屋
根
屋
職
人
は
、
越
後
か
ら
来
た
が
、
小
宿
に
も
屋
根
屋
が
い
た
。
屋 

根
政
、
屋
根
熊
、
茂
屋
根
屋
な
ど
と
よ
ん
で
い
た
。(

袋
倉)

屋
根
ふ
き
は
、
長
野
県
や
越
後
の
ヤ
ネ
ヤ
が
や
つ
た
。(

田
代)

ア
シ
バ
カ
ケ 

屋
根
屋
が
す
る
が
、
テ
マ
ト
リ
に
親
戚
も
手
伝
う
。(

大
笹)

カ
ヤ
ス
グ
リ.

カ
ヤ
ゴ
シ
ラ
エ•

ヤ
ネ
フ
キ 

い
ず
れ
も
職
人
が
す
る
が
、
テ
マ 

ト
リ
に
親
戚
が
手
伝
う
。
棰
の
上
に
ョ
シ
ス
ダ
レ
を
つ
け
、
そ
の
上
に
束
ね
た
萱
を

村の共同の壁土採り場(干俣)(撮影金子緯一郎)



つ
け
、
更
に
そ
の
上
に
オ
シ
ボ
コ
を
か
け
て
し
め
る
。
そ
れ
ら
を
繩
で
し
め
て
ゆ
く
。
 

そ
の
と
き
の 

ハ
リ
ト
リ
も
親
戚
ガ
あ
た
る
。
テ
マ
ト
リ
と
は
助
手
の
よ
う
な
も
の
た
。
 

(

大
笹)

グ
シ 

ヒ
ラ
を
直
す
ま
で
に
は
二
回
か
ら
三
回
と
り
か
え
た
。(

鎌
原)

板

屋

の

屋

根

ふ

き

板
屋
の
屋
根
ふ
き
は
、
板
を
ひ
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
ふ
き 

上
げ
る
ま
で
、
み
ん
な
の
オ
テ
ン
マ
で
や
っ
た
。(

鎌
原)

板
屋
根
の
ふ
き
か
え
は
、
年
に
一
回
、
少
な
く
と
も
隔
年
に
一
回
は
さ
さ
板
の
ふ 

き
か
え
を
し
た
。
こ
の
仕
事
は
、
親
類
と
近
所
が
手
伝
う
共
同
作
業
で
や
っ
た
。(

西 

窪)
板
屋
に
使
う
笹
板
は
、
栗
の
木
で
、
厚
さ
二
分
、
長
さ
一
尺
の
も
の
を
使
う
。
そ 

れ
を
作
る
職
人
が
ィ
タ
ワ
リ
で
あ
る
。
袋
倉
に
一
人
、
山
崎
法
三
さ
ん
の
父
が
し
て 

い
た
。
そ
の
外
今
井
、
大
笹
な
ど
か
ら
頼
ん
だ
。
ィ
タ
ワ
リ
は
、
冬
中
に
笹
板
を
用 

意
し
て
、
春
に
な
る
と
一
斉
に
ふ
く
の
で
大
変
だ
っ
た
。

笹
板
を
ふ
い
て
ゆ
き
、
笹
板
五
つ
目
に
一m
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
栗
の
木
の
オ
シ
ボ 

•
コ
を
お
さ
え
棒
と
し
て
置
き
、
そ
れ
に
石
を
の
せ
る
。
釘
は
一
本
も
使
わ
な
い
。
下 

手
に
ふ
く
と
乾
い
て
し
ま
い
、
夕
立
な
ど
が
来
る
と
す
ぐ
に
雨
も
り
が
し
た
り
、
地 

震
が
来
る
と
石
が
動
い
て
し
ま
っ
た
り
し
た
。

毎
年
、
ま
た
は
二
年
に
一
度
、
屋
根
の
手
入
れ
を
し
た
。(

袋
倉)

オ
シ
ボ
コ 

板
屋
根
の
板
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
横
に
わ
た
し
た
木
。
オ
シ
ボ
コ
が 

あ
る
と
石
も
す
べ
ら
な
い
〇(

西
窪)

ヤ

ウ

ツ

リ

新
し
い
家
へ
引
越
し
を
す
る
と
き
は
、
先
祖
さ
ん
を
最
初
と
す
る
。

(

鎌
原)

特
に
形
式
は
な
い
。
お
祝
い
に
よ
ば
れ
て
ゆ
く
場
合
は
、
何
か
品
物
を
持
っ
て
ゆ 

く
。(

田
代)

フ
キ
ゴ
モ
リ 

か
や
ぶ
き
屋
根
は
五
、
六
十
年
も
つ
が
、
い
た
む
と
村
中
の
人
に 

頼
ん
で
ス
ヶ
テ
も
ら
っ
て
屋
根
ふ
き
を
す
る
。
ふ
き
上
が
る
と
フ
キ
ゴ 

モ
リ
の
お
祝 

い
を
し
た
。

施
主
が
、
米
や
ア
ワ
の
餅
を
二
斗
か
ら
四
斗(

一
俵)

も
つ
い
て
、
う
す
く
の
し

餅
に
つ
く
り
、
菱
形
に
切
っ
た
ゴ
チ
モ
チ
を
つ
く
る
。
う
す
い
も
の
の
こ
と
を
「
ゴ 

チ
モ
チ
の
よ
う
だ
」
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
出
た
こ
と
ば
で
、
ゴ
チ
モ
チ
は
俵
に
入 

れ
て
屋
根
に
持
ち
上
げ
る
。

屋
根
屋
が
御
幣
を
切
っ
て
、
膳
に
立
て
た
も
の
を
用
意
し
て
屋
根
に
持
ち
上
げ
、
 

水
を
四
方
に
ま
い
て
お
祝
い
を
す
る
。
そ
れ
が
す
ん
で
か
ら
ゴ
チ
モ
チ
を
ま
く
。
下 

の
庭
に
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
て
、r

ゴ
チ
ョ
イ
」
「
コ
チ
ョ
イ
」
と
声
を
か
け
、
 

ま
い
た
餅
を
に
ぎ
や
か
に
拾
い
合
う
。(

干
俣)

屋
根
ふ
き
を
し
た
と
き
に
は
、
フ
キ
ゴ
モ
リ
と
い
っ
て
ゴ
チ
モ
チ
を
役
げ
る
が
、
 

量
は
棟
上
げ
の
と
き
よ
り
は
少
な
い
。(

鎌
原)

フ
キ
ゴ
モ
リ
は
、
ほ
と
ん
ど
タ
テ
ジ
と
同
様
に
す
る
。
た
だ
し
、
屋
根
に
上
る
の 

は
屋
根
屋
だ
け
。
み
ず
ぶ
さ
の
枝
に
麻
を
か
け
た
も
の
は
供
え
な
い
が
、
他
は
ま
っ 

た
く
同
様
で
、
餅
も
投
げ
る
。(

大
笹)

灯

火

提
灯 

提
灯
に
は
、
さ
げ
提
灯
、
丸
提
灯
、
た
た
み
提
灯
が
あ
っ
た
。(

西
窪) 

ヒ
デ 

む
か
し
は
ヒ
デ(

松
の
根)

を
燃
し
た
り
、
タ
イ
マ
ツ
を
使
用
し
た
こ
と 

も
あ
る
。(

西
窪)

ラ
ン
プ 

あ
か
り
の
中
で
も
ラ
ン
プ
は
、
手
ラ
ン
プi

豆
ラ
ン
プ
丄
ラ
ン
プ(

ガ 

ラ
ス
製)

と
か
わ
り
、
電
灯
と
な
っ
た
。(

西
窪)

電
灯 

電
気
が
村
に
は
震
災
前
に
入
っ
た
。
大
正
十
年
こ
ろ
は
、
電
気
の
料
金
が 

十
シ
ョ
ク
で
月
七
十
五
銭
だ
っ
た
。(

当
時
の
日
当
が
五
十
銭)

、

一
般
に
は
昭
和
初 

期
か
ら
電
気
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。(

西
窪)

上
袋
倉
に
電
燈
が
初
め
て
つ
い
た
時
は
、
大
正
八
年
六
月
十
七
日
の
午
前
中
で 

あ
っ
た
。
丁
度
田
植
の
と
き
で
馬
を
田
に
立
て
て
お
き
山
崎
さ
ん
の
家
に
電
気
が
つ 

い
た
と
い
う
の
で
見
て
い
た
ら
叱
ら
れ
た
。
ヒ

デ(

松
の
木
の
根)

を
あ
か
し
と
し 

て
使
用
し
た
の
は
、
明
治
初
め
ま
で
で
、
そ
の
つ
ぎ
は
ラ
ン
プ
で
あ
っ
た
が
ガ
ラ
ス 

の
ラ
ン
プ
は
破
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
。(

袋
倉)

㈣

そ

の

他



マ
キ
ひ
と
冬
に
八
百
貫
の 

マ
キ(

薪)

を
ィP
リ
で
燃
し 

て
冬
を
越
し
た
。
今.
で
は
ィ
ロ 

リ
に
ス
ト
ー
ブ
を
す
え
て
あ 

る
〇 
(

干
俣)

冬
越
し
を
す
る
に
は
、
タ
ナ 

マ
キ
、
カ
マ
ダ
キ
な
ど
の
マ
キ 

を
五
十
〜
六
十
束
も
用
意
し
な 

い
と
冬
越
し
で
き
な
か
っ
た
。
 

雪
も
多
か
っ
た
し
、
寒
か
っ
た
。
 

マ
キ
は
太
い
薪
、
ボ
ヤ
は
細
い 

薪
を
い
ぅ
。(

大
前)

カ
マ
ダ
キ
馬
を
飼
っ
て
い 

る
家
で
は
、
冬
の
間
馬
に
は
湯 

を
わ
か
し
て
く
れ
る
た
め
、
大 

釜
で
た
く
た
め
の
燃
料
が
大
量

に
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
 

ヤ
ブ
タ
の
ょ
う
な
雑
木
や
、
つ
る
な
ど
を
切
っ
て
き
て
燃
料
を
用
意
し
た
。
こ
れ
が 

ヵ
マ
ダ
キ
と
い
う
も
の
で
、
馬
用
の
ボ
ヤ
の
こ
と
で
あ
る
。(

鎌
原)

フ
ク
チ
箱 

火
打
石
は
万
座
川
か
ら
拾
っ
て
き
た
。
火
打
が
ね
は
ハ
ガ
ネ
だ
っ
た
。
 

火
を
移
す
粉
は
、
オ
ガ
ラ
の
灰
、
桐
の
木
の
お
が
く
ず
、
サ
ル
ノ
コ
シ
ヵ
ヶ(

枯
木 

に
出
る
固
い
茸)

を
砕
い
た
粉
、
ガ
マ
の
穂
、
炭
粉
で
、
フ
ク
チ
箱
に
入
れ
て
置
く
。
 

山
仕
事
な
ど
に
は
火
打
袋
を
持
っ
て
行
っ
た
。(

門
貝)

ハ
ナ
ブ
ク
チ 

大
正
初
期
頃
ま
で
火
打
石
で
発
火
す
る
時
に
綿
の
ょ
う
な
ハ
ナ
ブ 

ク
チ
と
い
う
も
の
を
使
用
し
た
。

マ
ッ
チ
が
出
来
て
も
田
植
時
な
ど
雨
の
多
い
と
き 

は
、

マ
ッ
チ
で
あ
る
と
ぬ
れ
て
発
火
し
な
く
て
も
こ
れ
は
そ
の
心
配
が
な
く
、
三
角 

袋
に
入
れ
て
持
ち
歩
い
た
。(

袋
倉)

っ
け
木 

硫
黄
か
ら
簡
単
に
手
に
入
っ
た
の
で
つ
け
木
は
自
家
製
が
普
通
だ
っ

た
。
子
ど
も
で
も
作
れ
た
。
硫
黄
を
適
当
の
ヵ
ン
の
中
に
入
れ
火
の
上
で
と
か
し
才 

ガ

ラ(

麻
の
木)

の
先
に
つ
け
て
作
っ
た
。
他
人
ょ
り
の
贈
物
の
入
れ
物
返
し
に
用 

い
た
。(

今
井)

つ
け
木
は
麻
の
木
を
取
っ
た
あ
と
の
木
を
切
っ
て
、
い
お
う
を
あ
き
か
ん
で
と
か 

し
つ
け
木
を
作
っ
た
。
は
が
き
を
切
っ
て
も
作
っ
た
。(

袋
倉)

ほ
う
き 

白
い
花
の
咲
く
萩
の
木
で
作
っ
た
。
長
さ
は
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

ほ
ど
あ
る
。(

今
井)

は
ぎ
ほ
う
き
は
、
白
萩
で
、
長
さ
六
尺
く
ら
い
に
作
り
、
台
所
や
庭
用
に
使
う
。

(

西
窪)

庭
の
隅
な
ど
に
は
え
て
い
る
草
ぼ
う
き
の
木
を
枯
れ
ら
か
し
て
か
ら
、
何
か
所
か 

繩
で
し
ば
っ
て
使
う
。
台
所
用
に
ぐ
あ
い
が
ょ
い
。(

鎌
原)

風
切
り
鎌 

屋
根
の
グ
シ
の
両
端
に
、
グ
シ
ナ
リ
に
大
蠢
を
つ
け
て
風
除
け
に
す 

る
も
の
。
使
い
古
し
た
鎌
で
ょ
く
、
刃
渡
り
九
寸
ぐ
ら
い
の
も
の(

山
の
下
刈
り
用 

の
鎌
な
ど)

を
つ
け
た
。
全
部
の
家
で
な
く
、
す
る
人
と
し
な
い
人
が
い
た
。(

鎌
原)

風
の
害
の
な
い
ょ
ぅ
に
と
い
ぅ
の
で
、
大
風
の
と
き
は
屋
根
に
「風
切
鎌
」
を
立 

て
た
。(

袋
倉)

壁際に整理されているマキ(大前)

(撮影金子緯一郎)

はぎほうき(150 cm)(今井)

(撮影阿部孝)



生

産
•

生

業

は

じ

め

に

群
馬
県
の
西
北
端
に
位
置
し
、
長
野
県
と
の
県
境
に
あ
り
、
標
高
九
百
メ
ー
ト
ル 

前
後
の
高
冷
地
に
あ
る
本
村
は
、
現
在
キ
ャ
ベ
ッ
や
白
菜
に
代
表
さ
れ
る
高
原
野
菜 

の
産
地
と
し
て
、
全
国
的
に
著
名
で
あ
る
。
こ
の
本
村
も
、
か
つ
て
は
麦
や
雑
穀
、
 

と
く
に
養
蚕
を
中
心
と
す
る
農
業
と
、
炭
焼
き
を
中
心
と
す
る
山
林
業
が
生
業
の
中 

心
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
水
田
が
す
く
な
く
、
畑
作
中
心
で
あ
っ
た
の
で
米
の
収
穫
は 

す
く
な
か
っ
た
。
農
業
経
営
規
模
の
小
さ
い
家
で
は
、
炭
焼
き
や
杣
な
ど
の
山
仕
事 

と
合
せ
て
生
計
を
た
て
て
い
た
。

古
く
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
浅
間
お
し
、
明
治
に
入
っ
て
は
四
十
三
年
の
暴
風 

雨
な
ど
の
、
本
村
を
襲
っ
た
自
然
災
害
は
、
大
な
り
小
な
り
本
村
の
生
産.

生
業
の 

面
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
は
、
和
讃
と
し
て
、
あ
る
い 

は
災
害
記
念
碑
の
建
立
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
村
の
人
び
と
の
間
に
、
ひ
と 

つ
の
語
り
ぐ
さ
と
し
て
い
い
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ょ
ぅ
に
、
高
冷
地
と
い
ぅ
恵
ま
れ
な
い
自
然
条
件
と
、
度
重
な
る
自
然
災
害 

を
克
服
し
て
、
高
原
野
菜
に
代
表
さ
れ
る
今
日
の
蠕
恋
村
の
産
業
が
成
り
立
っ
て
い 

る
の
で
あ
る
。
今

[N1
の
調
査
に
お
い
て
は
、
過
去
の
生
産•

生
業
に
重
点
が
お
か
れ 

た
た
め
に
、
現
在
の
本
村
の
産
業
経
済
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
分
を
み
る
に
す
ぎ 

な
か
っ
た
。
資
料
的
に
は
地
域
的
に
か
た
ょ
り
が
あ
り
、
ま
た
内
容
的
に
も
不
十
分 

な
点
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
資
料
が
そ
の
ま
ま
本
村
の
生 

産

・
生
業
の
内
容
を
示
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
む
し
ろ
調
査
者
の
関
心
の
も 

ち
か
た
に
多
分
に
影
響
さ
れ
て
い
る
点
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
は
じ
め
に
お
こ
と
わ
り

し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
資
料
に
よ
っ
て
は
本
項
関
係
の
も
の
で
も
、
社
会
生
活
あ 

る
い
は
年
中
行
事
の
項
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
あ
わ
せ
て
関
連
す
る
項 

目
を
参
照
ね
が
い
た
い
。

採
集
さ
れ
た
資
料
を
便
宜
上
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
た
。

生
産
暦•

農
耕•

山
樵•

狩
獬•

養

蚕•

畜
産•

染
織•

手
エ•

諸
職

こ
れ
ら
の
中
に
は
、

一
項
目
と
し
て
た
て
が
た
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
便
宜
上
前 

記
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
調
査
結
果
に
質
量
と
も
に
差
の
あ
っ
た
こ
と
は
や
む 

を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
調
査
資
料
を
通
観
し
て
み
て
、
本
村
に
お
け
る
生
産•

生
業
面
に
お
け
る 

特
徴
的
な
事
項
を
い
く
つ
か
列
挙
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
天
明
三
年
の
浅
間
お
し
や
、
明
治
四
十
三
年
の
暴
風
雨
な
ど
に
よ
る
自 

然
災
害
と
生
産.

生
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
影
響
が
大
な
り
小
な
り 

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
浅
間
お
し
の
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
鎌
原 

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ト
コ
ネ
リ
の
習
俗
が
お
も
し
ろ
い
。
こ
れ
は
火
山
灰
地
の
土 

地
柄
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
作
業
を
近
所
や
親
戚
の
も
の
を
頼 

ん
で
や
る
と
い
う
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
こ
は
耕
地
の
少
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で(

田
代
に
は
水
田
が
全 

く
な
か
っ
た)

、
炭
焼
き
な
ど
の
山
仕
事
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
板
や
木
炭
な
ど
を
信 

州
上
田
方
面
へ
運
び
、
か
え
り
荷
と
し
て
米
や
日
用
品
を
運
ん
で
く
る
駄
賃
か
せ
ぎ 

も
、
本
村
生
業
の
特
色
で
あ
っ
た
。
多
い
と
き
に
は
、

一
日
に
二
百
頭
か
ら
三
百
頭 

の
馬
が
、
鳥
居
峠
を
通
っ
て
信
州
と
上
州
を
往
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
い 

人
で
三
頭
、
す
く
な
い
人
は
一
頭
の
馬
を
ひ
い
て
い
っ
た
が
、

一
頭
で
は
も
っ
た
い 

な
い
と
い
う
の
で
、
大
て
い
二
頭
ず
つ
の
馬
を
ひ
い
て
行
っ
た
と
い
う
。
三
頭
の
馬



を
ひ
い
て
行
つ
た
場
合
に
は
、
二
人
で
ひ
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
か
え
り
荷
の
米 

は
、
食
用
の
ほ
か
に
こ
の
近
在
の
酒
造
家
へ
は
こ
ん
だ
酒
造
米
も
あ
つ
た
と
い
う
。
 

明
治
の
こ
ろ
の
駄
賃
は
、
か
え
り
荷
が
あ
つ
た
場
合
で
も
、
一
日
一
両
に
な
ら
な
か
つ 

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
が
生
計
の
上
に
果
す
役
割
が
大
き
か
つ
た
の
で
、
む 

か
し
は
馬
を
非
常
に
大
事
に
し
た
と
い
う
。
村
内
各
地
に
み
ら
れ
る
馬
頭
観
音
塔
や
、
 

馬
の
た
め
の
行
事
と
し
て
の
川
流
れ
の
行
事
も
、
か
つ
て
の
駄
賃
か
せ
ぎ
の
さ
か
ん 

で
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
昭
和
八
年
の
鳥
居
峠
の
県
道 

改
修
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ま
で
の
駄
賃
稼
ぎ
に
か
わ
つ
て
、
商
品
作
物
中
心
の
農
業
へ 

の
転
換
が
は
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
開
墾
関
係
の
ア
ラ
タ
や
ア
ラ
ク
に
つ
い
て
の
資
料
を
得
る
こ
と
の
で
き 

た
こ
と
も
今
回
の
調
査
の
一
収
穫
で
あ
つ
た
。
と
く
に
ア
ラ
タ
に
つ
い
て
は
鎌
原 

の
資
料
の
み
で
あ
つ
た
が
、
天
明
以
後
長
い
あ
い
だ
、
ア
ラ
タ
づ
く
り
を
続
け
て
き 

た
と
い
う
の
も
興
味
ぶ
か
い
。
耕
地
の
少
な
い
土
地
柄
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え 

よ
う
か
。
ま
た
、
ヤ
キ
マ
キ
や
ア
ラ
ク
に
つ
い
て
は
、
山
村
の
か
つ
て
の
土
地
関
係 

の
資
料
と
し
て
の
内
容
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
四
に
、
小
作
関
係
の
慣
行
と
し
て
、
刈
り
分
け
の
資
料
を
得
る
こ
と
の
で
き
た 

の
も
、
慣
行
的
に
は
旧
制
度
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
回
の
調
査
の
一
収
穫
と
い
え 

よ
う
か
。

こ
の
資
料
も
地
域
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
慣
行
は
、
か
つ 

て
は
全
村
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
八
月
二
十
二 

日
付
「上
毛
新
聞
」
に
よ
る
と
、
当
時
利
根
郡
下
の
一
部
に
刈
分
小
作
の
慣
習
の
あ
つ 

た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
習
慣
は
、
同
郡
下
に
お
い
て
は
、
小
作
契
約
の 

一
項
と
し
て
、
戦
時
中
ま
で
存
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る(

阿
部
孝.

渋
谷 

浩
氏
ご
教
示)

。
五
ロ
妻
郡
下
に
お
い
て
も
同
様
の
慣
行
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
村 

に
お
い
て
も
、
本
文
中
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
お
こ
な
わ
れ
て 

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
五
に
、
農
耕
儀
礼
関
係
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
年
中
行
事
の
項
で
紹
介 

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
小
正
月
の
行
事
の
中
に
、
農
事
に
関
連
し
た
陽
気
占 

い
が
、
家
庭
や
大
字
の
神
社
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
、
十
日
夜
に
か
か
し
を
立
て
る
こ
と
も
、
六
合
村
や
中
之
条
町
の
一
部
な
ど 

吾
妻
郡
地
方
に
み
ら
れ
る
習
俗
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
苗
代
の
種
ま
き
の
と
き
に 

焼
米
を
熊
野
神
社
の
烏
午
王
の
お
札
に
包
ん
で
苗
代
の
水
口
に
立
て
る
習
俗
も
、
県 

内
の
一
部
の
地
域
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
門
貝
鳴
尾
の
熊
野
神
社
で
、
 

大
豆
や
も
み
た
ね
を
参
詣
人
に
貸
し
与
え
る
習
俗
は
、
邑
楽
郡
大
泉
神
社
の
社
日
神 

社
の
場
合
と
同
様
に
、
熊
野
神
社
の
農
神
と
し
て
の
性
格
の
一
面
を
示
し
て
い
る
も 

の
と
い
え
よ
う
。

第
六
に
、
高
原
野
菜
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
民
俗
的
な
内
容
と
い
う
よ
り
は
、
経 

済
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
本
村
の
現
在
の
生
産•

生
業
の
中
心
と
し
て
、
特
に
一
項 

を
も
う
け
た
わ
け
で
あ
る
。
本
村
の
高
原
野
菜
の
主
産
地
は
、
西
部
地
区
と
い
わ
れ 

て
い
る
田
代•

大
笹•

干
俣
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、
標
高
九
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
千 

二
百
メ
ー
ト
ル
の
高
原
地
帯
で
あ
る
。
栽
培
品
種
と
し
て
は
夏
秋
の
キ
ャ
ベ
ッ
、
夏 

の
白
菜
、
夏
秋
の
レ
タ
ス(

以
上
、
国
の
野
菜
指
定
産
地
と
な
っ
て
い
る)

を
中
心 

と
し
て
、
食
用
馬
鈴
薯
、
椎
茸
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
出
荷
先
は
京
浜
地
方
を
中
心
と 

す
る
関
東
地
区
、
京
阪
神
地
区
、
中
京
地
区
、
北
九
州
地
区(

こ
こ
は
キ
ャ
ベ
ッ
の 

み)

と
、
ほ
と
ん
ど
全
国
に
及
ん
で
い
る
。
次
に
、
本
村
に
お
け
る
お
も
な
農
産
物 

を
あ
げ
て
み
よ
う
。

〇
西
部(

田
代
・
大
笹
・
干
俣)
I

キ
ヤ
ベ
ツ.

白
菜.

レ
タ
ス.

馬
鈴
薯
。
 

〇
東
部(

八
部
落)

—
酪
農(

乳
牛
九
百
五
十
頭)
•

水
稲•

養

蚕•

コ
ン
ニ
ャ
ク. 

花
木
。

(

井
田
安
雄)



キャベツの年度別出荷数量

(6貫入カヤ俵)

昭和8年 20,100共同による初出荷

9 31,400
10 43,010
11 37,500
12 44,400
13 53,430
14 122,920
15 85,800
16 93,000
17 97,350
18 165,500
19 163,750
20 28,390
21 22,500
22 85,950
23 147,600
24 204,000
25 264,000
26 292, 600 (20 kg すかし箱)

27 345,400
28年 479, 035

29 723,059
30 766,088-
31 910, 607厶祖古狄了仏士
321,024, 945食糧.事務所検査

33 1,199,314-
34 1,523, 519これより群馬県営検査

35 1,602,331
36 1,610, 358
37 2, 359, 212
38 2, 664, 975
39 2, 508,687
40 3, 522,601
41 3, 440, 718
42 3, 571,370
43 3,981,329
44 4,143, 203 15 kgダンボール

45 4, 969, 703
46 5, 395,072
47 6,000,000 見込み

(共販数量)白 菜

ケース20 kg
昭和28年 95, 430

29 89,920
30 125,899
31 134,652
32 163,586
33 120,010
34 153,735
35 169,157
36 137,321
37 67,106
38 84,227
39 64,749
40 89,394
41 114,101
42 109,215
43 140,638
44 204, 464 15 kg ダンボール

45 299,026
<資料提供蠕恋村農業協同組合>

レタス

3,496 10 kg ケース

2, 672
5,660

10, 570
20, 233
14, 928
24, 635
20, 378
22, 438
26, 321
32, 260
63, 919

121,02310 kgダンボール 

136, 921



一
、
農 

耕

㈠

農

事

暦

大
笹
の
農
事
暦

月_
_

凟
—
原I

野

—
菜

_

前
_
_
_
_
_

1
 

わ
ら
細
工•

木
挽
き•

運
送
ひ
き

2
 

繩
、
む
し
ろ
、
ネ
コ
、

そ
り
ひ
き 

ぞ
ぅ
り 

木
出
し

3

く—-

ゎ
ら
じ 

|

4
 

田
ホ
リ•

畑

ブ

チ

«-

5
 

種
播
き 

水
苗
代(

八
十
八
夜) 

て 

あ
わ
、
ひ
え
、
え
ん
ば
く
、
大
小
豆
、
 

と
ぅ
も
ろ
こ
し
そ
ii

6

田
植(

一
〇
日
〜
二
〇
日) 

蒦
-

調
製,,

7
 

蚕
(

二
〇
日
前)

8

く—
干
草
刈
え
ん
ば
く
と
り
入
れ(

末)

9
 

1

刈
り̂

り 

10
初 

調
製 

麦 

11
ま
き
き
り
く—

T

茼

▲

六
月
五
日
が
シ
ョ
ゥ
ブ
の
節
供
で
そ 

炉
れ
ま
で
に
ッ
ク
リ
オ
ワ
セ
と
い
っ
て

種
播
き
終
了
を
目
標
に
す
る
。
 

考

▲

ほ
と
ん
ど
冬
季
出
稼
ぎ
は
し
な
か
っ 

た 
〇_
_

 

_
_
_
_
_
_
_

高

原

野

菜

後

箱
ブ
チ(

一
昨
年
ょ
り̂

く̂

っ
た)

苗

I
 

植
付

植
付- 

H
 

)
 

-
-  

収
獲+

勧 
-4
ゴ

: 

年 

1 

I
 

2
 

収
穫
—r 
: 

C

1

二
年
ゴ
苗
は
前
橋
、
藤
岡
、
松
井
田
、
 

安
中
方
面
に
畑
を
か
り
て
苗
を
つ
く 

る
〇

今
井
の
農
事
暦

苗

代

作

り4

月
20
日
(

早
い
人
で)

代
か
き 

5

月
27
日

田
植 

5

月
30
日

草
と
り
は
今
は
除
草
剤
で
す
ま
せ
る
。

稲

刈

り

10
月
中
旬

脱
穀 

腎

も

み

す

り

11
月
中
旬

(

養
蚕)

春
蚕 

6

月

10
日
〜7

月
18
日

秋
蚕 

7

月
22
日
〜8

月
20
日

晩
秋
蚕 

8

月
10
日
〜9

月4

日

晩
々
秋
蚕 
8

月
20
日
〜9

月
16
日

(

晩
々
秋
は
少
な
く
、
八-7
井
で

10
軒
位)

炭
焼
き(

男)

10
月
〜3

月

女
は
ぬ
い
っ
こ
な
ど
を
冬
期
に
す
る
。

麦
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
。

ま
き
つ
け

春
の
ま
き
つ
け 

白
根
山
に
降
っ
た
雪
が
消
え
る
と
き
に
、
ヵ
メ
の
形
に
消
え
た 

か
ら
春
の
ま
き
つ
け
を
は
じ
め
る
時
期
が
き
た
と
い
う(

こ
の
こ
ろ
、
は
た
け
の
も 

の
を
ま
き
は
じ
め
て
も
い
い
と
い
っ
た)

。

浅
間
山
に
降
っ
た
雪
が
消
え
か
か
っ
て
、
馬
が
さ
か
さ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
か 

た
ち
に
な
れ
ば
、
春
の
ま
き
つ
け
の
時
期
と
い
う
。(

芦
生
田)

ハ
ゲ
ン
ブ
ロ
ウ 

こ
の
日
ま
で
に
種
を
ま
け
ば
実
が
な
る
と
い
う
の
で
そ
う
に
い

う
〇

ハ
ゲ 

ン
ト
ー
キ
ビ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ 

の
種
も
ハ 

ゲ 

ン
ま
で
に
ま
け
ば
よ
い
と
い
う
。

(

鎌
原)

豆
ま
き
の
シ
ュ
ン 

浅
間
山
の
窪
に
雪
が
消
え
残
っ
て
、

マ
メ
ッ
キ
ボ
ウ
の
よ
う 

に
な
っ
た
と
き
が
、
豆
ま
き
の
シ
ュ
ン
と
い
う
、
こ
の
地
方
で
は
豆
を
ま
く
と
き
に
、
 

マ
メ
ッ
キ
ボ
ウ
で
は
た
け
に
穴
を
あ
け
て
、
そ
こ
へ
二
粒
ず
つ
ま
い
て
い
き
、
足
で 

土
を
か
け
て
い
く
。
そ
の
か
た
ち
が
雪
が
消
え
残
っ
た
頃
を
豆
ま
き
の
シ
ュ
ン
と
し 

た
の
で
あ
る
。(

三
原)



浅
間
の
音
突
棒 

浅
間
山
の
残
雪
が
、
豆
を
ま
く
時
使
用
す
る
棒
の
形
に
な
っ
た 

と
き
ま
く
こ
と
に
し
て
い
た
。
こ
の
棒
と
い
う
の
は
、
豆
を
ま
く
穴
を
作
る
棒
の
こ 

と
。
ヒH
は
せ
み
の
小
さ
い
も
の
が
鳴
き
は
じ
め
る
と
ま
く
こ
と
に
し
て
い
た
。(

袋 

倉
、
今
井)

ヒ
エ
の
ま
き
つ
け 

ヒ
エ 

つ
く
ど
り(

カ
ッ
コ
ど
り)

が
鳴
け
ば
、

ヒ
エ
を
ま
く 

シ
ュ
ン
だ
と
い
う
。(

三
原)

十
一
が
鳴
け
ば
、
ヒ
エ
づ
く
り
の
シ
ュ
ン
と
い
う
。
十
一
と
い
う
の
は
、
ホ
ト
ト 

ギ
ス
の
ょ
う
な
鳥
で
、
ヒ
エ
を
つ
く
り
に
行
っ
て
子
を
な
く
し
た
人
が
鳥
に
な
っ
て 

鳴
く
の
だ
と
い
う
。(

芦
生
田)

大
ム
ギ
の
た
ね
ま
き 

大
ム
ギ
は
、
十
一
月
三
日
ま
で
に
ま
け
ば
い
い
と
し
て
い 

る
。,(

芦
生
田)

㈡

嬬
恋
村
の
生
業

農
業 

蠕
恋
で
も
干
俣
、
田
代
、
大
笹
地
区
は
純
農
家
と
い
え
る
が
、
他
地
区
は 

ど
こ
で
も
別
荘
地
が
入
り
こ
ん
で
、
農
家
の
か
げ
が
う
す
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。(

鎌 

原)
粟
、
ヒ
エ
自
家
用

バ
レ
ィ
シ
ョ 

赤
い
い
も
で
売
る
。
粉
に
も
し
た
。
 

ソ
バ
売
る
程
と
れ
た
。

小
豆
自
家
用
の
ほ
か
少
し
は
売
っ
た
。

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
自
家
用

キ
ャ
ベ
ツ 

長
野
県
真
IH
駅
か
ら
関
西
方
面
専
門
に
出
し
た
。
戦
後
は
東
京
に
出 

す
ょ
う
に
な
っ
た
。(

田
代)

米
が
一
番
多
い
。
麦
は
少
な
い
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
蠕
恋
村
の
中
で
は
多
い
。
疎
菜
、
 

馬
鈴
薯
、
ト
マ
ト(

加
工
用)

を
や
る
。
高
原
キ
ャ
ベ
ツ
は
少
な
い
。
現
金
収
入
で 

多
い
の
は
養
蚕
だ
が
、
今
は
奥
軽
井
沢(

鎌
原)

の
別
荘
地
に
土
方
に
出
る
方
が
沢 

山
と
れ
る
。

一
日
二
千
五
百
円
か
ら
三
千
円
に
な
る
。

稗
は
十
五
年
位
前
ま
で
、
粟
は
昭
和
二
十
三
年
頃
ま
で
や
っ
て
い
た
。

麻
は
七
十
年
位
前
ま
で
作
っ
て
い
た
。
 

冬
期
に
炭
焼
き
を
や
っ
て
い
た
。(

今
井)

養
蚕
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
。
大
正
の
は
じ
め
の
頃
が
と
く
に 

盛
ん
で
あ
っ
た
。
か
い
こ
が
身
上(

収
入)

の
一
番
と
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
養 

蚕
は
、
ふ
つ
う
春
蚕
と
夏
蚕
の
二
期
で
あ
っ
た
が
、
や
れ
る
家
で
は
秋
蚕
を
ふ
く
め 

て
年
に
三
養
蚕
を
し
た
。
さ
か
ん
に
養
蚕
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
養
蚕
に
よ 

る
収
入
が
三
十％

ぐ
ら
い
は
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
収
入
と
し
て
は
、
山
か
せ
ぎ
が 

三
十％

ぐ
ら
い
、
農
業
の
他
に
よ
る
収
入
が
三
十％

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
 

養
蚕
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
三
原
で
は
山
か
せ
ぎ
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
 

勤
め
に
よ
る
収
入
が
九
十％

ぐ
ら
い
、
農
業
に
よ
る
収
入
が
十%

ぐ
ら
い
に
な
っ
て 

い
る
。

三
原
で
畑
に
つ
く
っ
た
作
物
と
し
て
は
、
大
小
麦.

大
尘..

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ. 

ア
ワ•

ヒ
エ•

キ
ビ•

ソ

バ(

春
ソ
バ
と
秋
ソ
バ.

年
二
つ
く
っ
た)
.

バ
レ
イ 

シ
ョ.

ネ
ギ•

ダ
イ
コ
ン•

イ
ン
ゲ
ン.

菜
類
な
ど
。
こ
の
う
ち
、
大
麦.

小
麦
が 

多
か
っ
た
。
ア
ワ•

ヒ
エ
は
麦
類
の
さ
く
の
問
に
つ
く
っ
た
。
オ
ヵ
ボ(

陸
稲)

を 

つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。(

三
原)

芦
生
で
は
明
治
の
末
ご
ろ
で
は
、
麦
が
収
入
の
第
一
で
あ
っ
た
。
次
に
ア
ワ
の 

収
穫
が
多
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
ヒ
エ(

ゥ
マ
の
え
さ
に
し
た)

、
ソ
バ
な
ど
を
つ 

く
っ
て
い
た
。

コ
メ
を
作
っ
て
売
る
家
は
、
部
落
に
も
何
人
も
い
な
か
っ
た
。

一
番 

多
く
コ
メ
を
と
る
家
で
二
十
石
か
ら
二
十
五
石
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
か
い
こ
も
そ
の
こ 

ろ
は
か
い
か
た
が
下
手
で
、
半
分
ぐ
ら
い
は
死
ん
で
ま
ゆ
に
な
ら
な
か
っ
た
。
か
い 

こ
は
飼
う
が
、
ま
ゆ
は
と
ら
な
い
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
。
か
い
こ
の
収
入
は
す
く 

な
か
っ
た
。

山
持
ち
も
す
く
な
か
っ
た
。
山
を
も
っ
て
い
て
も
自
家
消
費
に
あ
て
る
く
ら
い
で
、
 

山
か
ら
の
収
入
の
あ
っ
た
家
は
、
二.

三
軒
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。

芦
生
田
は
、
耕
地
に
は
め
ぐ
ま
れ
て
い
た(

孀
恋
村
で
一
番
田
の
多
い
と
こ
ろ) 

が
、
山
林
は
す
く
な
か
っ
た
。
大
正
六
年
に
官
有
地
の
払
い
さ
げ
が
あ
っ
た
の
で
、
 

山
林
の
所
有
者
も
ふ
え
た
。



現
在
の
収
入
は
、

コ
く
が
第
一
で
、
全
収
入
の
二
十％

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

つ
ぎ
が 

マ
メ
、
そ
の
つ
ぎ
が
小
ム
ギ•

大
ム
ギ
。
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
、
自
家
消
費
ぐ
ら
い
し 

か
つ
く
っ
て
い
な
い
。

以
前
は
、
身
上
の
不
足
分
は
、
冬
場
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
お
ぎ
な
っ
て
い
た
が
、
 

最
近
で
は
、
年
間
を
と
お
し
て
出
稼
ぎ
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
現
在 

で
は
、
農
業
だ
け
で
や
っ
て
い
る
家
は
全
く
い
な
く
な
っ
た
。

む
か
し
か
ら
の
い
い
伝
え
で
は
、
芦
生
田
の
部
落
の
人
た
ち
は
、
鎌
原
氏
の
屯
田 

兵
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
争
の/
な
い
と
き
に
は
百
姓
仕
事
を
し
て
い
て
、
い 

ざ
戦
争
と
い
う
と
き
に
、
鎌
原
様
の
と
こ
ろ
へ
槍
を
も
っ
て
馳
せ
参
じ
た
も
の
と
い 

う
。
そ
の
た
め
に
、
芦
生
田
の
も
の
は
、
手
で
金
を
と
る
こ
と
、
給
料
と
り
を
欲
す 

る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。(

芦
生
田)

む
か
し
は
、
門
貝
で
は
水
田
が
な
く
は
た
け
に
ア
ヮ
、

ヒ
エ
、
ム
ギ
、

コ
メ
、
ア 

ズ
キ
、
ソ
バ
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
た
。
か
い
こ
も
や
っ
た
が
、
こ
れ
が
当
時
の
収
入 

源
の
第
一
で
あ
っ
た
。

明
治
以
前
に
は
、
門
貝
の
あ
た
り
に
は
水
田
が
な
か
っ
た
の
で
、
お
正
月
に
は
ア 

ヮ
の
も
ち
を
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
門

貝(

鳴
尾)

の
佐
藤
家
は
当
時
熊
野
神
社 

の
神
官
で
あ
っ
た
の
で
信
者
が
コ
メ
を
も
っ
て
き
て
く
れ
た
。
そ
の
た
め
に
佐
藤
家 

だ
け
は
お
正
月
に
コ
メ
の
も
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。(

門
貝)

農
家
は
主
に
粟•

麦
を
作
っ
て
い
た
。
か
い
こ
で
生
計
を
た
て
た
。
春
蚕
は
少
な 

い
が
、
夏
蚕
は
多
く
て
、
五
〇
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
掃
き
立
て
た
。
秋
蚕
も
少
し
や
っ
た
。
 

冬
は
炭
焼
き
か
、
馬
方
の
仕
事
を
し
て
か
せ
い
だ
。(

大
前)

現
金
収
入 

蚕
と
ト
ウ
ネ
を
売
る
こ
と
が
主
な
現
金
収
入
だ
っ
た
。
蚕
の
金
は
盆 

ト
シ
で
、
十
月
の
セ
リ
市
で
ト
ウ
ネ
を
売
っ
た
金
は
正
月
か
ん
じ
ょ
う
だ
っ
た
。(

西 

窪)
出
か
せ
ぎ 

も
と
は
十
人
く
ら
い
が
組
に
な
っ
て
、
鳥
居
峥
を
越
え
て
上
田
市
や 

真
田
町
ま
で
、
し
ろ
か
き
や
蚕
ビ
リ
ョ
ウ
に
出
か
け
た
。
し
ろ
か
き
に
は
馬
を
連
れ 

て
行
っ
た
。
馬
一
頭
は
人
一
人
の
扱
い
を
し
て
く
れ
た
。
十
日
か
ら
十
五
日
間
く
ら 

い
が
並
だ
っ
た
が
、
長
い
人
は
二
十
日
く
ら
い
行
っ
て
い
た
。
出
か
せ
ぎ
は
ど
の
家

で
も
し
た
。(

門
貝)

昔
の
仕
事 

山
仕
事
と
畑
仕
事
と
養
蚕•

馬
方
だ
っ
た
。
山
仕
事
を
し
な
い
者
が 

馬
方
で
駄
賃
取
り
を
し
た
。
山
仕
事
は
炭
焼
き
が
主
で
、
ソ
マ
や
板
ひ
き
等
を
し
た
。
 

炭
焼
き
は
冬
季
の
十
月
〜
四
月
ま
で
、

一
日
に
四
〜
六
俵
も
焼
け
ば
腕
の
ょ
い
方 

だ
っ
た
。(

干
俣)

冬
の
仕
事 

ィ
タ
ヮ
リ
、
炭
焼
き
な
ど
。
馬
方
は
や
ら
な
い
。(

西
窪)

馬
方
渡
世 

以
前
は
、
毛
無
峠
を
越
え
て
長
野
県
ま
で
馬
で
炭
と
か
硫
黄
の
玉
を 

運
ん
だ
。
か
え
り
荷
と
し
て
は
長
野
か
ら
米
や
日
用
品
を
つ
け
て
き
た
。
米
は
門
貝 

の
米
蔵(

滝
沢
方
に
米
蔵
が
三
棟
あ
っ
た)

ま
で
運
ん
で
き
た
。
こ
こ
の
水
車
で
精 

米

し

て

大

笹.

三
原
な
ど
孀
恋
村
に
売
り
さ
ば
い
た
。
馬
方
は
各
む
ら
む
ら
か
ら 

出
た
。
馬
方
は
一
日
で
長
野
力
面
と
の
住
来
を
し
た
。
硫
黄
玉
は
長
野
の
沓
掛
方
面 

へ
運
ん
だ
。(

門
貝)

三
原
で
は
、
む
か
し
む
ら
の
中
で
九
割
以
上
の
家
が
馬
方
を
し
て
い
た
。
ふ
つ
ぅ 

の
家
で
二
頭
ず
つ
ぐ
ら
い
の
馬
を
飼
っ
て
い
た
。
こ
の
地
方
で
は
は
た
け
の
雑
穀
類 

が
主
で
米
は
わ
ず
か
し
か
と
れ
な
か
っ
た
の
で
、
炭
と
か
板
を
馬
で
信
州
へ
売
り
に 

い
っ
て
、
か
え
り
に
米
と
か
日
用
品
を
買
っ
て
く
る
の
が
大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
た
め
に
、
む
か
し
は
馬
を
大
切
に
し
た
も
の
だ
。
川
流
れ
の
行
事
の
と
き
に
は
、
 

馬
に
も
ち
を
つ
い
て
く
れ
た
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。(

三
原)

三
原
の
家
畜
と
駄
賃
か
せ
ぎ 

三
原
で
は
お
も
な
家
畜
と
し
て
、
牛
と
馬
を
飼
っ 

た
。
明
治
の
は
じ
め
の
こ
ろ
に
は
、
牛
は
い
な
か
っ
た
。
馬
が
多
か
っ
た
。
多
い
と 

き
は
五
十
頭
ぐ
ら
い
い
た
。
昭
和
十
四
、
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
多
か
っ
た
。

馬
は
農
耕
用.

材
木
の
搬
出•

駄
賃
つ
け
な
ど
に
利
用
し
た
。
駄
賃
か
せ
ぎ
は
三 

原
ば
か
り
で
な
く
、
孀
恋
村
全
体
と
し
て
も
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。
三
原
で
は 

多
い
と
き
で
十
人
程
度
の
も
の
が
馬
方
渡
世
を
し
て
い
た
が
、
田
代
で
は
ほ
と
ん
ど 

毎
戸
、
今
井
で
も
多
く
の
も
の
が
駄
賃
か
せ
ぎ
を
し
て
い
た
。
日
帰
り
で
長
野
県
の 

上
田
の
近
辺
ま
で
馬
を
ひ
い
て
い
っ
た
。
行
く
と
き
に
は
こ
ち
ら
の
産
物(

明
治
以 

降
は
木
炭
が
主)

を
つ
け
て
行
っ
て
、
か
え
り
に
は
米(

こ
れ
が
中
心)

と
か
酒
と 

か
日
用
品
を
つ
け
て
き
た
。
門
貝
に
は
米
蔵
が
あ
っ
た
。(

三
原)



馬
方 

炭
は
信
州
大
日
向
に
出
し
た
。
三
里
位
は
あ
っ
た
。
そ
こ
ま
で
四
俵
つ 

け
て
い
っ
て
三
〇
銭
〜
五
〇
銭
の
運
賃
だ
っ
た
が
、
下
の
方
の
今
井
あ
た
り
か
ら
わ 

ざ
わ
ざ
買
っ
て
来
て
出
し
た
人
も
あ
る
。

大
体
に
お
い
て
田
代
に
は
馬
方
で
運
搬
業
に
携
っ
た
人
が
多
か
っ
た
。
昔
は
一
日 

に
八
〇
頭
か
ら
一
〇
〇
頭
の
馬
が
鳥
居
峠
を
こ
し
た
。
信
州
か
ら
は
、
米
•

菓
子. 

石
油•

衣
類
等
の
雑
貨
が
多
か
っ
た
。

こ
の
ぅ
ち
米
は
長
野
県
仁
礼
村
の
百
姓
が
新
潟
米
を
自
村
ま
で
運
び
、
田
代
の
者 

は
仁
礼
ま
で
と
り
に
行
っ
た
。
そ
れ
を
田
代
で
精
米
し
て
さ
ら
に
下
の
方
で
は
羽
根 

尾
あ
た
り
ま
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
。

な
お
田
代
に
は
、
五
ロ
妻
川
か
ら
分
水
し
た
堰
が
四
本
あ
り
、
こ
れ
に
そ
っ
て
め
い 

め
い
の
家
に
水
車
小
屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
精
米
を
し
た
。
だ
か
ら

「
田
代
田
の
な
い
米
の
中
」

と
い
い
は
や
さ
れ
た
。

大
笹
方
面
に
は
、
田
代
の
木
挽
き
が
挽
い
た
板
も
運
ん
だ
。(

田
代)

昭
和
十
二
、
三
年
か
ら
は
お
蚕
は
し
な
い
で
、
全
部
、
野
菜
作
り
に
切
り
替
え
た
。
 

お
蚕
道
具
は
持
っ
て
い
る
と
気
に
か
か
っ
た
り
、
ま
た
、
じ
ゃ
ま
に
も
な
っ
た
の
で
、
 

い
さ
ぎ
ょ
く
捨
て
た
り
、
欲
し
い
人
に
く
れ
て
や
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
。
野
菜
作 

り
に
切
り
替
え
た
の
は
干
俣
は
早
い
方
だ
っ
た
。(

干
俣)

山
林 

山
林
は
持
た
な
い
人
の
方
が
多
い
。
凶
作
が
続
い
て
、
粟
一
俵
と
山
林
一 

町
と
交
換
し
た
年
も
あ
る
と
い
ぅ
。(

干
俣)

地
価 

昭
和
十
年
に
田
一
反
二
畝
で
六
十
円
、
屋
敷
づ
き
畑
一
反
二
畝
で
六
十
円

だ
っ
た
。

昭
和
十
三
年
畑
六
反
余
で
二
百
円
だ
っ
た
。(

鎌
原)

㈢

農
作
物
の
種
類

稲
作 

鎌
原
の
米
作
は
、
オ
ク
マ
ザ
ヮ
か
ら
ム
ラ
シ
モ(

村
下)

の
方
に
ひ
ろ
が 

り
、
次
第
に
上
の
原
に
ひ
ろ
げ
て
行
っ
た
。
上
の
原
は
早
生
が
で
き
て
か
ら
で
、
海

抜
約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
こ 

こ
が
県
内
の
米
作
の
限
界
だ
ろ 

ぅ
。(

鎌
原)

高
冷
地
の
た
め
、
米
は
あ
ま 

り
取
れ
な
い
し
、味
も
ま
ず
い
。
 

過
燐
酸
肥
料
の
で
き
る
前
は
、
 

ほ
ん
と
に
取
れ
な
か
っ
た
。
ヤ 

マ
タ(

屋
号)

で
は
水
田
に
風 

呂
の
水
を
流
し
た
こ
と
も
あ 

る
。
稲
作
の
限
界
線
で
、
最
も 

高
い
所
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
よ
い 

年
で
な
い
と
、
米
は
取
れ
な
い
。
 

田
代
に
は
田
が̂

い
。

終
戦
前
は
水
苗
代
で
五
月
始 

め
に
作
っ
た
。
戦
後
、
温
床
苗 

代
に
な
っ
て
か
ら
安
定
し
た
。

(

干
俣)

稲
作
の
初
め 

ヮ
ン
ダ(

わ
れ
ら)

が
先
祖
は
偉
い
も
ん
だ
。
九
郎
助
じ
い(

年 

代
不
詳
、
江
戸
時
代
末
ら
し
い)

が
上
田
に
行
っ
た
帰
り
が
け
に
、
今
の
菅
平
ロ 
(

真 

田
町)

で
柳
の
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
見
た
。
村
へ
帰
っ
て
み
る
と
同
じ
ょ
う
に
柳 

の
花
が
咲
い
て
い
た
。

こ
れ
は
わ
が
村
で
も
米
が
つ
く
れ
る
と
思
っ
て
、
ご
く
小
さ 

な
だ
ん
だ
ん
畑
を
作
っ
た
ら
、
そ
れ
が
い
い
田
に
な
っ
て
米
が
実
っ
た
。

右
の
ょ
う
な
わ
け
で
大
笹
の
稲
作
は
そ
う
古
く
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
 

こ
の
せ
い
か
、
こ
の
村
で
は
苗
代.

田
植
え
等
に
関
す
る
禁
忌
俗
信
等
が
ほ
と
ん
ど 

な
く
、
田
植
え
終
了
後
の
さ
な
ぶ
り
も
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
い
。(

大
笹)

ィ
ネ
の
種
類 

ク
ロ
シ
ゲ(

ノ
ギ
が
黒
い
も
の
だ
っ
た)

、
ア
ィ
コ
ク
、
オ
バ
ナ(

信 

州
か
ら
来
た
ら
し
い)
(

袋
倉)

麦
作 

以
前
は
も
の
す
ご
く
作
っ
た
。
多
い
家
は
二
町
歩
く
ら
い
で
、
百
俵
以
上

ぬるめ 冷水を温めるところ(上袋倉)(撮影阿部 孝)



収
か
く
の
あ
っ
た
家
も
あ
る
。
九
月
下
旬
か
ら
十
月
に
か
け
て
播
き
、
七
月
に
収
か 

く
し
た
。

ヒ
ト
ッ
カ
六
十
坪
で
計
算
し
ち(

鎌
原)

小
麦 

こ
の
あ
た
り
で
も
よ
い
小
麦
が
で
き
て
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に 

匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
た
。
中
に
は
一
等
に
合
格
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

麦
を
播
い
て
芽
ば
え
て
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
凍
み
て
ゆ
き
大
雪
が
来
、
根
雪
に
な
る 

の
は
よ
い
が
、
あ
ま
り
凍
み
な
い
で
い
き
な
り
大
雪
が
来
、
そ
れ
が
根
雪
に
な
る
と
、
 

雪
中
で
む
れ
て
し
ま
っ
て
収
穫
皆
無
と
な
る
。
な
お
麦
は
、表
土
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー 

ト
ル
ぐ
ら
い
凍
っ
て
も
心
配
は
な
い
。(

大
笹)

孀
恋
村
の
高
原
野
菜 

昭
和
七
年
ご
ろ
、
信
州
上
田
の
八
百
屋
青
木
さ
ん
が
キ
ャ 

ベ
ッ
の
種
を
持
っ
て
来
た
の
が
高
原
野
菜
の
は
し
り
で
あ
り
、
そ
の
記
念
碑
が
田
代 

に
建
っ
て
い
る
。
八
百
屋
の
よ
ぅ
な
業
者
に
ぅ
ま
く
や
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
後
塚
田 

さ
ん
な
ど
地
元
の
人
た
ち
の
自
覚
も
あ
っ
て
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
急
速
な
伸 

展
を
み
た
の
は
戦
後
で
あ
っ
た
。

現
在
十
五
kg
箱
で
、
二
万
五
〜
六
千
箱
出
す
家
が
あ
り
、

一
万
ft
以
下
は
小
農
で

あ
る
。
耕
作
面
積
に
し
て
も
五
〜
六
町
歩
は
ざ
ら
に
あ
り
、
広
い
高
原
で
も
限
度
が 

_ 

あ
る
か
ら
、
長
野
原
町
や
草
津
町
方
面
に
借
地
し
て
耕
作
し
て
い
る
者
も
多
い
。

一
 

枚
の
畑
が
二
町
五
反
も
あ
る
の
が
あ
り
、
五
反
ぐ
ら
い
は
小
さ
い
方
。

一
畦
に
し
て 

も
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
長
さ
は
ふ
つ
ぅ
で
あ
る
。

販
売
は
六
〇％

が
農
協
等
に
ょ
る
共
同
販
売
で
、
残
り
四
〇％

ぐ
ら
い
が
個
人
販 

売
で
あ
る
。
出
荷
先
は
東
京
は
も
ち
ろ
ん
、
名
古
屋
、
阪
神
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
全
国 

に
出
し
て
い
る
〇(

大
笹)

白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
昭
和
十
四
、
五
年
ご
ろ
か
ら
作
り
は
じ
め
た
。(

西
窪) 

カ
ヤ
俵 

キ
ャ
ベ
ツ
は
、
昭
和
五
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
七
、
八
年
こ
ろ
か
ら
盛 

ん
に
な
っ
た
が
、
当
時
は
カ
ヤ
俵
で
出
荷
し
て
い
た
。
そ
の
カ
ヤ
も
山
で
刈
っ
て
き 

た
。
カ
ヤ
俵
で
の
出
荷
は
戦
後
二
十
六
、
七
年
こ
ろ
ま
で
続
き
、
そ
の
後
ス
カ
シ
箱 

に
な
っ
た
が
、
四
十
五
年
こ
ろ
か
ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
な
っ
た
。
村
の
中
に
ク
ズ
ヤ 

の
家
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
今
は
カ
ヤ
刈
り
を
し
な
い
。(

田
代)

キ
ャ
ベ
ツ
づ
く
り

〇

鎌
原
や
北
軽
井
沢

麦の取り入れ(上袋倉)(撮影阿部 孝)

麦干し(下袋倉)(撮影阿部 孝)

高原野菜の出荷(撮影金子緯一郎)

高原キャベッ(大笹)(撮影都丸十九一)



四
月
下
旬
〜
五
月 

植
付

七
月
〜
八
月 

出
荷

〇

田
代

五
月
〜
六
月 

植
付

九
月
〜
十
月 

出
荷

計
画
的
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
植
付
け
を
し
て
い
る
が
、

一
日
に
百
万
円
切
っ
た 

(

出
荷
し
た)

と
い
う
話
も
あ
る
。(

鎌
原)

苗
っ
く
り 

キ
ャ
ベ
ツ
の
苗
は
、
安
中
、
富
岡
、
前
橋
辺
な
ど
の
畑
を
貸
し
て
く 

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
出
て
行
っ
て
苗
つ
く
り
を
す
る
。
田
代
で
は
シ
ミ
が
と
け
る
の
は 

五
月
に
な
る
の
で
、
下
の
方
で
つ
く
っ
て
お
い
て
運
ん
で
植
え
つ
け
を
す
る
。
七
月 

中
に
出
荷
す
る
分
は
鎌
原
の
方
へ
出
て
来
て
つ
く
り
、
計
画
出
荷
で
き
る
よ
う
に
し 

て
い
る
。
下
の
方
で
つ
く
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
も
蠕
恋
キ
ャ
ベ
ツ
で
あ
る
。
以
前
よ
り
も 

固
く
ま
く
品
種
に
改
良
さ
れ
た
が
、味
は
や
わ
ら
か
い
も
の
よ
り
も
落
ち
る
。(

鎌
原) 

キ
ャ
ベ
ツ
の
収
量
一
反
歩
で
四
百
〜
五
百
ヶ
ー
ス
の
収
量
く
ら
い
で
、
鎌
原
で 

も
二
十
戸
く
ら
い
が
栽
培
じ
て
い
る
が
、
多
く
て
二
町
歩
、
八
千
ヶ
ー
ス
程
度
で
あ

る
。(

鎌
原)

出
張
耕
作 

田
代
の
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
期
に
な
る
と
朝
五
時 

に
は
家
を
出
て
き
て
、
午
前
九
時
ま
で
に
は
出
荷
す
る
だ
け
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
ヶ
ー
ス 

に
つ
め
て
準
備
を
終
る
。
こ
れ
は
神
戸
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
へ
定
期
的
に
出
荷
す 

る
も
の
で
、
十
二
時
ま
で
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
こ
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
直
行 

し
、
翌
朝
市
場
に
到
着
し
て
セ
リ
に
合
ぅ
ょ
ぅ
に
し
て
い
る
。(

鎌
原)

そ
の
他
の
作
物

ソ
バ 

夏
ソ
バ
は
ク
ラ
が
高
い(

大
粒)

。
秋
ソ
バ
は
ク
ラ
が
低
い(

小
粒)

。
す 

り
あ
が
り
は
秋
ソ
バ
の
方
が
ょ
い
。
ソ
バ
は
ま
い
て
か
ら
刈
る
ま
で
七
十
日
く
ら
い
。
 

ソ
バ
刈
り
と
い
っ
て
、
ソ
バ
は
根
も
と
か
ら
刈
り
取
り
、
ブ
チ
台
で
落
し
て
ト
ゥ
シ 

に
か
け
、
そ
の
あ
と
ト
ゥ
ミ
に
か
け
る
。(

門
貝)

花
い
ん
げ
ん
海
抜
一
〇 

o
o
m

以
上
の
高
地
で
な
い 

と
だ
め
で
、
鎌
原
で
つ
く
る 

と
反
収
一
俵
く
ら
い(

九
二 

〇
〜
三o
m
)

、
北
軽
井
沢
で 

は
反
収
も
七
〜
八
俵
に
な 

る
。(

一
 o
o
o
m

以
上) 

キ
ャ
ベ
ツ
が
さ
か
ん
に
な
る 

前
は
田
代
で
も
つ
く
っ
た
が 

現
在
は
な
い
。(

鎌
原)

じ
や
が
い
も
キ
ャ
ベ
ツ 

の
苗
が
乾
き
で
つ
か
な
い
と 

き
は
じ
ゃ
が
い
も
は
ょ
く
、
 

石
ま
じ
り
の
土
で
い
い
の
で 

た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
る
。
じ 

ゃ
が
い
も
は
ね
だ
ん
は
安
い 

が

確

実

に

と

れ

る

作

物

高原野菜を運ぶトラック(田代)

このトラックは鳥居峠をこしてすべて西へ行く。

(撮影都丸十九一)

キャベツ畑(田代) (撮影阿部 孝)

花いんげん(大笹)(撮影都丸十九一)



だ
。(

鎌
原)

ジ
ャ
ガ
イ
モ(

イ
モ
と
も
い
ぅ)

は
、
八
十
八
夜
あ
と
さ
き
に
植
え
る
。
エ 

ン
ガ
で 

ぅ
な
っ
た
後
、
た
い
ら
に
し
て
、
さ
く
巾
を
見
て
、
株
間
は
足
巾
で
つ
く
る
。(

門
貝)

北
海
道
の
種
を
も
っ
て
き
て
、
道
路
が
開
か
れ
た
頃
か
ら
若
い
者
に
作
ら
せ
、
特 

産
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
新
潟
か
ら
イ
モ
を
持
っ
て
き
て
、
水
車
で
粉
に
し
、
小 

諸
の
薬
屋
に
届
け
た
。
薬
屋
は
薬
の
原
料
に
し
た
の
で
あ
る
。(

田
代)

昭
和
五
、
六
年
ご
ろ
は
馬
鈴
薯
作
り
が
盛
ん
で
、
男
爵
い
も
の
種
い
も
を
作
っ
て 

売
り
出
し
て
い
た
。
そ
の
前
は
、
自
家
用
に
赤
い
も
を
作
っ
て
出
し
た
が
、
売
れ
な 

く
て
、
東
京
秋
葉
原
の
村
出
身
者
の
所
へ
持
っ
て
行
っ
て
笑
わ
れ
た
。
そ
こ
で
男
爵 

い
も
を
す
す
め
ら
れ
た
。
男
爵
い
も
が
一
反
歩
四
十
俵
も
取
れ
た
。
割
当
て
で 

二
尸 

当
り
五
反
歩
く
ら
い
作
っ
た
。
高
冷
地
の
気
候
に
適
し
て
い
た
。
終
戦
後
、
青
物
作

り
が
盛
ん
に
な
り
、
高
原
野 

菜
に
取
っ
て
替
ら
れ
た
。

(

干
俣)

り
ん
ど
う
の
栽
培
り
ん 

ど
う
の
栽
培
は
蠕
恋
村
で
は 

一
軒
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら 

は
じ
め
た
。
田
ん
ぼ
に
つ
く 

る
。
根
元
を
切
り
そ
ろ
え
、
 

四
、
五
本
を
一
把
に
し
、

一
 

か
か
え
く
ら
い
の
束
に
し
て 

出
荷
す
る
。(

門
貝)

ナ
ス
西
窪
で
ナ.
ス
を
作 

っ
た
家
は
少
な
い
。
ナ
ス
を 

作
る
の
は
む
ず
か
し
く
、
じ 

ょ
う
ず
に
つ
く
れ
な
い
。

(

西
窪)

㈣

農 

地

水

田

水
田
鎌
原
の
農
家
は
、
水
田
で
み
る
と
七
、
八
反
が
最
高
、
五
反
で
も
多
い
方 

で
、

一
反
未
満
も
あ
る
。
し
ば
ら
く
前
は
鎌
原
全
体
で
十
五
町
と
い
わ
れ
た
が
、
作 

物
は
制
限
さ
わ
ぎ
前
に
は
二
十
町
歩
以
上
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。(

鎌
原)

ア
ラ
田
つ
く
り 

天
明
以
後
ア
ラ
田(

新
田)

つ
く
り
を
し
て
き
た
。
昭
和
四
十 

五
年
に
徳
二
郎
さ
ん
が
開
田
し
た
の
が
最
後
の
よ
う
で
、
四
十
六
年
に
は
つ
く
っ
て 

い
な
い
。(

鎌
原)

ト
コ
ネ
リ 

ア
ラ
田
を
つ
く
る
と
き
、
土
地
が
火
山
灰
で
砂
が
多
く
、
水
も
ち
が 

悪
い
の
で
ト
コ
ネ
リ
と
い
う
作
業
を
す
る
。

田
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
水
を
入
れ
た
後
に
畦
を
つ
く
っ
て
水
を
た
め
、
近 

所
や
親
せ
き
の
人
を
頼
ん
で
す
る
。
手
ご
ろ
な
太
さ
の
長
い
棒
を
土
の
中
に
さ
し
こ 

み
、

一
斉
に
ゆ
す
っ
て
や
る
と
水
が
に
ご
り
、
こ
ま
か
い
砂
が
水
の
上
に
出
て
く
る 

が
、
こ
れ
が
沈
澱
す
る
と
水
の
底
に
こ
ま
か
い
土
の
層
が
で
き
て
ト
コ
が
で
き
る
。
 

ト
コ
ネ
リ
に
は
カ
ベ(

粘
土) 

を
入
れ
て
や
る
も
の
で
、
水
が
ひ
け
る
ま
で
待
っ
て 

表
面
が
固
く
な
っ
て
か
ら
ッ
ク
リ
土
を
入
れ
て
田
と
す
る
。

近
年
に
な
っ
て
ト
コ
ネ
リ
の
代
り
に
土
中
に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
く
よ
う
に
な
っ
た
。

(

鎌
原)

ト
コ
ネ
リ
の
手
伝
い 

ト
コ
ネ
リ
を
す
る
と
き
は
何
を
お
い
て
も
手
伝
い
に
ゆ
く 

も
の
で
、
オ
タ
ガ
ィ
サ
マ
だ
っ
た
。
田
は
半
分
ず
つ
分
け
て
ト
コ
ネ
リ
を
す
る
の
で
、
 

昔
は
、
ど
う
し
て
も
二
回
に
な
っ
た
。(

鎌
原)

畑
鎌
原
の
畑 

畑
の
土
に
は
相
当
に
石
が
ま
じ
っ
て
い
て
、
先
が
け
し
た
鍬
が
一
年 

で 

へ
る
。
ど
こ
で
も
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
カ
チ
ン
カ
チ
ン
と
い
う
音
が
す
る
の
で
わ 

か
る
。(

鎌
原)

開
墾
開
墾
の
こ
と
を
ア
ラ
ク
と
い
う
。

芝
地
の
と
こ
ろ
を
、
山
掘
り
く
わ
を
つ
か
っ
て
掘
り
お
こ
す
。
大
体
二
尺
ぐ
ら
い

出荷されるりんどう(門貝)(撮影中村和三郎)



(

約
六
十
セ
ン
チ)

の
巾
に
く
れ
を
き
っ
て
、
こ
れ
を
図
の
よ
う
に
両
側
か
ら
さ
く 

り
あ
げ
て
く
れ
を
の
せ
て
う
ね
を
つ
く
る
。
そ
の
う
え
に
、
く
れ
を
き
り
と
っ
た
あ 

と
の
土
を
す
く
い
あ
げ
て
、
く
れ
の
上
に
か
け
る
。
こ
う
す
る
と
大
体
同
じ
巾
に
、
 

う
ね
の
部
分
と
谷
の
部
分
と
が
で
き
る
〇
う
ね
の
部
分
に
、
図
の
よ
う
に
短
い
さ
く 

を
き
っ
て
、
そ
こ
に
た
ね
を
ま
き
つ
け
る
。

三
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
、
く
れ
が
く
さ
っ
て
、
つ
く
り
土
が
で
き
る
。

こ
う
な
っ
た 

と
き
に
、
う
ね
を
な
ら
し
て
、
全
体
を
は
た
け
に
す
る
。

こ
う
し
た
開
墾
の
方
法
は
、
最
近
ま
で
や
っ
て
い
た
。(

芦
生
田)

ヤ
キ
マ
キ 

自
分
の
土
地
で
山
の
中
の
草
を
刈
り
は
ら
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
に
火 

を
つ
け
て
も
や
し
て
、
そ
の
あ
と
を
掘
り
か
え
し
て
ソ
バ
を
ま
い
た
こ
と
が
あ
っ 

た
。
こ
れ
は
、
は
た
け
に
す
る
ほ
ど
で
な
い
よ
う
な
場
合
に
「
ソ
バ
だ
か
ら
ヤ
キ
マ 

キ
に
し
ろ
」
と
い
っ
て
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
面
積
は
二
畝
か
三
畝
ぐ
ら
い
、

一
年 

た
て
ば
、
そ
の
あ
と
を
本
格
的
に
た
が
や
し
た
。

い
わ
ば
ア
ラ
ク(

開
墾)

の
前
の 

段
階
の
こ
と
で
あ
る
。(

三
原)

荒
地
に
は
じ
め
て
な
に
か
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
雑
草
を
焼
い
て

か
ら
、
鍬
で
そ
の
あ
と
を
掘
り
お
こ
し
て
、
そ
こ
へ
種
を
ま
い
た
。
ま
い
た
も
の
は 

お
も
に
ソ
バ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
正
規
の
開
墾
で
は
な
く
土
地
を
利
用
す
る
方
法 

で
、
ヤ
キ
マ
キ
と
い
っ
た
。
そ
の
土
地
は
自
分
の
も
ち
分
で
、
草
が
は
え
て
い
て
始 

末
に
困
ま
る
よ
う
な
場
合
に
、
こ
の
方
法
を
と
っ
た
よ
う
だ
。
今
か
ら
、
大
体
、
五
、
 

六
十
年
ほ
ど
前
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。(

芦
生
田)

ヤ
マ
マ
キ 

ソ
バ
、
ア
ヮ
を
つ
く
る
と
き
は
、
ど
こ
で
も
か
ま
わ
ず
に
ヤ
ブ
を
刈
っ 

て
そ
こ
に
火
を
つ
け
て
焼
き
、
そ
こ
へ
土
を
寄
せ
て
ま
き
つ
け
て
つ
く
る
。
こ̂

す 

る
と
相
当
と
れ
た
と
い
う
。(

鎌
原)

切
替
畑 

原
野
が
広
か
っ
た
か
ら
、
希
望
す
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
ア
ラ
ク
オ
コ
シ
が 

で
き
た
。
そ
の
方
法
は
、
三
尺
ぐ
ら
い
の
短
冊
形
に
し
て
、
両
側
か
ら
土
を
盛
っ
た
。
 

そ
の
年
は
そ
ば
な
ぞ
ま
い
た
。

二
年
目
に
は
ア
ラ
ク
キ
ザ
、、、
を
し
た
。
短
冊
の
ま
ん 

中
か
ら
土
を
両
側
に
出
し
て
前
年
同
様
の
短
冊
に
し
た
。
三
年
目
か
ら
よ
い
畑
に
し 

た
。
地
力
が
な
く
な
る
と
放
り
出
し
て
ま
た
原
野
に
し
て
し
ま
っ
た
。
営
林
署
が
う 

る
さ
く
な
っ
て
か
ら
、
し
だ
い
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。(

田
代)

ア
ラ
ク
ホ
リ 

も
と
は
ア
ラ
ク
ホ
リ
と
い
っ
て
草
原
を
起
し
て
た
が
や
し
た
。
 

ジ
ッ
カ
ボ
リ
は
、
草
株
を
全
部
ほ
り
起
し
て
普
通
の
畑
の
よ
う
に
す
る
の
だ
が
、
ウ 

ネ
ボ
リ
は
土
を
盛
っ
て
平
ら
な
畑
の
部
分
を
つ
く
る
の
で
、
半
は
ん
程
度
の
、
く
ぼ 

み
と
畑
が
で
き
る
。
ジ
ッ
カ
ボ
リ
よ
り
は
ウ
ネ
ボ
リ
の
方
が
簡
単
に
で
き
る
。
ウ
ネ 

ボ
リ
は
ウ
ネ
ク
ヅ
シ
を
し
て
、
普
通
の
畑
の
よ
う
に
な
る
。
粟
や
稗
を
作
っ
た
。
一
、
 

二
年
す
れ
ば
ア
ラ
ク
に
は
、
な
ん
で
も
作
っ
た
。(

門
貝)

そ
の
他

境
木 

畑
の
境
木
は
う
つ
ぎ
。
山
林
は
オ
ネ
や
沢
が
大
概
境
に
な
っ
て
い
る
。(

西 

窪)
は
た
け
の
サ
カ
ィ
ギ
に
は
ウ
ツ
ギ
を
植
え
る
。
ウ
ツ
ギ
は
枯
れ
な
い
。
根
が
つ
よ 

い
か
ら
サ
カ
ィ
ギ
に
い
い
と
い
う
。

山
の
境
木
に
は
モ
ミ
の
木
を
植
え
る
。
や
ぶ
に
か
ぶ
っ
て
も
枯
れ
な
い
と
い
う
。

(

芦
生
田)

は
た
け
に
も
山
林
に
も
、
境
木
と
し
て
は
ウ
ツ
ギ
を
植
え
る
。
丈
夫
な
木
で
あ
る



か
ら
。(

三
原)

雑
草 

田
に
あ
る
も
の
。

ヱ
ゴ(

谷
地
草
と
も
い
う)

ク
ワ
ヱ
、
ゥ
キ
グ
サ 

畑
に
あ
る
も
の
。

ハ
グ
サ
、
ジ
シ
バ
リ
、

ハ
コ
ベ
、
ィ
タ
ン
ド
リ
、

ハ
ナ
ガ
ラ
、
 

戦
争
グ
サ(

日
露
戦
争
後
ふ
え
た
草)
(

袋
倉)

㈤

耕

作

の

方

法

水
田
の
耕
作

田
お
こ
し 

田
は
春
に
な
っ
て
か
ら
備
中
鍬
で
お
こ
す
。
秋
は
や
っ
て
は
い
け
な 

い
。
ト
シ
前(

正
月
前)

に
お
こ
す
と
水
田
の
ト
コ
が
凍
み
て
し
ま
う
の
で
い
け
な 

い
。(

鎌
原)

田
お
こ
し
は
備
中
ぐ
わ
で
す
る
。
荒
ク
ル
は
四
ク
ワ
、
日
に 

二
反
。

中
ジ
ロ
は 

ニ
ク
ワ
以
上
。
植
ジ
ロ
は
四
ク
ワ
、
日
に
二
反
。

一
と
お
り
マ
ン
ガ
で
か
く
の
が
一 

鍬
。(

門
貝)

苗

代

種
も
み
の
量 

昔
は
一
坪
一
升
の
も
み
を
播
い
た
も
の
で
、
五
反
の
田
の
苗
を
つ 

く
る
の
に
、
三
十
坪
た
ら
ず
の
と
こ
ろ
に
も
み
を
一
俵
も
播
い
た
。
現
在
は
坪
当
り 

三
〜
四
合
で
、
ど
ん
な
に
多
く
て
も
五
合
以
下
で
あ
る
。(

鎌
原)

苗
代 

現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
保
温
折
ち
ゅ
う
苗
代
で
、
水
苗
代
は
み
ら
れ
な
い
〇 

三
原
な
ど
で
は
水
苗
代
が
多
い
。(

鎌
原)

苗
代
づ
く
り 

苗
代
づ
く
り
は
五
月
の
お
祭
り
を
し
て
か
ら
水
苗
間
を
つ
く
る
。
 

こ
れ
だ
と
植
え
る
の
は
七
月
に
か
か
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、
そ
の
こ
ろ
六
月
十
二
日 

に
田
植
え
を
し
た
と
い
う
の
で
村
中
で
た
ま
げ
て
い
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

い
ま
は
五 

月
中
に
田
植
え
が
終
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。(

鎌
原)

ネ
ー
マ
ッ
ク
リ
は
八
十
八
夜
か
ら
六
月
二
十
日
時
分
ま
で
に
す
る
。

二
十
年
前
に 

く
ら
べ
て
二
十
日
く
ら
い
早
く
な
っ
た
。
戦
後
の
二
十
六
、
七
年
こ
ろ
か
ら
折
衷
な 

わ
し
ろ
を
つ
く
る
も
の
が
で
て
き
た
。(

門
貝)

オ
ク
マ
ン
ザ
ワ 

オ
ク
マ
ン
ザ
ワ
は
湧
き
水
で
水
温
が
高
く
、
凹
地
で
西
北
の
風 

が
あ
て
な
い
の
で
こ
こ
に
村
中
の
苗
代
を
つ
く
っ
た
。
十
坪
か
ら
十
五
坪
く
ら
い
の

田
で
、
苗
代
専
用
の
田
と
し
て
各
自
が
持
っ
て
い
た
。
自
分
の
家
の
前
に
苗
代
を
つ 

く
る
人
は
と
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
鎌
原
用
水
の
水
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ 

る
〇 
(

鎌
原)

か
に
ざ
わ
の
水 

門
貝
に
か
に
ざ
わ(

か
ん
ざ
わ
と
も
い
う)

と
い
う
と
こ
ろ
が 

あ
る
。
こ
こ
の
水
は
す
こ
し
温
度
が
高
い
の
で
、
春
も
み
た
ね
を
か
ま
す
に
入
れ
て 

三
晩
ぐ
ら
い
ほ
と
ば
し
て
お
く
と
発
芽
す
る
ょ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
み
た
ね 

を
ま
く
の
が
お
く
れ
た
人
た
ち
が
や
っ
た(

門
貝
の
人
た
ち)

。
近
く
に
鉱
泉
が
出
て 

い
る
の
で
、
温
度
が
す
こ
し
高
い
の
だ
と
い
う
。(

門
貝)

田

植

代
か
き 

田
の
砂
が
固
い
の
で
一
枚
の
田
の
中
に
馬
を
二
〜
三
頭
入
れ
て
ガ
リ
ガ 

リ
や
っ
た
。
す
ぐ
固
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
代
か
き
を
す
る
と
す
ぐ
に
植
え
な
く 

て
は
い
け
な
い
。
ア
ラ
田
の
場
合
は
、
田
を
ね
り
な
が
ら
植
え
る
。

田
植
え
を
す
る
前
に
田
に
水
を
入
れ
て
ア
ラ
ネ
リ
を
し
て
水
を
ほ
さ
ず
に
お
き
、
 

田
植
え
当
日
、
ア
ラ
ク
レ
の
水
を
減
ら
し
て
か
ら
シ
ロ
カ
キ
を
す
る
。
植
え
る
直
前 

に
シ
ロ
カ
キ
を
し
な
い
と
田
が
固
く
な
る
の
で
、
か
き
手
は
植
え
手
の
様
子
を
み
な 

が
ら
一
服
し
た
り
し
て
か
く
。(

鎌
原)

ケ
ラ
オ
イ 

ア
ラ
ク
レ
を
し
た
り
、
シ
ロ
カ
キ
を
し
た
あ
と
の
高
く
な
っ
て
い
る 

所
を
な
ら
し
て
平
ら
に
す
る
し
ご
と
を
ヶ
ラ
オ
ィ
と
い
う
。(

鎌
原)

ハ
ナ
ド
リ 

シ
ロ
カ
キ
を
す
る
と
き
の
馬
の
ハ
ナ
ド
リ
は
男
の
子
の
し
ご
と
と
き 

ま
っ
て
お
り
、
か
く
人
夫
は
三
頭
く
ら
い
田
に
入
っ
て
い
た
の
で
ハ
ナ
ド
リ
の
男
の 

子
も
そ
れ
だ
け
の
人
数
が
必
要
だ
っ
た
。(

鎌
原)

マ
ン
ガ 

馬
の
鼻
先
に
竹
を
つ
け
て
引
く
役
を
ハ
ナ
ド
リ
と
い
い
、
子
供
が
引
い 

た
。

マ
ン
ガ
を
押
す
シ
ン
ド
リ
は
力
が
い
る
役
で
大
人
が
や
っ
た
。

マ
ン
ガ
を
使
う
と
き
で
も
親
馬
の
そ
ば
を
ト
ウ
ネ
が
つ
い
て
ま
わ
っ
て
い
た
。(

西

窪)
ハ
ヨ
ウ
フ
ジ 

マ
ン
ガ
を
ひ
か
せ
る
に
は
フ
ジ
ッ
ツ
ル
で
ハ
ヨ
ウ
フ
ジ
を
つ
く
っ 

て
使
う
。
曲
日
は
ク
ル
ミ
の
皮
で
な
っ
た
な
わ
を
使
っ
た
。
ひ
も
の
長
い
部
分
は
繩
で 

や
り
、

マ
ン
ガ
が
馬
に
あ
た
る
と
こ
ろ(

切
れ
易
い
部
分)

だ
け
ク
ル
ミ
の
ハ
ヨ
ウ



フ
ジ
で
や
つ
た
。(

鎌
原)

田
植
え
時
期 

六
月
半
ば
す
ぎ
に
田
植
え
を
す
る
。
お
そ
い
年
は
六
月
二
十
九
日 

こ-
ろ
ま
で
か
か
る
。
ア
ラ
田(

新
田)

は
七
月
一
日
、

ハ
ゲ
ン
ま
で
は
よ
い
と
い
わ 

れ
た
。(

鎌
原)

田
植
え
組 

親
せ
き
や
知
人
な
ど
五
軒
か
ら
十
軒
く
ら
い
で
組
を
つ
く
り
、
毎
年 

く
り
か
え
し
て
い
る
。
隣
り
組
と
は
無
関
係
で
、
収
穫
の
と
き
も
別
に
な
る
田
植
え 

た
け
の
組
で
あ
る
。
田
植
え
を
す
る
日
は
早
く
か
ら
き
め
ら
れ
て
お
り
、
日
を
き
め 

て
な
い
家
は
最
後
の
順
香
に
な
る
よ
う
に
順
々
に
手
伝
い
に
行
き
、
田
植
え
を
し
て 

ゆ
く
。
ど
う
し
て
も
人
手
が
足
ら
な
い
と
き
に
は
他
の
組
か
ら
頼
ん
で
来
る
。(

鎌
原) 

田
植
え
は
エ
ー
コ
で
す
る
。
植
え
苗
は
ー
ッ
ヵ
に
百
二
十
把
ぐ
ら
い
、

一
株
の
植 

え
苗
の
本
数
は
、
や

ま(

上
ノ
山)

で
十
本
、
さ

と(

本
村)

で
三
、
四
本
。

現
在
二
十
戸
く
ら
い
が
田
持
ち
で
、
田
は
少
な
い
。(

門
貝)

オ
イ
ザ
ク 

昔

-0
田
植
え
は
「
田
植
え
な
わ
」
を
使
わ
す
、
オ
イ
ザ
ク
を
し
た
。
 

一
人
の
人
が
植
え
て
ゆ
く
後
を
別
の
人
が
追
う
よ
う
に
し
て
植
え
て
行
つ
た
の
で
、
 

時
に
は
足
の
上
に
植
え
ら
れ
る
と
い
つ
た
。(

鎌
原)

田
植
え
な
わ 

田
植
え
の
と
き
に
な
わ
を
使
う
よ
う
に
な
つ
た
の
は
昭
和
の
初
期 

力
ら
の
こ
と
。(

鎌
原)

苗 

田
植
え
を
す
る
特
の
苗
の
本
数
は
、
平
地
の
あ
た
た
か
い
所
よ
り
二
、
三
倍 

の
量
を
植
え
る
。
昔
は
一
株
に
十
本
く
ら
い
植
え
る
の
が
ふ
つ
う
だ
つ
た
。
そ
呔
と 

い
う
の
も
分
け
つ
し
な
い
か
ら
で
、
立
野
あ
た
り
で
は
植
え
た
本
数
よ
り
も
穂
が
出 

る
数
が
減
る
と
い
わ
れ
る
。
最
近
は
四
、
五
本
に
な
つ
た
。(

鎌
原)

苗
の
過
不
足 

苗
は
そ
の
と
き
ど
き
の
事
情
で
過
不
足
が
お
こ
る
こ
と
が
多
い 

が
、
不
足
の
と
き
は
組
の
者
優
先
で
、
組
内
が
終
ら
な
い
う
ち
は
他
の
組
に
は
出
さ 

な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。(

鎌
原)

田
の
草
取
り

除
草 

田
植
え
を
し
て
十
日
〜
十
二
日
ご
ろ
イ
チ
バ
ン
ゴ(

一
番
除
草)

を
す
る
。
 

田
の
中
に
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
素
手
で
や
つ
た
。

田
植
え
後
二
十
日
目
く
ら
い
に
イ
チ
バ
ン
ゴ
を
と
る〇

特
に
爪
は
つ
け
ず
素
手
で

や
る
。
続
い
て
ニ
バ
ン
、
サ
ン
バ
ン
を
や
る(

鎌
原)

一
番
ゴ
は
、
田
植
え
し
て
十
日
か
ら
十
ー
ー
日
目
く
ら
い
に
、
八
反
ど
り
で
田
の
草 

と
り
を
す
る
。
二
香
ゴ
は
、

一
番
ゴ
か
ら
十
日
目
く
ら
い
、
株
間
と
り
で
と
る
。
三 

番
ゴ
は
、
二
番
ゴ
か
ら
十
日
目
く
ら
い
に
な
る
。
土
用
十
日
前
に
水
き
り
し
て
、
土 

用
に
出
穂
水
を
か
け
る
。(

門
貝)

用

水

用
水
の
水
温 

鎌
原
用
水
の
水
温
は
、
水
源
が4

°c
、
二
里
余
流
れ
て
鎌
原
部
落 

ま
で
ひ
い
て
き
て
も8

°c
。
こ
の
ま
ま
の
水
で
は
苗
代
も
で
き
な
い
。(

鎌
原)

ヒ
ヤ
セ
ギ 

用
水
の
冷
い
水
を
あ
た
た
め
る
た
め
に
つ
く
る
と
こ
ろ
。
ふ
つ
う
は 

二
、
三
尺
巾
に
と
る
が
、
大
正
初
年
こ
ろ
に
は
六
尺
巾
ほ
ど
に
と
っ
た
家
が
あ
っ
た 

の
で
、
学
校
帰
り
に
水
浴
び
を
し
た
子
ど
も
が
い
た
。(

鎌
原)

水
口 

田
の
水
口
は
冷
え
る
の
で
、
冷
え
に
強
い
ヒ
エ
を
植
え
る
と
よ
い
と
い
う 

の
で
ヒ
エ
を
植
え
た
り
、
早
生
の
モ
チ
を
植
え
た
こ
と
も
あ
る
。
よ
く
わ
か
る
よ
う 

に
と
い
う
の
で
、
ノ
ギ
が
長
く
、
モ
ミ
が
黒
色
の
ク
ロ
モ
チ
と
い
う
の
を
つ
く
っ
た 

こ
と
も
あ
っ
た
。(

鎌
原)

ミ
ナ
ク
チ
田
用
水
か
ら
水
を
と
り
入
れ
る
と
こ
ろ
は
、
水
が
冷
く
て
米
が
な
ら 

な
い
。(

鎌
原)

水
見 

朝
晩
の
二
回
は
必
ら
ず
や
る
。
昔
は
ヵ
ヶ
ナ
ガ
シ
に
し
て
お
き
、
田
に
い
っ 

ぱ
い
に
な
る
と
水
口
の
す
ぐ
近
く
に
ヶ
エ
リ
ミ
ナ
ク
チ
を
つ
け
て
お
い
て
出
す
よ
う 

に
し
て
お
い
た
。
現
在
は
、
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
水
口
を
止
め
て
、
様
子
を
み
て
入 

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。(

鎌
原)

コ
ィ 

田
植
え
の
頃
、
信
州
か
ら
一

cm
く
ら
い
の
を
売
り
に
来
た
の
で
、
百
匹
く 

ら
い
買
っ
て
田
に
は
な
し
て
お
く
と
、
八
月
中
頃
に
は
四
寸
五
分
か
ら
六
寸
に
な
る
。
 

蛇
に
く
わ
れ
る
の
で
半
分
く
ら
い
し
か
育
た
な
い
が
、
七
月
末
に
田
の
水
を
切
る
の 

を
少
し
延
し
て
お
く
だ
け
で
手
が
か
か
ら
な
い
の
で
、
よ
く
飼
っ
た
。(

西
窪)

畑

作

雪
消
し 

三
月
の
彼
岸
前
後
、
畑
の
土
を
掘
っ
て
、
凍
土
の
下
の
柔
か
い
土
を
と 

り
出
し
、
こ
れ
を
畑
一
め
ん
に
ば
ら
ま
く
。
ま
た
家
か
ら
灰
を
持
参
し
て
畑
に
ば
ら



ま
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
雪
の
消
え
が
早
く
な
る
。

な
お
根
雪
は
四
月
中
旬
ま
で
続
く
。(

大
笹)

タ
レ
播
き 

大
麦•

粟
•

ヒH

の
種
を
ま
く
と
き
は
、
半
切
桶
の
中
へ
堆
肥
と
種 

を
入
れ
、
水
で
こ
ね
て
、
足
で
サ
ク
を
た
て
た
と
こ
ろ
へ
、
ぺ
タ
ッ
ペ
タ
ッ
と
ま
き
、
 

足
で
砂
を
か
け
て
や
っ
た
。
よ
く
オ
ヱ
タ(

生
え
た)

が
、
乾
燥
す
る
年
に
は
固
く 

な
っ
て
し
ま
っ
て
よ
く
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
各
畑
の
中
に
セ
ギ
が
あ
っ
て
、
そ 

こ
に
水
を
ひ
い
て
あ
っ
た
。
昭
和
の
初
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
た
。
「鎌
原
の
衆
は
水
が 

肥
料
に
な
る
か
な
」
と
い
わ
れ
た
。(

鎌
原)

は
た
け
の
さ
く
こ
の
辺
で
は
た
け
の
起
伏
の
多
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
さ
く
を
き 

る
と
き
に
、
地
形
に
あ
わ
せ
て
き
り
土
が
雨
で
な
が
さ
れ
な
い
よ
ぅ
に
し
た
。(

門
貝) 

エ
ン
ガ(

柄
鍬)

馬
耕
が
普
及
す
る
よ
ぅ
に
な
っ
て
か
ら
は
し
な
く
な
っ
た
。

ェ
ン
ガ
を
使
う
の
は
暑
い
最
中
の 

し
ご
と
で
水
を
二
升
く
ら
い
背
負 

っ
て
行
っ
て
う
な
っ
た
。
昭
和
三 

十
年
こ
ろ
ま
で
使
っ
て
い
た
が
、
 

大
根
畑
だ
か
ら
う
な
っ
て
お
け
と 

い
う
よ
う
に
、
ア
キ
、、ハ
タ
ヶ
た
け 

う
な
っ
た
。(

鎌
原)

エ
ン
ガ
の
使
い
方
ふ
た
通
り 

あ
る
。

① 

ヒ
ラ
サ
ク
に
直
角
に
な
る 

よ
う
に
エ
ン
ガ
を
使
う
も
の
で
、

一
日
フ
タ
ツ
ヵ
が
一
人
前
。

② 

コ
ゥ
ネ
ひ
と
サ
ク
お
き
に 

お
こ
し
、
オ
ネ
に
う
な
う
の
が
コ 

ゥ
ネ
で
、
サ
ク
ア
ィ(

サ
ク
の
間) 

が
残
る
ぞ
り
方
。

ふ
つ
う
で
ョ
ッ 

力
く
ら
い
が
一
日
の
仕
事
。(

鎌
原)

肥

料

肥

料

の

こ

と

は

堆

肥

、
こ
そ
し
、
こ
い
と
い
う
。

く
さ
ら
せ
な
い
で
生
の
ま
ま
田
畑
に
入
れ
て
肥
料
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
 

ゥ
ド
の
木(

き
ざ
ん
で
い
れ
た)

、
毒
ゥ
ッ
ギ(

こ
れ
も
き
ざ
ん
で
い
れ
た
、
マ
シ
と 

い
う)

、
藤
の
葉
、
草
(

田
の
ク
ロ
の
草
と
か
、
山
の
草
を
刈
っ
て
き
て
い
れ
た)

な 

ど
で
あ
る
。

マ
シ
は
病
虫
除
の
た
め
と
い
い
、
他
は
土
を
や
わ
ら
か
く
す
る
た
め 

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ど
う
し
て
も
田
畑
へ
い
れ
る
も
の
だ
と
さ
れ
た
。
時
期
は
新 

暦
の
六
月
中
旬
ご
ろ
、
明
治
か
ら
大
正
の
は
じ
め
の
こ
ろ
ま
で
の
は
な
し
で
あ
る
。

牛
馬
を
飼
っ
て
い
た
も
の
に
は
、
家
の
中
に
う
ま
や
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
牛
や
馬 

に
草
を
ふ
ま
せ
た
。
そ
れ
を
庭
に
つ
ん
で
く
さ
ら
せ
、
田
や
は
た
け
へ
肥
料
と
し
て 

出
し
た
。
生
も
の
と
一
緒
に
ま
ぜ
て
つ
か
っ
た
。
な
お
、
う
ま
や
か
ら
ふ
ま
せ
た
草 

を
出
す
こ
と
を
、
こ
い
だ
し
と
い
っ
た
。

ヱンガ(西窪)(撮影青木則子)

トウモロコシ畑の追肥 菅笠•手甲•前掛の仕事着 

に注意(大前) (撮影関口正巳)

四つづけ又はやな(下肥の運搬に使用、昔は馬、牛 

で運んだ) (今井) (撮影阿部孝)



以
前
は
灰
も
肥
料
に
つ
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
山
の
カ
ヤ
を
刈
っ
て
干
し
て
お 

い
て
、
焼
い
て
灰
に
し
て
家
へ
も
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
家
中
の
も
の
の
仕
事
で
、

ハ
 

イ
ヤ
キ
と
い
っ
た
、
灰
は
ム
ギ
ま
き
の
と
き
の
肥
料
と
し
た
。

こ
れ
は
明
治
時
代
の 

は
な
し
で
あ
る
。(

三
原)

ウ
マ
ヤ
ゴ
ヱ
、
人
糞
尿
等
を
基
肥
と
し
た
。

ヘ
イ
ガ
ヤ(

灰
茅)

刈
り
を
九
月
ご
ろ
か
ら
始
め
、
こ
れ
を
焼
い
て
灰
と
し
、
麦 

の
肥
料
と
し
た
。

灰
、
人
糞
尿
、
こ
ぬ
か
等
を
よ
く
混
ぜ
、
再
々
切
り
か
え
し
て
コ
エ
ゴ
シ
ラ
エ
を 

し
、
麦
、
雑
穀
類
に
く
れ
た
。(

大
笹)

田
の
肥
料
と
し
て
は
、
女
が
青
草
を
刈
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
家
で
入
れ
た
。
こ
れ
を 

カ
ッ
チ
キ
と
い
い
、
六
月
初
め
に
行
な
っ
た
。
昭
和
初
期
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
又
、
 

コ
ヤ
シ
ア
ゲ
と
い
い
、
馬
に
桶
を
つ
け
て
草
津
ま
で
行
き
下
肥
を
運
ん
で
来
た
。
大 

正
年
間
か
ら
昭
和
の
初
期
ま
で
行
な
っ
た
。(

今
井)

肥
料
の
こ
と
は
こ
や
し
と
い
う
。

草
や
落
葉
を
、
ウ
マ
や
ウ
シ
に
ふ
ま
せ
り
く
わ
せ
た
り
し
た
。

む
力
し
は
お
盆
の
翌
日
の
九
月
十,
七
日
が
山
の
ロ
で
、
こ
の
日
か
ら
む
ら
も
ち
の 

山
へ
入
っ
て
草
を
刈
っ
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
た
。
わ
れ
が
ち
に
山
へ
入
っ
て
も
よ 

か
っ
た
の
で
、
腕
の
強
い
も
の
は
な
ん
だ
ん
で
も
刈
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
腕
の
弱 

い
も
の
に
す
こ
し
し
か
刈
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
山
を
二
尸 

ご
と
に
分
配
し
た
。

こ
こ
に
は
、
カ
ヤ
山
は
な
か
っ
た
。(

芦
生
田)
•

田
ん
ぼ
の
肥
料
は
、
昔
は
カ
ッ
チ
キ
と
堆
肥
が
主
で
、
ど
う
か
す
る
と
大
豆
を
ま 

く
こ
と
が
あ
っ
た
。
金
肥
が
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
燐
酸
を
入
れ
る
と
う
ん
と
と 

れ
る
と
い
っ
た
。(

鎌
原)

コ
イ
ダ
シ 

月
に
二
回
く
ら
い
肥
料
を
出
す
。
ビ
ッ
チ
ュ
ウ
で
か
き
出
し
て
コ
イ 

ダ
シ
モ
ッ
コ
に
の
せ
て
二
人
で
庭
に
運
び
出
す
。
半
ぐ
さ
れ
に
し
て
コ
イ
ゲ
エ
シ
し 

て
、
カ
ン
ジ
ュ
ク
タ
イ
ヒ
は
コ
イ
ヤ
に
入
れ
る
。
こ
れ
は
蒔
付
の
モ
ト
ゴ 

エ
に
使
う
。
 

ウ
ヮ
ゴ
エ
は
畑
に
ち
ら
か
し
た
。

庭
い
っ
ぱ
い
コ
イ
が
な
い
と
良
い
百
姓
と
言
え
な
か
っ
た
。

コ
イ
の
量
で
百
姓
の 

質
が
わ
か
っ
た
。

こ
え
出
し
は
一
月
に
一
度
位
、
牛
馬
の
ふ
ん
だ
堆
肥
、
糞
尿
を
、
大
戸
を
開
け
て 

堆
肥
小
屋
に
は
こ
び
出
す
。(

西
窪)

コ
イ
ヤ
ト 

マ
ゲ
ー
モ
チ
で
運
ん
だ
堆
肥
を
お
と
す
場
所
。
そ
こ
か
ら
桶
に
入
れ 

て
手
で
つ
か
ん
で
ま
く
。(

西
窪)

カ
ツ
チ
キ 

田
ん
ぼ
の
肥
料
と
し
て
山
の
草
を
刈
っ
て
来
て
ふ
み
こ
ん
で
田
植
え 

を
し
た
。
ヵ
ッ
チ
キ
で
、
ウ
ド
が
人
間
の
背
丈
よ
り
大
き
く
な
っ
た
の
や(

ウ
ド
ッ 

キ)

、
毒
ウ
ツ
ギ(

マ
シ
と
い
う)

を
刈
り
こ
ん
だ
。(

鎌
原)

田
に
ふ
み
入
れ
る
た
め
に
、
田
植
前(

六
月
二
十
日
前
後)

、
青
草
を
刈
っ
た
。(

大

笹)㈥

収 

穫

稲
作
関
係

稲
刈
り
昔
は
十
一
月
三
日
以
後
に
な
り
、
霜
で
刈
り
ず
ら
く
な
る
こ
と
が
多 

か
っ
た
。
麦
ま
き
を
す
る
こ
ろ
に
な
っ
て
か
ら
で
、
十
月
三
十
日
が
運
動
会
な
の
だ 

が
見
に
ゆ
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

刈
っ
た
稲
は
現
在
よ
り
も
大
束
に
し
て
四
束
を
寄
せ
て
穂
を
上
に
し
て
、
首
の
と 

こ
ろ
あ
た
り
を
し
ば
っ
て
田
に
並
べ
て
立
て
た
。
こ
れ
を
ボ
ッ
チ
と
い
う
。(

鎌
原) 

セ
ン
バ(

千
歯)

大
正
十
年
こ
ろ
ま
で
稲
こ
き
は
セ
ン
バ
で
こ
い
た
。
そ
の
後 

も
種
も
み
を
と
る
た
め
に
は
セ
ン
バ
が
よ
い
と
い
っ
て
、
昭
和
の
初
こ
ろ
ま
で
は 

使
っ
て
い
た
。(

鎌
原)

米
の
収
量 

む
か
し
は
モ
ミ
で
三
石
、
い
ま
は
玄
米
で
三
石
く
ら
い
と
る
家
も
あ 

る
。

モ
ミ
ス
リ
を
し
て
み
る
と
、
よ
く
四
合
ズ
リ
、
ふ
つ
う
で
三
合
ず
り
で
、
赤
米 

が
多
か
っ
た
。(

鎌
原)

米
は
、
水
田
は
あ
っ
て
も
肥
料
は
な
い
し
、
霜
が
早
く
て
九
月
末
に
は
お
り
る
し
、
 

あ
ま
り
と
れ
な
い
〇
大
笹
が
と
れ
る
と
れ
な
い
の
境
で
あ
る
。
田
代
で
は
と
れ
な
い
。
 

大
笹
で
も
詡
訪
神
社
あ
た
り
は
ま
だ
よ
い
が
、
山
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
一
反
で
一
俵



ぐ̂

い
で
あ
る
。
凶
年
の
時
、
二
反
で
モ
ミ
ニ
俵
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
二 

俵
を
つ
い
て
五
升
位
し
か
と
れ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
米
の
飯
は
貴
重
で
、
年
に
数
え
る
し
か
た
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。(

大
笹)

麦
作
関
係

小
麦
の
脱
穀 

ブ
チ
で
や
る
。
畳
く
ら
い
の
大
き
さ
の
ブ
チ(

麦
ぶ
ち
台)

と
い 

う
ムM

の
上
に
、乾
燥
し
た
小
麦
を
打
ち
つ
け
る
と
よ
く
落
ち
た
。
あ
ら
い
の
を
こ
ぞ
っ 

て
と
っ
て
、
唐
箕
で
ふ
い
て
調
整
し
た
。(

鎌
原)

大
麦
ヤ
キ
大
麦
の
脱
穀
は
焼
い
て
や
っ
た
。
「
土
用
の
火
あ
ぶ
り
は
灸
よ
り
効 

く
」
と
い
っ
た
が
、
す
ご
く
熱
い
も
の
だ
っ
た
。
焼
い
た
穂
を
ヵ
ボ
ッ
チ
と
い
う
が
、
 

こ
れ
が
夕
立
に
あ
う
と
大
変
だ
っ
た
。(

鎌
原)

麦
の
収
量 

麦
は
ヒ
ト
ッ
ヵ(

六
十
坪)

二
斗
、
反
当
一
石
と
い
う
の
が
サ
ヌ
ヶ 

と
い
う
種
類
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
ろ
の
収
量
で
あ
る
。(

鎌
原)

そ
の
他

秋
の
仕
事 

大
豆•

小

豆(

あ
ず
き)

の
取
り
入
れ
。(

鎌
原)

こ
な
し
つ
こ
と 

豆
刈
り
と
い
っ
て
、
豆
も
刈
り
取
る
。
ブ
チ
ム
ロ
で
豆
ブ
チ
し
て
、
 

そ
の
後
ブ
チ
棒
で
打
つ
。
麦
も
ソ
バ
も
粟
も
、
麦
ブ
チ
、
ソ
バ
ブ
チ
、
粟
ブ
チ
と
い
っ 

て
ブ
チム

：！

で
打
っ
て
こ
な
す
。(

門
貝)

キ
ミ
フ
ミ 

穂
の
と
こ
ろ
だ
け
刈
っ
て
、
足
で
ね
じ
っ
て
粒
を
と
る
。

エ
エ
ッ
コ 

で
キ
ミ
フ
ミ
を
す
る
。
干
し
て
か
ら
水
草
で
つ
く
。(

門
貝)

バ
イ 

ム
ギ.

マ
メ.

ソ
バ
な
ど
の
脱
穀
に
つ
か
っ
た
道
具
。
木
は
な
ん
で
も
い 

い
が
、
サ
ク
ラ•

ナ
ラ•

マ
ユ
ミ•

ク
リ
な
ど
の
よ
う
に
強
く
て
丈
夫
な
木
の
二
又 

の
と
こ
ろ
を
切
っ
て
つ
く
っ
た
。
ム
ギ
な
ど
を
む
し
ろ
の
上
に
お
い
て
、
こ
の
バ
イ 

で
た
た
い
て
実
を
と
っ
た
。
現
在
で
も
、
ア
ズ
キ
や
大
豆
の
実
を
お
と
す
と
き
に
つ 

か
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
バ
イ
と
い
う
の
が
は
わ
か
ら
な
い
。(

芦
生
田)

ベ
エ 

Y

の
字
に
な
っ
た
枝
を
き
っ
て
マ
メ 
•

ア
ズ
キ.

イ
グ
サ
な
ど
の
こ
な
し 

も
の
に
つ
か
っ
た
。
大
き
さ
は
全
長
が
三
尺
ほ
ど
で
、
二
又
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ 

が
二
尺
ぐ
ら
い
、
柄
の
と
こ
ろ
が
一
尺
ぐ
ら
い
。
こ
れ
は
、
む
か
し
女
の
人
が
、
ね 

こ
む
し
ろ
の
上
で
豆
類
を
す
こ
し
ば
か
り
こ
な
す
と
き
に
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

f

ィ
グ
サ
と
い
う
の
は
、
シ
ソ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
実
を
ち
ょ
っ
と
炊
っ
て
す 

り
ば
ち
で
す
り
、
ゴ
マ
の
か
わ
り
に
、
砂
糖
と
か
塩
を
ま
ぜ
て
、
お
は
ぎ
に
つ
け
た 

も
の
で
あ
る
〇)
(

門
貝)

豆
棒
ア
ズ
キ
や
大
豆
を
す
こ
し
ば
か
り
こ
な
す
と
き
に
は
、
二
又
の
木
を
つ 

か
っ
て
た
た
い
た(

片
手
で)

。
沢
山
た
た
く
と
き
に
は
、
太
い
棒(

両
手
を
つ
か
っ 

て
た
た
い
た)

を
つ
か
っ
た
。
こ
れ
を
豆
棒
と
か
、
ぼ
う
ち
と
い
っ
た
。(

三
原) 

オ
ヤ 

大
豆
な
ど
は
た
け
で
こ
な
し
た
も
の
の
か
ら
な
ど
を
入
れ
て
お
く
と
こ 

ろ
。
ま
た
、
刈
り
と
っ
た
も
の
を
一
時
入
れ
て
お
い
た
。
掘
立
小
屋
で
あ
る
。(

三
原
・
 

門
貝)山

小
屋 

ム
ギ
で
も
大
豆
で
も
は
た
け
で
こ
な
し
た
あ
と
、
そ
の
か
ら
を
入
れ
て 

お
く
、
火
災
予
防
の
た
め
と
も
い
う
。
む
か
し
は
た
い
が
い
の
家
に
あ
っ
た
。(

西
窪)

バ
ィ(

芦
生
田)
(

撮
影
井
田
安
雄)

オヤ(山小屋)(三原)(撮影井田安雄)



㈦

農

耕

労

働

共
同
労
働

エI

主
な
作
業
は
田
植•

養
蚕.

稲
こ
き
等
で
あ
つ
た
が
、
今
は
養
蚕
は
あ
ま
り 

な
い
。

一
人
に
対
し
て
一
人
返
す
。
馬
一
頭
に
対
し
て
二
人
返
す
。
機
械
は
一
人
位 

だ
ろ
う
。(

大
笹)

田
植
に
は
田
植
組
が
あ
り
、
懇
意
な
人
で
ヱ
ヱ
を
す
る
。
来
て
貰
つ
て
行
け
な
い 

時
に
は
焼
き
米
二
升
を
出
す
。(

今
井)

ヱ
ヱ
は
田
植
、
玉
菜
植
え
、
畑
起
し
、
玉
菜
き
り
な
ど
の
と
き
行
な
わ
れ
、
労
働 

交
換
で
あ
る
。(

大
笹)

日

庸

ヒ
リ
ョ
ト
リ 

春
、
夏
は
六
時
頃
か
ら
、
他
の
季
節
は
七
時
頃
か
ら
午
後
五
時
〜
五 

時
半
頃
ま
で
働
く
。
賃
金
は
毎
日
あ
る
い
は
十
日
、
二
十
日
毎
に
支
払
う
。
昭
和
七 

年
頃
、
県
道
建
設
の
と
き
五
〇
〜
六
〇
銭
。
当
時
営
林
署
の
仕
事
が
一
日
九
〇
銭
、
 

大
正
十
四
〜
十
五
年
、
田
代
湖
建
設
作
業
は
十
二
時
間
の
二
交
代
制
で
二
円
五
〇
銭 

で
あ
つ
た
。(

田
代)

日
や
と
い 

最
近
の
鎌
原
の
農
家
は
、
農
業
や
家
畜
の
世
話
を
し
な
く
な
つ
た
。
 

七
十
才
く
ら
い
ま
で
の
人
た
ち
は
、
開
発
会
社
な
ど
に
つ
と
め
て
日
当
一
五
〇
〇
円 

〜
二
〇
〇
〇
円
で
、
朝
晩
送
り
迎
え
て
つ
と
め
に
出
て
し
ま
う
。
ゴ
ル
フ
場
や
別
荘 

な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
。(

鎌
原)

人
手 

以
前
は
田
代
で
は
ど
こ
の
農
家
で
も
作
男
を
一
人
く
ら
い
は
置
い
て
い
た 

が
、
現
在
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
子
ど
も
た
ち
を
引
き
止
め
る
の
に
や
つ
き
で 

あ
る
。
だ
か
ら
日
当
五
千
円
、
高
校
生
の
ア
ル
バ
ィ
ト
で
も
二
千
〜
三
千
円
は
ふ
つ 

う
の
話
で
、
半
年
の
勝
負
に
か
け
て
い
る
。(

鎌
原)

小

作

刈
り
分
け 

西
窪
で
は
大
正
の
中
ご
ろ
ま
で
、
小
作
料
の
納
入
法
と
し
て
刈
り
分 

け
と
い
う
方
法
を
と
つ
て
い
た
。
こ
の
方
法
は
た
と
え
ば
一
枚
の
水
田
の
場
合
に
は
、
 

サ
ク
の
数
を
小
作
側
で
五
サ
ク
刈
れ
ば
、
つ
ぎ
の
五
サ
ク
は
地
主
側
で
刈
る
と
い
う

ょ
う
に
、
小
作
側
と
地
主
側
が
交
互
に
刈'
〇
て
I'
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刈
っ
た
分
を 

自
分
の
取
り
分
と
し
た
。
こ
れ
は
小
作
料.
五
割
の
場
合
で
、
収
穫
の
多
い
田
の
場
合 

で
あ
っ
た
。
収
穫
の
す
く
な
い
場
合
に
は
、
小
作
六
の
地
主
四
ぐ
ら
い
の
割
合
に
な
っ 

た
。
は
た
け
の
場
合
に
は
大
豆
で
納
め
た
。(

西
窪)

蠕
恋
村
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
る
こ
ろ
ま
で
水
田
の
小
作
料
の
支
払
い
に
、
 

カ
リ
ワ
ケ
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

一
枚
の
田
に
つ
い
て
は
、
小
作 

者
と
地
主
が
五
さ
く
ず
つ
わ
け
て
交
互
に
刈
っ
て
い
く
方
法
を
と
り
、
何
枚
も
の
田 

を
か
り
て
い
る
場
合
に
は
、
面
積
を
半
分
に
わ
け
て
、
地
主
と
小
作
で
半
分
ず
つ
分 

け
た
。
そ
の
地
方
で
は
、
地
主
と
小
作
人,
の
あ
い
だ
の
身
分
差
は
は
っ
き
り
し
て
い 

た
。
ま
た
、
水
田
の
面
積
が
す
く
な
か
っ
た
の
で
、
水
田
が
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
の 

で
あ
る
。

は
た
け
に
つ
い
て
は
、
小
作
料
は
マ
メ
で
納
め
る
と
か
、
金
で
納
め
た
。
む
か
し 

は
手
間
を
出
し
た
と
い
う
。

カ
リ
ワ
ケ
は
終
戦
の
年
ま
で
行
な
っ
て
い
た
。
終
戦
後
、
こ
の
や
り
方
は
非
民
主 

的
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
革
新
派
の
人
た
ち
か
ら
の
反
対(

批
判)

が
あ
っ
て
と
り 

や
め
に
な
っ
た
。

カ
リ
ワ
ケ
は
水
田
に
か
ぎ
っ
た
や
り
方
で
、
は
た
け
に
つ
い
て
は
金
で
納
め
る
の 

が
多
か
っ
た
が
、
物
で
納
め
る(

大
豆)

と
か
、
手
間
で
か
え
す
と
い
う
方
法
も
あ
っ 

た
ら
し
い
。

地
主
と
小
作
人
が
田
で
五
さ
く
ず
つ
刈
り
分
け
、
も
み
、
わ
ら
ま
で
両
者
で
分
け 

る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
賃
貸
契
約
の
と
き
の
条
件
と
し
て
、
小
作
側
で
地
主
の 

分
ま
で
刈
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
手
の
都
合
に
ょ
っ
た
。
玄 

米
に
し
て
何
俵
を
小
作
料
と
し
て
や
る
と
い
う
の
は
カ
リ
ワ
ケ
と
は
い
わ
な
い
。

一
 

般
的
に
は
地
主
と
小
作
人
が
五
分
五
分
に
分
け
た
が
、
小
作
人
が
四
分
、
地
主
が
六 

分
と
い
う
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
例
が
少
な
か
っ
た
。

な
お
、
小
作
人
が
全
部
刈
っ
た
場
合
に
は
、
八
株
で
ー
ボ
ッ
チ
に
し
て
、
ボ
ッ
チ 

の
数
を
数
え
て
二
分
す
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
田
の
水
口
の
辺
は
米 

の
質
が
わ
る
い
の
で
、
こ
の
分
は
小
作
人
に
お
ま
け
と
し
て
や
っ
た
。(

三
原)



農
地
貸
し 

北
軽
井
沢
の
開
拓
な
ど
で
は
、
ひ
と
夏
一
反
一
万
五
千
円
、
石
の
あ 

る
畑
で
一
万
円
の
小
作
料
で
、
田
代
地
区
の
キ
ャ
ベ
ッ
農
家
に
畑̂

貸
し
て
い
る
。
 

自
分
で
耕
し
て
も
い
く
ら
の
収
入
に
も
な
ら
な
い
の
に
、
貸
し
て
お
け
ば
草
に
は
な 

ら
な
い
、
耕
作
し
な
く
も
き
ま
っ
た
金
は
入
る
。
作
る
分
は
別
の
と
こ
ろ
で
開
発
会 

社
に
で
も
行
け
ば
現
金
が
入
る
と
い
う
の
で
専
業
農
家
は
七
十
戸
く
ら
い
に
な
っ
て 

し
ま
っ
た
。(
鎌
原)

㈧

草

刈

り

朝
草
刈
り 

ハ
ゲ
ン(

半
夏)

か
ら
九
月
の
彼
岸
ま
で
の
間
が
朝
草
刈
り
の
季
節 

で
、
田
植
え
が
す
む
と
は
じ
め
た
。
そ
の
間
刈
っ
て
お
け
ば
麦
の
肥
料
に
は
困
ら
な 

か
っ
た
。
朝
五
時
こ
ろ
家
を
出
て
刈
る
も
の
で
、
お
祭
り
に
は
暗
い
う
ち
に
行
っ
て 

き
た
。
馬
を
引
い
て
ゆ
き
、
六

把(

一
駄)

つ
け
て
く
る
と
馬
の
餌
と
し
て
一
日
間 

に
合
っ
た
。
刈
る
場
所
は
ど
こ
で
も
ょ
か
っ
た
。

朝
は
お
そ
く
も
四
時
に
は
家
を
出
て
草
刈
り
に
行
っ
た
。
六
時
こ
ろ
に
は
一
駄 

刈
っ
て
帰
っ
て
来
る
。
そ
の
こ
ろ
お
そ
い
人
が
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
月
夜
で 

明
る
い
の
に
だ
ま
さ
れ.
で
早
く
夜
中
の
う
ち
に
出
か
け
て
、
月
明
り
で
刈
っ
て
帰
っ 

て
来
た
人
も
い
た
。
宵
祭
り
に
獅
子
を
み
て
、
そ
の
後
す
ぐ
に
草
刈
り
に
行
き
、
帰
っ 

て
来
て
か
ら
祭
り
の
用
意
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。(

鎌
原)

昔
は
馬
の
数
が
戸
数
ょ
り
あ
っ
た
。
十
年
程
前
ま
で
ま
だ
八
十
頭
位
い
た
。
草
刈 

り
場
は
、
村
か
ら
三
、
四
杆
は
な
れ
た
所
に
あ
っ
た
。
「
馬
に
の
っ
ぱ
ら
っ
て
出
か
け
、
 

馬
に
つ
け
て
帰
っ
て
来
た
。
」
馬
一
頭
に
六
束
つ
け
た
。

一
束
、
五
貫
目
だ
か
ら
三
十 

貫
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

一
束
を
束
ね
る
な
わ
の
長
さ
は
五
尺
。
こ
れ
を
五
尺
束
と 

ぃ
っ
た
。

草
刈
り
の
鎌
の
柄
の
長
さ
は
ー
メ
ー
ト
ル
位
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
使
え
る
人 

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
皆
、
二
尺
五
、
六
寸
の
も
の
を
使
っ
て
い
た
。

生
草
は
田
圃
に
し
き
込
ん
で
肥
料
に
し
た
。
ま
た
馬
の
堆
肥
も
肥
料
に
し
た
。
 

朝
暗
い
う
ち
に
出
て
、
三
、
四
キ
ロ
行
っ
た
原
の
草
を
刈
っ
て
来
た
。
馬
に
踏
ま 

せ
て
肥
料
に
し
た
り
、
生
草
を
山
で
積
ん
で
く
さ
ら
せ
て
、
田
に
入
れ
る
者
も
二
、

三
人
は
い
た
。
馬̂

引
い
て
い
き
、
朝
ゲ
に
六
パ
ず
つ
付
け
て
く
る
。
草
一
。ハ
は
五 

貫
で
、
繩
五
尺
の
束
で
一
束
に
な
つ
た
。

ー
ダ
ン
は
三
十
貫
で
あ
る
。(

大
前)

草
刈
り
に
は
馬
を
ひ
い
て
い
つ
た
。
え
さ
は
ひ
ぐ
つ
と
い
う
の
に
入
れ
て
い
つ
た
。
 

ひ
ぐ
つ
に
馬
の
顔
を
入
れ
て
食
べ
さ
せ
た
。

カ
ヤ
を
干
し
て
ス
ゲ
エ
と
い
う
草
を
ま
る
く
な
つ
て
な
わ
を
つ
く
つ
た
。
長
さ
は 

五
尺
ぐ
ら
い
。
そ
れ
で
二
ま
る
き
に
し
た
。
馬
に
つ
け
る
場
合
に
は
六
束
で
一
駄
と 

い
つ
た
。
馬
に
は
左
右
ふ
り
わ
け
に
し
て
、
ま
ず
真
中(

中
荷)

を
つ
け
、
つ
ぎ
に 

前
荷
を
、
最
後
に
あ
と
荷
を
つ
け
た
。
生
の
と
き
五
把
の
草
は
、
干
し
あ
げ
る
と
一 

把
に
な
る
。
一
把
は
四
貫̂

ぐ
ら
い
で
、
一
駄
は
三
十
貫
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

三
原)

朝
草
は
四
時
頃
起
き
て
馬
を
引
い
て
出
か
け
、

七
時
半
頃
帰
つ
て
く
る
。

六
束 

が
一
駄
で
、
日
に
一
頭
が
食
べ
て
し
ま
う
。
朝
草
は
馬
の
餌
と
馬
屋
肥
に
し
た
。
十 

四
才
位
に
な
れ
ば
、
毎
朝
出
か
け
た
も
の
だ
つ
た
。
夜
、
鎌
を
と
い
で
お
い
た
。(

西 

窪)
刈
り
干
し
刈
り 

二
百
十
日
の
祭
り
の
あ
と
、
共
同
山
に
山
入
り
し
て
、
草
刈
り 

を
す
る
。
朝
暗
い
う
ち
に
山
へ
行
き
、

一
日
に
ニ
ダ
ン
も
三
ダ
ン
も
刈
つ
た
。

ー
ダ 

ン
は
六
束
で
あ
る
。
多
い
家
で
は
一
八
〇
ダ
ン
も
刈
る
の
で
、

一
週
間
も
十
日
間
も 

山
に
通
つ
た
。

村
の
人
が
一
〇
〇
〜
一
五
〇
人
も
行
く
の
で
、
十
日
ぐ
ら
い
で
草
は
終
る
。
馬
の 

多
い
家
は
中
の
原
ま
で
行
く
。

刈
つ
た
草
は
矢
の
羽
に
刈
り
立
て
、
干
し
草
に
す
る
。
矢
の
羽
に
立
て
て
お
く
と 

一
週
間
で
な
か
ら
乾
く
。
干
し
草
は
の
し
てr

ス
ゲ
の
繩
」
「
カ
ヤ
の
繩
」
で
し
ば
る
。
 

束
ね
て
し
ば
る
も
の
を
、
「
ス
ゲ
」
と
い
う
。

乾
燥
し
て
軽
く
な
つ
た
ヒ
ク
サ(

干
草)

は
あ
ま
り
臭
い
も
し
な
い
。
こ
れ
を
刻 

ん
で
サ
ィ
ロ
に
入
れ
て
置
く
。
馬
に
く
れ
た
り
、
堆
肥
に
し
た
り
す
る
。(

大
前)

七
十
町
歩
の
採
草
地
が
あ
つ
て
、
九
月
中
旬
か
ら
十
月
に
か
け
て
刈
干
し
が
り
を 

し
た
。
こ
の
採
草
地
は
国
有
地
で
、
昭
和
二
十
七
年
頃
払
い
さ
げ
、
そ
の
後
、
国
土 

計
画K
K

に
う
つ
ぱ
ら
つ
て
し
ま
つ
た
。(

門
貝)

ヤ
マ
ノ
ク
チ(

盆
の
十
七
日
以
後)

を
ま
つ
て
、
メ
ン
ギ
の
カ
リ
ボ
シ
山
へ
村
中



で
行
っ
て
草
を
刈
る
。
刈
っ
て
山
で
干
し
て
お
く
が
天
気
が
良
け
れ
ば
一
週
間
、
悪 

け
れ
ば
ー
カ
月
く
ら
い
干
し
て
お
く
。

干
し
た
草
で
、

一
頭
分
に
三
十
ダ
ン(

ー
ダ
ン
ニ
十
四
貫)

必
要
で
、
生
草
な
ら 

そ
の
三
倍
い
る
。

こ
れ
だ
け
あ
る
と
五
月
ま
で
食
い
つ
な
げ
る
。

草
を
刈
る
の
に
、
大
鎌
と
い
う
刃
の
長
さ
が
九
尺
あ
る
鎌
で
刈
る
。(

西
窪)

「刈
り
干
し
」
の
刈
り
場 

昔
、
大
前
に
は
刈
り
干
し
を
刈
る
土
地
が
五.

六
百 

町
歩
は
あ
っ
た
。

二
百
十
日
の
お
祭
り
過
ぎ
に
刈
り
は
じ
め
た
。
多
い
家
で
は
百
八 

十
駄
も
刈
っ
た
。
刈
っ
た
草
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
生
乾
し
に
し
て
か
ら
束
ね 

た
。
束
ね
る
ひ
も
を
「
ス
ゲ
」
と
い
っ
た
。
カ
ヤ
も
使
っ
た.
が
や
は
り
「
ス
ゲ
」
と 

呼
ん
で
い
た
。
麦
や
稲
を
し
ば
る
も
の
も
、
材
料
は
「
ヮ
ラ
」
で
あ
っ
て
も
「
ス
ゲ
」 

と
い
っ
た
。

今

は

「
刈
り
干
しI

を
す
る
暇
も
な
く
な
っ
た
。
戦
後
、
こ
の
土
地
は
農
耕
地
に 

も
な
っ
た
が
、
何
し
ろ
、
火
山
灰
が
多
く
、
あ
ま
り
ょ
い
土
地
で
は
な
か
っ
た
。
六 

反
歩
も
豆
を
作
っ
て
も
二
斗
き
り
と
れ
な
い
時
が
あ
っ
た
。
ソ
バ
を
作
っ
て
み
て
も
、
 

も
の
に
な
ら
な
い
土
地
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
別
荘
地
に
な
っ
て
新
し
い
家
が
次
 々

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
別
荘
に
勤
め
に
行
く
人
も
、
こ
の
土
地
で
は
ふ 

え
て
き
た
。(

大
前)

マ
グ
サ
場 

「
刈
り
干
し
刈
り
」
を
す
る
山
は
、
国
有
地
約
五
〇
〇
町
歩
を
、
村 

で
借
り
て
使
用
し
て
い
る
。

こ
こ
は
戦
後
、
農
耕
地
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
所
で
、
地
味
が
悪
く
、
肥
料
は
ふ
つ 

う
の
三
〜
五
倍
も
く
れ
た
。
今
は
農
業
機
械
で
タ
テ
ザ
ク
に
切
る
の
で
雨
の
時
に
は 

水
の
流
れ
が
ょ
い
。
大
雨
で
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
昔
は
土
を
耕
す
時
、
土 

は
上
の
方
へ
セ
ギ
リ
上
げ
た
。
下
へ
土
を
移
す
と
、
土
が
な
く
な
る
と
い
わ
れ
た
。
 

(

大
前)

カ
リ
ボ
シ
ッ
ケ 

束
ね
た
草
を
一
IH1
に
ー
ダ
ン(

二
十
四
貫
、
六
束)

ず
つ
一
日 

に
四
|'*|
、
六
km
く
ら
い
の
距
離
を
運
ぶ
。
時
問
に
し
て
朝
五
時
か
ら
夕
方
七
時
頃
ま 

で
か
か
る
。

運
ん
で
家
の
近
く
の
カ
リ
ボ
シ
小
屋
に
一
た
ん
入
れ
、
そ
の
後
マ
グ
サ
小
屋
に
入

れ
る
。
 

'

マ
グ
サ
小
屋
は
、
今
の
発
電
所
の
あ
た
り
に
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て5

た
。(

西
窪)

カ
リ
ボ
シ
ア
ゲ 

干
し
た
草
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
束
ね
る
。(

西
窪)

ヒ
ク
サ 

は
ぐ
さ
を
刈
っ
て
き
て
ふ
せ
る
の
は
六
月
末
ご
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
 

ヒ
ク
サ
を
刈
る
の
は
、
二
百
十
日(

九
月
一
日)

を
す
ぎ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
二
百 

十
日
が
山
の
ロ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
か
り
ぼ
し
と
い
っ
た
。

草
を
刈
る
場
所
、
も
ち
分
は
家
ご
と
に
大
体
き
ま
っ
て
い
た
。
山
の
中
を
区
切
っ 

て
お
い
て
、
く
じ
び
き
で
刈
る
場
所
を
き
め
た
。
三
原
に
は
採
草
組
合
が
あ
っ
て
、
 

昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
で
五
十
戸
ほ
ど
の
家
が
加
入
し
て
い
た
。
以
前
は
も
っ
と
戸
数 

が
多
か
っ
た
。

二
月
の
末
ご
ろ
に
こ
の
組
合
の
総
会
を
し
て
、
そ
の
と
き
に
草
を
刈 

る
場
所
を
き
め
る
く
じ
び
き
を
し
た
。(

は
っ
き
り
と
山
の
持
分
を
き
め
た
の
は
昭
和 

二
十
七
年
か
ら
で
あ
る
。)

昭
和
三
十
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
こ
の
方
法
で
や
っ
て
い
た
。

草
刈
り
に
は
家
の
も
の
が
誰
で
も
い
っ
た
。
ょ
く
働
く
人
は
、
夜
中
に
草
刈
り
に 

出
か
け
て
行
っ
た
。
暗
い
ぅ
ち
に
出
か
け
た
の
で
、
唐
箕
を
馬
と
ま
ち
が
え
て
ひ
き

干草置場(田代)このような掘立小屋はかつて普通 

だったが、今はほとんどみることができない。冬場 

の馬の飼料を入れておいた。(撮影都丸十九一)

カリボシ小屋(門貝) (撮影青木則子)



だ
そ
ぅ
と
し
た
人
も
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
原
ま
で
行
っ
て
、
ご
飯
前
に
一
駄(

六
束) 

刈
っ
て
来
た
。
刈
っ
た
草
は
ボ
ッ
チ
に
し
て
お
い
て
必
要
な
と
き
に
山
か
ら
も
っ
て 

来
た
。
何
十
駄
で
も
刈
っ
て
お
い
て
、
乾
燥
し
た
時
期
を
み
て
ま
る
い
て
あ
げ
、
小 

屋
に
つ
み
こ
ん
で
、
牛
馬
の
飼
料
と
し
た
。(

三
原)

冬
期
間
の
牛
馬
の
え
さ
に
す
る
干
萱
。
出
ビ
ラ
キ
と
い
っ
て
盆
あ
け
に
日
を
決
め 

て
刈
り
、
か
わ
く
ま
で
山
で
干
し
て
お
く
。

ヒ
ク
サ
を
刈
る
場
所
を
ヒ
ク
サ
バ
と
い 

い
、
営
林
署
か
ら
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
た
所
が
あ
る
。

か
わ
い
た
ら
、
家
の
近
く
の
ヵ
リ
ボ
シ
ゴ
ヤ
に
運
ん
で
積
ん
で
お
く
。

一
匹
に
一
日
約
一
束
必
要
で
あ
る
。(

門
貝)

牛
馬
の
冬
い
っ
ぱ
い
の
飼
料
と
し
て
、
ど
こ
の
家
で
も
一
〇
〇
段
か
ら
ー
ニ
〇
段 

(

一
段
は
六
束)

は
刈
っ
た
。
演
習
地
で
は
ど
こ
で
刈
っ
て
も
ょ
か
っ
た
が
、
営
林 

署
の
土
地
で
は
馬
草
料
を
払
っ
た
。
山
の
ロ
等
は
な
く
全
く
自
由
に
、
九
月
一
ぱ
い 

く
ら
い
ま
で
は
刈
っ
た
。

ど
こ
の
家
に
も
ヵ
リ
ボ
シ
小
屋
が
あ
っ
て
そ
こ
に
入
れ
て
お
い
た
。(

大
笹)

鎌
な
た
が
ま
—
林
の
小
さ
い
木
や
そ
だ
な
ど
を
刈
り
と
る
。

こ
が
ま
—
草
刈
り
、
ソ
バ
刈
り
な
ど
に
用
い
る
。

麦
を
作
っ
た
と
き
は
、
こ
が
ま
で
刈
っ
た
。

の
こ
ぎ
り
が
ま
—
稲
刈
り
に
使
う
。(

門
貝)

鎌
の
柄 

柳
の
木
を
使
っ
て
自
分
の
家
で
作
っ
た
。
こ
の
木
は
や
わ
ら
か
い
の
で 

「手
さ
ぐ
り
」
が
よ
い
。(

大
前)

g

そ

の

他

儀

礼

苗
代
の
種
ま
き 

苗
代
づ
く
り
を
し
て
種
ま
き
を
す
る
と
き
水
口
に
ヶ
イ
カ
キ
棒 

を
二
本
立
て
る
。
ヶ
イ
カ
キ
棒(

か
ゆ
か
き
棒)

は
、
そ
の
一
方
を
け
ず
り
、
上
端 

に
は
十
文
字
の
割
れ
め
を
入
れ
る
。
立
て
た
棒
の
上
に
熊
野
神
社
の
「烏
ゴ
エ
」
に 

包
ん
だ
焼
米
を
あ
げ
る
。
そ
の
あ
と
、
種
を
ま
き
は
じ
め
る
。

種
ま
き
の
こ
と
が
知
れ
る
と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
焼
米
を
茶
の 

み
茶
わ
ん
一
杯
ず
つ
お
祝
い
と
し
て
わ
け
て
く
れ
る
。

焼
米
は
、
白
米
と
大
豆
を
別
々
に
、
ホ
ゥ
ロ
ク
で
炊
っ
て
混
合
し
た
も
の
と
、
白 

米

と
餅(

正
月
に
つ
く
っ
た
餅
を
さ
い
の
目
に
切
っ
て
つ
く
っ
た
も
の)

を
混
合
し 

た
も
の
が
あ
っ
た
。
家
に
よ
っ
て
そ
の
つ
く
り
方
が
ち
が
っ
て
い
た
。

烏
ゴ
エ
は
、
碓
氷
峠
の
熊
野
神
社
か
ら
配
布
さ
れ
た
も
の
で(

半
紙
に
、
カ
ラ
ス 

が
三
百
羽
、
版
で
お
さ
れ
て
い
る
も
の)

、
こ
の
う
ち
に
二
羽
の
サ
カ
サ
ガ
ラ
ス
が
い 

る
。(

烏
ゴ 

エ
と
は
烏
午
王
の
こ
と
か)

。
烏
ゴ
エ
で
焼
米
を
包
ん
で
あ
げ
る
の
は
、
 

ま
い
た
種
を
烏
に
あ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
と
の
意
味
で
あ
る
。

小
正
月
に
つ
く
っ
た
カ
イ
カ
キ
棒(

二
本)

は
、
十
五
日
の
カ
ユ
を
食
べ
た
あ
と 

神
だ
な
に
あ
げ
て
お
き
、
苗
代
の
種
ま
き
を
始
め
る
と
き
に
、
苗
代
の
水
口
の
と
こ 

ろ
に
立
て
る
。

こ
の
日
に
は
、
お
正
月
の
と
き
の
餅
の
は
じ
を
こ
ま
か
く
切
っ
て
お
き
、
そ
れ
を 

坎
っ
て
焼
米
と
一
緒
に
紙
に
包
ん
で
、
カ
イ
カ
キ
棒
の
片
方
の
上
に
あ
げ
る
。
こ
の 

餅
は
、
近
所
の
子
ど
も
に
も
分
け
て
や
っ
た
。(

三
原)

農
事
語
索

カ
ン
ジ
キ
ヮ
タ
ル
氷
っ
た
雪
の
上
を
歩
く
こ
と
。

田
ホ
リ 

田
お
こ
し
。
備
中
鍬i

馬
耕
—
耕
耘
機i

ト
ラ
ク
タ
ー
。
馬
耕
に
用
い
た

かまのいろいろ(門貝)

な
た
が
ま 

こ
が
ま 

桑
き
り
が
ま 

の
こ
ぎ
り
が
ま

お
お
が
ま

下
刈
り
が
ま

(撮影中村和三郎)



犁
は
信
州
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
上
田
犁.

松

山(

大
屋)

犁
と
い
っ
た
。
 

畑
ブ
チ 

畑
う
な
い
。

エ
ン
ガ(

鋳
鍬)

を
用
い
た
。

箱
ブ
チ=
木
箱
ッ
ク
リ 

高
原
野
菜
の
包
装
に
は
一
昨
年
ま
で
木
箱
を
用
い
た
。

こ 

れ
を
つ
く
る
の
が
冬
場
の
だ
い
じ
な
作
業
だ
っ
た
が
、

一
昨
年
か
ら
急
に
ダ
ン 

ボ
ー
ル
の
箱
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
不
用
に
な
っ
た
。
ど
こ
の
家
で
も
、
現
在 

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

カ
チ
ニ 

背
負
っ
た
荷
物
。

こ
の
地
域
で
は
背
負
い
は
し
ご
等
の
用
具
は
あ
ま
り
用 

い
ら
れ
ず
、
繩
で
直
接
に
背
負
う
方
法
が
多
か
っ
た
。

ア
ゼ
ノ
リ
畦
ぬ
り
。

ク
レ
ギ
リ 

田
ホ
リ
し
た
も
の
を
さ
ら
に
細
力
く 
く
だ
く
。

二
番
お
こ
し

シ
ロ
カ
キ 

ア
ラ
ジ
ロ 
•

中
シ
ロ 
•

ゥ
ェ
ジ
ロ
等
三
问
に
な
る
。

ク
ワ
ア
ラ
イ 

田
植
え
終
了
後
の
祝
は
な
1\.

が
、
畑
の
ッ
ク
リ
が
終
っ
た
晩
ク
ワ
ア 

ラ
イ
の
祝
い
を
す
る
。
自
分
の
家
だ
け
の
祝
、
牡
丹
餅
。

カ
マ
ア
ゲ 

稲
刈
り
終
了
の
祝
。
牡
丹
餅
、

コ
ワ
メ
シ
、
各
家
庭
だ
け
の
祝
。(

大

笹)耕
地
の
こ
と
は
コ
ー
チ
と
い
う
。

田
の
こ
と
は
タ
ン
ボ
、
畑
の
こ
と
は 

ハ
タ
と
か 

ハ
タ
ケ
と
い
う
。

開
墾
地
の
こ
と
は
ア
ラ
ク
と
い
う
。

田
畑
の
一
区
画
の
こ
と
は
、
イ
チ
マ
イ
と
い
う
。

田
畑
の
広
さ
は
、
田
の
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
い
わ
な
い
。
畑
の
広
さ
は
ツ
カ
と 

い
う
、

ー
ッ
カ
が
二
畝(

六
十
坪)

。

田
の
中
の
道
を
ア
ゼ
と
か
ク
ロ
と
い
い
、
畑
の
場
合
に
は
、
ゥ
マ
イ
レ
と
い
う
。
 

春
先
あ
い
て
い
て
、
春
に
は
ま
き
つ
け
を
す
る
と
こ
ろ
を
、
ア
キ
ジ
と
い
う
。

こ 

こ
は
一
毛
作
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
畑
に
か
ぎ
っ
て
い
う
。

越
年
の
ム
ギ
の
中(

あ
い
だ)

に
他
の
作
物
を
ま
き
う
け
る
場
合
に
、
サ
ク
イ
レ 

と
い
う
。

排
水
の
悪
い
IH

の
こ
と
は
、
ヒ
ド
ロ
ッ
タ
、
ヤ
チ
ッ
タ
と
い
う
。

排
水
の
い
い
旧
の
こ
と
は
、
オ
カ
ダ
と
い
う
。(

芦
生
田)

は
た
け
の
こ
と
は
ハ
タ
ヶ
と
か
ヤ
マ
と
い
う
。
山
林
で
な
く
、
は
た
け
へ
行
っ
て 

き
た
こ
と
を
、
ヤ
マ
へ
行
っ
て
き
た
と
い
う
。

畑
作
の
こ
と
は
オ
カ
サ
ク
と
い
う
。

田
の
こ
と
は
、
タ
ン
ボ
と
い
う
。

開
墾
地
の
こ
と
は
ア
ラ
ク
と
い
う
、
開
墾
す
る
こ
と
を
、
ア
ラ
ク
を
掘
る
と
い
う
、
 

開
墾
は
、
芝
を
お
こ
し
て
う
ね
を
つ
く
り
、
土
を
も
り
あ
げ
て
そ
こ
に
た
ね
を
ま
く
。
 

三
年
た
つ
と
う
ね
く
ず
し
を
し
て
平
ら
に
し
た
。

田
畑
の
一
区
画
の
こ
と
は
、

一
枚
、
二
枚
と
い
う
よ
う
に
あ
ら
わ
す
。

田
の
広
さ
は
、
反
別
で
あ
ら
わ
し
た
が
、
畑
の
場
合
に
は
、

ヒ
ト
ッ
カ
、
フ
タ
ッ 

力
と
、
ッ
カ
で
あ
ら
わ
し
た
。

ー
ッ
カ
は
六
十
坪
の
こ
と
で
あ
る
。

耕
地
の
区
画
を
す
る
道
の
こ
と
を
、
田
の
場
合
に
は
せ
ま
い
と
き
に
は
ア
ゼ
と
い 

い
、
広
い
場
合
に
は
クP

と
い
う
。
は
た
け
の
場
合
に
は
ク
ロ
と
い
う
。

一
毛
作
の
こ
と
は
ヒ
ト
ヶ
と
い
う
。

こ
こ
に
は
二
毛
作
は
な
い
。

排
水
の
い
い
田
の
こ
と
は
オ
カ
と
い
い
、
わ
る
い
田
の
こ
と
は
ヤ
チ
、
ヤ
チ
ッ
タ
、
 

ヒ
ド
ロ
、
ヒ
ド
ロ
ッ
タ
と
い
う
。

ヒ
ド
ロ
と
い
う
の
は
、
下
か
ら
水
が
わ
き
出
る
よ 

う
な
田
の
こ
と
で
あ
る
。(

三
原)

山
犬
追
い 

門
貝
字
須
原
に
行
く
ス
グ
グ
道(

近
道)

は
、
山
犬
の
道
と
い
わ
れ
、
 

も
と
は
山
犬
が
た
く
さ
ん
い
て
畑
の
作
物
を
荒
ら
し
た
の
で
、
小
屋
が
け
し
て
、
山 

犬
追
い
を
し
た
。(

門
貝)

水

車

明
治
年
間
、
鎌
原
に
山
崎
幸
造
と
い
う
人
が
い
た
が
、
こ
の
人
は
タ
カ
ハ
タ
づ
く 

り
を
し
て
歩
き
、
里

見(

榛
名
町)

に
行
っ
て
タ
カ
ハ
タ
を
つ
く
り
な
が
ら
近
く
に 

あ
っ
た
水
車
を
見
て
、
村
に
帰
っ
て
西
窪
で
水
車
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
が
鎌
原
で
の 

水
車
の
は
じ
ま
り
に
な
っ
た
。(

鎌
原)

水
車
の
ワ
ッ
コ 

水
車
の
材
料
は
、
曲
っ
た
松
材
を
挽
い
て
輪
板
と
し
て
つ
く
る
。
 

現
在
、
水
車
を
や
れ
る
人
は
鎌
原
に
も
一
人
し
か
い
な
い
。
‘(

鎌
原)

干
俣
川
が
部
落
に
そ
っ
て
流
れ
る
の
で
、
流
れ
を
利
用
し
て
、
個
人
持
ち
の
水
車 

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
水
車
小
屋
を
建
て
、
石
臼
を
三
カ
ラ
、
五
カ
ラ
、
十
カ
ラ
臼



も
仕
掛
け
て
あ
っ
た
。
信
州
の
須 

坂
や
善
光
寺
平
か
ら
米
を
買
い
こ 

ん
で
、
精
米
し
た
も
の
を
、
水
運 

を
利
用
し
て
高
崎
か
ら
江
戸(

東 

京)

へ
出
し
た
。
大
尽
と
な
っ
た 

家.
は
、
江
戸•

明
治
時
代
に
米 

を
扱
っ
て
で
か
く
も
ぅ
け
た
家
が 

多
か
っ
た
。
水
車
は
終
戦
後
ま
で 

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
廃
止
し
た
の 

で
、
小
屋
は
い
く
つ
か
残
っ
て
い 

る
〇干

俣
に
は
自
家
用
水
車
が
た
く 

さ
ん
あ
っ
た
。
村
を
貫
流
す
る
川 

を
利
用
し
た
水
車
で
米.

粟
•

稗 

等
を
つ
い
た
。
明
治
時
代
に
は
こ 

の
水
車
で
ジ
ャ
ガ
ィ
モ
の
で
ん

ぷ
ん
を
作
っ
た
。
箱
に
い
も
を
入
れ
て
下
に
ア
カ.(
銅)

の
お
ろ
し
金
を
置
き
、
箱 

を
前
後
に
動
か
し
て
い
も
を
す
り
つ
ぶ
し
た
。
初
め
人
手
で
や
っ
て
い
た
の
を
水
車 

に
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
こ
し
て
粕
を
取
り
去
り
、
溜
め
に
沈
め
て
で
ん
ぷ
ん
を
取
っ 

た
。
幾
軒
か
大
き
く
や
り
、
樋
を
五
本
も
並
べ
て
水
を
流
し
て
こ
し
て
い
た
。
泉
花 

(

せ
ん
か)

と
い
ぅ
紙
の
袋
に
入
れ
て
、
二
重
に
梱
包
し
て
高
崎
へ
出
し
た
。

そ
の
ぅ
ち
北
海
道
に
押
さ
れ
て
苦
し
く
な
り
、
い
も
に
病
気
が
出
て
、
種
い
も
が 

で
き
な
い
年
が
あ
っ
て
、
止
め
て
し
ま
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
で
あ
る
。(

干
俣)

水
車
で
ツ
キ
ヒ
キ
し
た
。

ツ
キ
臼
一
つ
を
ヒ
ト
カ
ラ
と
い
い
、
ム
カ
ラ
の
マ
ン
リ 

キ
は
大
き
な
水
車
だ
っ
た
。
麦,
は
ツ
キ
臼
一
つ
に
一
斗
五
升
で
、
ツ
キ
あ
が
る
ま
で 

に
水
一
升
く
ら
い
打
っ
た
。(

西
窪)

昔
は
水
車
が
村
に
幾
台
も
あ
っ
た
。
皆
、
個
人
持
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
。
長
野
か 

ら
玄
米
を
買
い
、
そ
れ
を
白
米
に
し
て
草
津
や
、
高
崎
を
経
て
東
京
の
方
ま
で
売
っ

た
。
こ
の
辺
の
人
は
水
車
で
ず
い
ぶ
ん
も
う
け
た
人
も
い
る
が
、
夜
の
糠
出
し
は
つ 

ら
い
仕
事
だ
っ
た
。
終
戦
直
後
ま
で
続
い
た
。

ま
た
水
車
を
利
用
し
て
馬
鈴
薯
か
ら
澱
粉
を
採
っ
て
売
っ
た
。
薯
十
俵
か
ら
一
俵 

位
、
澱
粉
が
採
れ
た
。
自
家
用
と
し
て
は
水
車
を
使
わ
ず
に
「薯
お
ろ
し
機
」
を
使 

い

「手
お
ろ
し
」
で
粉
を
採
っ
た
。
明
治
の
頃
ま
で
や
っ
て
い
た
と
思
う
。(

干
俣)

ー
ー
、
山 

樵

㈠

山

仕

事

冬
の
仕
事 

山
仕
事
。
炭
焼
き
。
板

ひ

き(

木
び
き)

。

女
性
が
手
伝
う
と
す
れ
ば
、
萱
で
炭
俵
を
あ
む
仕
事
か
木
を
山
か
ら
背
負
い
出
す 

仕
事
で
あ
る
。(

鎌
原)

木
挽
き
む
か
し
、
こ
の
辺
の
人
は
農
業
の
か
た
わ
ら
冬
は
木
挽
き
を
し
た
。
 

大
笹
の
人
は
冬
出
稼
ぎ
を
し
な
か
っ
た
し
、
炭
焼
き
は
田
代
の
人
が
し
た
の
で
、
 

大
笹
の
人
は
木
挽
き
を
し-
た
。
山
に
山
小
屋(

モ
ロ
小
屋
と
い
う)

を
つ
く
り
、
こ 

こ
で
寝
起
き
し
た
。
寒
い
土
地
だ
か
ら
、
夜
っ
ぴ
て
火
を
燃
し
て
い
た
。
作
業
場
を 

リ
ン
バ
と
い
う
。
特
に
禁
忌
は
な
い
。

特
に
大
き
な
親
方
は
な
く
、
村
中
で
や
っ
た
の
で
だ
ん
だ
ん
に
覚
え
て
い
っ
た
。
 

従
っ
て
こ
ち
ら
か
ら
サ
ィ
ギ
ョ
ゥ
ブ
チ
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ょ
そ
か
ら
は 

や
っ
て
来
た
。
サ
ィ
ギ
ョ
ゥ
は
来
る
と
リ
ン
バ
の
中
心
者
で
あ
る
モ
ト
リ
ン
に
め
ん 

ど
く
さ
い
挨
拶
を
し
た
。

仕
事
始
め
と
終
り
は
、
モ
ト
ジ
メ
が
酒
を
呑
ま
せ
た
。(

大
笹)

ソ
ー
マ 

ソ
マ
は
専
門
家
が
い
た
。
ヒ
ラ
ハ
と
い
う
マ
サ
キ
リ
の
大
き
い
も
の(

巾 

七
、
八
寸)

で
、
木
を
四
角
に
削
っ
て
柱
に
す
る
。

こ
れ
を
板
ヒ
キ
が
鋸
で
ひ
い
て 

板
に
す
る
。
ソ
マ
は
板
ヒ
キ
が
三
、
四
人
で
ひ
く
く
ら
い
の
柱
を
一
人
で
削
る
。
板 

ヒ
キ
は
ノ
コ
の
刃
を
つ
け
る
Q.

が
難
し
い
。
電
気
製
板
は
昭
和
二
、
三
年
ご
ろ
電
気 

が
入
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
。(

干
俣)

水 車(半出来)(撮影阿部 孝)



山
を
買
っ
た
場
合
の
石
数
の
き
め
方 

山
を
買
っ
た
場
合
に
は
、
山
を
見
て
い
く 

ら
と
見
積
る
。
面
積
と
樹
令
、
木
の
種
類
な
ど
を
見
て
材
木
の
石
数
を
き
め
る
。
こ 

れ
は
大
体
の
目
安
で
き
め
る
わ
け
で
あ
る
。

面
積
は
前
巾
で
は
な
か
っ
た
。

一
足(

ひ
と
あ
し)

は
二
尺
と
し
た
。

木
の
高
さ(

長
さ)

は
、
こ
ご
な
っ
て
両
手
を
地
面
に
つ
け
て
、

一
番
先
の
木
の 

あ
た
ま(

先
端)

が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
し
ゃ
く
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
木
の
根
元
か 

ら
の
長
さ
を
は
か
れ
ば
、
木
の
長
さ
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
木
か
ら
十
尺
の
丸
太 

(

材
木)

が
何
本
と
れ
る
か
を
計
算
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
買
い
と
っ
た
山
か 

ら
と
れ
る
木
の
分
量
を
割
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
 

•

山
の
広
さ
に
、
う
ん
と
が
な
っ
て(

ど
な
っ
て)

聞
え
る
と
こ
ろ
ま
で
を
八
丁
と 

し
た
。
こ
れ
を
声
を
つ
い
だ
の
で
、

つ
ぐ
と
い
っ
た
。
話

者(

明
治
二
十
一
年
生
ま 

れ)

の
親
の
代
に
は
、
山
へ
行
っ
て
石
を
投
げ
て
距
離
を
は
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
木
の
長
さ
を
は
か
る
方
法
と
し
て
は
、

腕
を
水
平
に
折
り
ま
げ
て
、
指 

の
先
ま
で
を
六
尺
と
し
た
も
の
で
あ
る
。(

三
原)

ボ
ヤ
切
り 

い
ろ
り
、
か
ま
ど
、
風
呂
場
用
の
燃
料
と
し
て
の
ボ
ヤ
は
、
多
い
家 

で
は
五
十
駄
で
は
き
か
ず(

足
り
な
い
こ
と)

百
駄
ほ
ど
必
要
な
と
こ
ろ
も
少
な
く 

な
か
っ
た
。
山
で
ボ
ヤ
を
切
り
、
小
荷
駄
で
六
把
ず
つ
運
ん
で
き
て
お
い
て
使
う
。
 

雪
が
降
る
ま
で
は
ッ
ケ
マ
ト
メ
を
し
て
い
た
。
刈
り
ぼ
し
刈
り
と
ボ
ヤ
切
り
、
そ
れ 

に
運
搬
と
で
百
姓
仕
事
の
半
分
は
か
か
っ
た
も
の
だ
。
正
月
の
雪
の
深
い
と
き
に
や 

ら
な
か
っ
た
だ
け
と
い
え
る
。(

鎌
原)

か
や
刈
り 

か
や
刈
り
は
く
ぼ
と
呼
ぶ
十
町
歩
ほ
ど
の
国
有
地
が
か
や
場
で
、
区 

長
に
申
し
出
て
フ
レ
を
出
し
、
十
一
月
二
十
日
頃
、
い
っ
せ
い
に
か
や
場
に
入
っ
て 

刈
る
。

つ
ぐ
年
屋
根
が
え
を
す
る
人
は
、
他
の
人
よ
り
一
日
先
に
か
や
場
に
入
っ
て 

刈
り
は
じ
め
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。(

門
貝)

ト
ヅ
カ
リ 

山
仕
事
に
は
ト
ヅ
カ
リ
を
持
っ
て
行
っ
た
。
ト
ヅ
カ
リ
は
砥
石
を
持 

ち
歩
く
と
き
入
れ
て
行
く
袋
。(

門
貝)

薪
の
こ
と
薪
の
な
か
で
は
ナ
ラ
の
薪
が
一
番
い
い
と
さ
れ
た
。
ほ
か
の
木
の
薪 

は
ぞ
う(

雑)

と
い
っ
た
。

元
締
め
か
ら
仕
事
を
受
取
っ
て
薪
を
切
り
だ
し
、
元
締
め
か
ら
き
り
ぶ(

切
り
賃)

を
も
ら
っ
た
。

薪
の
量
を
は
か
る
に
は
、
長
さ
三
尺
の
も
の
を
た
て
よ
こ
六
尺
に
積
み
、
こ
れ
を 

一
た
な
と
し
た
。
こ
れ
が
基
準
と
な
っ
て
、
薪
の
き
り
賃
、
運
び
賃
な
ど
を
計
算
し 

た
。(

三
原)

㈡

炭

焼

き

炭
焼
き 

炭
の
原
木
の
沢
山
あ
る
と
こ
ろ
を
ス
ミ
ヤ
マ(

炭
山)

と
い
う
。

炭
の
原
木
に
は
、
ナ
ラ
と
雑
と
あ
っ
た
。
ナ
ラ
の
炭
は
い
い
炭
で
、
雑
の
炭
は
質 

の
悪
い
炭
で
あ
っ
た
。
雑
の
中
で
も
ク
リ
は
特
に
悪
か
っ
た
〇
ク
リ
の
炭
は
よ
く
お 

き
な
い
し
、
ま
た
お
き
て
も
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
、
し
か
し
、
枯
れ
た
ク
リ
で
焼
い 

た
炭
は
鍛
治
屋
が
つ
か
っ
た
。
ク
リ
ず
み
の
こ
と
を
、
か
じ
ず
み(

鍛
治
炭)

と
い
っ 

た
。
こ
れ
は
、
炭
が
ま
を
つ
か
な
い
で
焼
い
た
も
の
で
、
燃
え
つ
き
た
と
き
に
土
を 

か
け
て
お
い
た
。
こ
の
炭
は
や
わ
ら
か
く
て
、
お
き
が
よ
か
っ
た(

火
の
つ
き
が
よ 

か
っ
た)

。

木
炭
に
は
白
炭
と
黒
炭
の
二
種
類
あ
っ
た
。
白
炭
は
お
か
が
ま
と
い
っ
て
、
石
を 

積
み
あ
げ
た
か
ま
で
焼
い
た
。

つ
か
い
み
ち
に
よ
っ
て
は
、
白
炭
の
ほ
う
が
値
段
が 

高
か
っ
た
。
黒
炭
は
土
が
ま
と
い
っ
て
土
を
つ
か
っ
て
き
ず
い
た
か
ま
ど
で
焼
い
た
。

炭
が
ま
を
き
ず
く
日
は
特
に
え
ら
ば
な
か
っ
た
。
た
だ
、
月
の
十
二
日
は
山
仕
事 

を
休
ん
だ
。
炭
が
ま
を
き
ず
く
場
所
と
し
て
は
、
ま
ず
木
を
も
ち
よ
せ
て
く
る
の
に 

便
利
な
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
か
ら
も
っ
て
き
て
も
い
い
と
こ
ろ
を
え
ら
び
、
ま
た
、
水 

の
便
利
の
い
い
と
こ
ろ
も
一
応
は
考
え
た
。
水
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
大
事
し
て
水
を 

く
ん
で
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

お
か
が
ま
の
場
合
は
、
か
ま
を
つ
く
る
の
に
一
人
で
一
週
間
は
か
か
っ
た
。
石
を 

つ
み
あ
げ
、
か

べ(

ね
ば
つ
ち)

を
ぬ
っ
た
。
か
ま
の
た
き
口
の
こ
と
を
ク
チ
と
い 

う
、
風
穴
を
つ
け
た
が
、
こ
れ
を
オ
ノ
ア
ナ
と
い
う
。
原
木
は
か
ま
の
大
き
さ
に
応 

じ
て
切
っ
た
。
た
と
え
ば
、
長
さ
が
三
尺
と
か
三
尺
五
寸
と
い
う
よ
う
に
。
か
ま
を 

つ
く
り
お
わ
っ
た
と
き
に
、
天
井
あ
げ
祝
い
を
す
る
。
こ
の
と
き
に
は
手
伝
っ
て
く



れ
た
人
を
よ
ん
で
、
自
分
の
家
で
一
杯
や
っ
た
。
こ
の
と
き
は
餅
で
も
つ
い
て
ご
ち 

そ
う
を
し
た
が
、
い
い
も
ち
を
つ
か
な
い
と
、
か
ま
の
天
井
が
落
ち
る
ぞ
と
お
ど
か 

さ
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、
お
祝
を
た
ん
と(

沢
山)

や
ら
な
い
と
や
は
り
、
天
井
が 

お
ち
る
と
い
わ
れ
た
。

火
を
つ
け
て
か
ら
は
、
焼
け
具
合
を
み
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
、
け
む
り
の
色
と 

に
お
い
の
具
合
に
よ
っ
て
ク
チ
の
と
こ
ろ
で
調
節
し
な
が
ら
風
穴
を
あ
け
、
適
当
に 

風
を
く
れ
た
。
ま
た
温
度
も
み
た
。

一
昼
夜
で
焼
け
あ
が
る
と
と
め
が
ま
と
い
っ
て 

ク
チ
を
ふ
さ
い
だ(

粘
土
を
ぬ
っ
て
風
穴
を
ふ
さ
い
だ)

。
と
め
が
ま
を
し
て
か
ら
し 

ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
ま
た
風
を
く
れ
た
。
た
と
え
ば
、
午
後
五
時
に
火
を
と
め
た
場 

合
に
は
、
翌
日
の
十
時
ご
ろ
に
風
を
く
れ
た
。
こ
の
と
き
は
、
火
が
つ
か
な
い
程
度 

に
風
を
お
く
っ
た
。
こ
う
す
る
と
、
も
え
た
木
が
風
を
く
っ
て
か
た
い
炭
が
で
き
る 

と
い
わ
れ
て
い
る
。

炭
を
か
ま
か
ら
か
き
だ
す
と
き
は
ロ
を
あ
け
て 

か
き
た
し
を
つ
力
っ
て
ー
ヵ 

ま
五
回
ぐ
ら
い
に
し
て
か
き
だ
す
。
外
へ
出
し
た
炭
に
は
灰
を
か
け
る
。
灰
を
か
け 

る
こ
と
を
ス
バ
ィ
と
い
う
。
一
晚
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
か
ら
、
ふ
る
い
で
ふ
る
っ 

て
俵
に
つ
め
る
。
し

ろ(

白
炭)

は
き
ら
ず
に
か
い
て
俵
に
つ
め
る
。
俵
は
炭
を
焼 

い
て
い
る
あ
い
だ
に
つ
く
る
。
炭
俵
は
炭
焼
小
屋
に
入
れ
て
お
い
た
。
こ
の3

で
は 

炭
焼
は
通
い
で
あ
っ
た
。

大
が
ま
は
た
き
ロ
の
と
こ
ろ
に
小
屋
が
か
か
る
よ
う
に
し
た
。
大
が
ま
を
つ
く
る 

に
は
三
十
人
手
間
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
大
き
さ
は
二
間
に
二
間
半
ぐ
ら
い
で
、
六
帖 

一
間
ぐ
ら
い
の
広
さ
が
あ
る
。•
天
井
は
粘
土
で
か
た
め
た
。
こ
の
か
ま
で
は
一
度
に 

五
十
俵
か
ら
六
十
俵
焼
け
る
。
粘
土
を
ぬ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
か
ま
を
つ 

く
る
の
に
十
日
間
ぐ
ら
い
は
か
か
っ
た
。
原
木
は
二
た
な
以
上
つ
め
た
。
こ
の
か
ま 

で
は
、
火
を
つ
け
て
か
ら
十
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
焼
け
る
。
火
を
消
し
て
か
ら
三
日 

ぐ
ら
い
た
っ
て
か
ら
か
ま
の
中
に
入
っ
て
、
炭
を
と
り
だ
す®

炭
は
小
屋
へ
出
し
て 

お
き
、
の

こ(

の
こ
ぎ
り)

で
き
っ
て
か
ら
俵
に
つ
め
る
。

一
俵
に
五
貫
匁
の
炭
を 

つ
め
た
。

む
か
し
は
買
い
手
が
炭
の
よ
し
あ
し
を
き
め
て
値
段
も
つ
け
た(

相
対
相
場
で

あ
っ
た)

が
、
そ
の
後
木
炭
検
査
員
が
で
き
て
、
木
炭
に
一
等
か
ら
三
等
ま
で
の
等 

級
を
つ
け
た
。

山
荷
は
山
か
ら
馬
で
出
す
と
か
、
人
の
背
中
で
は
こ
ん
だ
り
し
た
。
馬
の
場
合
は 

ふ
つ
ぅ
六
俵
、
強
い
馬
で
八
俵
つ
け
た
。
人
の
背
中
で
は
こ
ぶ
と
き
は
二
俵
か
三
俵, 

で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
の
木
炭
は
、
ほ
と
ん
ど
信
州
方
面
へ
出
荷
し
た
。
渋
沢
に
問 

屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
も
っ
て
い
っ
た
。
馬
に
は
か
え
り
荷
と
し
て
、
米
と
か
日
用 

品
を
つ
け
て
き
た
。
馬
方
は
田
代
の
人
な
ど
で
、

一
や
ま
い
く
ら
と
契
約
し
た
。
 

炭
を
焼
き
は
じ
め
る
と
き
に
は
、
親
方
の
家
を
宿
に
し
て
、
手
伝
い
の
人
を
ょ
ん 

で
お
祝
い
を
し
た
。
焼
き
終
っ
た
と
き
に
と
く
に
お
祝
い
を
し
な
か
っ
た
。

女
衆
は
、
木
を
は
こ
ん
だ
り
、
炭
を
切
っ
た
り
す
る
か
る
い
仕
事
の
手
伝
い
を
し 

た
。山

小
屋
は
、
山
仕
事
を
す
る
の
に
、
家
か
ら
遠
い
場
合
に
つ
く
っ
た
。
炭
焼
き
の 

場
合
に
は
、
作
業
場
と
寝
泊
り
す
る
と
こ
ろ
と
二
つ
つ
く
っ
た
。
作
業
場
は
四
〜
五 

坪
で
、
泊
る
ほ
ぅ
は
大
き
く
て
三
坪
ぐ
ら
い
。
小
屋
は
掘
っ
た
て
柱
で
あ
る
。
小
屋 

で
寝
泊
り
す
る
と
き
に
は
、
た
き
た
て
の
ご
飯
は
、
小
屋
の
中
に
棚
で
も
つ
く
っ
て
、
 

十
二
様
に
あ
げ
ま
す
と
い
っ
て
お
供
え
し
た
。(

三
原)

炭
焼
き
は
百
姓
仕
事
の
合
間
に
し
て
い
た
。
十
一
月
か
ら
四
月
ご
ろ
ま
で
、
焼
き 

分
(

焼
き
賃)

を
と
っ
て
焼
い
た
り
、
自
分
の
山
の
木
を
き
っ
て
焼
い
た
り
し
た
。

タテマキ(三原)

(原木をカマの中にたてるの 

につかった)(撮影井田安雄)



今
か
ら
六
十
年
ほ
ど
前
の
こ
ろ
が
炭
焼
き
の
さ
か
ん
な
時
期
で
、
そ
の
こ
ろ
こ
の
む 

ら
、で
十
人
ぐ
ら
い
炭
焼
き
を
し
て
い
た
。
仕
事
は
日
が
え
り
の
場
合
も
あ
っ
た
し
、
場 

所
に
よ
っ
て
は
山
小
屋
を
つ
く
っ
て
そ
こ
に
泊
り
こ
み
で
焼
い
た
場
合
も
あ
っ
た
。

山
仕
事
と
し
て
は
、
木
び
き
を
し
た
人
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
が
、
炭
焼
き
の
ほ
う 

が
収
入
が
多
か
っ
た
。(

芦
生
田)

秋
の
と
り
入
れ
が
終
る
と
山
に
入
る
。
土
ガ
マ
で
、
八
尺X

十
尺
、
三
十
俵
焼
く 

カ
マ
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
〇
い
ま
は
四
十
俵
の
カ
マ
が
ふ
つ
う
で
、
ひ
と
か
ま
二
百
俵 

の
も
あ
る
。

中
に
入
っ
て
木
を
つ
め
、
天
井
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
つ
め
て
か
ら□

を
と 

め
、□

だ
き
を
す
る
。

二
百
俵
の
カ
マ
は
一
日
で
は
燃
せ
な
い
。
青
い
ヶ
ブ
に
な
っ 

て
か
ら(

セ
イ
レ
ン
す
る
と
い
う)

と
め
る
。□

を
と
め
る
と
き
は
ベ
エ
タ(

棒) 

を
お
い
て
砂
を
盛
っ
て
や
る
。
四
〜
五
日
お
い
て
出
す
。(

鎌
原)

い
ま
で
も
炭
焼
き
は
結
構
盛
ん
で
、
カ
プ
ッ
シ
ュ
沢
に
は
五
、
六
枚
の
炭
が
ま
が 

で
き
て
い
る
。

一
年
中
炭
焼
き
を
し
て
い
る
人
も
い
る
。

ド
ウ
掘
り
—
か
ま
は
沢
に
近
い
所
で
、
水
は
け
の
よ
い
所
に
つ
く
る
。
斜
面
を
平 

ら
に
す
る
作
業
が
ド
ウ
掘
り
。

炭
が
ま
—
白
け
し
と
黒
け
し
で
、
か
ま
の
つ
く
り
方
が
違
う
。
何
俵
出
し
と
い
っ 

て
、
か
ま
の
大
き
さ
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
石
が
ま
と
土
が
ま
と
あ
る
。

一
枚
つ
く
る 

の
に
ー
ヶ
月
く
ら
い
か
か
る
。
か
ま
の
前
が
カ
マ
ニ
ワ
で
、
オ
ナ
ア
ナ
と
コ
ガ
マ
を 

作
っ
て
か
ま
の
中
に
風
を
送
り
こ
む
。
か
ま
の
ロ
は
ト
メ
イ
シ
で
蓋
を
す
る
。
か
ま 

の
ロ
の
両
わ
き
に
は
ト
メ
ギ
と
い
っ
て
丸
太
を
横
に
積
み
あ
げ
て
か
ま
の
土
く
ず
れ 

を
防
ぐ
。
か
ま
の
上
部
は
、
ウ
ワ
ヤ
と
い
っ
て
簡
単
な
か
や
の
屋
根
を
つ
け
る
。

ス
ミ
ギ
—

ス
ミ
ギ
は
カ
マ 

ニ
ワ
ま
で
キ
ン
マ
で
運
ん
だ
り
、
転
が
し
て
き
た
り
す 

る
。
キ
ン
マ
の
通
る
道
を
キ
ン
マ
ミ
チ
と
い
う
。

ス
ミ
ギ
は
四
尺
ほ
ど
の
長
さ
で
、
 

横
の
ス
ミ
ギ
が
よ
い
が
、
櫓
林
は
少
な
い
の
で
、
他
の
雑
木
を
焼
い
て
い
る
。

ス
ミ 

ギ
を
か
ま
の
中
に
入
れ
る
の
を
タ
テ
コ
ミ
と
い
っ
て
、
タ
テ
マ
タ
で
奥
の
方
か
ら
順 

に
た
て
か
け
る
。
火
を
つ
け
る
の
を
ク
チ
タ
キ
と
い
う
が
、
か
ま
が
さ
め
な
い
う
ち 

に
タ
テ
コ
ミ
を
す
る
の
で
、
た
い
が
い
燃
え
出
す
。
か
ま
の
ロ
は
ト
メ
イ
シ
で
ふ
さ

ぐ
、
ト
メ
ィ
シ
に
は
平
た
い
大
き
い
石
を
使
う
。
 

,

ヶ
ブ
—
煙
り
に
は
白
、
黄
、
青
と
あ
っ
て
、
焼
け
る
具
合
で
色
が
か
わ
っ
て
い
く
。
 

黄
色

L

煙
り
は
エ
ド
リ
ッ
ヶ
ブ
と
い
う
。
膏
色
に
変
わ
る
と
炭
に
な
っ
た
と
し
て
、
 

か
ま
出
し
を
は
じ
め
る
。

カ
マ
出
し
—
ト
ヨ
棒
で
炭
火
を
か
え
し
て
カ
キ
ダ
シ
で
か
き
出
す
。

コ
ガ
キ
、
才 

オ
ガ
キ
な
ど
の
道
具
を
用
い
る
。
カ
マ
ニ
ヮ
に
出
し
て
、
す
ぐ
に
ス
ベ
ー
を
か
け
る
。
 

俵
づ
め
—
炭
俵
の
天
地
は
木
の
枝
で
押
さ
え
る
。

ロ
マ
キ
は
白
ハ
ギ
を
使
い
、
才 

リ
ボ
ヤ
を
入
れ
る
。
オ
リ
ボ
ヤ
に
は
コ
メ
ゴ
メ
の
木
な
ど
を
使
う
。
ス
ベ
ー
の
か 
か
っ 

た
炭
を
ト
ゥ
ミ
で
ふ
る
い
、
ス
ミ
ミ
で
俵
に
入
れ
る
。

炭
出
し
—
炭
の
山
だ
し
は
、
サ
シ
ッ
コ
を
着
て
し
ょ
っ
て
出
し
た
り
、
一
輪
車(

ネ 

コ
車)

に
の
せ
て
出
し
た
り
す
る
。
か
ま
の
近
く
は
、
沢
が
道
の
や
く
を
し
て
い
て
、
 

道
ら
し
い
道
は
な
い
。
部
落
の
近
く
か
ら
は
四
輪
車
で
運
び
出
す
。
も
と
は
人
の
背 

と
馬
の
背
で
運
び
出
し
た
。

焼
き
子
—
炭
を
焼
く
人
を
ヤ
キ
コ
と
い
い
、
自
分
で
山
を
買
っ
て
焼
く
人
は
少
な

炭がまと炭焼き小屋(門貝)(撮影中村和三郎)

炭がまの煙だし(門貝)(撮影中村和三郎)



い
。
ヤ
マ
シ
に
焼
か
し
て
も
ら 

っ
て
い
る
の
で
、
焼
い
た
俵
数 

に
ょ
っ
て
手
間
賃
を
も
ら
っ
て 

い
る
。
ヤ
キ
コ
は
一
、
二
枚
の 

か
ま
を
持
つ
の
が®
^

だ
っ 

た
。炭

焼
き
小
屋I

ヤ
キ
コ
は
月 

の
三
分
の
二
く
ら
い
は
こ
の
小 

屋
に
こ
も
る
。
小
屋
は
か
ま
の 

わ
き
に
つ
く
る
。
三
角
の
簡
単 

な
ヵ
ヤ
ブ
キ
の
小
屋
で
、
人
一 

人
入
る
の
が
や
っ
と
く
ら
い
の 

広
さ
だ
が
、
ヵ
ギ
ダ
ケ
の
あ
る 

ィ
ロ
リ
が
設
け
て
あ
り
、
小
屋 

の
ロ
は
ム
シ
ロ
な
ど
で
ふ
さ
ぐ 

が
、
上
部
は
息
ぬ
き
に
開
け
て 

お
く
.0(

門
貝)

若
い
者
で
炭
焼
き
を
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
炭
焼
き
に
大
笹.

三
原
ま
で
行
っ 

た
も
の
で
あ
る
。
一
俵
は
横
炭
—
三
貫
目
—
で
一
円
の
割
、雑
炭
は
一
円
で
一
〇
〜
八 

貫
目
、
大
正
二
〜
五
年
頃
は
十
二
貫
目
だ
っ
た
。
そ
し
て
一
日
八
貫
目
俵
を
四
俵
焼 

く
の
が
オ
オ
ゴ
ト
だ
っ
た
。
焼
き
賃
は
一
円
前
後
で
あ
る
。

木
炭
作
り
は
、
自
分
で
株
を
買
っ
て
や
る
。
こ
れ
は
一
人
で
や
り
、
と
き
に
は
二* 

三
人
で
組
と
な
っ
て
や
る
こ
と
も
あ
る
が
、普
通
は
合
同
で
や
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

三
十
貫
位
焼
け
る
ヵ
マ
を
石
で
築
く
。
そ
の
大
き
さ
は
経
四
尺
位
、
縦
五•

五
〜
六 

尺
位
で
あ
っ
た
。(

田
代)

若
い
者
は
や
か
な
い
も
の
は
な
い
と
い
ぅ
ほ
ど
み
ん
な
ょ
く
焼
い
た
。
八
貫
目
俵 

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
円
に
三
貫
目
ぐ
ら
い
の
割
で
売
っ
た
。
安
い
時
は
一
円
に 

ー
ニ
貫
ぐ
ら
い
の
時
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
大
正
十
年
以
前
の
話
で
あ
る
。
当
時
一

炭がまのトメイシをとるところ(門貝) 

(撮影中村和三郎)

炭がまから炭をとり出すところ(門貝) 

(撮影中村和三郎)

コ
ガ
キ

タ
テ
マ
タ

オ
オ
ガ
キ

炭かき道具(門貝)(撮影 中村和三郎)

炭の出荷一門貝字鳴尾熊野神社前 (門貝) 

(撮影中村和三郎)



日
fc
四
俵
焼
く
の
は
お
お
ご
と
で
、
焼
き
賃
は
一
円
前
後
だ
っ
た
。

た
い
て
い
一
人
一
人
で
焼
い
た
。
か
ま
も
一
人
で
つ
い
た
。
石
で
つ
ん
だ
の
で
あ 

る
。
四
尺
X

五•

五
尺
X

六
尺
の
卵
形
を
し
て
い
た
。

林
を
買
っ
て
焼
い
た
。(

田
代•

黒
岩
術
五
郎
氏)

ナ
ラ
や
雑
木
を
焼
い
た
。
松
、
唐
松
は
使
え
な
い
。
十
一
月
か
ら
四
月
頃
ま
で
焼 

い
た
。
白
炭
と
黒
炭
が
あ
る
が
、
黒
炭
は
戦
争
中
か
ら
焼
い
た
。
白
炭
は
石
が
ま
を 

使
い
、
黒
炭
は
土
が
ま
を
使
い
、
土
が
ま
は
石
が
ま
の
四
倍
近
く
も
あ
り
、
木
を
入 

れ
た
り
、
炭
を
出
し
た
り
す
る
時
に
三
人
は
必
要
で
あ
り
、•

火
を
つ
け
て
か
ら
ふ
た 

を
し
て
、
中
の
火
が
消
え
て
か
ら
炭
を
と
り
出
す
。
十
日
以
上
も
か
か
る
の
で
、
火 

を
付
け
て
家
に
帰
り
、
炭
を
出
す
時
に
か
ま
に
来
て
作
業
す
れ
ば
い
い
。

白
炭
を
焼
く
石
が
ま
は
一
日
お
き
に
焼
い
た
。
大
き
さ
は
サ
ブ
ロ
ク(

三
間X

六 

間)

が
最
小
で
、
普
通
シ
シ
チ(

四X

七)

を
作
っ
た
。

一
人
か
二
人
で
焼
け
る
。
 

木
は
か
ま
に
た
て
に
つ
む
。
長
さ
は
シ
シ
チ
で
四
尺
、
サ
ブ
ロ
ク
で
三
尺
五
寸
位
。
 

太
さ
は
径
十
五
cm

位
の
は
半
分
に
割
り
、
細
い
の
は
束
ね
る
。
タ
テ
マ
タ
で
立
て
る
。
 

火
を
つ
け
て
ロ
を
密
閉
す
る
。

煙
り
は
最
初
は
木
に
含
ま
れ
て
い
る
蒸
気
で
あ
る
白
い
ケ
ブ
リ
が
出
る
。
次
に
エ 

ド
リ
と
し
う
黄
色
い
ケ
ブ
リ
が
出
る
。
こ
れ
は
余
り
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
風
を 

入
れ
る
た
め
に
メ
を
あ
け
る
。
最
初
は
小
さ
い
穴
か
ら
だ
ん
だ
ん
大
き
く
す
る
。
煙 

の
色
を
見
た
り
、
に
お
い
を
か
い
だ
り
し
て
判
断
す
る
。
穴
を
大
き
く
し
て
、
急
に 

風
を
入
れ
る
と
炭
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

エ
ド
リ
の
次
に
シ
ラ
オ
と
い
う
白
と
青
の
ま
じ
っ
た
煙
が
出
て
、
次
に
ア
オ
ケ
ブ 

が
出
る
。
ア
オ
ケ
ブ
が
き
れ
る
と
炭
は
出
す
。
八
時
間
位
か
か
る
。

金
属
製
の
ヵ
キ
ダ
シ
で
炭
を
出
す
。

真
赤
な
炭
に
ケ
シ
コ
を
か
け
る
。
最
初
は
砂
だ
け
で
、
何
度
か
焼
い
て
い
る
う
ち 

に
粉
炭
と
灰
が
ま
じ
る
よ
う
に
な
る
。
灰
の
多
い
方
が
い
い
。
砂
だ
け
だ
と
ョ
タ
ッ 

ツ
ミ
に
な
る
。
初
が
ま
は
い
い
炭
が
焼
け
よ
う
が
ね
え
。
里⑵

灰
は
初
が
ま
の
方
が
い 

い
炭
が
焼
け
る
。
テ
ッ
コ
の
い
い
人
は
灰
を
用
意
し
て
い
く
。

ヵ
マ
ニ
ヮ
で
炭
ヒ
キ
ノ
コ
で
炭
を
切
り
、
俵
に
つ
め
る
。
俵
は
四
貫
七
百
匁
。

或
る
程
度
た
ま
る
と
検
査
場
に
も
っ
て
い
っ
た
。
県
か
ら
検
査
に
来
た
。
上
袋
倉
、
 

下
袋
倉
で
や
っ
た
。
等
級
の
分
け
方
は
何
度
も
変
わ
っ
た
が
、
七
段
階
位
に
わ
け
た
。
 

ナ
ラ
の
ワ
リ
の
上
、
並
。
ナ
ラ
の
マ
ル
の
上
、
並
。
雑
の
ワ
リ
の
上
、
並
。
雑
の
マ 

ル
の
上
、
並
。
コ
ミ
の
ワ
リ
の
上
、
並
。
コ
ミ
の
マ
ル
の
上
、
並
、
な
ど
と
分
け
た
。
 

検
査
が
済
む
と
駄
賃
と
り
が
馬
に
つ
け
て
運
ん
だ
。

一
頭
に
小
俵
は
六
俵
、
大
俵 

は
四
俵
つ
け
た
。
田
代
や
大
日
向
へ
小
荷
駄
で
運
ん
だ
。
大
正
六
年
頃
で
一
俵
七
十 

銭
位
だ
っ
た
。

元
締
め(

山
を
買
っ
た
人)

に
頼
ま
れ
て
焼
く
時
は
一
俵
い
く
ら
で
焼
い
た
。
ヤ 

キ
ブ
と
い
ぅ
。

炭
焼
き
は
昭
和
三
十
五
年
位
ま
で
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
す
た
れ
た
。

炭
の
販
売
は
田
代
、
大
日
向
へ
出
し
た
後
、
仲
買
い
が
来
て
、
炭
焼
き
、
元
締
め 

と
交
渉
し
て
買
っ
て
い
っ
た
。
大
津
な
ど
の
近
く
の
人
が
来
た
。
燃
料
商
組
合
も
き 

た
。
前
橋.

高
崎
の
問
屋
へ
も
運
ん
だ
。
戦
後
農
協
へ
ま
と
め
て
出
し
農
協
か
ら
問

屋
へ
出
し
た
り
、
直
接
販
売
を
し, 

た
。冬

の
仕
事
と
し
て
は
炭
焼
き
し 

か
な
か
っ
た
。
土
方
も
あ
っ
た
が
、
 

当
時
は
ヨ
タ
モ
ン
が
な
る
も
の
と 

思
っ
て
い
た
の
で
、
土
方
に
は
出 

な
か
っ
た
。(

袋
倉)

炭
ナ
ラ
の
木
が
多
い
。
原
木 

十
貫
目
か
ら
約
一
貫
二
百̂

の
炭 

が
で
き
る
。(

門
貝)

炭
のI

駄
炭
は
一
俵
が
七
貫 

五
百
匁
、
こ
れ
が
四
俵
で
一
駄
と 

し
た
。
炭
は
ー
ヵ
-T

で
三
ft
か 

四
俵
焼
く
こ
と
が
で
き
た
。
(

三 

原)

炭俵あみ(門貝)(撮影中村和三郎)



炭
俵 

コ
モ
ア
シ
を
使
用
し
て
萱
で
編
む
。
藁
で
繩
を
な
い
、
両
端
に
ブ
リ(

重 

り)

を
さ
げ
た
も
の
を
四
本
、
縦
に
し
て
、
萱
を
横
に
入
れ
て
編
む
。

一
俵
五
貫
匁 

の
普
通
の
俵
と
、

一
俵
七
貫
目
の
大
俵
と
が
あ
る
。
大
俵
は
端
を
編
み
込
ま
ず
に
出 

し
て
お
い
て
、
炭
を
入
れ
て
か
ら
コ
グ
チ
を
折
り
込
ん
で
三
力
所
を
結
ん
で
俵
に
す 

る
。
大
俵
四
俵
を
ー
ダ
ン
と
い
う
。

現
在
、
炭
を
焼
い
て
い
る
人
は
九
人
い
る
。(

門
貝)

も
と
は
炭
俵
一
俵
編
ん
で
二
銭
五
厘
く
ら
い
だ
っ
た
。
昼
間
は
俵
を
編
ん
で
、
夜 

な
べ
に
繩
を
な
う
。
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
て
や
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。(

鎌
原)

ス
ミ
ミ
ス
バ
ィ
、
ゴ
ズ
ミ
な
ど
を
ふ
る
う
。(

門
貝)

㈢

山

の

儀

礼

山
入
り
と
山
は
じ
め
一
月
二
日
を
、

一
般
の
人
は
山
入
り
と
い
い
、
年
男
が
山 

へ
行
っ
て
、
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
木(

ヤ
マ
ホ
ゥ
シ
と
い
う)

を
き
っ
て
く
る
。
ま
た
、
 

ヌ
ル
デ
の
木
を
と
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
の
と
き
の
道
祖
神
像
を
つ 

く
っ
た
り
、
タ
ヮ
ラ
ギ
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
。

山
仕
事
専
業
の
人
は
、
こ
の
日
を
山
は
じ
め
と
い
う
。

こ
の
日
は
山
へ
行
く
ま
ね 

を
す
る
。
山
へ
行
か
な
い
場
合
に
は
、
山
仕
事
の
道
具
を
そ
ろ
え
て
、
お
祝
い
と
し 

て
酒
を
の
ん
だ
。
元
締
め
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
元
締
め
の
家
へ
行
っ
て 

お
祝
い
を
し
た
。(

三
原)

山
仕
事
と
十
二
講
山
の
職
人
の
ご
定
法
と
し
て
、
山
を
ひ
と
や
ま
き
っ
て
く
れ 

と
い
わ
れ
た
と
き
、
職
人
は
元
締
め
と
山
の
中
を
ま
わ
っ
て
み
て
、
親
木
を
み
つ
け 

て
仕
事
に
か
か
っ
た
。
山
の
中
で
一
番
大
き
い
木
を
親
木
と
い
い
、
そ
の
木
の
根
元 

に
ご
神
酒
を
か
け
て
、
そ
れ
か
ら
ご
神
酒
を
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
そ
の
木
を
き
り 

倒
し
た
。
そ
の
木
の
枝
を
と
っ
て
、
き
っ
た
株
の
と
こ
ろ
へ
さ
し
て
お
い
た
。
親
木 

の
身
代
り
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
十
二
様
を
ま
つ
る
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
〇ひ

と
山
で
長
く
て
ニ
カ
月
ぐ
ら
い
。
ふ
つ
う
は
ー
カ
月
か
ら
四
十
日
ぐ
ら
い
で 

あ
っ
た
。
こ
れ
は
営
林
署
の
官
地
払
い
下
げ
の
場
合
で
あ
る
。
こ
ん
な
と
き
に.
は
大

き
い
か
や
ぶ
き
の
小
屋
を
た
て
、
そ
こ
八
布
団
を
も
っ
て
い
っ
て
寝
と
ま
し
た
。
 

風
呂
は
ド
ラ
ム
ヵ
ン
で
つ
く
っ
た
。
こ
れ
は
民
間
人
の
山
を
買
っ
て
、
十
日
か
二
十 

日
ぐ
ら
い
か
か
る
場
合
で
あ
る
。

月
に
一
回
は
十
二
講
を
し
た
。
元
締
め
が
お
み
き
を
買
っ
て
職
人
を
よ
ん
で
、
元 

締
め
の
家
で
お
祝
い
を
し
た
。
十
二
様
に
は
尾
頭
付
き
を
し
ん
ぜ
た
。
ィ
ヮ
シ
か
サ 

ン
マ
で
あ
る
。
お
祝
い
に
必
要
な
も
の
の
買
い
も
の
は
、
費
用
は
元
締
め
が
だ
し
て
、
 

職
人
の
な
か
か
ら
人
を
え
ら
ん
で
買
い
に
や
ら
せ
た4

そ
の
と
き
に
は
、
本
番 
(

一
 

日
分
の
日
当
の
こ
と)

と
い
っ
て
、

一
日
の
働
き
分
の
金
を
だ
し
た(

半
日
な
ら
ば 

半
日
当)

。
山
の
中
で
十
二
講
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
辺
で
は
、
山
の
中
に
、
 

十
二
様
の
お
宮
を
た
て
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

ひ
と
山
を
こ
な
す
に
は
、
大
体
職
人(

人
夫)

が
二
十
人
か
ら
三
十
人
は
必
要
で 

あ
っ
た
。
元
締
め
が
山
を
買
っ
て
、
そ
の
仕
事
を
職
人
に
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
人
夫 

が
た
り
な
い
と
き
に
は
、
ほ
か
の
元
締
め(

親
方)

の
と
こ
ろ
へ
、
お
み
き
を
一
升 

も
っ
て
頼
み
に
行
っ
た
。
職
人
は
、
山
小
屋
で
も
民
家
で
も
泊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ 

行
っ
て
、
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
と
き
も
酒
を
一
升
も
っ
て
い
っ
た
。
 

人
夫
の
中
に
は
先
山
と
い
う
の
が
い
た
。

こ
れ
は
そ
こ
に
長
く
い
て
、
様
子
を
よ 

く
知
っ
て
い
た
。
彼
は
い
く
ら
か
ほ
か
の
も
の
よ
り
余
計
に
金
を
も
ら
っ
て
、
人
夫 

の
配
置
を
し
、
仕
事
の
采
配
を
ふ
っ
て
い
た
。

山
で
は
、
伐
採
屋
の
こ
と
は
き
こ
り
と
い
い
、
板
に
ひ
く
も
の
の
こ
と
は
、
こ
び 

き
と
い
っ
た
。

山
仕
事
の
道
具
は
、
ま
た
い
だ
り
し
な
か
っ
た
し
、
そ
の
辺
に
無
雑
作
に
お
く
よ 

う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
と
し
と
り
の
晩
に
は
、
道
具
を
そ
ろ
え
て
床
の
間
に
か 

ざ
っ
て
、
お
み
き
を
あ
げ
、
正
月
三
が
日
に
も
そ
こ
へ
か
ざ
っ
て
お
い
た
。

山
入
り
は
一
月
二
日
で
、
こ
の
日
に
は
、
小
正
月
の
ま
い
だ
ま
の
木
を
き
り
に
山 

へ
行
っ
た
。
き
こ
り
の
仕
事
は
じ
め
の
日
と
い
う
の
は
、
ベ 

つ
に
き
ま
っ
て
い
な
い
。
 

い
い
日
を
み
て
し
て
い
る
。

木
を
き
っ
て
は
な
ら
な
い
日
は
さ
ん
り
ん
ぼ
う
の
日
で
あ
る
。
月
の
十
二
日
は
、
 

半
日
ぐ
ら
い
仕
事
を
し
て
、
中
じ
ま
い
に
し
て
十
二
講
を
し
た
。
山
の
中
で
、

一
の



枝 
C

幹
と
同
じ
く
ら
い
の
太
さ
の
も
の)

が
東
へ
む
い
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
木 

は
き
ら
な
か
っ
た
〇

木
を
切
る
場
合
に
は
、
木
は
下
へ
か
え
し
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
た
。
木
は
上
と 

か
よ
こ
へ
か
え
す
も
の
と
い
う
。

元
締
め
は
、
木
の
目
ど
お
り
が
何
寸
あ
る
か
を
み
て
、
石
数
を
算
出
し
た
。

一
日 

に
き
れ
る
木
の
石
数
は
、
木
に
よ
っ
て
ち
が
う
が
、
十
五
石
か
二
十
石
、
値
段
は
、
 

尺
じ
め
い
く
ら
か
を
き
め
た(

一
尺
ま
っ
か
く
で
、
長
さ
が
十
尺
の
こ
と)

。(

三
原) 

バ
ン
ダ
ィ
モ
チ 

山
小
屋
で
十
二
講
を
す
る
と
き
に
バ
ン
ダ
ィ
モ
チ
を
つ
く
っ 

た
。
木
の
株
を
三
尺
ぐ
ら
い
の
長
さ
に
き
っ
て
臼
の
代
り
と
し
て
、
そ
の
上
で
、
根 

ぎ
り
の
ア
タ
マ
の
と
こ
ろ
を
つ
か
っ
て
つ
い
た
。
う
る
米
を
こ
わ
め
に
に
て
つ
い
た
。
 

つ
い
て
か
ら
手
で
ひ
ね
っ
て
、
ひ
ら
た
く
し
て
長
目
の
小
判
が
た
に
つ
く
っ
て
串
に 

さ
し
て
焼
い
た
。
砂
糖
と
か
し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
味
噌
を
つ
け
て
食
べ
た
。

バ
ン
ダ
ィ
乇
チ
は
十
二
様
に
お
そ
な
え
し
た
。
お
は
ぎ
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
っ 

た
。
男
だ
け
で
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

山
仕
事
を
す
る
も
の
は
、
十
二
講
は
の
が
さ
ず
ま
つ
っ
た
も
の
で
あ
る
。(

三
原) 

十
二
様 

十
二
様
は
山
師
が
ま
つ
っ
た
。
月
の
十
二
日
に
十
二
講
を
し
た
。
木
を 

あ
つ
か
う
人
た
ち
が
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
と
お
が
ん
だ
。(

芦
生
田)

十
二
様
の
休
み
場 

山
の
地
形
の
い
い
と
こ
ろ
な
ど
を
い
う
。(

三
原)

㈣

そ

の

他

落
葉
集
め 

昔
は
大
体
馬
一
頭
に
つ
い
て
落
葉
を
六
〇
ヵ
ゴ(

落
葉
を
集
め
る
力 

ゴ)

が
普
通
だ
っ
た
。
こ
れ
を
馬
に
よ
く
ふ
ま
せ
て
堆
肥
を
作
っ
た
。
山
林
を
持
た 

な
い
人
は
山
持
の
林
か
ら
も
ら
い
お
礼
と
し
て
手
間
で
仕
事
の
手
伝
い
に
行
っ
た
。
 

(

袋
倉)

木
の
葉
は
き
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
木
の
葉
を
は
き
集
め
て
馬
に
踏
ま 

せ
て
肥
料
を
つ
く
る
。(

西
窪)

木
の
葉
ま
る
き 

笹
、
萱
を
広
げ
て
上
に
木
の
葉
を
の
せ
、
ま
わ
り
か
ら
小
枝
を 

グ
ル
グ
ル
押
し
つ
け
て
ま
る
め
る
。
な
か
な
か
上
手
に
ま
る
め
ら
れ
な
い
。
小
枝
は

ホ
ド
の
燃
し
木
に
す
る
。

木
の
葉
カ
ゴ
に
入
れ
て
背
で
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
と
き
、

タ
テ
ク
チ
と
い
っ 

て
カ
ゴ
の
口
縁
よ
り
上
ま
で 

つ
め
て
、
ム
シP

で
包
む
よ
う
に
ひ
っ
つ
め
る
。
カ
ゴ 

を
使
い
始
め
た
の
は
、
明
治
四
十
年
頃
か
ら
で
、
ー
カ
ゴ
に
束
ね
た
四
足
分
が
入
る
。
 

四
十
カ
ゴ(

一
六
〇
束)

く
ら
い
集
め
た
。(

西
窪)

三
、
狩 

撖

㈠

狩

獬

の

方

法

熊
射
ち
の
話 

わ
し
がW

師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
は
軍
隊
に
い
た
頃
、
射
撃 

の
成
績
が
ど
う
い
う
わ
け
か
よ
か
っ
た
。
実
弾
射
撃
演
習
の
時
、
当
時
の
三
八
式
歩 

兵
銃
で
四
十
一
点
採
っ
た
。
上
官
が
「
お
前
、
ま
ぐ
れ
だ
ろ
う
か
ら
も
う
一
回
射
っ
て 

み
ろ
。
」
と
い
っ
た
の
で
も
う
一
回
射
っ
た
ら
も
っ
と
い
い
点
が
採
れ
た
。
そ
こ
で
お 

れ
は
撖
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
。

二
十
三
才
の
時
か
ら
今
ま
で
熊
を
十
七
頭
射
っ
た
。
共
同
で
射
っ
た
熊
を
い
れ
る 

と
も
っ
と
数
が
多
く
な
る
。

熊
は
目
が
き
か
ぬ
割
合
に
、
鼻
と
耳
が
す
る
ど
い
。
だ
か
ら
そ
こ
を
気
を
つ
け
て 

熊
に
近
づ
か
な
い
と
失
敗
す
る
。
熊
が
見
え
た
ら
風
下
か
ら
近
よ
っ
て
行
く
こ
と
だ
。
 

藪
の
中
、
石
こ
ろ
の
多
い
所
な
ど
は
、
音
が
し
て
す
ぐ
気
づ
か
れ
る
。

い
つ
か
は
万 

座
川
の
本
流
の
中
を
歩
い
て
行
っ
て
、
熊
に
近
づ
い
た
時
が
あ
る
。

ま
た
広
い
所
で
は
、

一
人
で
は
無
理
な
の
で
、
追
い
手
と
射
ち
手
と
に
手
分
け
し 

て
熊
を
仕
止
め
る
。
追
い
手
は
地
形
等
を
よ
く
利
用
し
て
進
む
こ
と
が
大
切
だ
。
 

熊
は
、
横
か
ら
射
つ
時
は
、
前
足
の
肩
か
ら
心
臓
を
貫
ぬ
く
よ
う
に
狙
う
。
前
か 

ら
射
つ
時
は
月
の
輪
を
狙
う
。

射
ち
そ
こ
な
う
と
あ
ぶ
な
い
。

い
つ
か
は
倒
れ
た
の
で
死
ん
だ
と
思
っ
て
近
づ
い 

た
ら
ま
だ
生
き
て
い
て
銃
身
を
前
足
で
抱
え
込
ま
れ
た
。
夢
中
に
な
っ
て
銃
を
熊
の 

前
足
か
ら
引
き
ぬ
き
、
後
ろ
へ
下
っ
て
も
う
一
発
射
っ
て
や
っ
と
仕
止
め
た
時
が
あ



る
〇熊

を
射
つ
時
は
、
日
の
出
か
ら
日
没
の
間
が
よ
い
。
き
ま
り
き
っ
た
こ
と
の
よ
う 

だ
が
夜
に
な
る
と
人
間
の
方
が
眼
が
見
え
な
く
な
る
。
し
か
し
熊
は
夜
で
も
目
が
効 

く 
〇ま

た
熊
は
走
る
の
が
実
に
速
い
。

メ
ス
熊
は
五
十
貫
、
オ
ス
熊
は
百
貫
ほ
ど
あ
る 

、卜
、
校
庭
こ
ゴ
ム
マ
リ
を
こ
ろ
が
す
よ
り
も
っ
と
速
く
走
る
。
ま
た
、
ロ
が
ぜ
い
た 

く
だ
。
畑

C

家
畜
用
の
と
う
も
ろ
こ
し
と
人
間
が
食
べ
る
と
う
も
ろ
こ
し
を
作
っ
て 

お
く
と
、
人
間
用
の
も
の
を
最
初
に
、
き
れ
い
に
た
い
ら
げ
て
し
ま
う
。

別
な
熊
の
と
り
方
と
し
て
「熊
お
と
し
」
と
い
う
仕
掛
を
熊
の
通
る
道
に
作
っ
て 

お
く
。
こ
れ
は
材
木
を
仕
組
ん
だ
上
に
大
き
な
石
を
乗
せ
て
置
き
、
熊
が
そ
こ
を
通 

る
と
石
の
重
さ
で
熊
が
材
木
の
間
に
は
さ
ま
れ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
落 

し
穴
」
を
作
っ
て
お
く
方
法
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
う
っ
か
り
す
る
と
熊
が
穴
を
掘
っ 

て
逃
げ
出
す
心
配
が
あ
る
。
ま
た
、
昔
は
槍
で
つ
い
た
も
の
だ
。

熊
は
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
生
ん
で
も
最
高
二
匹
ま
で
で
あ
る
。
そ
し
て
三
才
に
な 

る
と
子
ど
も
は
親
か
.6

離
れ
て
い
く
。
ま
た
熊
の
い
る
年
は
ド
ン
グ
リ
が
豊
作
で
あ 

る
〇熊

の
肉
は
赤
肉
に
ね
ぎ
を
し
ょ
わ
せ
、
味
そ
煮
に
し
て
食
べ
る
。
ま
た
焼
肉
に
す 

る
寺
は
、

ニ
ン
ニ
ク
の
タ
レ
に
し
ょ
う
油
、
砂
糖
を
入
れ
、
こ
れ
に
漬
け
て
は
ま
た 

焼
く
。

ま
た
熊
の
肉
は
適
当
に
「生
ま
焼
け
」
も
う
ま
い
。
あ
る
時
、
山
奥
で
熊
を
射
っ 

た
時
、
料
理
道
具
も
持
ち
合
せ
て
な
い
の
で
、
そ
の
辺
に
あ
る
へ
ィ
ジ
ク(

根
ま
が 

り
竹)

を
割
っ
て
串
に
し
て
肉
を
刺
し
て
焼
い
た
。
十
分
焼
け
た
と
思
っ
て
食
べ
出 

し
た
が
ま
だ
半
焼
け
だ
っ
た
。
だ
が
半
焼
け
の
肉
も
な
か
な
か
う
ま
い
も
の
だ
。

熊
の
肉
は
小
皿
に
一
つ
も
あ
れ
ば
十
分
で
、
豚
肉
な
ど
と
ち
が
っ
て
そ
ん
な
に
食 

べ
ら
れ
な
い
も
の
だ
。

油
の
部
分
は
キ
ズ
薬
に
す
る
。

ヒ
ビ
の
薬
に
も
な
る
〇
ク
リ
ー
ム
色
を
し
て
い
て 

匂
い
が
し
な
い
。

肉
は
わ
し
と
し
て
は
売
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
撖

の

「許
可
申
請
」
等
で
お
世

Is

こ
っ
た
人
に
つ

I'

分
け
て
や
っ
て
し
ま
う
。
わ
し
の
性
分
か
も
し
れ
な-̂
 

熊
の
胆
は
、
胃
の
薬
や
、
キ
ズ
、
ヤ
ヶ
ド
の
薬
に
も
な
る
。
売
れ
ば
か
な
り
の
値 

段
で
売
れ
る
。
皮
は
三
千
円
位
か
な
。

谢
師
と
し
て
山
の
案
内
料
は
一
日
三
千
五
百
円
位
。

今
、
十
四
・
五
貫
位
の
熊
を
と
っ
て
く
れ
な
い
か
と
注
文
を
受
け
て
い
る
の
だ
が
、
 

な
か
な
か
こ
の
位
の
大
き
さ
の
熊
は
見
つ
か
ら
な
い
も
の
だ
。

昔
か
ら
、
橄
師
の
お
が
む
神
様
と
か
、
色
々
な
し
き
た
り
な
ど
が
あ
る
ら
し
い
が
、
 

わ
し
は
そ
う
し
た
こ
と
は
殆
ん
ど
気
に
し
て
い
な
い
。(

干
俣•

干
川
久
五
郎
氏
談
・
 

明
治
45

年
生)

熊 

熊
は
ト
ウ
キ
ビ
の
実
が
い
る
と
出
て
く
る
。

い
つ
い
つ
か
と
目
を
付
け
て
い 

る
ょ
う
に
、
出
て
き
て
、
同
じ
ト
ウ
キ
ビ
で
も
良
い
も
の
だ
け
食
べ
、
味
の
悪
い
も 

の
は
食
わ
な
い
。

一
度
に
一
畝
も
二
畝
も
食
べ
て
し
ま
う
。

一
冬
に
五
、
六
頭
は
村 

で
取
れ
る
が
、
日
没
後
と
朝
四
時
ご
ろ
取
る
。

熊
の
胆
は
三
万
円
、
皮
は
一
万
円
た
ら
ず
で
、
肉
も
ま
ず
い
。
胆
を
売
っ
て
も
皮 

を
売
っ
て
も
損
で
ブ
ッ
タ
ス
だ
け
で
あ
る
。
熊
を
取
る
と
、
三
、
四
人
の
仲
間
で
二
、
 

三
日
も
酒
飲
ん
で
祝
い
、
割
り
で
分
配
す
る
。(

大
前)

狩
り
の
笛

鹿
笛
雌
の
鳴
き
声
を
発
す
る
。

雉
子
笛

う
づ
ら
笛 

か
す
み
網
を
は
っ
て
、
そ
の
中
で
笛
を
ふ
く
。(

大
笹)

B

山

の

動

物

山
ウ
サ
ギ 

ハ
リ
ガ
ネ
ヮ
ナ
で
と
る
。

ィ
ノ
シ
シ
昔
は
鉄
砲
で
と
っ
た
。

ム
ジ
ナ

キ
ツ
ネ
こ
の
頃
ふ
え
て
き
た
。

サ
ル

ク
マ
ト
ー
キ
ビ
が
で
き
る
頃
に
な
る
と
出
る
。
鉄
砲
打
ち
に
行
っ
て
一
人
が
ク
マ



が
近
く
に
来
て
た
ま
げ
て
鉄
砲
を
う
っ
た
の
で
、
ク
マ
が
別
の
方
向
に
行
っ
て
、
下 

か
ら
来
る
と
思
い
待
っ
て
い
た
所
が
、
上
か
ら
来
て
ひ
っ
か
か
れ
た
人
が
い
た
。
又
、
 

ア
ヶ
ビ
を
と
り
に
行
っ
て
ひ
っ
か
か
れ
た
人
も
い
た
。
ク
マ
は
エ
サ
を
食
い
に
行
く 

直
と
帰
り
道
と
ょ
塞
う
。

キ
ジ

ヤ
マ
ド
リ

チ
チ
ン
黄
色
い
セ
キ
レ
ィ
の
こ
と
。

カ
ヮ
ラ
チ
チ 

ン 

白
い
〇
チ
チ
ン
の
巣
を
と
る
と
馬
の
足
が
痛
く
な
る
。

モ
ズ 

モ
ズ
の
巣
を
と
る
と
百
姓
の
作
っ
た
も
の
が
ョ
シ•
に
な
る
。
又
、
家
の
ぐ 

る
り
が
ゥ
シ
に
な
る(

水
が
た
ま
る)

と
も
い
う
。

青
大
将

山
カ
カ
シ

ヒ
ナ
タ
へ
ビ 

ジ
ム
グ
リ
の
こ
と
。

ス
ジ
ナ
メ
ラ 

シ
マ 

ヘ
ビ
。
串
ざ
し
に
し
て
食
う
。
肺
病
に
い
い
。
首
二
寸
は
食 

う
な
と
言
う
。
強
す
ぎ
て
、
そ
れ
位
に
し
て
お
け
と
い
う
意
味
。
味
は
い
い
。

マ
ム
シ 

ヘ
ビ
酒
を
作
る
。
傷
が
あ
る
と
ょ
く
な
い
の
で
、
打
身
の
と
こ
ろ
に
つ 

け
る
と
効
く
。
 

鶏
に
ヘ
ビ
酒
も
飲
ま
せ
る
と
元
気
に
な
っ
て
、
ヶ
ン
カ
し
て
も
負 

け
な
い
。
人
に
ま
で
と
び
か
か
っ
て
く
る
。
馬
も
元
気
に
な
る
。

マ
ム
シ
を
つ
か
ま
え
る
の
が
上
手
な
人
が
い
て
、
山
へ
古
い
鉄
ビ
ン
を
持
っ
て 

行
っ
て
そ
れ
に
入
れ
て
く
る
。
首
は
出
せ
な
い
し
、
息
が
で
き
る
の
で
い
い
と
い
う
〇 

分
配
す
る
の
で
マ
ム
シ
を
庭
に
ぶ
ち
ま
け
て
つ
か
ま
え
て
分
配
し
た
。
そ
の
親
父
が 

え
ら
い
け
ん
ま
く
で
怒
っ
た
。
し
っ
ぽ
を
つ
か
ま
え
て
ぶ
ら
下
げ
る
と
マ
ム
シ
は
首 

を
あ
げ
る
。
他
の
ヘ
ビ
は
あ
げ
な
い
。
ぶ
ら
さ
げ
た
ま
ま
手
を
一
寸
は
な
し
て
首
に 

持
ち
か
え
て
、
首
か
ら
し
っ
ぽ
に
向
け
て
こ
く 
(

し
ご
く)

と
お
と
な
し
く
な
る
。
 

そ
れ
を
首
に
ま
い
た
り
、
カ
バ
ン
に
入
れ
て
持
っ
て
来
ら
れ
る
と
い
う
。

山
へ
行
っ
て
ハ
ラ
ん
で
る
マ
ム
シ
を
つ
か
ま
え
て
皮
を
む
い
て
、
中
に
九
匹
子
供 

が
い
た
の
で
ハ
ギ
を
切
っ
て
串
ざ
し
に
し
て
地
べ
た
に
差
し
た
ま
ま
家
に
一
た
ん 

帰
っ
て
か
ら
来
て
み
る
と
、
み
ん
な
生
き
か
え
っ
て
う
ご
め
い
て
い
た
。
さ
す
が
に

こ
わ
く
な
っ
た
と
い
う
。
 

蛇
を
鳴
か
せ
る
と
蛇
が
集
ま
る
。
ド
ジ
ョ
ゥ
の
よ
う
な
鳴
き
声
だ
。
集
ま
っ
た
中 

か
ら
適
当
な
も
の
を
つ
か
ま
え
た
。

畫
を
燃
や
す
と
蛇
が
集
ま
る
。

蛇
は
歌
が
好
き
だ
。(

袋
倉)

四
、
養 

蚕

H

養
蚕
—
大
字
別
概
観

古
い
時
代
は
、
か
い
こ
は
飼
っ
て
も
、
あ
ま
り
と
れ
な
か
っ
た
。
む
か
し
は
、
は
た 

け
の
境
界
に
桑
の
木
を
植
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
葉
の
利
用
の
た
め
に
、
養
蚕
を
す 

る
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
桑
の
こ
さ
切
り
を
す
る
の
に
、桑
を
た
だ
捨
て
て
も
も
っ 

た
い
な
い
と
い
う
の
で
、
養
蚕
を
し
た
と
い
う
程
度
。

桑
畑
を
こ
し
ら
え
て
専
門
的
に
桑
を
と
っ
て
養
蚕
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
 

今
か
ら
六
十
年
ほ
ど
前
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

戦
前
は
、
こ
の
む
ら
で
は
、
各
家
の
全
体
の
収
入
の
う
ち
、
二
割
ぐ
ら
い
が
養
蚕 

収
入
に
よ
っ
た
。
養
蚕
を
沢
山
し
て
い
た
家
は
種
屋
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
家
は
養 

蚕
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
た
も
の
だ
が
、
こ
の
む
ら
に
一
軒
だ
け(

下
谷
鶴
三 

郎
方)

で
あ
っ
た
。
種
屋
は
十
年
ほ
ど
前
ま
で
や
っ
て
い
た
。(

芦
生
田)

昔
は
夏
ゴ
を
一
回
、
七
月
半
ば
過
ぎ
か
ら
、
八
月
末
ま
で
飼
っ
た
。
掃
き
立
て
は 

三
回
ぐ
ら
い
に
分
け
て
、
七
〜
十
回
置
き
に
掃
い
た
。

棚
差
し
で
飼
い
、
ク
ヮ
の
葉
を
摘
ん
で
く
れ
た
。
大
正
十
年
ご
ろ
、
信
州
か
ら
養 

蚕
教
師
が
来
て
、

ニ
ヮ
オ
キ
ー
週
間
ほ
ど
、
放
し
飼
い
を
や
り
始
め
た
。

居
宅
も
二
階
も
下
も
蚕
室
に
使
っ
た
の
で
、
大
き
い
家
が
多
い
。
棚
飼
い
で
は
、
 

な
る
べ
く
風
を
入
れ
る
な
と
い
い
、
通
風
は
か
ま
わ
な
か
っ
た
の
で
土
蔵
造
り
の
家

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
年
二
回
飼
っ
た
。
夏
蚕
は
七
月
十
七
、
八
日
ご
ろ
は
き
立
て



た
が
、
桑
つ
み
を
し
た
。
秋
蚕
は
八
月
四
、
五
日
ご
ろ
し
た
。

二
階
で
棚
飼
い
に
し 

た
が
、
土
蔵
造
り
は
温
度
の
調
査
が
ょ
く
で
き
た
。

蚕
と
小
麦
刈
り
、
大
麦
刈
り
で
八
月
は
お
お
ご
と
だ
っ
た
の
で
、
ヵ
ィ
コ
ヅ
ヵ
レ 

と
い
っ
た
。

大
蚕
の
家
は
、
ま
ゆ
を
百
貫
も
取
っ
た
が
、
お
お
な
み
は
四
、
五
十
貫
取
り
だ
っ 

た
。
ま
ゆ
は
製
糸
工
場
や
、
仲
買
人
が
買
い
に
来
た
。(

干
俣)

こ
の
土
地
で
は
昭
和
十
二
年
頃
ま
で
、
お
蚕
を
盛
ん
に
や
っ
て
い
た
。

土
蔵
造
り
の
家
が
多
い
が
、
こ
れ
は
冬
の
寒
さ
除
け
と
と
も
に
、
部
屋
の
中
の
温 

度
差
が
少
な
い
の
で
お
蚕
の
た
め
に
も
ょ
か
っ
た
。

夏
蚕
は
七
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
位
の
間
に
掃
き
立
て
る
。
秋
蚕
は
八
月
四
、
五 

日
頃
。
だ
か
ら
夏
蚕
と
秋
蚕
の
仕
事
が
重
な
る
時
期
が
あ
り
忙
が
し
か
っ
た
。
そ
れ,

に
、
小
麦
、
大
麦
の
取
り
入
れ
仕
事
も
重
な
っ
て
く
る
の
で
八
月
は
全
く
忙
し
い
時 

だ
っ
た
。

た
く
さ
ん
お
蚕
を
や
る
家
で
は
百
貫
か
ら
二
百
貫
位
と
っ
た
。
百
貫
蚕
を
す
る
に 

は
一
軒
で
八
人
か
ら
十
人
く
ら
い
の
人
手
間
が
必
要
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
も 

十
二
、
三
才
位
に
な
る
と
手
伝
っ
た
。

大
正
十
二
、
三
年
の
頃
か
ら
条
桑
育
が
入
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
桑
を
摘 

ん
で
お
蚕
に
く
れ
た
。
全
部
タ
ナ
飼
い
だ
っ
た
か
ら
、
桑
摘
み
に
毎
日
追
わ
れ
て
い 

た
。
桑
く
れ
は
一
、
二
令
中
は
一
日
に
七
、
八0

。
三
令
す
ぎ
る
と
四
、
五
回
に
な
っ 

た
が
、
と
に
か
く
お
蚕
中
は
、
人
間
は
一
日
三
時
間
位
き
り
眠
れ
な
い
の
が
普
通
だ
っ 

た
。
桑
は
こ
の
土
地
で
自
給
で
き
た
。(

干
俣)

明
治
初
年
こ
ろ
が
最
初
の
こ
と
、

一
時
は
夏
蚕
一
回
だ
け
だ
っ
た
。
明
治
四
十
五

共同飼育所 左右がドムロになっていて中央で給桑す 

る。(今井) (撮影阿部孝)

配座(2眠したもの)(上袋倉)(撮影阿部 孝)

給 桑(袋倉)(撮影阿部孝)



年
に
村
内
に
講
習
所
が
で
き
て
そ
こ
に
通
っ
た
人
も
い
る
。

明
治
か
ら
大
正
こ
ろ
の
間
蚕
種
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

一
時
は
十
八
人
の
タ
ネ 

屋
が
あ
り
、
長
野
原
の
応
桑
や
羽
根
屋
の
人
た
ち
と
「吾
妻
西
部
蚕
種
同
業
組
合
」 

と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
や
っ
た
。
こ
れ
は
春
蚕
で
、
稚
蚕
期
は
下
の
方
か
ら
桑
を
買
っ 

て
き
て
や
っ
た
。
ク
ニ
イ
チ
、
ヤ
マ
ト
ニ
シ
キ
と
い
う
品
種
で
、
前
橋
の
蚕
業
事
務 

所
か
ら
ハ
イ
カ
ラ
が
や
っ
て
来
て
タ
ネ
の
検
査
——

母
蛾
検
査
を
や
っ
た
。
微
粒
子 

病
の
検
査
で
、
最
高
十
八
人
が
来
て
公
会
堂
に
と
ま
っ
て
や
っ
た
。
タ
ネ
は
県
内
で 

も
多
野
、
群
馬
、
佐
波
郡
の
方
へ
出
荷
し
た
。
冷
蔵
庫
を
つ
く
っ
て
タ
ネ
を
保
存
し 

て
い
た
が
、
交
配
に
な
っ
て
か
ら
一
時
、
蛾
を
保
存
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
 

交
配
種
に
は
そ
れ
だ
け
の
施
設
が
な
い
の
で
で
き
な
か
っ
た
。

戦
後
ち
ょ
っ
と
の
間
群
蚕
か
ら
の
依
託
で
原
種
を
五
、
六
年
や
っ
た
こ
と
が
あ 

る
〇昔

は
春(

二
十
五
：グ
ラ
ム
位
が
普
通)

と

夏(

十
五
グ
ラ
ム
位
が
普
通)

だ
け
で
あ 

っ
た
が
、
今
は
三
回
か
ら
四
回
や
る
。

一
回
に
百
五
十
グ
ラ
ム
も
は
き
、
五
曇
一
、
 

群
馬
一
を
目
ざ
す
人
も
い
る
。
そ
う
い
う
人
は
、
も
ち
ろ
ん
人
だ
の
み
で
あ
り
、
買 

い

桑(

農
協
に
た
の
む
と
持
っ
て
き
て
く
れ
る)

’
で
あ
る
。

も
と
は
鎌
原
中
で
八
十
戸
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
現
在
は
約
三
十
戸
に
へ
っ
て
い
る
。
 

稚
蚕
は
坂
上
の
共
同
飼
育
所
に
委
託
し
て
飼
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。(

鎌
原)

蚕
を
は
い
た
家
は
今
年
は
四
軒
。
初
秋
蚕
と
夏
蚕
を
は
い
た
の
が
三
軒
で
、
春
蚕 

と
初
秋
蚕
と
夏
蚕
と
は
い
た
の
が
一
軒
〇(

門
貝)

春

蚕(

三
十
〜
五
十g
)

、
秋

蚕(

三
十
〜
五
十g
)

、
晩
秋
蚕(

十
五
〜
二
十g
)
 

の
三
回
が
多
く
、
晩
々
秋
蚕
は
余
り
や
ら
な
い
。

昭
和
十
三
年
頃
ま
で
は
、
上
田
の
方
か
ら
メ
ー
カ
イ
が
来
た
。
ほ
と
ん
ど
売
り
に 

出
し
て
し
ま
う
。
タ
マ
マ
ユ(

二
匹
の
蚕
が
作
っ
た
繭)

や
チ
ュ
ー
マ
ユ(

小
さ
い 

も
の
や
、
蚕
の
尿
の
つ
い
た
赤
っ
ぽ
い
も
の
、
傷
の
つ
い
た
も
の)

も
チ
ュj

メ
エ 

カ
イ
に
売
っ
た
。

メ
ー
カ
イ
が
来
な
く
な
っ
て
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
上
田
な
ど
へ
持
っ 

て
行
っ
て
売
っ
た
。(

袋
倉)

㈡

蚕

飼

育
 

ド
モ
ロ 

稚
蚕
飼
育
の
ド
モ
ロ
が
門
貝
に
四
つ
あ
る
。

一
つ
は
個
人
で
持
っ
て
お 

り
、
他
の
三
つ
は
四
、
五
軒
づ
つ
の
共
同
飼
育
用
の
も
の
で
、
昭
和
二
十
五
年
に
使 

い
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
土
蔵
造
り
で
味
噌
倉
の
大
き
さ
で
あ
る
。
掃
き
立
て
か
ら 

三
眠
起
き
ま
で
、
ド
モ
ロ
で
飼
い
、
あ
と
は
条
桑
飼
い
と
し
て
い
る
。(

門
貝)

蚕
種 

種
は
ヒ
ラ
ヅ
ケ(

百
ぱ
ヒ
ラ
ヅ
ケ
と
言
い
、

一
枚
の
種
紙
に
百
匹
の
蛾
に 

種
を
生
み
つ
け
さ
せ
た
も
の)

か
ら
ワ
ク
セ
イ
に
移
っ
た
。
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初 

期
ま
で
ワ
ク
セ
イ
で
あ
っ
た
。
種
紙
は
土
を
掘
っ
た
モ
ロ
に
保
存
し
た
。

日
支
交
配
が
多
か
っ
た
。(

今
井)

黄
繭
種 

黄
繭
種
を
飼
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
大
正
十
年
前
後
の
数
年
だ
け
で 

あ
っ
た
。

メ
ー
ヵ
イ
に
売
っ
て
も
他
の
も
の
よ
り
安
か
っ
た
。
虫
も
弱
い
の
で
ほ
ん 

の
二
、
三
年
や
っ
て
み
た
だ
け
だ
っ
た
。(

今
井)

お
蚕
の
種
は
、+

世
話
を
し
て
く
れ
る
人
を
通
じ
て
信
州
か
ら
買
っ
た
。(

干
俣) 

掃
立
の
時
期

春

蚕

六

月

十
日
ご
ろ
掃
立

夏

蚕

七

月

二

士

一

、
三
日
こ
ろ
掃
立

晩
秋
蚕
八
月
十
日
こ
ろ
掃
立

そ
れ
以
後
は
ほ
と
ん
ど
や
ら
な
い
。(

鎌
原)

令
眠
の
よ
び
名 

令
眠
の
呼
び
名
は
、
ケ
ゴ
休
みi

ふ
た
つ
休
みi

フ
ナ
休
みi
 

ニ
ワ
休
み
と
い
う
。

フ
ナ
休
み
と
ニ
ワ
休
み
に
は
赤
飯
を
ふ
か
し
て
お
祝
を
し
た
。
も
う
お
蚕
を
棚
か 

ら
お
ろ
し
て
庭
で
飼
っ
て
も
よ
い
か
ら
「
ニ
ワ
休
み
」
と
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

(

干
俣)

ひ
と
つ
休
み
、
ふ
た
つ
休
み
、
フ
ナ
休
み
、

ニ
ワ
休
み
と
い
う
。(

袋
倉)

依
託
飼
育 

十
五
年
前
よ
り
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
時
の
依
託
の
量
が
多
い
時
は
、
 

二
眠
ま
で
で
、
少
な
い
と
三
眠
ま
で
で
あ
る
が
、
病
気
な
ど
出
る
よ
う
な
時
は
二
眠 

で
届
け
る
こ
と
が
多
い
。
専
門
の
人
が
扱
う
の
で
よ
く
わ
か
る
ら
し
か
っ
た
。(

袋
倉)



蚕
の
毒
消
毒
は
い
け
な
い
。

油
は
い
け
な
い
。
天
ぷ
ら
は
蚕
中
は
あ
げ
な
か
っ
た
。

に
お
い
は
い
け
な
い
。
ラ
ン
プ
の
石
油
の
に
お
い
も
嫌
っ
た
の
で
、
ラ
ン
プ
に
触 

れ
た
時
は
手
を
洗
っ
た
。
た
ば
こ
の
に
お
い
も
嫌
っ
た
。
た
ば
こ
の
煙
を
ふ
き
か
け 

る
と
、
オ
コ
さ
ま
が
首
を
振
っ
て
嫌
が
っ
た
。(

袋
倉)

蚕
の
病
気 

お
蚕
の
病
気
に
は
「
ア
タ
マ
ス
キ
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は 

温
度
が
低
か
っ
た
り
、
桑
が
不
足
す
る
と
な
っ
た
。
ま

た

「
オ
シ
ャ
リ
」
は
お
蚕
が 

固
く
白
く
な
っ
て
し
ま
う
。
湿
気
が
多
い
と
こ
う
な
っ
た
。(

干
俣)

蚕
を
オ
コ
サ
ン
と
も
い
う
。
オ
コ
サ
ン
の
病
気
に
は
、

コ
シ
ャ
リ
、
フ
シ
、
カ
カ 

リ
(

ア
タ
マ
ス
キ)

な
ど
が
あ
る
。(

門
貝)

ネ
ズ
ミ 

蚕
、
サ
ナ
ギ
を
食
べ
る
の
で
、
ネ
ズ
ミ
の
通
り
道
に
好
物
の
ソ
バ
を
進 

ぜ
て
お
い
た
。

沢
渡
の
ヘ
ビ
石
を
借
り
て
来
る
と
ネ
ズ
、、、除
け
に
な
っ
た
。(

袋
倉)

桑
桑
に
は
、
高
株
、
中
株
、
根
っ
桑
が
あ
り
、
春
先
株
な
お
し
を
す
る
。
桑
原
は
年 

に
二
回
ほ
る
。(

門
貝)

根
桑
に
す
る
。
高
木
に
す
る
と
冬
し
み
っ
枯
れ
る
。
十
五
年
位
で
新
し
く
す
る
と 

良
い
と
言
わ
れ
る
が
、
五
十
年
も
百
年
も
同
じ
桑
で
や
る
。
昔
桑
を
く
れ
て
い
る
者 

は
繭
が
余
り
と
れ
な
い
。
新
し
く
植
え
た
方
が
収
繭
は
い
い
。

今
の
桑
で
多
い
の
は
改
良
一
の
瀬
で
あ
る
。
他
に
バ
ン
ド
ウ
な
ど
が
あ
る
。

昔
の
桑
と
し
て
は
、

ロ
ソ
ー
、
ゲ
ン
ノ
ジ
ョ
ウ
、
ヒ
ロ
ィ
グ
ワ
、

コ
マ
キ
、
ケ
ン 

モ
チ
グ
ワ
、
カ
ノ
ウ
ヤ
な
ど
が
あ
っ
た
。
ケ
ン
モ
チ
グ
ワ
は
霜
に
弱
い
。
ケ
ン
モ
チ 

グ
ワ
、
カ
ノ
ウ
ヤ
は
ド
ド
メ
が
ょ
く
な
る
。
そ
れ
を
コ
バ
飼
い
に
く
れ
た
。(

袋
倉) 

桑
の
木
の
種
類 

ゲ
ン
ノ
ジ
ョ
ウ(

葉
に
切
り
こ
み
の
多
い
も
の
だ
っ
た
。)

シ
ロ 

ィ
グ
ワ(

丸
型)

、
コ
マ
キ(

袋
倉)

桑
の
病
気 

ネ
ズ
ミ
が
冬
季
ヱ
サ
の
な
い
時
に
桑
の
根
を
か
じ
る
と
、
み
ん
な
根 

枯
れ
病
に
な
っ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
秋
に
石
灰
チ
ッ
ソ
を
ま
け
ば
予
防
に
な
る
。
 

(

袋
倉)

霜
害 

春
す
ぎ
に
お
そ
霜
に
あ
わ
な
い
こ
と
は
な
い
。(

袋
倉)

浅
間
の
灰 

浅
間
の
灰
が
桑
に
降
る
と
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
桑
を
お
蚕
に
く 

れ
る
と
わ
る
い
と
い
う
の
で
、
枝
ご
と
川
に
持
っ
て
行
っ
て
洗
っ
た
も
の
だ
。
し
か 

し
な
か
な
か
灰
が
落
ち
な
い
の
で
困
っ
た
。

一
年
に
、
二.

三
回
は
こ
う
し
た
こ
と 

が
あ
っ
た
。(

干
俣)

マ
ブ
シ 

カ
ラ
マ
ッ
の
枝
や
シ
ラ
ハ
ギ
の
枝
を
使
っ
た
。
光
沢
が
い
い
が
、
カ
タ 

ッ
キ
と
い
っ
て
マ
ユ
に
穴
が
あ
き
糸
が
き
れ
て
し
ま
う
。

次
に
織
り
マ
ブ
シ
を
使
っ
た
。

ワ
ラ
・
カ
ヤ
を
使
い
、
手
織
り
か
ら
機
械
織
り
に 

な
っ
た
。
冬
に
織
っ
て
お
く
が
、
間
に
合
わ
す
ニ
ワ
休
み
に
な
っ
て
織
っ
た
り
し
た 

こ
と
も
あ
る
。

そ
の
次
が
改
良
マ
ブ
シ
で
、
大
体
買
っ
た
。

今
は
回
転
マ
ブ
シ
。(

袋
倉)

蚕
手
伝
い 

蚕
の
盛
ん
な
こ
ろ
、
村
内
で
手
伝
い
を
決
め
た
。
外
か
ら
は
来
な
い 

し
、
ヶ
ィ
ア
ン
も
い
な
か
っ
た
。
手
伝
い
の
娘
た
ち
は
相
対
で
決
め
て
、
住
み
こ
み 

に
な
る
が
、
家
の
中
は
蚕
に
場
所
を
取
ら
れ
て
、
家
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
寝
泊
り
し 

て
い
た
。
別
に
桑
取
り
歌
は
な
か
っ
た
。(

干
俣)

休
み
団
子
休
み
団
子
は
フ
ナ
と
ニ
ワ
に
作
っ
た
。

コ
ア
ゲ
に
は
赤
飯
を
炊
い
て
、
村
内
の
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
に
ふ
る
ま
っ
た
。(

今

井)
蚕
業
講
習
所 

大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
四
年
こ
ろ
ま
で
の
間
、
大
前
に
「
郡
立
夏 

秋
蚕
業
講
習
所
」
と
い
う
の
が
で
き
て
、
多
い
と
き
は
十
三
人
、
翌
年
十
人
、
と
次 

第
に
減
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
講
習
所
に
な
る
前
は
伝
習
所
と
い
っ
て
何
年 

か
や
っ
て
い
た
。(

鎌
原)

㈢

繭

の

処

理

繭
売
り 

昔
は
繭
買
い
の
人
が
回
っ
て
来
て
買
っ
た
が
、
く
ず
ま
ゆ
を
一
割
と
か 

二
割
つ
け
ろ
と
い
わ
れ
て
、
本
ま
ゆ
に
つ
け
て
買
っ
て
も
ら
っ
た
。

昭
和
九
年
以
前
か
ら
長
野
県
の
「繭
市
」
に
持
っ
て
行
く
ょ
う
に
な
っ
た
。
夕
食



を
食
べ
て
か
ら
馬
で
運
ん
だ
。
経
路
と
し
て
は
峯
の
茶
屋
か
ら
小
諸
に
向
か
っ
た
。
 

何
曝
間
も
か
か
り
、
ま
ゆ
に
熱
が
出
る
の
で
着
く
と
す
ぐ
、
ぅ
ち
わ
で
冷
や
し
て
市 

場
に
出
し
た
。
遠
く
か
ら
行
く
の
で
馬
鹿
に
し
て
、
大
声
で
「
蠕
恋
の
特
優
」
な
ど 

と
呼
出
し
さ
れ
、
安
く
買
い
た
た
か
れ
た
。
小
諸
の
も
の
ょ
り
二
円
以
上
安
か
っ
た
。
 

(

一
駄
に
つ
き)

昭
和
十
年
以
後
に
は
、
大
前
に
出
張
「繭
市
」
が
あ
っ
た
が
、
三
原
の
ッ
バ
メ
商 

店
が
運
転
手
で
長
野
県
に
運
ん
だ
。(

袋
倉)

繭
は
長
野
の
製
糸
所
へ
売
っ
た
。
玉
繭
は
家
で
真
綿
な
ど
を
作
っ
た
。
ま
た
、
春 

蚕
の
繭
の
一
部
は
、
家
で
糸
を
ひ
き
、
織
っ
て
紺
屋
に
頼
ん
で
染
め
て
も
ら
い
着
物 

に
仕
立
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。(

干
俣)

ケ
バ
売
っ
た
り
、
布
団
の
ワ
タ
に
使
っ
た
。(

袋
倉)

糸 

糸
は
チ
ュ
ー
マ
イ
か
ら
ひ
い
た
。
自
家
用
で
、
売
る
程
は
ひ
か
な
い
〇
賃
び 

き
も
し
な
い
。(

袋
倉)

マ
ワ
タ 

タ
マ
マ
ユ
を
使
っ
た
。
ソ
ー
ダ
や
灰
を
入
れ
て
煮
て
マ
ワ
タ
カ
ケ
に
か 

け
て
作
っ
た
。(

袋
倉)

自
家
用 

マ
ワ
タ
は
タ
マ
マ
ユ
で
作
る
。
炭
酸
を
入
れ
て
煮
て
、
八
寸
四
方
ぐ
ら 

い
の
マ
ワ
タ
カ
ケ
で
作
っ
た
。

チ
ュ
ー
マ
イ
で
糸
を
と
っ
た
。
賃
び
き
は
し
な
い
。
自
家
用
で
あ
る
。

七
十
年
位
前
ま
で
ジ
バ
タ(

イ
ザ
リ
バ
タ)

を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
タ
カ
ア 

シ
(

タ
カ
ハ
タ)

に
な
っ
た
。
機
を
織
れ
れ
ば
い
い
娘
で
あ
っ
た
。

生
糸
だ
け
の
織
物
と
し
て
は
ヒ
ラ
ギ
ヌ
が
あ
る
。
染
物
屋
で
染
め
て
も
ら
い
、
御 

祝
儀
用
の
江
戸
褛
や
紋
つ
き
羽
織
な
ど
の
晴
着
に
し
た
。

木
綿
糸
を
上
田
か
ら
買
っ
て
き
て
、
生
糸
と
ま
ぜ
て
才
丨
メ
を
織
っ
た
。

木
綿
だ
け
で
も
織
り
、
も
も
ひ
き
、
足
袋
な
ど
全
部
織
っ
た
。(

今
井)

㈣

豊

蚕

祈

願

お
蚕
の
神 

正
月
十
四
日
の
朝
、
繭
玉
を
作
っ
て
柳
の
枝
に
さ
し
て
、
神
棚
や
部 

屋
に
飾
っ
た
。

一
月
二
十
日
に
繭
玉
飾
り
は
片
づ
け
る
。
片
づ
け
る
前
に
、
ヵ
ヤ
を
三
角
形
に
組 

ん
で
箸
の
か
わ
り
に
し
て
、
ホ
ー
ロ
ク
で
大
豆
を
い
り
、
「豆
ま
き
」
を
す
る
。
「
フ 

ク
ヮ
ー
ウ
チ
…
…
」
と
い
っ
て
豆
を
ま
い
た
。
そ
し
て
、
繭
玉
飾
り
を
お
ろ
し
た
。
 

(

こ
の
豆
ま
き
を
す
る
家
は
、
集
ま
っ
た
話
者
の
中
で
、
干
川
祐
太
郎
氏
の
宅
、

一
 

軒
き
り
で
あ
っ
た
。
同
家
で
は
節
分
の
豆
ま
き
も
、
ま
た
別
な
行
事
と
し
て
行
っ
て 

い
る
と
い
う
。)(

干
俣)

五
、
畜 

産

㈠

馬

孀
恋
村
の
馬 

ふ
つ
う
の
家
で
一
、
二
頭
、
多
い
家
で
三
頭
か
四
頭
の
ウ
マ
を
飼
っ 

た
。
ほ
と
ん
ど
毎
戸
ウ
マ
を
飼
っ
て
い
た
が
、
ウ
シ
は
い
な
か
っ
た
。(

芦
生
田) 

か
つ
て
孀
恋
は
馬
の
産
地
で
あ
っ
た
。
ど
こ
の
家
で
も
馬
の
子
を
と
ら
な
い
家
は 

な
か
っ
た
。

だ
か
ら
馬
頭
観
音
が
非
常
に
多
い
。(

大
笹)

馬
は
家
の
宝
で
、
馬
を
見
れ
ば
シ
ン
シ
ョ
ウ
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
だ
っ 

た
の
で
、
先
祖
の
墓
は
た
た
な
く
も
馬
頭
観
音
を
建
て
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

春
、
ま
だ
馬
を
使
い
こ
ま
な
い
と
き
は
馬
を
い
た
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で 

荷
物
を
人
間
が
背
負
っ
た
く
ら
い
で
、
ト
ウ
ネ
は
現
金
収
入
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
 

昭
和
三
十
年
こ
ろ
が
鎌
原
の
馬
の
全
盛
で
、
一
軒
一
頭
く
ら
い
、
全
部
で
百
二
十
頭 

は
い
た
。
村
で
新
聞
と
る
家
ょ
り
運
送
の
数
が
多
か
っ
た
。
小
荷
駄
で
運
ぶ
と
き
、
 

運
送
は
大
き
い
意
味
が
あ
っ
た
。
台
所
に
馬
小
屋
を
つ
く
っ
て
飼
っ
た
。(

鎌
原) 

㈡

馬

の

特

徴

馬
の
特
徴 

馬
の
四
本
足
に
白
い
毛
の
あ
る
も
の
を
四
ツ
ジ
ロ
と
い
い
大
変
き
ら 

っ
た
〇

ト
ウ
バ
、
ト
ウ
バ
ッ
サ
ク
と
い
わ
れ
た
も
の
は
、
顔
の
中
央
に
細
長
く
白
い
毛
の



と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
で
、
普
通
は
ロ
の
上
ま
で
で
あ
る
が
何
百
頭
に
一
頭
ぐ
ら
い
は 

ロ
の
下
ま
で
あ
る
が
こ
れ
は
ロ
を
地
面
と
し
た
場
合
、
塔
婆
を
地
面
に
立
て
た
型
で 

あ
る
の
で
一
番
き
ら
っ
た
が
知
ら
な
い
人
に
は
、
教
え
な
い
で
馬
喰
は
は
め
た
。
尻 

尾
の
先
の
白
い
も
の
を
オ
サ
キ
と
い
い
、
オ
サ
キ
と
い
う
動
物
の
名
が
つ
く
の
で
き 

ら
っ
た
。
こ
の
動
物
は
、
え
ん
の
下
で
た
ら
い
で
め
し
を
食
べ
る
と
か
、
隣
り
近
所 

の
家
か
ら
蚕
や
粉
な
ど•
な
ん
で
も
取
っ
て
来
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

最
近
は
ほ
と
ん
ど
馬
が
い
な
く
な
っ
て
蠕
恋
村
に
は
六
頭
し
か
い
な
い
。
田
代
に 

は
二
頭
お
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
る
よ
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で
自
動
車
が
故
障
で
動
か
な 

く
な
っ
た
も
の
を
引
き
出
し
た
り
、
自
動
車
代
り
に
使
う
こ
と
の
ほ
う
が
多
額
の
収 

入
を
得
て
い
る
。(

袋
倉)

馬
の
ま
き
め
馬
の
体
の
中
心
線
上
の
ま
き
め
は
よ
い
と
さ
れ
た
が
他
は
き
ら
わ 

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
胸
の
両
方
又
は
片
方
に
あ
る
ま
き
め
を
ソ
ウ
モ
ン
と
い
い 

(

葬
紋)

大
変
き
ら
っ
た
。
真
中
の
も
の
を
ナ
ミ
ヮ
ヶ
と
い
わ
れ
よ
い
と
さ
れ
た
。
 

前
足
の
つ
け
ね
の
う
し
ろ
の
と
こ
ろ
の
腹
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
き
め
を
ミ
ヨ
ハ
チ 

と
い
い
葬
式
の
出
棺
の
時
に
な
ら
す
道
具
を
胸
に
あ
て
た
人
の
形
と
な
る
の
で
き 

ら
っ
た
。

後
足
の
両
方
に
あ
る
ま
き
め
を
ヒ
チ
ソ
ウ(

七
葬)

と
い
わ
れ
た
。

尻
の
真
上
の
真
中
に
あ
る
も
の
を
ゴ
ク
ド
ウ
ノ
辻
と
い
い
大
い 

へ
ん
き
ら
っ
た
。
 

馬
喰
は
こ
の
こ
と
は
普
通
の
人
に
は
教
え
ず
に
売
り
込
ん
だ
。
又
、
こ
れ
が
あ
る
馬 

に
つ
い
て
は
焼
ご
て
を
押
し
て
毛
を
切
り
取
り
、
な
い
よ
う
に
し
て
売
り
込
ん
だ
。
 

(

袋
倉)

馬
の
く
せ 

ハ
タ
ッ
ペ
リ
と
い
い
常
に
首
を
左
右
に
振
る
く
せ
。

マ
セ
エ
ヵ
ジ
リ 

と
い
い
馬
屋
の
前
に
あ
る
横
の
棒
を
マ
セ
ツ
棒
と
い
い
、
こ
の
棒
を
ロ
で
く
わ
え
て 

常
に
動
か
し
て
い
る
く
せ
で
、
こ
の
く
せ
に
な
る
と
腹
が
細
く
な
っ
て
や
せ
る
。

二
 

ツ
ク
ィ
と
い
い
自
分
の
体
の
一
部
を
か
じ
る
く
せ
。
又
、
ア
シ
ガ
キ
や
人
を
か
じ
る 

馬
な
ど
が
あ
っ
た
。(

袋
倉)

あ
し
か
き
と
い
い
、
足
で
土
を
か
く
く
せ
を
言
っ
た
。
叱
る
と
空
間
で
足
を
動
か 

す
く
せ
だ
っ
た
。(

今
井)

(H)
馬

の

飼

育

馬
の
種
っ
け
山
崎
安
重
郎
さ
ん
の
家
で
は
、
種
馬
を
個
人
で
持
っ
て
い
て
村
中 

を
ま
わ
っ
て
種
つ
け
を
大
正
初
期
ま
で
行
な
っ
た
。

大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
種
馬
所
が
、
大
前
、
大
津
、
原
町
に
設
け
ら
れ
た
。
そ 

れ
か
ら
は
、
発
情
が
来
る
と
そ
こ
に
行
っ
て
種
つ
け
を
行
な
っ
て
来
た
。(

袋
倉) 

大
前
に
交
尾
場
が
あ
っ
た
。
交
尾
料
は
二
、
三
円
か
ら
五
円
で
あ
っ
た
。

長
野
原
の
応
桑
の
ど
こ
か
に
あ
り
、
岩
村
田
の
あ
た
り
か
ら
出
張
し
て
い
た
も
の 

も
あ
る
。

シ
バ
シ
ョ
と
い
う
の
は
種
つ
け
馬
の
場
所
と
い
う
こ
と
〇(

鎌
原)

馬
の
水 

米
の
と
ぎ
汁
な
ど
は
大
釜
に
入
れ
て
わ
か
し
、
ヒH

や
フ
ス
マ
な
ど
を 

入
れ
て
く
れ
た
。(

鎌
原)

シ
グ
ツ
馬
の
餌
袋
の
こ
と
、
山
に
行
く
と
き
や
田
ん
ぼ
を
か
く
と
き
な
ど
に
馬 

の
カ
イ
バ
を
入
れ
て
持
っ
て
ゆ
き
、
馬
の
首
に
か
け
て
食
わ
せ
る
も
の
。
な
わ
を
入 

れ
、
わ
ら
と
ク
ラ
ラ
で
む
し
ろ
の
ょ
う
に
つ
く
り
、
こ
れ
を
二
重
に
折
っ
て
一
方 

を
少
し
長
く
し
て
ぬ
い
と
め
ひ
も
を
つ
け
て
つ
く
る
。(

鍊
原)

ケ
イ
バ 

冬
期
に
は
、
オ
シ
鎌
で
切
っ
て
湯
の
中
に
入
れ
て
く
れ
た
。
ダ
イ
ド
コ 

の
端
に
大
釜
を
す
え
て
、
カ
ヤ
、
木
の
枝
で
カ
マ
ダ
キ
し
た
。(

西
窪)

馬
の
病
気 

馬
が
ネ
エ
ラ
に
な
っ
た
ら
、
竹
節
人
参
を
せ
ん
じ
て
飲
ま
せ
た
。
置 

き
薬
の
エ
ン
ル
イ
タ
ン
を
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ガ
ス
で
腹
を
は
ら
し
た
時
は
、
 

針
で
さ
し
た
。(

門
貝)

ネ
エ
ラ
は
あ
ご
が
は
れ
る
病
気
で
治
す
た
め
に
テ
ッ
コ
ハ
コ(

あ
り
じ
ご
く) 

を 

二
三
匹
食
べ
さ
せ
た
。
ガ
ス
と
い
い
せ
ん
い
の
多
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
と
死
ぬ
。
 

(

今
井)

袋
倉
に
は
百
頭
も
昔
は
い
た
。
平
均
一
軒
で
三
頭
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
馬
喰
も
大
正 

時
代
ま
で
は
い
た
。
馬
の
病
気
に
は
、
デ
ン
ピ
ン
と
い
う
血
の
ま
わ
り
の
悪
く
な
る 

病
気 

カ
ヮ
ッ
パ
とL

う
肉
と
皮
の
離
れ
る
こ
と
や
ナ
イ
ラ
と
い
う
風
邪
な
ど
の
病 

気
が
あ
っ
た
が
普
通
は
馬
喰
が
治
療
し
た
。
長
さ
六
、
七
セ
ン
チ
も
あ
る
平
型
の
針 

を
持
っ
て
お
り
局
部
に
差
し
て
治
し
た
。

一
名
ハ
バ
リ
と
も
ー
ー
ー
日
っ
た
。



秋
に
な
る
と
ッ
ク
ロ
ィ
又
は
馬
づ
く
り
と
い
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。
伯

楽(

馬 

医)
：
が
六
合
村
赤
岩
に
い
て
秋
や
っ
て
来
て
、
馬
の
四
つ
足
の
内
が
わ
に
小
さ
い
硬 

い
凸
部
が
あ
り
、
そ
こ
に
焼
ご
て
を
押
し
た
。
又
尻
尾
の
根
元
の
し
ん(

中
心)

に 

も
焼
ご
て
を
あ
て
た
。
少
し
ぐ
ら
い
弱
っ
た
馬
で
も
じ
ょ
う
ぶ
に
な
っ
た
。(

袋
倉)

㈣

馬 

市

馬
市 

ト
ゥ
ネ
は
九
月
ま
で
飼
っ
て
か
ら
大
前
の
セ
リ
市(

馬
市)

に
出
し
た
。
 

大
前
の
交
尾
場
が
セ
リ
市
の
会
場
に
な
っ
た
。

馬
市
は
一
年
中
の
楽
し
み
だ
っ
た
。
女
衆
も
、
馬
が
ア
ブ
に
食
わ
れ
て
は
い
け
な 

い
か
ら
と
い
う
の
で
ア
ブ
を
追
い
に
行
っ
た
。
セ
リ
に
か
か
ら
な
い
う
ち
は
川
原
の 

方
に
い
て
、
他
の
馬
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
ア
ブ
を
追
い
な
が
ら
番
を
待
っ
て
い 

て
、
自
分
の
番
に
な
る
と
連
れ
て
行
っ
た
。

産
牛
馬
組
合
役
員
の
中
か
ら
し
っ
か
り
し
た
人
が
出
て
セ
リ
頭
に
な
る
。
引
き
子 

が
馬
を
引
い
て
ま
わ
る
と
、
セ
リ
人
が
い
て
セ
ル
。
そ
れ
を
聞
い
て
セ
リ
頭
が
大
声 

で

「
セ
リ
代
金
〇
〇
円
也
」
と
い
う
。
だ
ん
だ
ん
金
額
が
ふ
え
る
。

セ
リ
上
げ
る
た 

め
に
持
主
が
自
分
の
馬
を
セ
ル
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
セ
リ
手
が
な
け 

れ
ば
主
じ
り
と
な
る
。
持
主
は
た
い
が
い
セ
リ
人(

酒
が
で
き
る
よ
う
な
人)

に
頼 

む
が
、
み
ん
な
一
杯
い
れ
て
い
く
か
ら
大
変
な
さ
わ
ぎ
で
あ
っ
た
。
酒
を
の
み
す
ぎ 

て
覚
え
な
く
せ 

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
失
敗
談
も
あ
る
。
セ
リ
人
の
も
ら
え 

る
歩
合
は
し
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

セ
リ
市
は
、
数
が
多
い
と
き
は
三
日
間
や
っ
た
が
そ
れ
が
二
日
に
な
り
、

一
日
だ 

け
に
な
っ
て
、
昭
和
二
十
五•

六
年
こ
ろ
大
前
の
市
は
な
く
な
り
、
長
野
原
に
変
っ 

た
の
で
、
そ
こ
ま
で
引
い
て
行
っ
た
。
そ
れ
も
二
十
八
・
九
年
こ
ろ
に
は
終
り
と
な
っ 

た
。(

鎌
原)

馬
が
多
か
っ
た
の
で
、
終
戦
後
ま
で
、
秋
彼
岸
前
に
二
〇
〇
〜
二
四
〇
頭
ほ
ど
の 

馬
が
集
ま
っ
て
市
が
立
っ
た
。

一
日
審
査
し
て
、
セ
リ
市
を
三
日
し
た
。
役
場
の
所 

が
市
の
場
所
で
、
日
本
中
か
ら
馬
買
い
に
来
た
の
で
、
店
も
出
た
。

馬
市
は
嬌
恋
か
ら
長
野
原
、
原
町
へ
移
っ
た
。
当
時
は
九
月
盆
で
、
そ
れ
に
続
い

て
十
七
〜
十
九
日
ご
ろ
開
い
た
。
こ
こ
に
は
浅
間
牧
場•

田
代
牧
場•

干
俣
牧
場
と 

三
つ
も
牧
場
が
あ
り
、
五
月
一
日
か
ら
馬
を
預
か
っ
た
。
今
は
牛
を
預
か
る
。(

大
前) 

ト
ウ
ネ
の
市
が
大
前
で
秋
九
月
二
十
三
日
か
ら
月
末
ま
で
行
な
わ
れ
た
。
昭
和
十 

二
三
年
頃
ま
で
あ
っ
た
。

蠕
恋
が
終
る
と
長
野
原
、
原
町
、
利
根
郡
へ
と
馬
市
が
つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
。
 

馬
喰
は
、
北
海
道
産
、
栃
木
、
奥
州
、
福
島
な
ど
か
ら
馬
を
買
っ
て
来
た
。
又
、
 

新
潟
で
北
海
道
か
ら
買
っ
て
代
か
き
に
使
い
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
秋
市
場
に
出 

し
た
、
や
せ
た
馬
も
仕
入
れ
て
来
た
。

馬
を
連
れ
て
来
る
こ
と
を
ヒ
ト
ツ
ナ
、
フ
タ
ツ
ナ
と
数
え
た
。

ヒ
ト
ツ
ナ
と
は
六 

頭
の
こ
と
で
一
人
で
六
頭
ま
で
は
連
れ
て
歩
け
た
。
そ
れ
以
上
は
む
づ
か
し
か
っ
た
。
 

汽
車
の
貨
車
も
一
台
六
頭
が
限
度
だ
っ
た
。(

袋
倉)

大
前
の
馬
市
は
、
秋
の
彼
岸
ご
ろ
三
日
間
ほ
ど
た
っ
た
。
日
に
百
頭
か
ら
三
百
頭 

出
た
。
春
に
生
ま
れ
て
秋
に
売
る
ト
ウ
ネ
が
多
か
っ
た
。
馬
は
四
年
前
ま
で
は
い
た 

が
、
今
は
い
な
い
。(

門
貝)

W

子 

馬

ト
ウ
ネ 

子
馬
の
こ
と
。
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
大
前
の
種
馬
所
で
オ
ス
馬(

四 

匹)

と
コ
マ
ヵ
ケ
す
る
と
、
翌
年
四
月
か
ら
五
月
に
ト
ウ
ネ
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
を 

十
月
の
セ
リ
市
で
売
る
。
ト
ウ
ネ
の
セ
リ
市
は
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
続
き
、
そ
の
後 

牛
(

ジ
ャ
ー
ジ
；
、
乳
牛)

に
か
わ
っ
た
。

三
百
頭
も
の
ト
ウ
ネ
が
セ
リ
市
に
出
さ
れ
、
九
州•

四
国
へ
売
ら
れ
る
の
が
多
か
っ 

た
。
セ
リ
市
の
前
に
な
る
と
、
米
•

豆
.

大
麦
な
ど
の
濃
厚
飼
料
を
ま
ぜ
て
食
わ
せ
、
 

ブ
ラ
シ
で
こ
す
っ
て
毛
並
み
を
ょ
く
し
た(

西
窪)

ト
ウ
ネ
取
り 

昔
は
ト
ウ
ネ(

子
馬)

が
家
計
の
中
で
大
き
い
も
の
だ
っ
た
。

一
 

軒
で
年
に
三
頭
く
ら
い
、
村
中
で
五•

六
十
頭
は
と
っ
た
。
馬
屋
は
、
家
の
中
の
お 

勝
手
の
ョ
コ
ザ(

い
ろ
り
の
主
人
の
座)

か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。(

鎌
原)

ト
ウ
ネI

升 

ト
ウ
ネ
が
生
ま
れ
る
と
、
春
彼
岸
に
馬
頭
観
音
さ
ん
に
一
匹
一
升 

の
酒
を
奉
納
し
た
。
子
馬
が
ょ
そ
の
庭
や
畑
を
荒
す
の
で
、

一
升
あ
げ
て
お
く
と
お



た
が
い
さ
ま
と
い
う
の
で
文
句
を
い
わ
れ
な
か
っ
た
。(

鎌
原)

ト
ウ
ネ
渡
し 

セ
リ
市
で
買
い
手
が
き
ま
る
と
、
沓
掛
駅
ま
で
母
馬
を
つ
れ
て
送 

り
に
行
く
が
、
嫁
に
や
る
ょ
う
で
つ
ら
か
っ
た
。(

西
窪)

馬
市
で
き
ま
っ
た
馬
は
、

沓
掛
渡
し
と
い
う
と
き
は
ト
ウ
ネ
を
ひ
い
て
行
っ
て
沓 

掛
で
引
渡
し
た
。
長
野
原
渡
し
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。(

鎌
原)

㈥

そ
の
他
—
馬
関
係

馬
捨
て
場 

も
と
は
鳴
尾
か
ら
堂
坂
の
間
に
、
馬
捨
て
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
 

須
原
コ
ー
チ
の
伝
染
墓
地
の
焼
き
場
に
捨
て
た
。
シ
グ
ツ
に
馬
の
え
さ
を
入
れ
、
馬 

の
首
に
か
け
て
や
っ
た
。
シ
グ
ツ
は
タ
ス
く
ら
い
の
袋
状
の
も
の
で
、
タ
テ
は
し
な 

の
皮
、
横
は
わ
ら
な
わ
を
使
い
ヒ
で
織
っ
た
も
の
に
、
紐
を
つ
け
る
。(

門
貝)

バ
ン
バ
ノ
ソ
ネ
鳴
尾
に
あ
る
馬
す
て
場
。

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
馬
は
、
伝
染
病
患
者
な
ど
を
う
め
る
伝
染
墓
地
に
埋
め
た
。
 

お
て
ん
ま
で
皆
で
ひ
い
て
い
っ
て
、
焼
い
た
り
、
ま
た
は
石
油
を
か
け
た
だ
け
で
埋 

め
た
。
そ
う
し
な
い
と
山
イ
ヌ(

人
間)

が
す
ぐ
掘
り
か
え
し
て
食
べ
て
し
ま
う
。
 

(

門
貝)

ド
ウ
ザ
カ
病
気
や
ケ
ガ
の
馬
を
こ
こ
か
ら
つ
き
落
し
て
殺
す
。
シ
グ
ツ
を
も
っ 

て
行
っ
て
枕
に
し
て
や
る
程
度
で
そ
の
ま
ま
ほ
う
っ
て
お
く
。(

門
貝)

西
窪
発
電
所
の
と
こ
ろ
が
そ
う
だ
っ
た
。
掘
り
か
え
す
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
大 

正
中
頃
ょ
り
カ
セ
イ
所
に
は
こ
ん
で
切
り
込
ん
で
こ
や
し
に
し
た
。
そ
れ
で
も
肉
を 

と
り
た
く
て
、
カ
セ
イ
所
に
運
ぶ
の
を
ご
ま
か
し
た
。

馬
の
病
気
は
ナ
イ
ラ
な
ど
が
あ
る
。
(

西
窪)

シ
ト 

荷
ぐ
ら
を
シ
ト
と
い
い
、
も
と
は
シ
ト
屋
が
あ
っ
て
買
っ
て
き
た
。
大
笹 

に
シ
ト
ケ
サ
と
い
う
シ
ト
を
作
る
人
が
い
た◦

三
原
の
シ
ト
屋
旅
館
は
も
と
シ
ト
を 

作
っ
た
。
門
貝
に
も
天
保
か
ら
明
治
こ
ろ
、
与
平
と
い
っ
て
チ
ョ
ン
マ
ゲ
頭
を
し
た 

シ
ト
作
り
が
い
た
。
荷
ぐ
ら
全
体
を
シ
ト
と
い
い
、
木
の
わ
く
を
ク
ラ
ヤ
マ
と
い
っ 

て
、
荷
繩
を
か
け
る
横
木
を
ヨ
ギ
と
い
う
。

馬
を
何
頭
も
飼
っ
て
、
駄
賃
つ
け
を
し
て
い
た
時
分
は
、
家
の
オ
オ
ド
を
入
っ
た

右
手
に
、.
シ
ト
を
置
く
シ
ト
ダ
ナ
が
あ
っ
た
。

こ
の
隣
り
が
馬
屋
に
な
っ
て
い
た
。
 

シ
ト
の
荷
繩
は
、
シ
ト
の
皮
か
麻
を
用
い
た
。
シ
ナ
の
皮
は
五
、
六
月
ご
ろ
と
る
。
 

荷
繩
を
な
う
の
は
三
人
で
三
本
を
ょ
っ
て
い
く
が
、
こ
れ
を
荷
繩
を
ブ
ッ
と
い
う
。
 

繩
の
長
さ
は
、
炭
荷
は
六
ヒ
ロ
、
刈
干
し
荷
は
八
ヒ
ロ
く
ら
い
。(

門
貝)

シ
ト
と
い
う
の
は
、
荷
鞍
の
こ
と
、
麦
わ
ら
で
つ
く
っ
た
も
の
が
ょ
い
。(

鎌
原) 

ハ
ミ
馬
の
ロ
に
か
ま
せ
る
も
の(

鎌
原)

ク
ツ
ゴ 

馬
の
ロ
に
か
ぶ
せ
る
も
の
、
な
わ
で
つ
く
っ
た
。(

鎌
原)

ハ
ギ
刈
り 

秋
に
な
る
と
ス
ス
キ
や
ハ
ギ
を
刈
っ
て
き
て
、
自
分
の
家
の
庭
に
小 

さ
い
ボ
ッ
チ
に
し
て
ほ
し
て
お
き
、
ヵ
ィ
バ 

の
中
に
切
り
こ
ん
で
馬
の
餌
と
し
て
く 

れ
た
。(

鎌
原)

W

牛

牛 

昔
か
ら
少
な
か
っ
た
。
西
部
の
大
前
、
大
笹
な
ど
は
早
く
か
ら
牛
を
飼
っ
て 

い
た
。
鎌
原
に
は
四
十
七
年
夏
現
在
で
乳
牛
五
頭
、
和
牛
は
約
三
十
頭
く
ら
い
で
、
 

堆
肥
と
り
に
飼
っ
て
い
る
程
度
。(

鎌
原)

ミ
コ
ト
牛
乳 

孀
恋
農
協
の
経
営
す
る
も
の
で
、
北
軽
井
沢
の
ス
ズ
ラ
ン
牛
乳
が 

経
営
が
う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
管
理
し
て
い
る
。
乳
脂
質
は
四. 

五％

ほ
ど
で
、
夏
季
に
は
別
荘
地
、
軽
井
沢
の
ホ
テ
ル
、
草

津(

一
部)

、
万
座
温
泉 

に
も
出
荷
し
て
い
る
。(

鎌
原)

ジ
ャ
—
ジ
—
(
牛)

酪
農
振
興
と
い
う
の
で
昭
和
二
十
九
年
に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー 

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
一
千
頭
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
が
直
接
入
っ
た
。
ホ
ル
ス 

タ
ィ
ン
種
が
三.

二％

の
乳
脂
質
に
対
し
て
平
均
四•

五％

、
良
質
の
は
五％

の
濃 

さ
を
も
ち
、味
が
良
い
の
だ
が
、牛
の
風
土
病
と
い
わ
れ
る
嬌
恋
ゼ
ン
ソ
ク
に
か
か
っ 

て
四
〜
五
年
の
う
ち
に
衰
弱
し
て(

冬
や
ら
れ
る)

減
少
し
、
現
在
二
百
頭
に
な
り
、
 

飼
育
農
家
は
ジ
リ
貧
で
転
換
し
て
い
る
。(

鎌
原)



六
、
織 

物

麻 

オ
バ
タ
ヶ
で
作
っ
た
。

い
い
畑
で
な
い
と
麻
は
作
れ
な
い
。
麻
を
煮
て
ヵ
ス 

を
と
っ
て
売
っ
た
〇
自
分
の
家
で
麻
糸
を
ひ
い
た
こ
と
は
な
い
。
七
〇
年
位
前
ま
で 

は
や
っ
て
い
た
。(

今
井)

布
に
織
っ
た
も
の
を
サ
ユ
ミ
と
呼
び
、
タ
タ
ミ
の
へ
り
に
使
っ
た
。

皮
を
と
ら
な
い
ま
ま
の
も
の
を
ヵ
ア
ッ
ソ
と
い
い
、繩
に
し
て
使
用
し
た
。(

門
貝) 

機
織
り 

腕
ょ
り
の
糸
は
十
六
ョ
ミ
の
谈
を
使
っ
て
織
っ
た
。
座
繰
り
の
場
合
は 

二
十
ー
ョ
ミ
で
織
っ
た
。
経
糸
に
中
ま
ゆ
を
七
、
八
個
、
緯
糸
に
玉
ま
ゆ
を
七
、
八 

個
の
割
合
で
織
っ
た
。

バ
ッ
タ
ン
で
二
反
続
き
に
織
る
。

一
反
の
長
さ
は
三
丈
。

族
に
通
し
た
残
り
の
糸
を
ハ
ナ
チ
と
い
う
。
織
り
残
り
の
糸
を
ッ
ナ
ギ
と
い-̂
 

結
ん
で
緯
糸
に
す
る
。(

門
貝)

経
台 

埼
玉
へ
働
き
に
行
っ
て
い
て
、丸
い
経
台
を
持
ち
帰
っ
て
使
っ
た
。
と
り
っ 

ぱ
な
し
の
座
繰
り
を
二
つ
並
べ
て
、
そ
こ
か
ら
卷
く
。

一
卷
が
五
尺
の
長
さ
で
、
枠 

こ
べ
二
を
つ
け
て
オ
リ
キ
ッ
パ(

ー
ヒ
ロ
間
隔)

が
わ
か
る
ょ
う
に
す
る
。

枠
か
らt

ず
し
て
谈
に
と
う
し
て
か
ら
ア
ジ
を
と
る
。(

門
貝)

ふ
つ
う
は
一
つ
の
谈
目
に
二
本
通
す
が
、
買
っ
た
も
の
に
「
一
本
入
れ
」
の 

が
あ
っ
た
。
あ
ら
く
手
う
す
で
あ
る
。(

門
貝)

七
、
手 

エ

㈠

藁

細

工

わ
ら
細
工 

わ
ら
細
工
は
冬
や
っ
た
。
若
い
衆
が
集
ま
っ
て
や
っ
た
が 

義
太
夫 

を
語
っ
て
遊
ん
だ
り
し
た
。
数
が
足
り
な
い
の
で
家
へ
行
っ
て
、

ハ
ン
テ
ン
の
後
に 

マ
ブ
シ
を
隠
し
て
持
っ
て
来
て
、
数
を
多
く
し
て
大
い
ば
り
で
「今
日
は
こ
ん
な
に

し,.
こ-
。
親
父
が
「大
そ
う
し
た
じ
ゃ
ね
え
」
な
ん
て
こ
と
を
言
っ
て
だ
ま
か-
し
た
り 

し
た
。

ゾ
ー
リ
布
で
鼻
緒
を
作
る
。

t

む
す
び
ゾ
ー
リ 

ゾ
ー
リ
を
作
っ
た
繩
で
鼻
緒
を
作
る
。

ワ
ラ
ジ 

紙
か
ボ
ロ
を
あ
た
る
所
に
お
い
て
作
っ
た
の
は
丁
寧
な
も
の
。

ョ
ベ
ヱ
ゾ
ー
リ
鼻
緒
を
や
た
ら
太
く
作
る
。
ヨ
バ
ィ
に
行
っ
て
暗
く
て
お
っ
か 

け
ら
れ
た
寺
、
人
の
を
間
違
え
て
持
っ
て
来
て
、
自
分
の
を
残
し
て
来
る
と
ま
ず
い 

か
ら
、
人
の
と
間
違
え
な
い
ょ
う
に
鼻
緒
を
太
く
し
た
。

ヵ
サ 

下
は
ワ
ラ
ジ
で
足
の
甲
の
部
分
ま
で
ワ
ラ
で
つ
つ
む
。

ケ
ン
デ
ー
ミ
ノ
の
こ
と
。

馬
の
ク
ッ

牛
の
ク
ッ
片
方
ま
う
り
あ
げ
て
落
ち
て
来
る
ま
で
に
片
方
が
で
き
る
位
簡
単
に

作
れ
た
。

ク
ツ
ゴ
馬
の
ロ
に
は
め
る
。
 

草
刈
り
に
行
っ
て
草
を
馬
が
喰
わ 

な
い
よ
ぅ
に
は
め
る
。

シ
グ
ツ
馬
の
エ
サ
を
入
れ 

る
。
カ
マ
ス
の
小
さ
い
よ
ぅ
な
も 

の
。
遠
く
に
行
く
時
に
馬
の
エ
サ 

を
入
れ
て
持
っ
て
行
く
。
そ
れ
に 

顔
を
つ
っ
こ
ん
で
食
べ
る
。

カ
ブ
ツ

ム
シ
ロ

カ
マ
ス

ネ
コ

ナ
ヮ
ニ
十
ヒ
ロ
が
ー
ボ
ー
。
 

ー
ー
十
五
、ポ
—
が
一
束
。

炭
俵
萱
と
繩
で
作
る
。

こ
こ

わらたたき 土間にたたき石がある。(大前)
(撮影関口正巳)



で
は
萱
が
な
い
か
ら
余
り
作
ら
な
か
っ
た
。

米
俵

穀
俵

マ
ブ
シ

ヮ
ラ
グ
ツ
は
余
り
作
ら
な
か
っ
た
。(

袋
倉)

わ
ら
仕
事
は
冬
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
農
作
業
の
終
っ
た
十
二
月
か
ら
三
月
ご
ろ
ま 

で
わ
ら
仕
事
を
し
た
。
ぞ
ぅ
り
、
わ
ら
じ
、
む
し
ろ
、
ね
こ
な
ど
を
つ
く
っ
た
。
 

夏
場
の
仕
事
の
準
備
で
あ
っ
た
。

わ
ら
仕
事
に
つ
か
ぅ
わ
ら
は
、
水
車
を
つ
か
っ
て
は
た
い
た
。(

芦
生
田)

わ
ら
細
工
は
馬
の
ク
ツ
、
ヮ
ラ
ジ
、
ゾ
ー
リ
、
花
ム
ス
ビ
ゾ
ー
リ
、
マ
ブ
シ
、
ネ 

コ
、
ム
シ
ロ
、
繩
、
炭
俵
。

冬
の3

月
頃
ま
で
や
っ
て
い
る
。

馬
の
ク
ツ
は
田
代
ま
で
往
復
す
る
と6

足
は
い
る
。
ク
ツ
切
り
鎌
を
腰
に
さ
し
て 

行
く
。

ネ
コ
は
か
く
、
ム
シ
ロ
は
織
る
、
繩
は
な
う
、
炭
俵
は
編
む
と
い
う
。(

今
井) 

く
つ
は
か
く
、
わ
ら
じ
、
ぞ
う
り
は
つ
く
る
、
笠
は
編
む
と
い
う
。(

門
貝) 

冬
ど
お
し
は
、
わ
ら
を
は
た
い
て
、
わ
ら
じ
、
ぞ
う
り
、
馬
の
く
つ
な
ど
を
作
っ 

た
。
オ
カ
ボ
は
収
穫
が
少
な
く 
(

五
俵
台)

、
ま
ず
い
の
で
あ
ま
り
作
ら
な
い
た
め
、
 

水
稲
の
わ
ら
を
買
っ
た
。(

大
前)

荷
な
ゎ 

馬
の
な
わ
は
カ
ア
ッ
オ
を
使
う
。
朝
草
の
荷
な
わ
は
、
繩
を
三
本
寄
せ 

て
な
っ
た
も
の
で
や
っ
た
。(

鎌
原)

藁 

水
田
は
あ
る
が
、
ム
シ
ロ
な
ど
を
織
る
た
め
の
藁
は
、
信
州
か
ら
買
っ
て
き 

て
使
っ,
た
。
信
州
の
藁
は
強
い
。(

門
貝)

ジ
ョ
ウ
ベ
石
こ
れ
は
馬
屋
の
前
の
台
所
の
土
間
に
据
え
込
ん
で
お
く
。
横
ギ
ネ 

の
ワ
ラ
ハ
タ
キ
で
、
量
の
少
な
い
場
合
は
打
つ
が
、
冬
仕
事
な
ど
で
大
量
に
ぞ
う
り
、
 

わ
ら
じ
、
む
し
ろ
な
ど
つ
く
る
と
き
は
、
横
ギ
ネ
で
な
く
、
餅
つ
き
ギ
ネ
と
同
様
の 

も
の
を
使
う
。
こ
の
場
合
は
二
人
で
打
つ
。
ワ
ラ
ハ
タ
キ
は
櫻
が
ょ
い
。
ぞ
う
り
は 

一
日
に
一
足
は
フ
ン
ギ
ッ
タ
と
い
い
、冬
仕
事
に
二
百
足
ぐ
ら
い
は
作
っ
て
お
い
た
。
 

(

門
貝)

ジ
ョ
ウ
ベ 

エ
石
は
わ
ら
を
は
た
く
ム
ロ
石
、
ワ
ラ
ハ
タ
キ
杵
は
餅
つ
き
杵
を
使
っ
た
。
 

わ
ら
を
た
た
く
人
と
下
で
わ
ら
を
ま
わ
す
人
と
二
人
が
か
り
で
た
た
い
た
。(

西
窪) 

B

ョ

ナ

ベ

仕

事

ョ
ナ
ベ
仕
事 

カ
サ
、
足
の
甲
に
か
け
る
も
の
で
一
夜
に
一
足
作
っ
た
。
 

牛
馬
の
ワ
ラ
グ
ッ
、

一

度
に
三
〜
四
足

ワ
ラ
ジ
、

一
夜
に
一
足

そ
の
他
繩
な
い
を
し
た
。(

田
代)

秋
の
彼
岸
過
ぎ
か
ら
春
の
彼
岸
ま
で
、
夜
な
べ
仕
事
を
す
る
。
女
衆
は
ボ
ロ
刺
し
、
 

コ
ウ
ガ
ヶ
つ
く
り
な
ど
、
男
衆
は
わ
ら
じ
作
り
や
繩
な
い
な
ど
を
し
た
。(

大
前)

ョ
ナ
ベ
仕
事
は
、
男
は
ワ
ラ
ジ
編
み
、
女
は
ワ
ラ
ジ
の
シ
タ
バ
キ
の
コ
ウ
ガ
ヶ
を 

つ
く
っ
た
。(

門
貝)

女
の
仕
事 

現
在
八
十
才
前
後
の
人
た
ち
は
子
ど
も
を
育
て
あ
げ
て
か
ら
は
ぞ
う

ワラジとワラグッ(大前)(撮影 関口正巳)

ワラハタキとジョウベイシ(門貝)

(撮影中村和三郎)



り
を
さ
ん
ざ(

沢
山)

つ
く
っ
た
。(

三
原)

冬
の
女
の
仕
事
は
、
洗
い
は
り
、
ふ
と
ん
作
り
、
サ
シ
モ
ノ
な
ど
。(

門
貝)

女
衆
は
、
ぼ
ろ
を
つ
く
ろ
っ
た
り
、
機
織
り
を
し
た
。
女
衆
は
そ
れ
が
で
き
れ
ば 

い
い
と
い
わ
れ
た
。(

三
原)

0

そ

の

他

竹
ス
ズ
竹
は
湯
窪
に
多
い
。
ゴ
ミ
ト
リ
、

コ
エ
ス
ク
ィ
を
つ
く
る
の
に
ょ
い
。
 

ヘ
ィ
ジ
ク
は
、
丈
夫
で
竹
の
子
が
出
る
。
万
座
山
に
は
え
て
い
る
。(

門
貝)

や
ち
草
の
ム
シ
ロ
や
ち
草
は
湿
気
の
多
い
谷
地
に
生
え
て
お
り
、
七
月
の
末
か 

ら
八
月
の
初
め
に
か
け
て
刈
り
取
っ
て
く
る
。
雨
に
あ
て
な
い
ょ
う
に
し
て
天
ぴ
で 

ほ
す
。
ほ
す
と
き
は
一
に
ぎ
り
ほ
ど
の
束
に
し
て
、
石
垣
な
ど
に
立
て
か
け
て
ほ
す
。

ム
シ
ロ
の
た
て
繩
は
、
し
な
の
木
の
皮
を
使
う
。
む
い
た
皮
を
あ
く
で
に
て
さ
ら 

し
、
も
ん
で
ほ
す
。
し
な
の
ヨ
ッ
ツ
オ
が
た
て
繩
に
な
る
。
ヨ
ッ
ツ
オ
を
つ
く
る
の 

を
ヨ
ツ
ツ
オ
ヨ
リ
と
い
う
。

ム
シ
ロ
バ
タ
シ
で
お
る
。
サ
ン
ゴ
は
竹
材
、
ム
シ
ロ
ビ
は
桜
、
あ
ず
さ
、
み
ね
ば 

り
な
ど
が
材
で
、
お
る
と
き
は
、
や
ち
草
を
少
し
し
め
す
く
ら
い
で
お
る
。

ム
シ
！！
 

を
お
る
こ
と
を
カ
ク
と
い
い
、
は
じ
め
は
カ
キ
ツ
ケ
棒
を
使
っ
て
お
り
は
じ
め
る
。
 

一
枚
仕
上
げ
る
の
に
一
日
半
く
ら
い
、
毎
年
十
二
、
三
枚
く
ら
い
作
る
。
台
所
な
ど 

に
敷
く
。(

門
貝)

エ
ラ 

水
に
ひ
た
し
て
、
芯
と
皮
と
を
わ
け
、
皮
を
繩
に
利
用
し
た
。

エ
ラ
に
は 

ト
ゲ
が
あ
る
。(

門
貝)

ク
ラ
ラ
麻
の
よ
う
な
維
繊
が
と
れ
る
。
繩
に
利
用
す
る
。(

門
貝) 

シ
ナ 

し
よ
い
繩
、
ゾ
ゥ
リ
の
鼻
緒
、
馬
の
荷
繩
な
ど
に
使
う
。(

門
貝) 

ア
カ
ソ 

戦
争
中
、
供
出
し
た
。
代
り
に
学
生
服
が
支
給
さ
れ
た
。(

門
貝)

八
、
諸 

職

木
工
細
工 

干
俣
で
は
ク
ヮ
ヅ
ル(

柄)
•

テ
ン
ビ
ン
棒
な
ど
を
、
ナ
ラ
の
木
で 

作
っ
た
。

シ
ナ
や
桐
か
ら
ゲ
タ
材
を
作
っ
た
。
当
時
は
女
の
子
が
生
ま
れ
る
と
桐
を 

植
え
た
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
板
や
木
炭
と
と
も
に
長
野
県
へ
出
し
て
、
米

：
、、
ソ
と 

取
り
替
え
た
。(

干
俣)

鉢
っ
く
り 

材
料
の
木
は
ヶ
ヤ
キ
、
ミ
ネ
バ
リ
、
ト
チ
な
ど
で
質
の
よ
い
の
は
ト
チ 

で
、
七
、
八
年
前
ま
で
は
作
っ
た
。
道
具
は
チ
ユ
ゥ
ナ
、
ソ
コ
カ
キ
、

マ
ル
ガ
ン
ナ 

の
順
に
使
い
、

コ
ネ
バ
チ
は
一
日
か
か
る
。
引
臼
の
鉢
や
豆
ふ
鉢
、
立
臼
な
ど
も
こ 

の
道
具
で
作
れ
た◦

豆
ふ
鉢
の
中
に
石
臼
を
入
れ
、
豆
を
ひ
い
て
豆
ふ
を
つ
く
る
。
 

深
さ
九
セ
ン
チ
、
直
径
四
十
八
セ
ン
チ
程
度
の
も
の
。(

門
貝)

イ
タ
ワ
リ 

栗
、
カ
ラ
松
、
ク
ル
ミ
を
長
さ
一
尺
二
寸
、
厚
さ
一
分
、
钲
目
に
な 

る
よ
う
に
、
大
割
ナ
タ
、
小
割
ナ
タ
を
作
っ
て
割
る
。

一
坪
に
大
束
で
二
束
、
角
束
で
四
束
い
る
。
大
束
と
い
う
の
は
、
割
っ
た
も
の
を 

全
部
入
れ
て
元
の
丸
い
形
に
し
た
束
で
、
角
束
と
い
う
の
は
、
定
規
に
合
わ
せ
て
形 

の
良
い
も
の
だ
け
で
束
に
し
た
も
の
を
い
う
。(

西
窪)

大
笹
に
板
割
り
ま
さ
と
い
う
板
割
り
職
人
が
い
た
。(

門
貝)

ムシロバタシ(門貝)(撮影中村和三郎)

やち草ほし(門貝)(撮影 中村和三郎)



う
る
し
か
き
今
か
ら
四
十
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
福
井
よ
り
う
る
し
か
き
に
来 

た
。

一
週
間
ぐ
ら
い
い
て
石
油
か
ん
に
一
本
だ
っ
た
。

一
日
働
い
て
四
十
五
銭
の
頃 

に
木
一
本
を
と
ら
せ
て•
も
ら
い
お
礼
に
木
の
大
小
に
よ
り
何
銭
か
出
し
た
。(

袋
倉)

か
な
ぐ
っ
屋 

か
な
ぐ
つ
屋
は
、
大
笹
に
あ
っ
た
の
が
古
く
、
そ
の
後
、
大
前
、
 

芦
生
田
、
西
窪
な
ど
に
で
き
た
。
大
正
の
初
め
ご
ろ
か
ら
馬
に
か
な
ぐ
つ
を
は
か
せ 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
前
は
、
ク
ッ
ヵ
キ
と
い
っ
て
馬
の
は
く
く
つ
を
作
っ
て
は 

か
せ
た
。(

門
貝)

む
か
し
は
こ
の
辺
に
は
馬
が
沢
山
い
た
の
で
、
か
な
ぐ
つ
や
が
あ
っ
た
。
鎌
原
に 

一
軒
、
芦
生
田
に
一
軒(

こ
ち
ら
の
ほ
う
が
あ
た
ら
し
い)

あ
っ
た
。(

三
原)

鉢つくりの道具(門貝)(撮影 中村和三郎)

ソ
コ
カ
キ

チ
ュ
ゥ
ナ

ネ
ギ
リ

マ
ル
ガ
ン
ナ 

わ
ら
た
た
き

豆ふ鉢(門貝)

(撮影中村和三郎)

門貝でできたコネバチ(門貝)

(撮影中村和三郎)



交

通
•

交

易

は

じ

め

に

交
通•

交
易
を
考
え
る
時
に
、
特
に
経
済
交
流
が
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。
聞
取 

と
い
う
調
査
方
法
で
は
特
殊
な
も
の
以
外
は
近
世
に
遡
る
賢
料
は
得
ら
れ
な
い
。
近 

世
に
お
い
て
も
既
に
い
わ
ゆ
る
局
地
間
分
業
が
成
立
し
、
経
済
交
流
が
行
な
わ
れ
て 

い
た
の
で
あ
る
。
分
業
形
態
、
交
通
路
お
よ
び
運
搬
形
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ 

た
か
を
中
心
に
見
ら
れ
よ
う
。

吾
妻
郡
に
お
け
る
交
易
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
明
治
二
九
年
の
物
資
移
出
入
調 

が
あ
る(

第1
表)

。
こ
れ
に
よ
る
と
移
入
品
の
最
大
が
米
で
次
い
で
日
本
酒
、
大
麦
、
 

綿
織
物
と
な
っ
て
お
り
、
移
出
品
の
最
大
が
繭
で
次
い
で
座
繰
糸
、
材
木
、
大
豆
と 

な
っ
て
い
る
。

蠕
恋
村
の
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
第2
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
木
炭
、
繭
、
座
繰 

糸
を
移
出
し
、
米
等
を
移
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「炭
を
馬
に
つ
け
て
上
田
市

で
売
り
、
帰
り
に
米
を
つ.
け
て
帰
っ
て
き
た
」(

三
原)

と
い
ぅ
話
は
、
孀
恋
村
の
経 

済
交
流
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
ょ
ぅ
。

現
在
は
特
に
西
部
地
帯
で
キ
ャ
ベ
ツ
を
始
め
と
す
る
高
原
野
菜
を
栽
培
し
、
全
国 

的
に
ト
ラ
ッ
ク
で
出
荷
し
て
い
る
。

交
通
路
に
つ
い
て
は
信
濃
街
道
が
古
く.
か
ら
開
け
て
お
り
、
特
に
近
世
に
な
り
中 

山
道
の
脇
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
中
山
道
を
高
崎
か
ら
分
れ
、
三
ノ
倉(

倉
渕 

村)
I

大

戸(

吾
妻
町)
I

須

賀

尾(

同)
I
狩
宿+ (

長
野
原
町)

—
鎌
原
か
ら
本 

村
に
入
り
大
前
—
大
笹
—
田
代̂W

居
峠
か
ら
信
州
上
田
方
面
に
行
く
、
本
県
と
長 

野
県
と
を
結
ぶ
交
通
路
で
あ
り
善
光
寺
道
と
も
呼
ば
れ
、
須
賀
尾
か
ら
長
野
原
を
経 

て
草
津
へ
、
狩
宿
、
鎌
原
、
大
笹
か
ら
六
里
が
原
を
経
て
杳
掛
で
中
山
道
に
入
る
こ 

と
も
で
き
た(

第1
図)

。
大
戸
、
狩
宿
、
大
笹
に
関
所
が
設
け
ら
れ
、
大
戸
、
須

賀 

尾
、
鎌
原
、
大
笹
に
宿
駅
が
お
か
れ
た
。

信
州
の
諸
大
名
か
ら
江
戸
へ
扶
持
米
等
を
運
ぶ
の
に
信
州
街
道
が
使
わ
れ
、
大
戸 

を
通
り
高
崎
で
中
山
道
に
出
た
。
百
姓
作
徳
物
は
大
笹
か
ら
鎌
原
を
経
て
杳
掛
で
中

第1表
吾妻郡物資移出入調 

移入品 明治29年現在)

粳 米90,586円 
日本酒 26,104
大 麦 15,668 
綿織物 10,273
絹綿交織物 9, 660
糯 米 8,600
合計 198,665

移出品

繭 86,462円
座繰糸 26,292
材 木 5,956
大 豆 3,480
器械糸________3,333
含計 126,303

(吾妻郡誌より、品名は主なも 

のだけあげた)

第2表
蠕恋村生産物状況 

(大正13年現在) 

木 炭140, 000円 

養 蚕 31,332
粳 米 51,794
大 豆 24,840
大 麦 22,720
大 根 7,560
小 豆 7,546
糯 米 7,280
バレイショ 6,142
ソ バ 5,174

粟 4,869
稗 3,209 

(吾妻郡誌より。金額は収穫高 

を換算したもの)



山
道
に
出
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
が
次
第
に
大
戸
か
ら
の
道
も
使
用
さ
れ
た
。
本
村 

か
ら
の
物
資
は
鳥
居
峠
か
ら
上
田
方
面
へ
と
、•

六
里
が
原
か
ら
杳
掛
へ
出
る2

ル
ー 

卜
が
中
心
で
、
長
野
県
の
経
済
圏
に
入
っ
て
い
る
。
物
資
を
宿
駅
毎
に
継
が
ず
継
通 

し
て
運
搬
す
る
仲
馬
稼
が
、
経
済
交
流
の
活
発
に
な
る
近
世
中
期
か
ら
活
躍
し
、
宿 

駅
と
の
紛
争
が
生
じ
て
い
る
。
石
津
の
観
音
堂
に
「
門
貝
仲
馬
」
が
鉦
を
奉
納
し
て 

い
る
事
か
ら
も
、
本
村
で
も
仲
馬
稼
が
行
な
わ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
大
笹
関
所 

は
寛
文
二
年
に
信
州
街
道
の
上
、
信
国
境
地
帯
の
取
締
り
の
為
設
置
さ
れ
沼
田
藩
主 

真
田
氏
が
管
理
に
あ
た
っ
た
が
、
後
天
領
と
な
っ
た
。

明
治
十
年
に
大
戸
、
長
野
原
、
今
井
、
西
窪
、
大
前
、
大
笹
、
田
代
か
ら
鳥
居
峠 

ま
で
が
県
道
と
な
り
、
後
改
修
し
て
現
在
は
国
道
一
四
四
号
に
な
っ
て
い
る
。

交
通
機
関
と
し
て
は
馬
に
ょ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
駄
賃
つ
け
が
多
く
報
告
さ

交通案内の板木(大笹)黒岩晴義氏蔵 

信州への通路に当るので、このようなものもそちこ 

ちにあった。 (撮影都丸十九一)

大前の通り(大前) (撮影関口正巳)



旧 県道(今井)(撮影丑木幸男)

馬 ソリ(袋倉)(撮影丑木幸男)

大笹関趾 (撮影都丸十九一)

高原キャベツを積み出す(干俣)(撮影関口正巳)

国鉄吾妻線袋倉駅(撮影丑木幸男)



れ
て
い
る
。

大
正
八
年
に
草
津
電
気
鉄 

道
が
軽
井
沢
駅
か
ら
孀
恋
駅 

(

芦
生
田)

ま
で
開
通
し
、
 

草
津
ま
で
は
そ
こ
か
ら
馬
草 

で
運
ん
で
い
た
。
大
正
十
五 

年
に
草
津
ま
で
開
通
し
、
本 

村
で
は
芦
生
田
の
外
に
新
孀 

恋
(

三
原)

、
東
三
原
、
石
津 

平
(

今
井)

の
四
駅
が
あ
り 

賑
わ
っ
た
が
昭
和
三
十
七
年 

に
廃
止
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
に
国
鉄
長 

野
原
線
が
大
前
ま
で
延
長
さ 

れ
吾
妻
線
と
改
称
し
、
袋 

倉
、
万
座
鹿
沢
ロ
、
大
前
の 

三
駅
が
設
置
さ
れ
、
観
光
容

か
ら
通
勤
通
学
者
の
便
を
図
っ
て
い
る.
〇
国
鉄
、
西
武
、
草
軽
の
三
バ
ス
が
運
行
し 

て
い
る
。(

丑
木
幸
男)

P

交 

通

大
笹
宿 

昔
は
宿
場
で
、
宿
の
中
央
を
水
路
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
馬
に
水
を 

や
り
、
洗
っ
て
や
っ
た
り
で
き
た
。
昭
和
〇-
初
年
に
水
路
を
は
じ
へ
ょ
せ
た
。

こ
の
宿
は
中
山
道
の
裏
街
道
で
、
荷
物
輸
送
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
い
ま
で
も
屋 

号
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
地
割
は
短
冊
形
で
細
長
い
屋
敷
割
り
に
な
っ
て
い
て
奥
行 

の
長
い
屋
数
が
並
ん
で
い
る
。
南
側
は
山
際
ま
で
延
び
て
い
る
。

道

し

る

べW

掛
か
ら
三
里
ほ
ど
き
た
と
こ
ろ
に
「
分
か
さ
れ
の
茶
屋
」
が
あ
っ

た
。
こ
こ
は
大
笹
の
方
へ
く
る
道
と
北
軽
へ
行
く
道
の
三
又
路
に
な
っ
て
い
て
、
昔 

は
茶
屋
が
あ
っ
た
。

こ
の
付
近
は
雪
が
深
い
の
で
道
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
こ 

こ
か
ら
一 

丁
毎
に
石
の
地
蔵
様
が
立
っ
て
い
た
。
最
近
は
三
十
い
く
つ
か
あ
っ
た
地 

蔵
様
が
盗
ま
れ
た
り
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

マ
ィ
ヵ
ー
族
が
多
く
持
去
っ
た 

ら
し
い
。

大
笹
宿
か
ら
沓
掛
へ
い
く
道
の
角C

新
田
入
口)

に
江
戸
時
代
か
ら
の
道
し
る
べ 

が
立
っ
て
い
る
。
そ
の
道
し
る
べ
に
は
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

西
面
沓
掛
海
道

北

面1g

道 

ハ*
®

交
通 

昔
は
干
俣
か
ら
仁
田
沢
—
小
串
—
毛
無
峠
を
越
え
て
信
州
へ
出
る
道
が
多 

く
使
わ
れ
た
。
鳴
尾
や
門
貝
の
人
も
ょ
く
通
っ
た
。
道
が
悪
く
て
、
少
し
遠
い
の
で
、
 

今
は
鳥
居
峠
へ
出
る
道
を
使
ぅ
。
夏
は
、
上
の
貝
か
ら
峯
山
道
を
越
え
て
鳥
居
峠
に 

出
る
と
、•
信
州
渋
沢
に
四
里
ほ
ど
で
出
ら
れ
る
。
こ
こ
は
、
米
の
産
地
に
近
く
、
入 

手
し
や
すi

。

冬
は
山
道
は
雪
が
多
い
の
で
、
上
の
貝
—
田
代
—
鳥
居
峠
の
道
を
通 

る
。(

干
俣)

朝の通勤者を乗せるバス(干俣)(撮影関口正巳)

道しるべ(大笹)(撮影近藤義雄)



高
崎 

鎌
原
か
ら
須
賀
尾
峠
を
通
っ
て
権
田
に
出
て
行
っ
た
。
一
泊
だ
っ
た
。(

鎌 

原)

ア
ル
キ 

鳥
居
峠
ま
で
の
ト
ー
ゲ
ア
ル
キ
が
三
里
、
オ
シ
ナ
ヵ(

大
日
向) 

ア
ル
キ
が
六
里
、
ク
サ
ヅ
ア
ル
キ
が
三
里
あ
っ
た
。
大
俵
は
四
俵
、
小
俵
は
六
俵
づ 

け
で
、
馬
を
追
っ
て
、
六
里
往
復
を
一
日
で
行
っ
た
。(

三
原)

草
津
軽
便
鉄
道 

大
正
八
年
頃
軽
井
沢
か
ら
芦
生
田
ま
で
馬
車
が
来
て
い
た
。
芦 

生
田
か
ら
今
井
、
仙
ノ
入
を
通
っ
て
草
津
ま
で
荷
物
を
馬
で
運
ぶ
の
で
、
馬
方
に
随 

分
出
た
。
越
後
か
ら
来
た
米
な
ど
の
雑
貨
を
運
ん
だ
。(

今
井)

二
、
運 

搬

馬
方 

昔
の
干
俣
の
生
活
は
、
板
•

木
炭•

ク
ヮ
ヅ
ル(

鍬
の
柄)
•

下
駄
材
な 

ど
を
生
産
し
て
、
馬
に
付
け
て
信
州
へ
積
み
出
し
て
必
要
な
物
と
交
換
し
て
成
り 

立
っ
て
い
た
。
大
日
向
ま
で
約
五
里(

二
十
キ
ロ)

で
行
け
た
。

馬
の
鈴
は
め
で
た
い
時
に
付
け
る
も
の
で
、
荷
馬
に
は
あ
ま
り
付
け
な
か
っ
た
。
 

馬
方
節
は
な
か
っ
た
ょ
ぅ
だ
。(

干
俣)

駄
賃
か
せ
ぎ 

十
年
前
ま
で
は
馬
に
二
つ
車
を
引
か
せ
た
。
か
じ
棒
を
馬
に
し
ょ 

わ
せ
て
弓
く
も
の
で
、
炭
や
丸
太
、
マ
キ
を
信
州
へ
積
み
出
し
た
。

鳥
居
峠
を
越
え
て
信
州
と
一
往
復
す
る
の
に
一
日
か
か
っ
た
。
夏
の
仕
事
で
、
冬 

は
炭
が
多
か
っ
た
。

炭
は
七•

五
貫
匁
四
俵
、

マ
ユ
は
六*

七
貫
匆
四
籠
、
板
は
ー
ダ
ン(

駄)

が
三 

ッ
ボ
だ
っ
た(

ー
ッ
ボ
は
六
尺)

。
荷
鞍
に
結
び
つ
け
て
運
ぶ
。
牛
は
馬
の
二
倍
も
付 

け
た
が
、
遅
い
の
で
帰
り
が
暗
く
な
る
。
朝
六
時
に
出
て
馬
は
夕
方
六
時
、
牛
は
八
、
 

九
時
ご
ろ
帰.
っ
て
来
た
。

上
田
市
ま
で
は
九
里
あ
る
の
で
、
と
て
も
行
き
つ
か
ず
、
途
中
で
売
っ
た
り
買
っ 

た
り
し
た
。
荷
を
お
ろ
し
て
売
り
、
昼
食
の
弁
当(

メ
ン
パ
や
焼
き
餅)

を
食
べ
た
。
 

帰
り
荷
と
し
て
米.

肥
料.

日
用
品
を
買
っ
て
付
け
て
来
た
。(

干
俣)

昔
は
板
や
炭
な
ど
を
馬
に
付
け
て
信
州
へ
出
し
た
。
馬
は
二
頭
で
、
後
の
馬
に
鈴

を
つ
け
て
、
途
中
で
故
障
が
あ
れ
ば
、
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
、
米
. 

ミ
ソ•

砂
糖•

魚
な
ど
を
持
っ
て
き
た
。

板
は
南
木
山(

六
里
ヶ
原)

の
大
木
を
コ
ビ
キ
が
現
場
に
小
屋
掛
け
し
て
ひ
い
た 

も
の
で
、
山
の
元
じ,
め
が
集
め
て
信
州
へ
売
っ
た
。
そ
の
駄
賃
づ
け
を
し
た
も
の
で 

あ
る
。
三
里
上
れ
ば
上
信
国
境
だ
っ
た
。(

大
前)

駄
賃
つ
け
は
十
二
、
三
才
こ
ろ
か
ら
し
た
。
男
の
子
も
女
の
子
も
区
別
な
く
大
人 

に
混
じ
っ
て
よ
く
働
い
た
。
炭
つ
け
が
主
だ
っ
た
。
馬
一
頭
に
四
俵
つ
け
る
の
で
三 

十
貫
の
重
さ
に
な
る
。
馬
方
ぢ
ょ
う
ち
ん
を
持
っ
て
、
ま
だ
暗
い
う
ち
に
何
頭
も
連 

ら
ね
て
出
か
け
た
。
馬
の
ヵ
ナ
グ
ッ
な
ど
の
な
か
っ
た
時
分
は
ヮ
ラ
グ
ッ
を
五
、
六 

足
シ
ト
に
つ
け
て
行
っ
た
。
特
に
道
が
悪
い
と
一
時
間
に
二
足
も
か
え
る
こ
と
が
あ 

る
。
途
中
で
荷
が
ず
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
子
供
に
は
つ
ら
い
仕
事
だ
。
大
正 

の
こ
ろ
、
長
野
の
渋
沢
ま
で
五
里
の
道
の
り
を
運
ぶ
と
五
十
銭
に
な
っ
た
。
大
日
向 

は
六
里
で
六
十
銭
だ
っ
た
か
ら
、

一
里
が
十
銭
の
歩
合
に
な
る
。

馬
は
だ
い
じ
に
し
た
。
帰
っ
て
く
る
と
オ
オ
ガ
マ
で
湯
を
わ
か
し
、
舟
に
足
を
入 

れ
さ
せ
て
ヮ
ラ
ス
ベ 

で
よ
く
洗
っ
て
や 

っ
た
。

ど
の
家
で
も
一
、
二
頭
の
馬
を
飼
っ
て
い
て
、
駄
賃
つ
け
を
し
た
。(

門
貝)

芦
生
田
か
ら
草
津
ま
で
米
一
駄
二
俵
を
運
ぶ
と
二
円
五
十
銭
か
ら
四
円
五
十
銭
ぐ 

ら
い
で
あ
っ
た
。
時
代
は
大
正
七
、
八
年
頃
の
話
で
、
米
一
駄
の
外
に
、
時
に
は
背 

の
ま
ん
中
に
荷
物
を
一
つ
積
ん
で
行
く
と
五
十
銭
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
帰
り
は
「
湯 

の
花
」
を
り
ん
ご
箱
ぐ
ら
い
の
も
の
に
入
っ
た
二
箱
を
運
ん
だ
〇
帰
り
駄
賃
だ
と
い 

い
安
く
て
一
円
だ
っ
た
。-

一
日
に
一
往
復
し
か
出
来
な
か
っ
た
。
組
合
制
に
な
っ
て
お
り
芦
生
田
に
運
送
店 

が
あ
り
何
頭
必
要
か
は
そ
の
日
、
そ
の
日
で
異
な
っ
た
。
こ
の
連
絡
は
当
香
制
で
今 

井
か
ら
芦
生
田
ま
で
聞
き
に
行
っ
た
。

旅
客
輸
送
の
組
合
は
草
津
に
あ
っ
た
。
馬
の
背
に
振
分
け
に
わ
く
を
付
け
そ
の
中 

に
人
を
坐
ら
せ
た
。

女
の
人
は
乗
り
降
り
と
用
便
に
は
困
っ
た
。(

今
井)

木
炭
を
六
俵
か
ら
強
い
馬
は
十
俵
も
一
回
に
運
ん
だ
。

一
俵
は
五
貫
二
百
匁(

十



九
•

五
キ
ロ)

か
ら
あ
つ
た
。
明
治
時
代
に
大
俵
が
出
来
て
一
俵
七
貫
五
百
匁(

二 

十
八.

ー
キ
ロ)

に
な
つ
た
が
こ
れ
は
一
駄
四
俵
だ
つ
た
。

馬
の
荷
ぐ
ら
に
十
俵
の
つ
け
方
は
、
両
側
に
三
俵
ず
つ
た
て
に
つ
け
そ
の
よ
こ
に 

二
俵
ず
づ
で
あ
つ
た
。

板
は
、
五
分
板
、
四
分
板
を
三
十
貫(

ー
ー
ニ•

五
キ
ロ) 

つ
け
た
。
運
ぶ
と
こ 

ろ
は
、
長
野
の
上
田
、
大
日
向
、
渋
沢
、
中
軽
井
沢
あ
た
り
ま
で
だ
つ
た
。

秋
に
な
る
と
自
家
用
薪
を
造
る
が
、薪
一
坪
は
六
尺X

六
尺(

一
 
•

八
メ
ー
ト
ルX

 

一.

八
メ
ー
ト
ル)

の
も
の
を
八
駄
で
運
ぶ
の
が
普
通
だ
つ
た
。

繭
は
ま
ゆ
か
ご
に
入
れ
て
四
本
つ
け
て
一
駄
だ
つ
た
。
両
側
に
二
本
ず
つ
よ
こ
に 

つ
け
た
。
重
さ
は
全
部
で
二
十
四
貫(

九
〇
キ
ロ)

だ
つ
た
。

穀
類
は
六
束
一
駄
で
、
麦
、
稲
は
穂
を
下
に
向
け
、
あ
わ
、
ひ
え
は
上
に
向
け
た
。
 

そ
ば
と
大
豆
の
木
は
、
こ
も
に
包
ん
で
、
よ
こ
づ
け
と
し
、
四
束
で
一
駄
だ
つ
た
。
 

大
豆
を
俵
に
入
つ
た
も
の
は
二
俵
で
一
駄
で
あ
つ
た
。

下
肥
は
、草
津
か
ら
桶
に
入
れ
四
本
一
駄
で
あ
つ
た
。
こ
の
桶
を
コ
ィ
オ
ケ
と
言
つ 

た
。堆

肥
は
背
中
の
両
わ
き
に
ロ
ー
ト
状
に
な
わ
で
あ
ん
だ
袋
を
さ
げ
そ
の
中
に
入
れ 

て
運
ん
だ
。(

袋
倉)

馬
は
ダ
チ
ン
ッ
ケ
に
使
用
さ
れ
た
。
信
州
大
日
向
ま
で
三
里
、
主
に
炭
を
焼
き
そ 

れ
を
つ
け
て
行
つ
て
売
る
。
ダ
チ
ン
ッ
ケ
は
八
貫
目
俵
四
俵(

一
駄)

つ
け
て
い
く
。
 

四

・
五
十
銭
の
駄
賃
で
一
日
一
回
往
復
す
る
。

シ
モ
に
行
き
、
炭
を
買
つ
て
大
日
向 

に
行
き
商
売
す
る
人
も
あ
つ
た
。

大
笹
で
は
六
尺
の
板
を
馬
に
つ
け
て
行
つ
た
。

鳥
居
峠
を
越
す
馬
は
、

一
日
八
〇
〜
一
〇
〇
頭
で
、
炭
が
最
も
多
か
つ
た.
〇
次
で 

板
(

製
材)

馬
鈴
薯
、
帰
り
は
自
分
の
家
で
た
べ
る
米
を
買
つ
て
く
る
。
そ
の
他
石 

油
、
菓
子
、
衣
料
、
履
物
等
の
雑
貨
類
で
、
上
田
と
も
取
引
き
を
し
た
。
今
は
シ
モ 

か
ら
来
る
。

「
田
代
田
の
な
い
米
の
中
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
信
州
上
高
井
郡
仁
礼
村
の
馬
方 

が
、
新
潟
の
玄
米
を
運
び
、
そ
れ
を
田
代
の
人
が
こ
こ
ま
で
運
ん
で
水
車
小
屋
で
白

米
に
す
る
。
田
代
は
運
送
屋
を
や
っ
た
わ
け
だ
が
、
信
越
線
の
開
通
で
な
く
な
っ
た
。
 

こ
の
部
落
で
は
、
ど
の
家
に
も
水
車
小
屋
が
あ
り
、
多
い
の
で
は 

二
尸
で
二
、
三 

組
の
水
車
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
羽
根
尾
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
、
馬
車
屋
に
渡
し 

た
。
あ
る
い
は
馬
の
背
に
の
せ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
地
域
は
馬
車
は
通
ら
な
か
っ 

た
。(

田
代)

馬 

盛
ん
な
こ
ろ
は
、

一
軒
で
三
、
四
頭
も
馬
を
飼
っ
て
い
た
。
馬
力
で
運
送
車 

を
ひ
か
せ
た
。
十
年
前
に
八
十
頭
い
た
が
、
現
在
はa
。(

大
前)

三
、
交 

易

経
済
圏
干
俣
は
経
済
的
に
は
信
州
上
田
と
関
係
が
深
い
。
現
在
、
上
田
市
ま
で 

四
十
キ
ロ
、
自
動
車
で
四
十
分
で
行
け
る
の
で
、
中
之
条
、
原
町
へ
出
る
の
と
大
体 

同
じ
で
あ
る
。
前
橋
ま
で
は
二
時
間
も
か
か
る
の
で
、
病
院
も
向
こ
う
の
方
へ
か
か 

る
方
が
ょ
い
。
野
菜
の
取
引
き
も
向
こ
う
側
と
し
て
い
る
。
 

. 

昔
は
、
四
阿
山
か
ら
万
座
に
峠
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
越
し
て
来
た
。
ヤ

チ(

湿 

地)

の
上
の
道
を
通
っ
て
歩
い
て
来
た
も
の
で
あ
る
。(

干
俣)

カ
ン
ジ
ョ
ウ 

百
姓
は
盆
カ
ン
ジ
ョ
ウ
、
山
仕
事
は
冬
カ
ン
ジ
ョ
ウ
と
、
だ
い
た 

い
き
ま
っ
て
い
た
。
炭
焼
き
の
ヤ
キ
コ
の
ヤ
キ
ブ
な
ど
は
冬
カ
ン
ジ
ョ
ウ
。(

西
窪) 

炭
の
販
売 

二
、
三
月
は
雪
で
行
け
な
い
の
で
十
一
月
か
ら
一
月
ま
で
ほ
と
ん
ど 

毎
日
行
っ
た
。

十
人
位
で
ま
と
ま
っ
て
、
馬
に
大
俵
四
俵
つ
け
て
い
く
。
今
井
—
田
代
—
鳥
居
峠 

を
経
て
渋
沢(

現
在
真
田
町)

ま
で
行
っ
た
。
伊
平
と
い
う
炭
問
屋
が
あ
っ
た
。
 

朝
暗
い
う
ち
に
出
て
晩
に
な
っ
て
帰
る
。
帰
る
と
ウ
マ
の
風
呂
を
た
て
て
入
れ
て 

や
っ
た
。
馬
の
ク
ッ
は
六
足
は
用
意
し
た
。
帰
り
は
た
い
が
い
空
荷
で
あ
っ
た
。
 

大
正
六
、
七
年
頃
か
ら
田
代
か
ら
買
い
に
来
た
。
目
方
で
買
う
の
で
水
分
を
含
ま 

せ
る
た
め
に
、
肥
の
う
え
に
置
い
た
。
水
を
か
け
る
の
で
は
す
ぐ
ば
れ
て
し
ま
う
の 

で
、
肥
の
湯
気
が
丁
度
ょ
か
っ
た
。(

今
井)

繭
の
販
売 

四
十
年
位
前
は
馬
で
小
諸•

上
田
に
運
ん
だ
。
小
諸
へ
は
ナ
マ
マ
ユ
、



都
薬
越
中
富
山

登
屬
家
庭
薬

商
標
廣
貫
堂

富
山
市
星
井
町
二
〇
一

笠
間
三
郎

員
城
富
山
県
水
橋
町

置
磯
御
く
す
り
入

配j

第

一

薬
エ
協
同
組
合

尾
島
屋

置
き
薬
で
ょ
く
飲
ん
だ
薬
は
、
セ
メ
ン
、
ト
ン
プ
ク
、
セ
ィP
ガ
ン
、
ジ
ン
タ
ン
、
 

シ
ン
ヤ
ク
な
ど
で
あ
っ
た
。(

門
貝)

煙
草
屋 

官
製
に
な
る
前
ま
で
信
州
か
ら
来
た
。
煙
草
屋
十
兵
衛
な
ど
が
来
た
。
 

薬 

富
山
か
ら
来
た
。
脚
絆
、
わ
ら
じ
、
わ
ら
じ
が
け
。
重
ね
行
李
に
薬
を
入
れ 

て
、
薬
を
置
い
て
い
っ
た
。
年
一
回
九
〜
十
月
ご
ろ
来
た
時
に
勘
定
を
し
た
。

ゴ
ゥ
シ
ュ
ゥ 

近
江
商
人
。
も
も
ひ
き
、
脚
絆
、
わ
ら
じ
の
支
度
に
、
商
品
は
天 

秤
に
つ
け
て
担
い
だ
。
品
物
は
主
に
反
物
で
、
貸
し
つ
け
て
い
き
、
盆
勘
定
、
暮
勘 

定
で
あ
っ
た
。

越
後
の
魚
屋 

田
植
え
の
こ
ろ
、
田
植
鰊
な
ど
持
参
し
た
が
、
煮
干
、
鮭
、
昆
布 

等
も
持
参
し
、
貸
し
つ
け
て
い
っ
た
。
菅
笠
を
か
ぶ
っ
て
来
た
。

毒
消
し
売
り 

短
い
ヶ
ッ
キ
リ
ジ
ュ
バ
ン
、
か
す
り
の
着
物
、
菅
笠
の
仕
度
の
女 

が
来
た
。

一
軒
一
軒
現
金
で
売
っ
て
い
っ
た
。

鋸
屋
甲
州
か
ら
。

鎌
屋 

フ
ル
マ(

長
野)

か
ら
来
た
。(

田
代)

こ
ね
鉢(

木
鉢)

毎
年
の
ょ
ぅ
に
年
の
暮
に
な
る
と
入
山(

六
合
村)

か
ら
背 

負
っ
て
売
り
に
来
た
。
昭
和
三
年
こ
ろ
一
個
二
円
だ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
の
土
方
仕

上
田
へ
は
乾
繭
。
タ
テ
と
い
う
木
綿
袋
に
一
石
位
入
っ
た
。
馬
一
頭
に
タ
テ
四
〜
六 

コ
つ
け
た
。

ま
た
メ
エ
カ
イ
も
来
た
。
チ
ュ
ー
マ
イ
、
ビ
シ
ョ
ン
マ
イ
、
タ
マ
マ
イ
は
チ
ュ
ー 

メ
ー
ヤ
が
来
た
り
、
ホ
ン
マ
イ
カ
イ
に
二
割
づ
け
だ
と
か
三
割
づ
け
だ
と
か
で
、
ホ 

ン
マ
ユ
に
チ
ュ
ー
マ
ユ
を
二
割
な
り
三
割
な
り
つ
け
て
売
っ
た
。
ホ
ン
マ■
ユ
が
百
円 

じ
ゃ
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
チ
ュ
ー
マ
ユ
を
二
割
つ
け
て
く
れ
と
い
う
形
で
、
ホ
ン 

マ
イ
と
一
諸
に
売
っ
た
こ
と
も
あ
る
。(

袋
倉)

行
商
人 

江
州
屋
は
反
物
を
持
っ
て
き
た
。

ニ
シ
ン
屋
は
越
後
か
ら
き
た
。
百
本
マ
ル
キ
で
三
十
五
銭
だ
っ
た
。
天
び
ん
に
籠 

を
下
げ
て
き
た
。

富
山
の
薬
売
り
も
き
た
。
貸
し
こ
み
を
や
る
の
で
年
に
二
回
来
た
。
貸
し
売
り
の 

時
は
旅
館
で
古
い
の
を
つ
め
か
え
て
渡
し
、
現
金
の
時
は
新
し
い
の
を
渡
し
た
と
い 

う
。
 

•

毒
消
し
売
り
は
越
後
か
ら
来
た
。(

今
井)

モ
ン
ペ
売
り 

新
潟
県
か
ら
売
り
に
来
は
じ
め
て
、
二
十
三
年
く
ら
い
に
な
る
。
 

今
で
も
来
る
〇

鎌

屋(

越
前
ガ
マ)

、
薬

屋(

置
き
薬
、
富
山
と
奈
良)

、
ゴ
ウ
シ
ュ
ウ(

呉
服
屋)

、
 

ニ
シ
ン
屋(

大
笹)

が
き
て
、
カ
ヨ
イ(

帳
面)

に
し
て
行
っ
た
。(

西
窪) 

ノ
コ
ギ
リ
ヤ(

諏
訪)

、
毒
消
し
売
り(

越
後)

、
鎌
屋•(
越
前)

、
イ
カ
ヶ
ヤ
、
コ 

ウ
モ
リ
ナ
オ
シ
、
メ
ン
パ
ヤ
、
ラ
ン
プ
ヤ
、
呉
服
屋
、
ニ
シ
ン
ヤ
、
飴
屋
な
ど
が
廻
っ 

て
き
た
。(

門
貝)

置
薬 

置
薬
の
薬
屋
は
奈
良
と
富
山
か
ら
年
一
回
ま
わ
っ
て
き
た
。

一
軒
に
二
、
 

三
の
薬
屋
が
入
っ
て
い
る
。
も
と
は
紙
の
大
袋
に
薬
を
入
れ
て
い
っ
た
が
、
い
ま
は 

桐
の
箱
で
、
引
き
出
し
の
と
こ
ろ
な
ど
に
業
者
名
が
書
い
て
あ
る
。

奈
良
県
配
置
家
庭
薬
商
業
組
合

奈
良
県
御
所
市
御
所
町

配
置
販
売
業
者
森
田
政
治

奈
良
県
御
所
市
戸
毛
九
七
八



事
が
、
大
の
男
が
弁
当
も
ち 

で
一
日
五
十
銭
、
最
高
で
五 

十
五
銭
と
い
ぅ
時
期
の-

と 

で
あ
る
。
戦
後
二
十
二
、
三 

年
こ
ろ
売
り
に
来
た
の
は
、
 

麦
の
ヒ
キ
ヮ
リ
ー
斗
、
こ
れ 

も
入
山
の
人
が
持
っ
て
き 

た
。(

鎌
原)

チ
ョI
チ
ン
ヤ
草
津
か 

ら
エ
ン
ダ
ヮ
ィ
ヤ
の
チ
ョ
ー 

チ
ン
ヤ
が
売
り
に
来
た
。

(

今
井)

八
百
屋
長
野
か
ら
八
百 

屋
の
ト
ラ
ッ
ク
が
一
週
間
に 

二
回
ほ
ど
回
っ
て
く
る
。
長 

野
県
真
田
町
傍
陽
か
ら
堀
内 

商
店
が
来
る
。(

干
俣)

玉
子
買
い 

玉
子
買
い
が
き
た
。
買
っ
て
草
津
の
温
泉
旅
館
へ
持
っ
て
行
っ
て 

売
っ
た
。(

西
窪)

ヨ
カ
ヨ
カ
飴
屋 

タ
ラ
ィ
を
頭
の
上
に
あ
げ
、
そ
こ
に
旗
が
さ
し
て
あ
り
、
歌
を 

ぅ
た
い
な
が
ら
飴
を
売
り
に
来
た
。
祭
文
の
ょ
ぅ
に
語
り
も
の
な
ど
も
し
た
。(

大
笹) 

村
に
来
た
職
人

大
工
越
後
か
ら
来
た
。

屋
根
屋
越
後
か
ら
。

鋳
掛
屋
長
野
か
ら

か
な
ぐ
つ
屋 

長
野
県
沓
掛
か
ら
来
た
。(

田
代)

理
髪
職
人 

腰
に
手
拭
を
ぶ
ら
さ
げ
、
あ
る
き
ま
わ
っ
た
。
男
の
髪
型
と
し
て
は 

七
分
三
分
が
一
般
的
だ
っ
た
。
俗
謡
に
「鉢
巻
き
姿
に
た
す
ぎ
が
け
、
ど
ん
な
お
え

ら
の
頭
で
も
、
わ
ず
か
五
銭
や
拾
銭
で
、
ペ
チ
ャ
ペ
チ
ャ
た
た
く
は
銀
と
こ
ば 

卜 

コ
ト
ッ
ト
ー
ト
ー
レ
」
と
う
た
わ
れ
た
。(

西
窪)

旅
芸
人

瞽
女 

ゴ
ゼ
は
越
後
か
ら
、
万
才
は
三
河
万
ざ
い
、
猿
ま
わ
し
、
春
駒
、
セ
イ
モ 

ン
読
み
も
き
た
。
正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
ま
わ
っ
て
来
た
。(

門
貝)

傘
な
ど
が
瞽
女
宿
で
あ
っ
た
が
、
清
水
屋
に
も
泊
っ
た
。
三
〜
四
人
い
っ
し
ょ
に 

来
た
。
民
謡
や
段
物(

石
童
丸
と
か
八
百
屋
お
七
な
ど)

を
や
っ
た
。
か
す
り
の
着 

物
、
手
甲
、
深
い
大
き
い
笠
の
支
度
に
三
味
線
を
持
っ
て
い
た
。(

田
代)

ゴ
ゼ
ノ
ボ
ー
越
後
か
ら
来
た
。
盲
目
の
女
性
。
二
人
で
組
に
な
っ
て
来
た
。
三 

味
線
を
持
っ
て
た
。
国
定
忠
治
や
大
前
田
栄
五
郎
な
ど
の
や
く
ざ
も
の
が
多
く
、
ヨ 

ヵ
ヨ
ヵ
飴
屋
の
真
似
も
し
た
。
い
い
と
こ
で
切
っ
ち
ゃ
う
。

大
体
宿
泊
す
る
家
が
決
ま
っ
て
い
た
。
泊
め
て
く
れ
と
頼
む
。
そ
の
家
で
近
所
に 

フ
レ
を
出
す
と
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
時
は
踊
り
も
し
た
。

夜
若
い
衆
が
ヨ
バ
イ
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

ゴ
ゼ
が
嫁
に
な
っ
て
村
に
落
ち
着
い
た
人
も
あ
る
。(

今
井)

ゴ
ゼ
は
昭
和
二.

三
年
ま
で
来
た◦

親
方
が
い
て
二•

三
人
で
ま
わ
っ
た
。(

袋
倉) 

ゴ
ゼ
は
二•

三
人
ず
つ
組
に
な
っ
て
、
三
味
線
を
な
ら
し
て
来
た
。(

今
井) 

門
付 

正
月
に
な
る
と
万
才
、
春
駒
、
千
俵
な
ど
が
き
た
。
万
才
は
三
河
か
ら
、
 

春
駒
は
ど
こ
か
ら
か
わ
か
ら
な
い
が
駒
形
を
も
っ
て
「春
の
は
じ
め
の
春
駒
な
ん
ぞ
」 

と
い
っ
て
ふ
り
こ
ん
で
き
た
。
千
俵
は
小
さ
な
俵
を
座
敷
の
方
へ
こ
ろ
が
し
、
そ
の 

と
き 

二 

こ
ろ
が
し
千
俵
、
二
こ
ろ
が
し
万
俵
」
な
ど
と
説
え
ご
と
を
し
て
い
た
。
 

(

大
笹)

春
駒 

大
正
の
初
ご
ろ
ま
で
は
よ
そ
か
ら
や
っ
て
来
て
、
ト
ボ
ゥ
で
「春
の
は
じ 

め
の
春
駒
な
ん
ぞ 

年
も
良
し 

日
も
良
し 

お
蚕
も
当
る 

コ
ラ
イ
イ
コ
ラ
イ 

イ
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
は
や
し
て
や
っ
た
。
半
銭
で
も
い
い
ほ
う
で
、

一
文
銭
も 

く
れ
て
や
っ
た
。
後
に
は
一
銭
、
二
銭
に
な
っ
た
。(

鎌
原)

春
駒
は
「春
の
初
め
の.
.

」
等
唄
っ
た
。(

田
代)

春
駒
は
三
ノ
倉
か
ら
一
人
で
来
た
。(

袋
倉)



万
歳 

三
河
か
ら
今
で
も
毎
年
来
る
。
春
先
、
鼓
を
叩
い
て
悪
魔
払
い
の
寿
言
を 

唱
え
て
い
っ
た
。(

田
代)

最
初
は
二
人
で
来
た
が
一
人
で
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
年
は
ま
だ
来
な
い
。 

(

袋
倉)

福
俵 

「
千

俵•

万
俵
」
「
一
こ
ろ
が
し
が
万
俵
」
「
お
か
み
さ
ん
の
福
俵
」
等
を 

寿
言
し
た
。(

田
代)

人
形
芝
居 

清
水
屋
な
ど
に
泊
り
、
そ
の
旅
館
を
舞
台
に
し
て
興
行
し
た
。(

田
代) 

祭
文 

信
州
か
ら
き
た
〇
錫
杖
を
も
つ
て
い
て
、
コ
ア
ロ
レ
ン.

デ
ロ
レ
ン
」
と
い
つ 

て
浪
曲
の
よ
う
に
物
語
り
を
語
っ
て
い
た
。(

大
笹) 

.

サ
エ
モ
ン
は
語
り
で
よ
い
と
こ
ろ
で
打
切
り
と
し
た
。

こ
れ
を
ブ
ッ
キ
リ
と
い
い 

追
加
の
料
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
一
段
落
語
り
又
よ
い
と
こ
ろ
で
ブ
ッ
キ 

リ
と
し
村
の
人
か
ら
上
手
に
金
を
ま
き
上
げ
た
。(

今
井)

ア
ホ
ダ
ラ
キ
ョ
ウ 

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
一
人
で
来
た
。(

袋
倉)

猿

廻

し

門

付

で

あ

る(

田
代)

か
ぐ
ら
実
は
獅
子
舞
。
長
野
か
ら
や
っ
て
来
た
。
(

田
代)

飴
屋 

た
ら
い
を
頭
に
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
来
た
。(

田
代)



民

俗

知

識

は

じ

め

に

民
俗
知
識
と
い
っ
て
も
、
と
く
に
学
問
的
な
体
系
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
 

た
だ
あ
り
ふ
れ
た
普
通
の
、
し
か
も
日
常
生
活
に
密
着
し
た
、
素
朴
な
生
活
の
知
恵 

の
こ
と
で
あ
る(

日
本
民
俗
資
料
事
典)

。
つ
ま
り
、
民
俗
知
識
は
人
間
生
活
の
全
領 

域
に
わ
た
る
「
生
活
の
知
恵
」
と
い
ぅ
こ
と
で
、
民
俗
の
各
項
に
深
い
関
連
を
も
ち
、
 

分
離
し
が
た
い
資
料
も
多
く
、

い
た
っ
て
整
理
が
し
に
く
く
、
統

一  

を
欠
く
き
ら
い 

が
あ
る
。

こ
の
項
と
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
料
を
、
民
間
医
療
、
呪
い
、
占
い
、
禁
忌
、
 

暦
、
自
然
暦
、
気
象
、
数
理
、
動
物
、
民
俗
教
育
、
命
名
、
そ
の
他
、
と
し
て
ま
と 

め
て
お
い
た
。

民
俗
医
療
以
外
は
ま
と
ま
っ
た
資
料
も
少
く
、
ほ
と
ん
ど
断
片
的
な
も
の
で
、
内 

容
も
他
地
域
と
大
同
小
異
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
農
山
村
の
生
活
体
験
が 

積
み
重
ね
ら
れ
た
日
常
生
活
に
必
要
な
知
恵
の
資
料
が
収
集
さ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。
 

$

村
和
三
郎)

一
、
民

間

医

療

㈠

治

療

法

腹
痛 

日
か
げ
ぼ
し
に
し
た
セ
ン
フ
リ
を
湯
に
浸
し
て
飲
む
と
き
く.
。
以
前
、
三

原
の
原
に
た
く
さ
ん
生
え
て
い
て
採
り
に
行
っ
た
が
、
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
最 

近
は
田
代
湖
の
土
手
に
生
え
て
い
る
の
を
採
っ
て
く
る
。
採
る
の
は
九
月
の
末
が
よ 

ぃ
。(

門
貝)

下
痢 

ィ

タ

チ

草(

げ
ん
の
し
ょ
ぅ
こ)

を
せ
ん
じ
て
の
む
。(

田
代) 

頭
痛 

は
っ
か
の
葉
を
も
ん
で
、

こ
め
か
み
に
は
る
と
よ
い
。(

門
貝)

は
っ
か
草
を
も
ん
で
は
る
。(

田
代)

メ
ヵ
ゴ 

櫛
を
あ
ぶ
っ
て
、
な
ぜ
る
〇(

三
原)

と
か
し
櫛
を
、
畳
で
こ
す
り
、

つ
け
る
。(

芦
生
田)

メ
ヵ
ゴ
は
モ
ノ
モ
ラ
ィ
と
も
い
い
、

つ
げ
の
櫛
を
少
し
焼
い
て
な
で
る
と
よ
い
。
 

(

門
貝)

ヤ
ン
メ 

ニ
ン
ド
ゥ(

毒
消
し
屋
が
持
っ
て
来
た)

を
水
に
と
か
し
て
、
さ
ら
し 

で
湿
布
す
る
。

ネ
ズ
ミ
バ
ラ
の
皮
を
む
い
て
水
に
ふ
や
か
し
、
そ
れ
を
目
に
つ
け
る
と
治
る
。(

田

代)
ぅ
ち
み 

ま
む
し
酒
を
つ
け
る
。(

田
代)

目医者の紙看板

(大笹)黒岩晴義氏方 

(撮影都丸十九一)



ぅ
ち
み
に
は
、
ま
む
し
酒 

を
つ
け
る
と
よ
い
〇
ま
む
し 

に
は
ア
カ
ま
む
し
と
ゼ
ニ-

ま 

む
し
と
い
る
。

ア
カ
ま
む
し 

の
方
が
よ
く
き
く
が
、

こ
れ 

は
数
が
少
な
い
。(

門
貝)

ヘ
ビ
酒
を
つ
け
る
。

マ
ム 

シ
を
と
っ
て
き
て
、
水
の
入 

っ
た
ビ
ン
の
中
に
一
週
間
か 

ら
十
日
間
く
ら
い
入
れ
て 

お
き
、
他

の
ビ
ン
に
移
し 

入
れ
て
シ
ョ
ゥ
チ
ュ
ゥ
を 

そ
そ
ぐ
。
ヘ
ビ
酒
が
で
き
る
。
 

古
い
も
の
ほ
ど
よ
く
効
く
。

(

今
井)

肩
こ
り
一
育
こ
り
に
よ
、
 

松
や
に
を
は
る
と
い
い
。

(

芦
生
田)

喘
息
松
の
し
ん
を
か
い
て
か
じ
る
と
、
喘
息
に
効
果
が
あ
る
。(

芦
生
田) 

し
ゃ
く 

蛇

の

エ(

た
ん
の
ぅ)

を
切
っ
て
水
に
と
い
て
の
ま
せ
る
。
ま
た
赤
犬 

の
エ 

で
も
よ
い
。
し
ゃ
く
も
ち
は
、
こ
れ
等
を
干
し
て
と
っ
て
お
き
用
意
し
て
い
た
。
 

(

田
代)

せ
き
か
ぜ 

梅
干
を
黒
や
き
に
し
て
の
む
。
ま
た
梅
干
に
お
湯
を
か
け
て
の
む
。
 

(

田
代)

ッ
キ
メ 

ヵ

マ

ィ

ボ(

つ
る
草)

の
汁
を
び
ん
に
と
っ
て
お
き
、
そ
れ
を
つ
け
れ 

ば
よ
い
。

こ
れ
は
ヤ
ン
メ
に
も
よ
い
。(

田
代)

切
り
傷 

大
ば
こ
を
も
ん
で
は
る
。
も
ち
草
で
も
よ
い
。(

田
代)

は
し
か
兎
の
エ
が
よ
い
。(

田
代)

あ
つ
け 

た
で
を
も
ん
で
、
足
の
裏
に
つ
け
る
。(

芦
生
田)

た
で
を
も
ん
で
、
額
に
つ
け
る
。(

三
原)

ミ
ミ
ン
ダ
レ 

み
み
だ
れ
に
は
、

ミ
ミ
ン
ダ
レ
ノ
草(

ゆ
き
の
下)

を
と
っ
て
、
 

も
ん
で
汁
を
つ
け
る
。

て
ん
ぷ
ら
に
す
る
と
う
ま
い
。(

鎌
原)

デ
キ
モ
ン 

ド
ク
ダ
ミ
を
患
部
に
は
る
と
、
ゥ
ミ
を
吸
い
出
す
。(

鎌
原)

乳
バ
レ
モ
ン 

忘
れ
草
と
い
っ
て
い
る
水
仙
の
葉
の
よ
う
な
草(

く
さ
い
も
の
で
、
 

紫
の
花
が
咲
く) 

の
根
の
玉
を
と
っ
て
、

こ
れ
を
す
っ
て
つ
け
る
。(

鎌
原)

ハ
チ
さ
さ
れ
歯
く
そ
を
つ
け
る
。(

鎌
原)

ま
む
し
に
か
ま
れ
た
と
き 

ま
む
し
に
か
ま
れ
た
と
き
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
茎
の
汁 

を
つ
け
る
と
よ
い
。(

門
貝)

ゥ
ル
シ 

サ
ヮ
ガ
ニ
を
つ
ぶ
し
て
つ
け
る
と
よ
く
効
く
。(

今
井)

ゼ
ン
マ
イ 

お
産
の
と
き
食
べ
る
と
、
血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る
。(

門
貝)

㈡

呪

的

療

法

メ
カ
ゴ 

ふ
る
い
を
井
戸
に
半
分
見
せ
て
、
直
れ
ば
全
部
見
せ
る
。

糸
で
し
ば
る
ま
ね
を
し
、
「
な
に
が
し
ば
る
」
「
メ
カ
ゴ
が
し
ば
る
」
と
、
問
答
を 

す
る
。

め
し
を
隣
か
ら
も
ら
う
。(

芦
生
田)

着
物
の
襟
先
を
し
ば
っ
て
、
直
し
て
く
れ
れ
ば
解
く
。

ふ
る
い
と
か
、
と
一
み
と 

か
、
目
の
あ
る
も
の
を
井
戸
に
半
分
見
せ
る
。(

三
原)

か
ご
を
か
ぶ
る
と
メ
カ
ゴ
が
で
き
る
。(

鎌
原)

か
ご
、
ふ
る
い
を
水
面
に
、
半
分
見
せ
る
。
櫛
を
あ
ぶ
っ
て
、
な
ぜ
る
。(

三
原) 

馬
の
シ
リ
ゲ
イ
で
こ
す
れ
ば
よ
い
〇
ま
た
メ
カ
ゴ
ク
ク
リ
と
て
、
こ
よ
り
で
メ
カ 

ゴ
を
し
ば
る
ま
ね
を
し
て
「
お
前
は
何
を
し
る
い
。

メ
カ
ゴ
を
く
く
る
よ
。
」
と
三
回 

唱
え
る
。

馬
の
鞍
を
あ
げ
る
と
き
に
、
馬
の
尻
を
あ
げ
る
シ
リ
ガ
イ
で
こ
す
る
と
治
る
。(

田

代)
目
の
ご
み 

目
の
ご
み
、
耳
い
け
と
い
う
。(

三
原)

マッフジ(クロゴムシの木)薬用(打ち身、胃痛にきく)(大前)

(撮影関口正巳)



し
び
れ 

つ
ば
を
額
に
つ
け
る
。(

三
原)

額
に
十
文
字
を
書
く
。
額
に
長
い
ち
り
を
は
る
。
足
の
親
指
を
ひ
っ
ぱ
る
。(

芦
生 

田)
足
が
し
び
れ
た
と
き
は
、
チ
リ
を
と
っ
て
、
つ
ば
き
を
つ
け
て
額
に
は
り
つ
け
る
。

(

鎌
原)

中
気 

南
天
の
箸
で
食
べ
る
。
山
で
弁
当
使
う
時
、
柳
の
木
を
二
枝
、
折
ら
ず
に 

長
い
ま
ま
で
食
べ
る
。
あ
か
ざ
の
枝
を
つ
く
。

三
代
中
気
が
つ
ず
い
た
の
で
、
棺
に
あ
か
ざ
の
杖
を
入
れ
て
や
る
と
、
中
気
が
絶 

え
る
と
い
う
の
で
、
入
れ
て
や
っ
た
。

鍵
さ
ん
を
ぶ
っ
た
ぎ
る
と
、
中
気
が
絶
え
る
。(

芦
生
田)

仏
を
地
ふ
く
の
下
か
ら
出
す
と
、
中
気
の
血
統
が
切
れ
る
。

桑
の
木
の
椀
で
、
お
つ
ゆ
を
飲
む
。(

三
原)

い
ぼ 

く
ぼ
み
に
あ
る
石
に
た
ま
っ
た
水
を
つ
け
る
と
な
お
る
。

お
が
ら
で
、
木
に
は
し
か
け
、
え
ぼ
え
ぼ
う
つ
れ
、
は
し
が
な
き
ゃ
す
っ
と
べ
と 

い
う
。

茄
子
の
初
な
り
で
、
な*
、ぜ
る
。(

芦
生
田)

手
洗
い
な
ど
に
た
ま
っ
た
雨
水
を
つ
け
る
。

白
山
さ
ん
の
石
を
借
り
て
来
て
、
直
れ
ば
二
つ
に
す
る
。(

三
原)

今
宮
神
社
の
近
く
に
あ
る
、
石
の
く
ぼ
み
に
た
ま
っ
た
水
を
い
ぼ
に
つ
け
て
、
後 

ろ
を
振
返
え
っ
て
見
な
い
で
帰
る
と
治
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。(

今
井)

ネ
ズ
ミ
ア
シ
と
い
う
。

ク
モ
の
巣
の
糸
を
卷
く
と
と
れ
る
。(

田
代)

ネ
ズ
ミ
ア
シ.

ネ
ズ
ミ
の
チ
ン
コ 

い
ぼ
の
ょ
う
で
、
着
物
が
さ
わ
る
と_

い
。
 

頭
の
毛
で
し
ば
る
と
も
げ
る
。(

芦
生
田)

つ
か
え 

胸
に
御
飯
が•
つ
か
え
る
と
、
箸
を
逆
さ
に
頭
に
立
て
る
。(

三
原) 

シ
ャ
ッ
ク
リ 

知
ら
な
い
ょ
う
に
オ
ド
ス
と
治
る
。(

田
代)

歯
い
た 

歯
の
勘
定
を
し
、
歯
の
形
を
書
い
て
、
痛
い
歯
の
と
こ
ろ
に
つ
け
、
三 

角
に
た
た
み
、
柱
に
釘
で
、
ぶ
っ
て
お
く
。(

芦
生
田)

虫
歯 

痛
い
ほ
う
の
頰
に
「南
」
と
い
う
字
を
書
い
て
、
水
の
入
っ
た
茶
椀
と
「
六

三
除
け
」
と
書
い
た
紙
を
神
棚
へ
あ
げ
て
「
コ
レ 

タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
ナ
ル
ゾ 

ヨ
ホ 

ノ
カ
ミ
ガ
ミ
ァ
ツ
マ
リ
タ
マ 

エ 

ど
う
ぞ
直
し
て
下
さ
い
」
と
三
回
唱
え
る
。
「
六
三 

除
け
」
と
書
い
た
紙
を
三
本
辻
の
川
に
流
し
て
、
後
を
ふ
り
か
え
ら
ず
に
帰
る
と
直 

る
。(

門
貝)

足
の
う
ら
に
墨
を
ぬ
り
、
紙
に
足
型
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
お
が
む
と
治
る
。(

八-7

井) 

「
ヒ
ダ
の
高
山
オ
ハ
ツ
ァ
ン
虫
歯
で
な
ん
ぎ
を
し
て
い.
る
か
ら
ど
う
か
な
お
し
て 

お
く
ん
な
い
。

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
。-
と
と
な
え 

る
と
よ
い
。(
大
笹)

コ
ー
デ 

男
(

女)

の
場
合
は
、
女
(

男)

の
末
っ
子
に
、
鍋
づ
る
を
通
し
て
、
 

糸
か
紐
で
、
し
ば
っ
て
も
ら
う
。(

三
原)

コ
ー
デ
に
な
っ
た
ら
、
鍋
づ
る
の
向
こ
う
で
末
娘
に
縫
い
糸
で
し
ば
っ
て
も
ら
う 

と
よ
い
。(

門
貝)

男
か
ら
女
の
、
女
な
ら
男
の
他
家
の
末
っ
子
に
黒
糸
で
し
ば
っ
て
も
ら
う
と
よ
い
〇 

ま
た
そ
の
際
鍋
の
つ
る
の
間
か
ら
手
を
出
し
て
し
ば
っ
て
も
ら
う
と
も
い
う
。(

田 

代)
女
な
ら
一
番
末
っ
子
に
紺
糸
で
玉
結
び
で
し
ば
ら
せ
る
。
鍋
の
つ
る
越
し
に
手
を 

出
し
て
何
か
文
句
を
い
い
な
が
ら
し
ば
っ
て
も
ら
う
。(

鎌
原)

男
は
女
の
末-

っ
子
、
女
は
男
の
末
っ
子
に
手
首
を
糸
で
し
ば
っ
て
も
ら
う
。
手
を 

ヤ
カ
ン
や
ナ
ベ
の
つ
る
に
通
す
か
、
障
子
の
穴
に
入
れ
る
か
し
て
、
し
ば
っ
て
も
ら 

う
。(

大
笹)

耳
い
た
西
窪
に
あ
る
耳
な
り
観
音
に
、
底
無
し
柄
杓
を
あ
げ
る
。(

三
原)

耳

だ

れ

観

音(

文
化
二
年
八
月
吉
日)

は
、
西
窪
の
観
音
堂
に
あ
り
、
そ
の
石
仏 

に
底
抜
け
柄
杓
が
供
え
て
あ
る
。
耳
だ
れ
の
も
の
が
な
お
る
よ
う
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を 

か
け
る
。

オ
ガ
ン
シ
ョ
バ
タ
シ
の
底
抜
け
柄
杓
は
、
竹
.

紙
.

ツ
キ
出
し
な
ど
で
つ 

く
る
。
百
万
遍
念
仏
の
数
珠
も
堂
内
に
あ
る
。(

西
窪)

ハ
シ
カ 

石
橋
の
下
を
く
ぐ
ら
せ
る
と
、

ハ
シ
カ
に
な
っ
て
も
軽
く
す
む
と
さ
れ 

て
い
た
。(

今
井)

カ
ン
の
虫
切
鎌 

子
供
に
虫
が
お
こ
っ
た
時
は
オ
ク
マ
ン
サ
マ(

鳴
尾
の
熊
野
神



社)

に
行
っ
て
、
虫
切
鎌
を
一 

丁
借
り
て
き
て
、
子
供
の
腹
を
な
、で
て
か
ら
神
棚
へ 

あ
げ
て
お
く
。
虫
が
お
さ
ま
っ
た
ら
「
倍
が
え
し
」
と
い
っ
て
、
鎌

を

倍(

二
丁) 

に
し
て
か
え
す
。
鎌
は
野
か
じ
が
打
っ
た
も
の
で
、
柄
の
な
い
も
の
を
供
え
る
。
虫 

切
鎌
の
あ
る
の
は
門
貝
鳴
尾
の
神
社
だ
け
と
い
わ
れ
、
以
前
は
よ
そ
の
村
か
ら
も
よ 

く
か
り
に
き
た
。(

門
貝)

乳
ば
れ 

乳
ば
れ
の
も
の
の
と
き
は
、
乳
の
上
に
墨
で
「鯉
」
と
い
ぅ
字
を
書
く
。

(

石
津)

吹
出
も
の 

吹
出
も
の
の
と
き
は
、
墨

で

「
馬
」
の
字
を
そ
の
上
に
書
く
と
よ
い
。

(

石
津)

車
酔
い 

梅
干
し
を
紙
に
包
ん
で
へ
そ
に
あ
て
て
お
く
と
酔
わ
な
い
。(

今
井) 

腰
か
ら
下
の
病
気 

ネ
ッ
の
オ
シ
メ
サ
ン
は
腰
か
ら
下
の
病
気
を
直
し
て
く
れ
る

神
様
。(

門
貝)

夜

泣

き
藁
を
た
た
く 

手
ぎ
ね
に
繩
を
つ
け
て
、
 

三
遍
家
の
回
り
を
ま
わ
る
。
 

(

大
笹)

ケ
ガ
田
ん
ぼ
の
中
で 

ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
は
、
 

烏
ゴ
エ
の
中
の
サ
カ
サ
ガ 

ラ
ス
を
切
り
抜
い
て
、
前⑼ 

じ
て
飲
む
と
よ
い
。
(

三 

原)
ム
シ
除
け
子
ど
も
の 

カ
ン
ノ
ム
シ
の
オ
ガ
ン
シ 

ョ
に
は
、
門
貝
の
オ
ク
マ 

ン
サ
ン
に
行
く
。

オ
ガ
ン 

シ
ョ
バ
タ
シ
に
は
ム
シ
キ 

リ
ガ
マ
を
上
げ
る
。
(

鎌

原) 

 

カ
ン
の
虫 

カ
ン
の
薬
を
毒
消
し
売
り
か
ら
買
っ
た
。
救
命
丸
は
子
供
の
病
気
の 

何
に
で
も
き
い
た
。

赤
犬
の
胆
は
カ
ン
の
薬
に
な
る
。(

袋
倉)

ム
シ
ッ
コ 

乳
幼
児
が
ひ
つ
け
る
の
を
ム
シ
ッ
コ
と
い
う
。
親
指
で
ミ
ゾ
オ
チ
を 

静
か
に
押
す
と
治
る
と
い
う
。(

田
代)

夜
泣
き 

か
け
じ
に
、
「佐
夜
の
中
山
夜
泣
き
石
」
と
書
い
た
の
に
、
お
茶
や
御
飯 

を
し
ん
ぜ
る
。(

三
原)

雄
鶏
の
絵
を
画
い
て
、
逆
さ
に»

ま
に
は
っ
て
お
く
。(

芦
生
田)

子
ど
も
が
夜
泣
き
し
て
困
る
と
き
は
、
そ
の
子
ど
も
の
腹
の
そ
ば
へ
、

シ
ョ
ゥ
ブ 

の
葉
を
持
っ
て
行
き
、
何
か
唱
え
ご
と
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
が
、
ど
ん
な
ふ
う 

に
や
っ
た
の
か
、
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。(

干
俣)

夜
泣
き
の
呪
文

奥
山
の
た
ま
る
が
池
の
古
狐

狐
鳴
く
と
も
こ
の
子
泣
か
す
な

こ
の
歌
を
三
回
唱
え
る
と
夜
泣
き
が
と
ま
る
。(

今
井)

は
し
か 

は
し
か
を
す
る
前
に
、軽
く
す
む
よ
う
に
子
ど
も
を
お
ぶ
っ
て
、
尻
ば
し 

ょ
り
し
て
、
石
橋
を
七
つ
く
ぐ
る
。(

芦
生
田)

二
、
呪

い
•

占

い

㈠

呪 

ぃ

六
三
除
け 

六
三
除
け
に
は
「
お
ら
六
三
だ
」
と
い
っ
て
、
人
が
う
っ
た
ま
げ
る 

と
よ
い
。(

門
貝)

六
文
銭
と
一
緒
に
大
豆
を_

分
の
年
だ
け
紙
に
つ
つ
ん
で
、
三
本
辻
に
捨
て
て
後 

を
み
な
い
で
帰
っ
て
く
る
。
大
豆
は
た
だ
の
大
豆
で
、
年
と
り
の
時
の
も
の
で
は
な 

い
。(

大
笹)

虫きりがま 熊野神社(門貝)(撮影中村和三郎)



そ
の
人
の
年
を
九
で
割
り
、
余
り
が
一
、
 

三
な
ら
ば
足
、
二
、
六
な
ら
ば
脇
腹
、
四
* 

な
ら
腹
、
五
な
ら
頭
、
八
な
ら
股
、
〇
な
ら 

総
身
六
三
。
仏
の
た
た
り
だ
と
て
仏
壇
に 

菓
子
を
供
え
る
人
も
あ
る
。
ま
じ
な
い
と 

し
て
は
、
紙
に
身
体
の
絵
を
書
き
、
そ
の 

痛
む
と
こ
ろ
に
印
を
つ
け
、
線
香
で
そ
の

部
分
を
焼
く
人
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
紙
に
「
六
三
除
」
と
書
い
て
仏
壇
に
あ
げ
、
そ
れ 

を
日
の
出
前
に
川
に
流
す
人
も
あ
る
。(

田
代)

寅
除
け 

寅
除
け
の
お
札
は
、
葬
式
の
日
か
ら-

週
間
の
う
ち
に
寅
の
日
が
く
る 

場
合
に
、
お
寺
ま
い
り
の
と
き
、
寺
か
ら
も
ら
っ
て
き
て
、
親
戚
に
配
る
。

こ
れ
は 

家
の
ヵ
ド
グ
チ
に
は
っ
て
お
く 
(

門
貝)

マ
ィ
厶
コ

蛇
除
け 

蛇
も
マ
ム
シ
も
ど
う
け
ど
け
、
お
ら
は
鍛
治
屋
が
前
向
で
、
鉈
鎌
三
丁 

鎌
三
丁
、
ど
か
ぬ
と
胴
中
ど
こ
か
ら
ぶ
っ
切
る
ぞ
。
と
三
回
唱
え
る
。(

門
貝)

へ
び
も
ま
む
し
も
ど
け
ど
け
、
わ
し
は
か
じ
や
の
ま
え
む
こ
だ
、
や
り
も
か
た
な 

も
と
い
で
き
た
。(

石
津)

か
ぜ
除
け 

節
分
の
と
き
に
、
豆
を
お
ひ
ね
り
に
し
て
ド
ゥ
ロ
ク
神
に
供
え
る
。

(

鎌
原)

百
度
ま
い
り
も
と
は
オ
ク
マ
ン
サ
マ
で
お
百
度
を
踏
む
も
の
も
あ
っ
た
。(

門 

貝)
虫
封
じ 

大
前
の
モ
ン
ド
ゥ
サ
ン
に
お
札
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
、
柱
に
釘
を 

う
っ
て
と
め
、
子
ど
も
が
ぐ
ず
を
い
い
出
し
た
ら
「
そ
れ
こ
ん
こ
ん
す
ろ
」
と
い
っ 

て
、
釘
を
こ
ん
こ
ん
た
た
い
た
。(

鎌
原)

軒
下
の
小
石
を
、
そ
の
子
ど
も
の
年
の
数
だ
け
拾
い
、
笹
の
葉
と
一
緒
に
し
て
半 

紙
に
包
みT

虫
封
じ
御
守
護
」
と
書
い
て
神
棚
に
上
げ
て
お
く
と
治
っ
た
。(

今
井)

失
せ
物 

針
が
見
つ
か
ら
ぬ
時
、
鋏
を
し
ば
る
。
猫
が
見
つ
か
ら
ぬ
時
、
猫
の
椀 

を
ふ
せ
る
。(

芦
生
田)

針
め
っ
け
て
く
れ
と
い
っ
て
、
鍵
さ
ん
を
し
ば
る
。
め
っ
け
て
く
れ
れ
ば
、
ほ
ど

く
。(

三
原)

雷
除
け 

年
と
り
の
豆
は
と
っ
て
お
い
て
、
雷
の
と
き
出
し
て
た
ベ
る
。(

大
笹) 

節
分
の
豆
を
残
し
て
お
き
、
初
鳴
り
の
と
き
食
べ
る
。
残
し
て
お
く
と
き
は
、
豆 

を
い
っ
た
よ
し
の
箸
を
折
り
曲
げ
て
三
角
形
と
し
、
三
角
の
と
こ
ろ
を
「鬼
の
窓
」 

と
い
い
、
そ
の
窓
に
節
分
の
豆
を
紙
で
包
み
、
結
び
つ
け
て
お
く
。

正
月
の
神
棚
に
飾
っ
た
松
の
枝
を
少
し
残
し
て
お
き
、
雷
の
と
き
、
こ
の
枝
に
火 

を
つ
け
て
外
に
投
げ
出
す
。(

今
井)

風
除
け 

大
風
の
と
き
、
庭
や
屋
根
の
上
に
、
竹
ざ
お
の
先
に
鎌
を
結
び
つ
け
て 

立
て
た
。
こ
れ
を
風
切
り
鎌
と
い
い
、
風
が
止
ん
で
も
立
て
て
お
く
。
鎌
が
古
く
な
っ 

て
も
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
。(

今
井)

ユ
ナ
ガ
シ 

疱
瘡
の
時
、
お
が
ら
で
、
お
お
や
を
作
っ
て
、
赤
い
弊
束
を
立
て
、
 

三
本
辻
に
出
し
て
お
く
。
色
が
早
く
さ
め
る
と
軽
く
す
む
。(

芦
生
田)

厄
病
よ
け 

む
か
し
は
、
四
月
と
九
月
の
諏
訪
神
社
の
お
祭
り
の
と
き
に
、
神
主 

が
お
が
ん
だ
し
め(

七
五
三)

を

大

道(

隣
村
と
の
往
来
の
道)

の
村
境
の
と
こ
ろ 

に
は
っ
た
。
し
め
は
、
立
木
を
利
用
し
た
り
、
く
い
を
た
て
た
り
し
て
は
っ
た
。
し 

め
は
、
道
路
の
数
だ
け
は
っ
た
。

こ
の
し
め
の
こ
と
を
、
や
く
び
ょ
う
よ
け
と
い 

い
、
厄
病
神
が
む
ら
へ
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
で
は
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

(

芦
生
田)

㈡

占 

ぃ

夢
ヘ
ビ
の
夢
は
金
運
が
い
い
。

死
ん
だ
者
の
夢
も
運
が
い
い
。

死
ん
だ
魚
の
夢
は
金
運
が
い
い
。

葬
式
の
夢
を
み
る
と
ど
こ
か
知
り
合
い
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
。
 

仏
さ
ま
の
夢
は
仏
さ
ま
が
し
ゃ
べ
れ
ば
良
い
が
、
し
ゃ
ベ
ら
な
い
と
き
は
悪
い
。 

食
べ
物
の
夢
は
食
べ
て
し
ま
う
と
よ
く
な
い
。

魚
を
と
っ
た
夢
は
悪
い
。(

鎌
原)

福
豆
、
節
分
の
豆
を
、
目
を
つ
む
っ
て
つ
か
み
、
年
令
の
数
ほ
ど
つ
か
め
れ
ば
そ

寅除け(門貝)

(撮影中村和三郎)



の
年
は
幸
運
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
目
を
つ
む
つ
て
食
べ
る
と
し
ら
み
が
つ
か
な
い 

と
い
わ
れ
る
。(

今
井)

三,
、
禁 

忌

㈠

衣
生
活
に
関
す
る
禁
忌

着
物
を
裁
つ
の
が
申
の
日
で
あ
る
と
焼
き
き
れ
る
。

巳
の
日
は
、
身
を
切
る
。

酉
の
日
は
、
羽
が
重
な
る
ほ
ど
着
物
が
着
ら
れ
る
。
「
天
竺
の
あ
ら
き
え
び
す
の
裁 

つ
き
ぬ
は
、

い
り
日
も
月
も 

き
ら
わ
ざ
り
け
り
」

こ
れ
を
唱
え
れ
ば
、

い
つ
裁
つ 

て
も
い
い
。(

芦
生
田)

着
物
を
裁
つ
日
で
申
の
日
は
、
燃
え
が
早
い
。

巳
の
日
は
、
身
を
切
る
。(

三
原)

未
の
日
に
裁
つ
て
は
い
け
な
い
。
未
の
日
に
も
の
裁
ち
し
た
な
ら
ば
、
袖
に
涙
の 

絶
え
が
な
い
。

寅
の
日
、
大
尽
の
娘
が
若
く
し
て
死
ん
だ
の
で
、
娘
の
振
袖
を
寺
へ
納
め
た
〇
そ 

れ
を
安
く
買
つ
て
来
た
娘
が
死
ん
だ
。
お
し
ょ
う
さ
ん
が
い
や
が
つ
て
そ
の
着
物
を 

焼
い
た
ら
、
寺
が
火
事
に
な
つ
た
。
そ
の
日
が
寅
の
日
だ
つ
た
。

申
の
日
に
裁
つ
と
焼
き
穴
を
あ
け
る
。

巳
の
日
、
年
は-
た
つ
て
も
み
は
た
つ
な
と
い
う
。(

門
貝)

申
の
日
に
裁
つ
と
燃
え
や
す
い
。

巳
の
日
に
は
身
を
切
る
か
ら
裁
ち
こ
と
は
や
る
な
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
昔
は 

着
た
き
り
だ
か
ら
明
日
な
に
か
あ
る
と
い
う
と
き
は
、
夜
通
し
で
も
つ
く
ら
ね
ば
な 

ら
な
い
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
い
つ
て
は
い
ら
れ
な
か
つ
た
。(

鎌
原)

仏
滅
に
は
、
着
物
を
た
た
な
い
。
大
安
に
は
い
い
。(

芦
生
田)

左
前
に
着
る
な
。(

三
原)
■

巳
の
日
に
は
機
を
織
ら
な
い
。
身
を
切
る
か
ら
。

こ
の
日
に
ど
う
し
て
も
織
る
時

は
、
次
の
歌
を
三
回
唱
え
る
。 

さ
よ
姫
に 

仰
せ
つ
か
り
し 

さ
よ
衣

た
つ
た
び
毎
に
よ
ろ
こ
び
ぞ
な
す
。(

今
井)

着
初
め
、
新
し
く
つ
く
つ
た
着
物
は
、

一
日
、
十
五
日
に
着
て
、
オ
ク
マ
ン
様
に 

お
参
り
に
行
つ
て
お
く
。(

門
貝)

干
し
物 

夜
干
し
を
す
る
と
、
お
ん
ベ
干
す
人
は
死
ん
だ
人
の
よ
う
だ
と
い
つ
て
、
 

洗
い
直
す
。
夜
干
し
し
た
着
物
は
、
竿
に
と
お
さ
な
い
で
、
ぺ
た
り
と
掛
け
る
。
干 

す
時
に
、
家
の
方
へ
向
け
て
、
干
す
な
。
あ
か
の
お
し
め
を
夜
干
し
し
て
、
犬
が
く 

わ
え
た
り
す
る
と
、
夜
泣
き
す
る
。(

三
原)

夜
、
干
し
物
を
し
て
は
い
け
な
い
。
干
し
物
を
犬
に
ひ
か
れ
る
と
子
供
が
夜
泣
き 

を
す
る
。

又
、
や
ご
め
雀
が
糞
を
干
し
物
に
か
け
る
と
、
そ
の
家
の
人
が
や
ご
め
に
な
る
か 

ら
。(

今
井)

草
履
と
下
駄
と
、
片
方
ず
つ
は
く
な
。

履
物
は
夕
方
お
ろ
す
な
。
朝
お
ろ
す
な
ら
い
い
が
、
夕
方
お
ろ
す
時
は
、
鍋
の
下 

を
、
な
ぜ
て
か
ら
お
ろ
す
。
夜
は
、
縁
起
が
悪
い
か
ら
、

つ
ば
を
か
け
る
、
履
物
を 

上
か
ら
履
き
お
ろ
す
な
。(

三
原)

下
駄
は
夜
お
ろ
す
な
。

下
駄
は
居
ど
こ
で
履
い
て
下
に.
お
り
る
な
。

ぞ
う
り
を
夜
に
な
つ
て
お
ろ
す
と
き
は
、
鍋
ス
ミ
を
ぬ
つ
て
お
ろ
せ
。(

門
貝) 

新
し
い
ぞ
う
り
を
使
用
す
る
と
き
、
夕
方
は
じ
め
る
と
人
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
か
ら 

と
い
わ
れ
て
い
た
。(

石
津)

㈡

食
生
活
に
関
す
る
禁
忌

箸
ど
う
し
で
、
お
か
ず
を
は
さ
む
な
。

左
膳
を
出
す
な
。

強
飯
に
お
つ
け
を
か
け
る
な
。
嫁
入
の
時
、
雨
が
降
る
。

朝
つ
ぱ
ら
か
ら
、
汁
か
け
飯
を
食
べ
る
な
。
出
世
を
し
な
い
。



茶
碗
を
叩
く
な
。
餓
え
人
が
す
る
こ
と
だ
。

一
ぱ
い
飯
を
食
う
な
。

飯
と
汁
を
、

一
緒
に
出
す
な
。

食
っ
て
す
ぐ
寝
そ
ベ
る̂

6
Q

し
ん
の
味
の
入
ら
な
い
汁
を
つ
く
る
と
、
隣
り
に
身
上
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
と
い 

う
〇ご

は
ん
を
ょ
そ
う(

盛
る)
•

と
き
に
、

つ
っ
か
け
め
し(

一
度
で
茶
わ
ん
に
ょ
そ 

る
こ
と)

は
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

茶
わ
ん
の
ふ
ち
を
た
た
く
と
、
オ
サ
キ
が
く
る
と
い
う
。
オ
サ
キ
は
オ
サ
キ
に
つ 

い
て
い
る
ほ
か
の
魔
物
が
食
う
の
で
、
自
分
で
は
い
く
ら
食
べ
て
も
、
腹
一
杯
に
は 

な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。

茶
碗
を
叩
く
と
、
お
っ
ち
に
も
し
な
い
の
に
、
叩
く
な
と
い
う
。

左
こ
ぎ
は
、
左
膳
作
る
の
で
、

い
や
が
ら
れ
る
。
左
膳
は
仏
だ
け
。

山
で
弁
当
を
食
べ
て
、箸
を
折
ら
ず
に
捨
て
る
と
キ
ツ
ネ
に
化
か
さ
れ
る
と
い
う
。

(

三
原)

カ
ヤ
バ
シ 

九
月
十
日
の
お
祭
り
の
朝
、
う
ど
ん
を
つ
く
り
、
青
カ
ヤ
の
箸
で
食 

事
を
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
カ
ヤ
を
箸
と
し
て
用
い
な
い
。(

こ
の
祭
り
は
何
の
祭
り
か 

わ
か
ら
な
い)

。(

今
井)

ア
カ
の
は
じ
ま
り(

妊
娠
初
期)

に
は
、
妊
婦
は
セ
リ
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

(

大
笹)

ヒ
ケ
シ
オ 

昔
は
、
商
店
で
は
夕
方
に
な
る
と
塩
を
売
ら
な
か
っ
た
。
「
ヒ
ケ
シ
オ
」 

と
い
い
、
き
ら
っ
て
売
ら
な
か
っ
た
。(

石
津)

㈢

住
生
活
に
関
す
る
禁
忌

敷
居
に
乗
る
と
、
主
人
の
頭
に
乗
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ば
め
を
と
る
と
蔵
が
焼
け
る
。

つ
ば
め
の
巣
を
作
ら
せ
る
な
。

つ
ば
め
が
来
な
い
と
、
悪
い
こ
と
が
あ
る
。

諏
訪
の
御
柱
の
年(

七
年
ご
と)

に
は
、
家
を
た
て
る
と
か
、
緑
組
み
は
き
ら
う
。

(

三
原)

諫
訪
の
オ
ン
バ
シ
ラ
の
年
に
は
御
祝
儀
を
し
な
い
。
た
て
か
え
る
か
ら
御
祝
儀
の 

や
り
な
お
し
を
す
る
と
い
う
。
だ
か
ら
家
の
改
築
も
し
な
か
っ
た
。(

鎌
原)

屋
敷
の
う
ち
に
茗
荷
を
作
ら
な
い
。
子
ど
も
を
と
ら
れ
る
か
ら
。
ま
た
桐
の
木
も
、
 

切
ら
れ
る
の
で
、
「
こ
れ
っ
き
り
」
で
よ
く
な
い
〇(

門
貝)

い
ろ
り
で
爪
を
燃
す
と
気
ち
が
い
に
な
る
。(

三
原)

繩
は
、

い
ろ
り
で
燃
さ
な
い
〇(

芦
生
田)

三
隣
亡
の
日
に
は
屋
根
ふ
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。(

鎌
原)

い
ち
よ
う
と
さ
ん
し
よ
う
の
木
は
屋
敷
内
に
植
え
る
な
。

仏
に
バ
ラ
の
花
を
上
げ
る
と
仏
に
さ
さ
る
か
ら
い
け
な
い
。(

石
津)

㈣

産
育
に
関
す
る
禁
忌

亭
主
が
産
部
屋
に
入
る
と
お
産
が
重
く
な
っ
た
り
、
遅
く
な
る
。
又
、

い
つ
も
亭 

主
が
い
な
い
と
生
め
な
く
な
る
。

火
事
を
見
る
と
、
子
供
に
赤
い
ア
ザ
が
で
き
る
。

葬
式
を
見
る
と
、
子
供
に
白
い
ア
ザ
が
で
き
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
妊
婦
は 

鏡
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
い
れ
ば
い
い
。

ア
ザ
が
出
来
て
も
、
生
れ
て
か
ら
一
週
間
以
内
に
下
り
も
の
を
ア
ザ
に
つ
け
れ
ば
、
 

ア
ザ
は
と
れ
る
。(

今
井)

妊
娠
中
に
火
を
見
る
と
赤
い
ア
ザ
の
子
が
生
ま
れ
る
。
死
ん
だ
人
を
見
る
と
黒
い 

ア
ザ
の
子
が
生
ま
れ
る
。
鏡
を
懐
中
に
入
れ
た
り
、
針
を
襟
に
さ
す
な
ど
金
物
な
ら 

何
に
し
て
も
身
に
つ
け
る
と
、
こ
れ
ら
は
避
け
ら
れ
る
。(

田
代)

ア
マ
イ
モ
ノ
、

ス
イ
モ
ノ
、
カ
ラ
イ
モ
ノ
は
乳
が
出
な
く
な
る
か
ら
い
け
な
い
。
 

ア
ブ
ラ
ッ
ヶ
は
ク
サ
ガ
サ(

で
き
も
の)

が
で
き
る
か
ら
い
け
な
い
〇

青

物
(

野
菜)

を
た
べ
る
と
、
青
い
点
が
で
き
る
か
ら
い
け
な
い
。(

大
笹) 

お
産
の
時
に
食
べ
て
は
い
け
な
い
も
の
と
し
て
、
か
ぼ
ち
ゃ•

ゴ

マ.

魚
な
ど
が 

あ
る
。



か
ぼ
ち
ゃ
は
産
後
百
日
の
間
食
ベ
る
と
ラ
イ
病
に
な
る
。
砂
糖
を
な
め
る
と
乳
が 

出
な
く
な
る
。
油
気
の
も
の
を
食
べ
る
と
、
目
が
悪
く
な
る
。

お
粥
ま
た
は
オ
ジ
ャ
に
卵*

カ
ツ
オ
ブ
シ
を
か
け
た
も
の
を
食
べ
る
。(

今
井)

四
十
八
の
生
み
ど
め

五
十
五
の
ご
う
さ
ら
し

五
十
一
で
生
ん
だ
人
が
い
た
が
、
こ
れ
は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
だ
。(

西
窪)

㈤

農
耕
に
関
す
る
禁
忌

浅
間
山
と
赤
城
山
の
ケ
ン
カ 

浅
間
山
と
赤
城
山
が
ケ
ン
カ
し
て
、
浅
間
山
が
サ 

ト
イ
モ
の
茎
の
上
で
す
ベ
っ
て
こ
ろ
ん
で
、
ゴ
マ
の
木
で
目
を
つ
ぶ
し
て
負
け
た
。 

そ
れ
か
ら
、
浅
間
山
の
ふ
も
と
で
は
里
い
も
と
ゴ
マ
は
つ
く
れ
な
い
。(

西
窪)

浅
間
山
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
ゴ
マ
と
里
イ
モ
は
つ
く
る
な
と
い
う
。
そ
の
理 

由
は
、
浅
間
さ
ま
が
、
あ
る
と
き
イ
モ
の
葉
で
す
べ 

っ
て
こ
ろ
ん
で
、
ゴ
マ
で
目
を 

つ
い
た
た
め
と
い
う
。(

三
原)

田
代
は
ゴ
マ
を
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
。
浅
間
の
神
が
イ
モ
で
す
べ
っ
て
、
ゴ
マ 

で
目
を
傷
つ
け
た
か
ら
と
い
う
。
イ

グ

サ(

野
ゴ
マ)

で
代
用
す
る
。(

田
代) 

浅
間
山
の
見
え
る
所
で
は
、
里
芋
と
胡
麻
は
作
ら
な
い
。(

門
貝)

イ
ヌ
の
日
に
は
田
植
え
を
し
て
は
い
け
な
い
。
「
食
べ
ね
え
も
の
が
で
き
る
」
と
い 

う
。
大
正
の
終
り
ご
ろ
か
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ょ
う
に
変
っ
て
き
た
。(

鎌 

原)
六
月
の
イ
ヌ
の
日
に
は
田
植
え
を
す
る
な
。

こ
の
日
に
田
植
え
を
す
る
と
、
そ
の 

た•
た
り
が
あ
る
と
い
う
。(

芦
生
田)

イ
ヌ
の
日
の
田
植
え
は
さ
け
る
。(

門
貝)

田
植
え
を
忌
む
日
は
タ
ツ
の
日
を
き
ら
っ
た
。

こ
の
日
田
植
え
を
す
る
と
タ
ツ
ゴ 

メ
が
で
き
る
と
い
っ
て
き
ら
っ
た
。

イ
ヌ
の
日
に
も
田
植
え
を
す
る
の
を
き
ら
っ
た
。
食
わ
な
い
も
の
が
出
き
る
と
い 

う
。
ま
た
四
の
つ
く
日
も
田
植
え
を
き
ら
っ
た
。(

三
原)

イ
ヌ
の
日
に
は
、

ム
ギ
の
種
ま
き
を
す
る
な
と
い
っ
た
。

ム
ギ
種
は
、
む
か
し
イ

ヌ
が
く
わ
え
て
き
た
。
そ
れ
を
ま
い
た
ら
主
食
の
り
っ
ぱ
な
ム
ギ
が
で
き
た
。
そ
こ 

で
イ
ヌ
の
日
に
は
麦
ま
き
を
す
る
な
と
い
う
。
最
近
は
、
イ
ヌ
の
日
に
田
植
え
を
し 

な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か 

ら
で
あ
る
。(

芦
生
田)

イ
ヌ
の
日
に
作
物
の
種
を
ま
い
て
は
い
け
な
い
。(

門
貝)

ム
ギ
ま
き
は
イ
ヌ
の
日
を
き
ら
っ
た
。

こ
の
え
い
き
ょ
う
で
イ
ヌ
の
日
に
田
植
え 

を
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
イ
ヌ
の
日
に
ム
ギ
ま
き
を
し
な
い
理
由
は
、
 

む
か
し
由
井
正
雪
が
外
国
か
ら
渡
っ
て
来
る
と
き
に
、
ム
ギ
の
種
を
も
っ
て
き
た
と 

こ
ろ
が
、
イ
ヌ
に
ほ
え
ら
れ
た
の
で
そ
の
イ
ヌ
を
ど
う
に
か
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
 

そ
の
た
め
に
こ
の
日
ム
ギ
ま
き
を
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。(

三
原) 

イ
ヌ
の
日
に
ム
ギ
を
ま
か
な
い
。
そ
の
日
に
ま
く
と
、
食
え
な
い
人
が
で
き
る
。
 

(

芦
生
田)

イ
ヌ
の
日
に
は
、

ム
ギ
ま
き
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
む
か
し
、
 

弘
法
大
師
が
シ
ナ
か
ら
ム
ギ
の
た
ね
を
ぬ
す
ん
で
く
る
と
き
、
そ
こ
の
家
の
イ
ヌ
が 

な
い
た
。
そ
こ
の
家
の
人
に
、
「
あ
ん
た
な
に
か
も
た
な
い
か
。
こ
の
イ
ヌ
は
な
に
か 

も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
か
な
い
。
あ
な
た
は
な
に
か
も
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
」 

と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
弘
法
大
師
を
し
ら
べ
た
が
な
に
も
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
 

そ
こ
で
、
そ
の
イ
ヌ
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
弘
法
大
師
は
、
ふ
ん
ど
し
の
あ
い
だ 

に
ム
ギ
た
ね
を
は
さ
ん
で
い
た
の
で
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め 

に
、
大
ム
ギ
を
つ
い
て
も
、
ふ
ん
ど
し
ぬ
か
が
と
れ
な
い
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
こ
の
と
き
、
イ
ヌ
が
殺
さ
れ
た
の
で
、
イ
ヌ
の
日
に
は
ム
ギ
ま
き
を
し
て
は 

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。(

門
貝)

ハ
ゲ
ン
に
は
葱
畑
に
入
る
な
。(

大
笹)

ハ
ゲ
ン
に
は
葱
畑
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
あ
る
人
が
そ
こ
で
病
気
に
な
り
、
死 

ん
だ
り
し
た
か
ら
と
い
う
。

こ
の
日
は
赤
飯
を
し
て
神
だ
な
に
上
げ
て
お
祭
り
を
す 

る
。(

鎌
原)

ハ
ゲ
ン
さ
ん
と
い
う
人
は
、
田
と
は
た
け
の
両
方
に
足
を
つ
っ
こ
ん
で
死
ん
だ
と 

い
う
。

こ
の
日
に
は
ネ
ギ
ば
た
け
に
入
る
な
と
い
う
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
、

ハ
ゲ



ン
さ
ん
は
、
お
っ
か
な
い(

恐
ろ
し
い)

と
思
っ
て
い
た
。

七
月
一
、

二
日
ご
ろ(

半
夏
の
こ
ろ)

は
、
ネ
ギ
た
ね
を
と
る
時
期
で
あ
る
。
む 

か
し
か
ら
、
半
夏
が
く
れ
ば
ネ
ギ
の
た
ね
を
と
れ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

半
夏
の
日
に
は
、
ネ
ギ
ば
た
け
に
入
る
な
と
い
う
。(

三
原)

き
ゆ
う
り
を
作
ら
な
い
か
ら
と
お
願
を
か
け
て
、
そ
れ
以
来
き
ゆ
う
り
を
作
ら
な 

い
。
作
ら
な
け
れ
ば
食
べ
る
の
は
か
ま
わ
な
い
。

お
願
を
か
け
て
断
つ
も
の
は
、
き
ゆ
う
り
な
ど
の
身
近
に
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た 

し
、
だ
か
ら
き
き
め
も
あ
っ
た
。(

西
窪)

㈥

山
樵
に
関
す
る
禁
忌

マ
ド
ギ 

木
が
重
な
り
あ
っ
て
く
っ
つ
い
た
も
の
は
「
十
二
様
の
腰
か
け
」
と
か 

「
と
ま
り
木
」
と
い
う
の
で
切
っ
て
は
い
け
な
い
木
で
あ
る
。(

鎌
原)

一
の
枝
が
東
向
き
の
木
、

一
番
下
の
枝
を
一
の
枝
と
い
う
が
、
用
材
用
の
木
を
き 

る
場
合
に
、

一
の
枝
が
東
の
心
を
さ
し
て
い
る
場
合
に
は
、
た
だ
切
る
と
そ
の
人
は 

け
が
を
す
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
木
を
切
る
と
き
に
は 

わ
き
力
ら̂
^

さ
L

木
を 

こ
い
で
き
て
植
え
て
か
ら
切
っ
た
。

木
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
日
、
月
の
十
二
日
は
十
二
様
の
日
、
十
二
月
八
日
に
も 

切
っ
て
は
い
け
な
い
。
松
の
木
は
十
二
月
に
な
れ
ば
切
っ
て
も
よ
い
と
い
う
が
、
十 

二
月
八
日
に
は
い
け
な
い
と
い
う
。(

三
原)

山
へ
入
っ
て
は
悪
い
日 

特
に
い
わ
な
い
が
、
十
二
日
は
木
を
倒
さ
な
い
。
切
っ 

て
悪
い
日
は
な
い
が
村
の
中
に
十
二
さ
ま
の
ト
マ
リ
木
と
よ
ば
れ
る
五
葉
松
が
あ 

る
。(

大
笹)

忌
詞 

山
師
は
、
お
昼
前
は
サ
ル
と
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
。(

芦
生
田) 

朝
の
出
か
け
に
サ
ル
や
ィ
ヌ
の
話
を
し
で
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
。
山
へ
行
っ
て 

か
ら
け
が
を
す
る
と
い
う
。
職
人
は
特
に
こ
の
こ
と
を
き
ら
っ
た
。(

三
原)

㈦

そ
の
他
の
禁
忌

妊
娠
中
お
葬
式
を
見
る
と
黒
い
あ
ざ
が
で
き
る
。
火
事
を
見
る
と
、
赤
い
あ
ざ
が

で
き
る
。
鏡
を
入
れ
て
お
く
と
い
い
。(

芦
生
田)

ハ
ラ
ミ
女
は
火
事
を
み
る
な
。
ア
ザ
の
あ
る
子
が
で
き
る
。

ハ
ラ
ミ
女
は
鏡
を
ま 

た
ぐ
な
。(

鎌
原)

馬
の
た
て
ご
を
ま
た
ぐ
と
ま
き
め
が
で
き
る
。(

芦
生
田)

チ

チ

ン(

せ
き
れ
い)

を
と
る
と 

ツ
マ
ン
バ
レ
に
な
る
。

立
臼
に
あ
が
る
と
、
背
が
大
き
く
な
ら
な
い
。(

三
原)

立
臼
に
上
が
る
と
背
丈
が
の
び
な
い
。
立
臼
は
善
光
寺
さ
ん
の
上
が
っ
て
い
る
も 

の
だ
か
ら
、
む
や
み
に
上
が
っ
て
は
い
け
な
い
。
善
光
寺
さ
ん
は
背
が
小
さ
い
。(

鎌 

原)
貧
乏
ゆ
す
り
す
る
な
。

夜
、

口
笛
を
吹
く
な
。

ぬ
す
っ
と
が
来
る
。

家
の
中
で
口
笛
を
吹
く
な
。

七
年
に
一
度
の
諫
訪
の
お
ん
柱
の
年
に
は
、
御

祝

儀(

結
婚
式)

で
き
な
い
。(

三 

原)

四
、
暦
•

自

然

暦

㈠

暦

昭
和
十
年
頃
新
暦
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
一
、
二
年
新
暦
に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
 

旧
暦
に
も
ど
し
て
し
ま
っ
た◦

三
原
で
新
暦
に
し
た
こ
ろ
、
今
井
で
は
ま
だ
旧
暦
で 

や
っ
て
い
た
。(

今
井)

旧
暦
は
昭
和
十
年
頃
新
暦
に
変
え
た
。

一
度
変
え
て
み
て
都
合
が
悪
い
と
い
う
の 

で
旧
暦
に
も
ど
し
て
、
も
う
一
度
新
暦
に
変
え
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
一
月
は
雪
が 

少
な
い
の
で
炭
俵
を
編
ん
で
お
く
仕
事
が
あ
る
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
正
月
を
二 

月
に
し
た
。(

鎌
原)

旧
暦
の
場
合
に
は
、
閏
年
が
あ
る
の
で
、
お
そ
い
正
月
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ 

た
。
そ
れ
で
は
旧
暦
で
は
ま
ず
い
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
太
陽
暦
に
す
れ
ば
正
月
が



早
す
ぎ
る
。
む
か
し
は
雪
が
沢
山
降
っ
た
の
で
、
秋
の
仕
事
を1

く̂

く
年
が
つ
ま 

る
ま
で
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
太
陽
暦
の
二
月
に
お
正
月
を 

す
る
の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
月
お
く
れ
の
正
月
を 

し
た
。
六
十
年
ほ
ど
前
に
は
、
旧
暦
で
正
月
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
.0

一
月
の
正
月
に
な
っ
た
の
は
、
三
原
が
最
初
で
あ
っ
た
。
芦
生
田
は
、
そ
れ
か
ら 

二
年
ぐ
ら
い
お
く
れ
た
よ
う
だ
。
明
治
三
十
八
年
ご
ろ
ま
で
は
、
旧
暦
の
お
正
月
で 

あ
っ
た
。
太
陽
暦
の
正
月
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
、
十 

年
ご
ろ
の
よ
う
だ
。
あ
る
人
は
、
会
社
づ
と
め
で
あ
っ
た
の
で
昭
和
四
年
に
は
、
三 

度
お
正
月
を
し
た
と
い
う
。
会
社
で
は
太
陽
暦
の
お
正
月
、
家
で
は
二
月
正
月
、
岩 

手

県(

下
関
伊
郡)

へ
出
張
し
て
旧
暦
の
正
月
を
し
た
。(

芦
生
田)

昭
和
二
年
こ
ろ
か
ら
新
暦
で
年
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。(

西
窪)

戦
前
は
ひ
と
月
お
く
れ
の
正
月
だ
っ
た
が
、戦
時
中
か
ら
一
月
一
日
に
な
お
し
た
。

(

大
前)

ひ
と
月
お
く
れ
で
二
月
に
正
月
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
新
正
月
と 

し
て
一
月
が
正
月
に
な
っ
た
。
以
前
は
山
仕
事
が
多
く
て
木
炭
や
木
材
を
出
す
の
に 

忙
し
か
っ
た
が
、
二
月
に
は
雪
が
多
く
て
仕
事
に
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
と
き
正
月 

を
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
‘た
わ
け
で
あ
る
。(

干
俣)

㈡

自

然

暦
+

話
者
た
ち
の
記
憶
で
は
、
遅
雪
は
五
月
十
一
日
に
五
寸
も
積
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
 

遅
霜
は
六
月
十
二
日
、
早
霜
は
九
月
十
八
日
、
同
二
十
三
日
等
が
あ
り
、
早
雪
は
十 

月
二
十
三
日
で
あ
る
。
従
っ
て
絶
対
に
霜
が
な
い
と
言
え
る
の
は
七
、
八
月
だ
け
で 

あ
る
。
 

•

浅
間
山
の
サ
ヵ
サ
馬
の
首
が
切
れ
た
ら
マ
メ 
(

大
豆)

を
播
け
。

ハ
ッ
コ
ゥ
が
な
い
た•
ら
マ
メ
を
播
げ
。

春
そ
ば
、
ば
ら
の
花
の
咲
く
こ
ろ
。

秋
そ
ば
は
土
用
の
う
ち
に
播
け
。
播
い
て
か
ら
七
十
五
日
た
っ
た
ら
見
ず
に
刈
れ
。
 

ヵ
ド
に
桜
が
あ
っ
て
、
八
十
八
夜
に
咲
く
。
こ
れ
よ
り
遅
れ
る
と
陽
気
が
悪
い
。

な
お
雪
は
こ
の
ご
ろ
少
く
な
っ
た
。
最
近
は
最
高
で
も
ー 

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
あ 

る
が
昔
は
ー 

メ
ー
ト
ル
と
い
え
ば
少
い
方
で
あ
る
。(

大
笹)

根
雪
は
年
年
遅
く
な
り
、
早
く
と
け
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
と
い
ぅ
。
大
体
十
二
月 

初
め
よ
り
四
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。

浅
間
の
西
に
さ
か
さ
に
な
っ
た
馬
が
残
雪
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
春
作 

の
作
業
を
始
め
る
基
準
に
な
る
。

ハ
ッ
コ
ゥ
が
鳴
い
た
ら
粟
・
稗
を
ま
く
。

バ
ラ
の
花
が
咲
い
た
ら
そ
ば
の
ま
き
つ
け
。

秋
そ
ば
は
土
用
の
砂
を
三
日
か
ぶ
せ
れ
が
い
い
。

ユ
ザ
ヵ
の
桜
が
咲
い
た
ら
何
を
播
い
て
も
よ
い
。(

田
代)

彼
岸
に
味
噌
を
た
く
と
味
が
よ
い
。(

西
窪)

五
、
気 

象

浅
間
の
煙
が
東
に
な
び
け
ば
天
気
は
続
く
。

浅
間
の
煙
が
北
に
か
え
れ
ば
天
気
は
変
る
。

浅
間
の
煙
が
ミ
ツ
オ
ネ
に
ま
き
こ
め
ば
嵐
に
な
る
。

浅
間
の
煙
が
ま
っ
す
ぐ
立
つ
と
夕
立
。

浅
間
を
横
に
霧
が
よ
ぎ
る
と
雨
。

高
ツ
ナ
ギ
に
霧
が
か
か
る
と
天
気
は
悪
く
な
る
。

吾
妻
山
の
八
合
目
ま
で
雪
だ
と
寒
い
。

浅
間
に
三
回
雪
が
降
れ
ば
村
に
降
る
。

蟻
が
這
い
歩
く
と
天
気
が
悪
く
な
る
。

初
雷
が
な
る
と
梅
雨
が
あ
け
る
。

ヶ

ラ(

き
つ
つ
き)

が
頭
ヲ
ヤ
ム(

鳴
く)

と
天
気
が
悪
く
な
る
。

煤
が
天
井
か
ら
落
ち
る
と
雨
に
な
る
。

鍋
の
ヶ
ツ
へ
ノ
ビ
が
つ
く
と
天
気
に
な
る
。

地
ぐ
も
が
平
に
巣
を
か
け
る
と
天
気
に
な
る
。(

地
ぐ
も
は
普
通
は
た
て
に
巣
を
か



け
る)雨

降
り
花
を
と
れ
ば
雨
に
な
る
。

猫
が
耳
を
こ
す
る
と
天
気
が
よ
く
な
る
。

い
た
ち
が
騒
ぐ
と
地
震
が
あ
る
。(

田
代)

浅
問
の
煙
の
流
れ
方
に
よ
っ
て
天
気
の
変
わ
り
方
を
見
た
。
東
に
長
く
流
れ
る
と 

天
気
が
長
つ
づ
き
す
る
。
こ
れ
が
短
い
と
き
は
夕
立
が
あ
る
。
ま
た
、
山
に
そ
っ
て
、
 

す
そ
に
の
び
る
と
き
は
雨
と
な
る
。
し
か
し
、
西
に
向
か
っ
て
流
れ
る
場
合
は
天
気 

が
悪
く
な
る
。

風
で
、
東
か
ら
西
に
向
っ
て
吹
く
場
合
を
ィ
レ
カ
ゼ
と
い
い
天
気
が
悪
く
、
こ
の 

反
対
を
ダ
シ
カ
ゼ
と
い
い
天
気
が
よ
く
な
る
。
汽
笛
が
聞
え
る
と
雨
に
な
る
。
太
陽 

が
浅
問
山
の
真
上
に
来
る
と
正
午
で
あ
る
。(

今
井)

浅
間
の
煙
が
「東
に
引
く
と
天
気
に
な
る
」
「
三
つ
お
ね
に
入
れ
ば
雨
が
つ
づ
く
」 

と
い
わ
れ
て
い
た
。

本
白
根
山
の
頭
に
雲
の
か
か
り
方
で
夕
立
の
有
無
が
分
っ
た
。

「
日
の
昇
り
、
月
の
下
に
笠
を
か
ぶ
る
と
雨
」
と
い
わ
れ
た
。
日
と
月
に
輪
が
見 

え
る
と
雨
が
降
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。(

袋
倉)

浅
間
山
を
見
て
い
れ
ば
、
天
気
予
報
は
百
発
百
中
で
あ
る
。
煙
が
西
に
ま
っ
す
ぐ 

流
れ
る
と
百
日
の
日
照
り
と
な
る
。
山
裾
へ
は
っ
て
来
れ
ば
、
必
ず
雨
が
降
る
。
煙 

は
雨
の
時
は
必
ず
こ
ち
ら
に
来
た
。(

大
前)

鍋
の
底
に
野
火
が
つ
く
と
、
風
が
吹
く
と
い
う
。(

三
原)

南
西
に
風
向
き
が
ゆ
く
と
雨
が
降
る
。

浅
間
の
ヶ
ブ
が
ふ
っ
か
え
す
と
、
天
気
が
悪
く
な
る
。

さ
わ
ぎ
烏
は
大
風
が
く
る
。

ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
く
よ
う
で
な
い
と
、
よ
う-
気
が
悪
い
。

す
す
き
に
節
が
二
つ
出
る
と
嵐
が
二
回
来
る
。
三
つ
あ
る
と
三
回
来
る
。
 

ミ
ズ
ハ
カ
リ
が
鳴
く
と
雨
が
降
る
。

お
て
ん
と
う
様
が
笠
を
か
ぶ
る
と
、
天
気
が
か
わ
る
。

お
て
ん
と
う
様
の
中
に
星
が
二
つ
み
え
る
と
、
二
日
天
気
が
続
く
。(

門
貝)

ハ
チ
の
巣
が
高
い
年
は
台
風
が
な
い
。

月
に
輪
が
か
か
る
と
天
気
が
変
る
。

朝
、
ク
モ
ズ(

ク
モ
の
巣)

に
露
が
か
か
る
と
天
気
に
な
る
。

ト
ウ
キ
ミ(

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ)

が
根
を
は
る
年
は
台
風
が
あ
る
。

セ
ン
ザ
ィ
の
当
り
年
は
陽
気
が
よ
い
。

ア
キ
ョ
ウ(

秋
の
陽
気)

は
麦
で
判
じ
ろ
。(

麦
が
よ
け
れ
ば
秋
も
よ
い)

ふ
つ
う
は
年
中
西
風
が
吹
い
て
い
る
の
で
、
西
風
の
と
き
は
天
気
が
よ
い
。
東
風 

が
吹
く
と
天
気
が
変
る
。

猫
が
耳
を
こ
す
れ
ば
天
気
が
よ
く
な
る
。
泥
の
上
に
体
を
こ
す
り
つ
け
れ
ば
風
が 

吹
く
。
顔
を
な
ぜ
れ
ば
天
気
は
悪
く
な
る
。

冬
眠
す
る
蛙
が
、
土
の
中
の
浅
い
と
こ
ろ
に
い
れ
ば
そ
の
年
は
雪
が
少
な
い
。
 

浅
間
の
ヶ
ブ
が
東
へ
吹
く
と
き
は
天
気
が
よ
い
。

噴
火
口
の
あ
た
り
で
う
ず
を
卷
く
と
雨
が
降
る
。

噴
火
口
を
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
広
が
っ
て
う
ず
を
卷
く
と
、
夕
立
が
や
っ
て 

き
て
降
る
。

西
の
方
へ
白
ハ
ゲ
よ
り
上
の
方
、•
四
阿
の
方
へ
行
く
と
き
は
百
日
の
日
照
り
と
い 

う
〇白

ハ
ゲ
の
方
へ
ヶ
ブ
が
か
か
っ
て
く
る
と
嵐
が
来
る
。(

鎌
原)

浅
間
の
煙 

西
風
が
吹
き
、
東
に
な
び
く
と
、
天
気
に
な
る
。
北
方
に
吹
く
と
、
 

雨
に
な
る
。
西
に
深
く
な
び
く
と
、
百
日
の
日
照
り
。
あ
ら
し
く
ぼ
に
入
る
と
、
台 

風
に
な
る
。
南
風
に
吹
か
れ
る
と
、
桑
に
灰
が
つ
も
る
。
洗
っ
て
や
る
の
で
、
葉
の 

養
分
が
な
く
な
る
。(

三
原)

六
、
数 

理

㈠

質
•

量
の
基
準

I
人
前
の
仕
事



畑
う
な
い
は
一
日
三
つ
か
が
普
通
だ
っ
た
。

一
つ
か
と
は
五
十
坪
の
こ
と
。
二
人 

前
ぐ
ら
い
力
の
あ
っ
た
人
も
い
た
。
「
め
し
は
メ
ン
パ
で
仕
事
は
ハ
ン
パ
」
と
い
う
こ 

と
も
い
っ
た
。
食
物
は
メ
ン
パ(

曲
物)

で
た
く
さ
ん
食
べ
る
が
、
食
べ
る
割
り
に 

仕
事
は
半
人
前
ぐ
ら
い
し
か
出
来
な
い
人
の
こ
と
を
言
っ
た
。(

今
井)

畑

う

な

い

二

つ

か(

四
畝)

繩
な
い
十
房

ボ
ャ
切
り
三
駄

ま
き 

二
つ
ぼ(

長
さ
三
尺
で
六
尺
の
た
て
ょ
こ
に
積
ん
だ
も
の
を
一
つ
ぼ
と
い 

う)
草
刈
り
朝
一
駄

ヵ

ャ

刈

り

三

駄(

鎌
原)

刈
り
ぼ
し
か
り.

五
だ
ん

,
か
や
刈
り
五
だ
ん

ぼ
や
三
だ
ん

ま

き

一

つ

ぼ
(

ま
き
の
長
さ
は
三
尺
、

一
つ
ぼ
は
六
尺
四
方
で
高
さ
ー 

メ
ー
ト 

ル)
炭
俵
編
み
二
十
俵

繩
な
い 

五

ぼ(

一
ぼ
は
二
十
尋
、
夜
な
べ
仕
事
に
百
尋
な
う)

さ
く
切
り
五
つ
か

麦

刈

り

二

つ

か(

門
貝)

土
方
は
一
坪
の
土 
(

一
、
八
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
動
か
す
と
一
人
前
。
畑
う
な
い 

一
日
二
つ
か
半(

一
つ
か
は
六
十
坪
、
二
畝
一
つ
か)

で
一
人
前
。
田
植
の
苗
取
り
、
 

五
升
苗
を
取
る(

五
升
の
種
も
み
を
ま
い
た
と
こ.
ろ
の
苗
の
意)

。

繩
な
い
は
一
日
一
束(

二
十
ひ
ろ
を
ー
ボ
ー
と
い
い
二
十
五
ボ
ー
を
一
束
と
い 

う)

。(

袋
倉)

か
り
ぼ
し
刈
り
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
刈
っ
て
、

一
日
三
駄
刈
れ
ば
一
人
前
と
さ
れ 

て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
こ
れ
だ
け
刈
る
の
は
太
変
だ
っ
た
。

は
た
け
う
な
い
は
、
え
ん
が
で
う
な
っ
て
、
二
つ
か
分
う
な
え
ば
、

一
人
前
と
し

た
。一

人
前
の
仕
事
が
満
足
に
出
来
な
い
も
の
の
こ
と
は
、
半
端
人
足
と
い
っ
た
。
 

食
事
だ
け
は
一
人
前
だ
が
、
仕
事
も
満
足
に
出
来
な
い
も
の
の
こ
と
は
「
め
し
は 

メ
ン
パ
で
、
仕
事
は
半
端
」
と
い
っ
た
。
お
と
な
の
食
べ
る
メ
ン
パ(

三
合
分
ぐ
ら 

い
は
は
い
る)

で
め
し
が
食
え
れ
ば
一
人
前
と
し
た
。
ま
た
、
メ
ン
パ
の
お
っ
か
わ 

せ
で
は
、

一
升
分
ぐ
ら
い
つ
め
ら
れ
た
。
山
仕
事
で
は
、

一
日
に
、
そ
れ
を
三
回
も 

四
回
に
も
わ
け
て
食
べ
た
。(

三
原)

男
が
仕
事
の
面
か
ら
一
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
基
準
と
も
い
う
ベ 

き
も
の
は
、
概
ね
次
の
よ
う
で
あ
る
。

炭
焼
き
一
日
に
四
俵
焼
く
。

炭
俵 

十
六
貫•

二
俵
か
つ
ぐ
。
四
俵
で
一
駄
。

米
俵
一
俵
か
つ
ぐ
。
馬
に
は
二
俵
積
む
。

草
刈
り
一
駄
は
六
把
で
三
十
貫
、
午
前
に
二
駄
刈
る
。
山
に
置
い
て
く
る
場
合 

は
八
駄
位
刈
っ
た
。

朝
草
刈
り
一
駄
。

茅
刈
り
三
十
六
把
す
な
わ
ち
六
駄
。(

田
代)

食
事
の
め
や
す

よ
っ
た
り
一
升
が
め
や
す
。

板
ひ
き
は
一
食
一
升
と
い
う
人
が
い
た
。

う
ど
ん
は
ヒ
ト
シ
ョ
ゥ
ギ(

ほ
し
う
ど
ん
十
把)

を
二
人
で
食
べ
て
し
ま
い
、
お 

れ
の
と
こ
ろ
へ
は
出
さ
ね
え
の
か
と
い
っ
た
人
が
い
る
と
い
う
。

こ
わ
め
し
で
一
升
ぶ
か
し
を
食
っ
た
人
は
強
い
人
だ
っ
た
。

土
方
仕
事
を
や
ら
せ
た
と
き
、
土
方
の
食
事
は
一
日
九
合
平
均
は
食
っ
た
。

メ
ン 

パ
に
箸
を
さ
し
て
、
そ
の
ま
ま
引
き
上
が
る
く
ら
い
に
詰
め
て
仕
事
を
し
た
。(

鎌
原) 

力
石.

力
だ
め
し

ア
ゲ
石
が
部
落
の
真
中
に
あ
っ
た
。
十
四
、
十
五
貫
は
あ
っ
た
。

原
の
石
仏
の
観
音
様
は
二
十
二
貫
位
あ
っ
た
。
草
刈
り
に
行
っ
て
、
刈
っ
た
後
に 

そ
れ
を
か
つ
ぎ
あ
げ
た
。
楽
に
か
つ
ぎ
あ
げ
ら
れ
る
人
は
強
か
っ
た
。(

今
井)



「坊
主
か
つ
ぎ
」
と
い
い
、
坊
主
の
石
塔
で
二
十
五
、
六

貫(

約
九
十
五
キ
ロ) 

あ
っ
た
。
上
袋
倉
の
一
場
氏
の
墓
地
に
あ
っ
た
。(

袋
倉)

㈡

質
•

量
の
単
位

ス
ゲ
—
は
数
本
の
わ
ら
の
穂
先
を
結
ん
だ
簡
単
な
結
い
紐
で
、
五

尺(

一
尋)

く 

ら
い
の
長
さ
。

ス
ゲ
ー
ー
本
で
ま
る
い
た
の
が
一
把
で
、
六
把
が
一
だ
ん
。
炭
が
ま 

は
一
枚
二
枚
と
数
え
る
。(

門
貝)

今
井
で
は
一
つ
か
を
五
十
坪
と
し
て
お
り
、

一
反
を
六
つ
か
と
い
う
。
石
津
で
は

一
 

つ
か
を
六
十
坪
と
し
て
い
る
。
作
物
の
出
来
に
よ
っ
て
異
る
。(

今
井)

一
つ
か
は
反
別
を
表
わ
す
単
位
で
地
力
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
袋
倉
で
は
一
つ
か 

六
十
坪
で
、
一
反
が
五
つ
か
と
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
か
か
ら
の
収
穫
量
は
小
麦
一
俵
、
 

大
麦
二
俵(

皮
つ
き)

、
ヒ
エ
ー
石(

二
俵
分)

、
粟
一
つ
か
四
斗
で
一
俵
で
あ
っ
た
。
 

ヒ
エ
ー
升(

一.

八
リ
ッ
ト
ル)

の
も
の
を
、
つ
き
あ
げ
る(

仕
上
げ)

と
食
べ 

ら
れ
る
量
が
三
合
に
な
る
の
も
の
を
三
合
ず
り
と
い
う
。
種
類
に
よ
っ
て
「
五
合
ず 

り
」
「
四
合
ず
り
」
と
い
う
。

そ
ば
は
一
升
す
る
と
一
升
に
な
る
。

つ
ま
り
穀
の
状
態
と
粉
の
状
態
で
は
差
が
な 

い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
「
そ
ば
に
食
い
過
ぎ
は
な
い
」
と
い
わ
れ
、
す
ぐ
空
腹
に
な
る 

と
い
わ
れ
て
い
る
。(

袋
倉)

ひ
と
あ
し
の
間
隔
は
二
尺
と
し
た
。(

三
原)

七
、動物

蛇 

大
蔵
屋
の
別
荘
地
は
オ
シ
バ(

浅̂

押
し)

で
岩
が
多
く
、
割
れ
め
の
中
に 

す
む
の
で
本
場
と
い
う
。

マ
ム
シ
は
ち
ょ
っ
と
見
な
い
で
い
る
と
、
す
っ
と
逃
げ
る 

の
で
あ
ま
り
つ
か
ま
ら
な
い
。
若
衆
が
よ
く
と
る
が
名
人
は
い
な
い
。

マ
ム
シ
酒
を 

つ
く
る
家
も
あ
る
。

刈
り
ぼ
し
を
切
る
と
き
に
、
ほ
し
草
を
刈
っ
て
お
く
と
そ
の
上
に
出
て
い
る
こ
と 

が
多
い
。
交
尾
す
る
に
は
ど
の
種
類
で
も
か
ま
わ
な
い
が
、
生
ま
れ
る
の
は
そ
の
雌

の
ほ
う
の
蛇
だ
け
だ
。

屋
敷
、の
蛇
は
殺
す
な
。

ヤ
マ
カ
カ
シ
は
大
き
い
の
が
い
る
。
六
尺
く
ら
い
の
も
の
は
時
に
見
か
け
る
。(

鎌

原)
狐
と
む
じ
な
狐
が
だ
ま
す
と
狐
は
先
に
つ
く
。
む
じ
な
が
だ
ま
す
と
む
じ
な
は 

後
に
つ
く
。
狐
に
だ
ま
さ
れ
た
時
は
崖
か
ら
落
ち
な
い
が
、
む
じ
な
に
だ
ま
さ
れ
る 

と
、
崖
か
ら
落
と
さ
れ
る
。(

袋
倉)

馬 

ィ
ネ
ゴ
を
二
、
三
カ
ブ
ツ
馬
小
屋
に
つ
る
し
て
お
い
て
、
具
合
の
悪
い
と
き 

に
く
れ
る
と
な
お
っ
た
。(

西
窪)

蚊 

若
い
頃
は
い
た
。
キ
—
ン
キ
ー
ン
と
鳴
い
た
。
ま
た
シ
ョ
ッ
カ
ラ
と
い
う
ブ 

ヨ
よ
り
小
さ
い
黒
い
色
を
し
た
の
が
い
て
、
着
物
の
縫
目
か
ら
入
っ
て
さ
す
の
で
、
 

ボ
ロ
を
燃
し
て
煙
で
エ
ブ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
餅
草
に
似
た
草
を
、
二. 

三
ヶ
所
結
え
て
干
し
て
作
っ
た
。
長
さ
一
尺
位•

経
一
寸
位
の
ヒ
ナ
ワ
も
燃
し
た
。
 

今
は
こ
の
シ
ョ
ッ
カ
ラ
も
い
な
い
。
特
に
貯
水
池
が
で
き
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の
虫
も_ 

い
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
湿
地(

ヤ
チ)

で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
十
年
程 

前
の
こ
と
で
あ
る
。(

田
代.

黒
岩
術
五
郎
氏(

明
治
廿
八
年
生)

談
。)

蚊
と
シ
ヨ
ツ
カ
ラ
蚊
も
シ
ョ
ッ
カ
ラ(

小
さ
い
ブ
ヨ)

も
昔
は
今
よ
り
も
ず
っ 

と
た
く
さ
ん
い
た
。
貯

水(

田
代
湖)

が
で
き
る
前
ま
で
は
そ
こ
が
ヤ
チ(

湿
地) 

だ
っ
た
の
で
そ
こ
で
発
生
し
た
ら
し
い
。
力
は
キ
ー
ン
、
キ
ー
ン
と
鳴
く
。

蚊
を
防
ぐ
に
は
、
屋
内
で
は
木
綿
の
ボ
ロ
を
台
所
で
も
し
た
。
ま
た
作
業
中
シ
ョ
ッ 

カ
ラ
を
防
ぐ
に
は
ヒ
ナ
ワ
を
燃
し
た
。

ヒ
ナ
ワ(

も
ぐ
さ
に
似
て
い
る
草)

を
干
し 

て
、

一
尺
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
も
の
を
三
か
所
ぐ
ら
い
束
ね
た
。
そ
れ
に
火
を
つ
け
る 

と
消
え
な
い
の
で
よ
い
。(

田
代)

八
、
民

俗

教

育

し
つ
け
の
中
心
は
、
人
の
も
の
を
と
る
な
、
だ
ま
っ
て
他
所
の
物
を
持
っ
て
く
る 

な
、
う
そ
を
い
う
な
等
で
あ
っ
た
。



男
女
を
比
べ
る
と
、
男
の
子
の
方
に
厳
し
く
、
頭
の
一
つ
ぐ
ら
い
ハ
ッ
ク
リ
ヶ
ー 

ス
な
ど
は
普
通
だ
っ
た
が
、
女
の
子
に
は
そ
う
手
荒
に
は
し
な
か
っ
た
。(

田
代) 

嫁
の
み
お
き
と
、
山
の
み
お
き
は
馬
鹿
が
す
る
。(

鎌
原)

一
里
先
の
部
落
に
行
っ
た
ら
、
に
わ
と
り
を
追
う
の
も
か
げ
ん
し
ろ
と
い
う
。(

門 

貝)
家
の
人
が
旅
に
出
た
と
き
は
、
橋
を
三
つ
渡
る
ま
で
は
、
そ
う
じ
を
し
な
い
。
は 

き
出
す
な
と
い
う
。(

鎌
原)

き
れ
い
な
流
れ
に
は
、
水
の
神
さ
ん
が
い
る
か
ら
小
便
を
す
る
と
、
ち
ん
ち
ん
が 

曲
る
。

み
み
ず
に
小
便
を
か
け
る
と
、
曲
る
。
み
み
ず
を
洗
っ
て
や
る
と
直
る
。(

三
原) 

朝
ふ
じ
夕
な
わ(

西
窪)

竹
ぼ
う
き
を
家
の
中
に
も
ち
こ
む
も
の
で
は
な
い
。(

馬
が
死
ん
だ
と
き
に
は
、
馬 

屋
を
竹
ぼ
う
き
で
は
き
だ
す)

お
客
さ
ん
が
出
た
あ
と
、
す
ぐ
座
敷
を
は
き
だ
す
も
の
で
は
な
い
。

昔
話
は
、
三
夜
ま
ち
の
晩
に
す
る
も
ん
だ
。(

三
原)

昔
話
を
、
昼
間
す
る
と
、
ね
ず
み
が
笑
う
。(

芦
生
田)

九
、
命 

名

あ
だ
名

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
う
ん
ペ(

父
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
い
た) 

ほ
ら
ふ
き
大
八

ぼ
う
ず
の
梅
吉

鉄
砲
ほ
の
吉(

鉄
砲
う
ち
を
や
っ
て
い
た)

立
臼
じ
つ
ご
ろ
う(

太
っ
て
い
て
、
立
臼
み
た
い
だ
っ
た
。)

ビ
ッ
コ
の
ぜ
ん
さ
く

す
け
べ
の
よ
い
ち

ち
ょ
ん
ま
げ
与
七(

死
ぬ
ま
で
、
ち
ょ
ん
ま
げ
を
し
て
い
た) 

か
ね
も
ち
佐
太
助

ね
ぶ
り
の
ひ
ょ
う
ざ(

居
眠
り
ば
か
り
し
て
い
る)

せ
い
な
が
金
太
郎(

の
っ
ぽ
だ
っ
た)
(

八-7

井)

明治7平の单詰凶(下袋倉) 

(撮影阿部孝)

筆塚…大笹神社境内 

(撮影都丸十九一)



十
、
そ

の

他

鎌
原
の
水 

鎌
原
で
生
ま
れ
た
人
は
、
平
均
し
て
血
圧
が
高
い
。
早
く
か
ら
引
い 

て
い
る
水
道
の
水
が
硫
黄
分
が
多
い
の
で
そ
う
な
る
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
水
は 

そ
の
ま
ま
で
は
洗
た
く
に
使
っ
て
も
だ
め
で
、

一
度
湯
に
わ
か
す
と
よ
い
。
硫
黄
分 

が
多
い
の
で
肌
の
色
が
黒
い
と
も
い
う
。古
い
水
道
の
木
管
を
燃
す
と
硫
黄
く
さ
い
。
 

安
産 

便
所
を
そ
う
じ
す
れ
ば
す
る
だ
け
安
産
に
な
る
と
い
う
。(

鎌
原)

ツ
ブ
ラ
ク
サ
ン 

長
野
原
の
与宜

！
！

屋
へ
行
く
と
、
お
稲
荷
さ
ま
と
一
緒
に
丸
い
石 

が
祭
っ
て
あ
る
。
ッ
ブ
ラ
ク
サ
ン
と
い
っ
て
拝
む
。
子
が
で
き
る
石
で
、
白
い
丸
い 

石
で
、
三
つ
か
四
つ
重
ね
て
あ
る
。(

三
原)

ア
オ
ィ 

毒
で
、
ム
ス
ビ
を
こ
の
葉
で
包
ん
で
食
う
と
死
ぬ
。(

鎌
原)

ウ
ジ
コ
ロ
シ 

豆
が
な
る
。
ウ
ジ
が
死
ぬ
。

テ
ン
ナ
ン
草
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
似
た
草
。

ヘ
ビ
ノ
テ
ン
ナ
ン
ソ
ウ 

ふ
つ
う
は
毒
草
だ
が
、
神
経
痛
の
人
が
米
粒
ぐ
ら
い
飲 

ん
だ
ら
治
っ
た
。

コ
ウ
熱
の
と
き
足
の
裏
に
は
る
と
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
越
後 

〇
人
が
飲
ん
だ
ら
全
身
黒
く
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

ト
リ
ヵ
ブ
ト
毒
草
で
あ
る
。(

今
井)

も
の
忘
れ
ミ
ョ
ウ
ガ
を
嗅
ぐ
と
も
の
を
忘
れ
る
。
こ
の
草
は
盗
ん
で
来
な
け
れ 

ば
根
づ
か
な
い
。(

鎌
原)

ヘ
ビ
酒 

ヘ
ビ
酒
を
つ
け
た
り
、
飲
ん
だ
り
し
た
と
き
に
ネ
ギ
を
食
べ
る
と
、
体 

に
へ
ビ
の
ヵ
タ
が
で
き
る
。(

今
井)

百
結
び 

百
人
針
の
こ
と
。
寅
年
の
も
の
は
、
年
の
数
だ
け
結
べ
る
。
そ
れ
に
五 

銭
の
銭
を
し
け
て
や
っ
た
。(

三
原)

い
ま
稲
荷 

生
い
な
り
な
ど
と
よ
ん
だ
。(

八-7

井)

天
狗
の
遊
び
場 

山
の
中
に
特
別
に
大
き
な
木
と
か
、
石
が
あ
る
と
き
に
い
う
。
 

お
天
狗
清
水 

本
白
根
山
に
行
く
途
中
に
清
水
が
出
て
お
り
、
こ
の
水
は
あ
ら
ゆ 

る
病
気
な
ど
に
き
く
と
さ
れ
て
い
た
。
大
正
初
期
ま
で
は
天
狗
を
祭
っ
て
い
た
。

力
の
強
い
人 

ト
ク
さ
ん
が
強
か
っ
た
。
大
豆
三
俵
を
し
ょ
っ
た
。

一
八
〇
kg

は 

あ
る
。

腰
を
の
ば
さ
ず
に
、
三
日
ぶ
っ
と
う
し
で
さ
く
き
り
を
し
た
。
刈
り
し
き 

は
力
が
強
い
か
ら
、
切
り
あ
と
が
ヵ
ミ
ソ
リ
で
な
め
た
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い 

た
。マ

ン
さ
ん
も
強
か
っ
た
。
オ
ニ
マ
ン
と
呼
ん
だ
。(

今
井)

赤
松
の
し
ん 

赤
松
の
し
ん
を
、
砂
糖
水
に
つ
け
て
お
く
。
鎌
原
の
衆
に
教
わ
っ 

た
。(

芦
生
田)r

<
 

む
つ 

か
ず 

供
え
物
の
数
四
は
死
で
よ
く
な
い
、
六
は
よ
過
ぎ
る
と
い
っ
て
、
供
え
物
の
数 

で
は
と
く
に
さ
け
る
。(

西
窪)

ウ
ソ
の
鳴
き
合
わ
せ 

ウ

ソ(

鳥)

の
雌
雄
が
鳴
き
合
わ
せ
る
と
、
何
か
悪
い
こ 

と
が
あ
る
と
い
い
、
山
で
こ
の
声
を
聞
い
て
仕
事
を
止
め
て
帰
っ
て
き
た
人
も
い
た
。
 

(

干
俣)

長
わ
ず
ら
い
長
わ
ず
ら
い
の
と
き
は
、
三
本
辻
に
送
り
出
す
。

烏 

一
 

口
烏
が
鳴
く
と
人
が
死
ぬ
。
夜
烏
は
か
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。(

門
貝) 

夜
烏
が
鳴
く
と
火
事
が
あ
る
。
烏
鳴
き
が
悪
い
と
人
が
死
ぬ
。

ク
モ
夜
グ
モ
は
ヌ
ス
ッ
ト
グ
モ
、
朝
食
前
の
ク
モ
は
縁
起
が
よ
い
と
い
っ
て
エ 

ビ
ス
様
に
あ
げ
る
。

鶏
鶏
の
ョ
ィ
ド
キ
は
出
来
事
が
あ
る
と
い
っ
て
嫌
う◦

雌
ド
リ
の
ト
キ
も
嫌
う
。
 

ウ
ド
ン
ゲ
の
花
家
を
建
て
る
と
き
、
大
工
の
削
り
台
に
ウ
ド
ン
ゲ
の
花
が
咲
ぐ 

と
、
そ
の
家
は
繁
昌
す
る
。

よ
い
こ
と 

「
ヨ
ィ
ト
キ
ガ
メ
グ
リ
キ
タ
ヵ
ヤ
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
紙
に
書
い
て
、
 

神
棚
に
ぶ
ら
さ
げ
て
お
く
と
よ
い
こ
と
が
あ
る
。(

田
代)

浅
間 

浅
間
山
が
荒
れ
る
と
戦
争
が
始
ま
る
。(

袋
倉)

日
蝕
お
日
さ
ん
が
病
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
や
た
ら
に
見
な
い
で
、
水
に
う
つ 

し
て
見
る
。

眉
毛 

山
へ
行
く
時
、
眉
毛
を
勘
定
し
て
、
化
か
す
か
ら
、

つ
ば
で
よ
く
し
め
し 

て
お
く
と
、
化
か
さ
れ
な
い
。

来
客
鉄
び
ん
が
な
る
と
人
が
来
る
と
い
う
。(

三
原)



ば
く
ち 

ホ
ン
ビ
キ
と
い
っ
て
、
五
本
の
紐
を
用
意
し
て
一
本
に
天
保
銭
を
付
け 

て
、
引
け
ば
当
り
と
な
る
。
回
り
番
で
親
を
決
め
て
、
五
銭
、
十
銭
と
賭
け
て
や
っ 

た
。朝

鮮
く
じ 

朝
鮮
く
じ
も
五
本
の
紙
ひ
も
で
、
二
本
が
し
ば
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は 

商
売
人
が
来
て
し
た
も
の
で
、
「
ヤ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
ノ
チ
ョ
イ
、
チ
ョ
イ
プ
ラ
ン
コ
、
 

ピ
リ
ッ
」
と
し
て
ひ
ね
る
と
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、
な
か
な
か
当
ら
な
い
。
馬
市 

に
よ
く
や
っ
た
。(

大
前)

狐
っ
き 

病
気
で
気
の
狂
っ
た
人
の
こ
と
を
言
っ
た
。
縁
の
下
に
鉄
砲
を
打
ち
込 

む
と
病
気
が
治
る
と
い
わ
れ
た
。
狐
が
つ
い
て
い
る
の
で
追
払
う
た
め
だ
と
い
う
。
 

大
正
、
明
治
時
代
に
こ
の
よ
う
に
し
て
治
っ
た
人
も
い
た
。(

今
井)

た
た
り
半
出
来
の
篠
原
い
ま
氏
は
山
に
稲
荷
様
を
祭
っ
て
お
き
、
人
か
ら
悪
口 

を
言
わ
れ
た
り
す
ゐ
と
そ
の
稲
荷
様
を
お
が
み
た
た
り
が
そ
の
人
に
あ
っ
た
。
お
い 

の
り
が
よ
く
き
い
た
。
(

今
井)

ず
き
ん 

赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
と
、
近
親
の
高
令
者
が
、

い
ろ
い
ろ
の
小
布
を
ぬ 

い
合
せ
て
、
ず
き
ん
を
つ
く
っ
て
か
ぶ
せ
た
。
女
に
は
赤
い
布
、
男
は
青
い
布
な
ど 

で
、
ふ
ち
は
シ
ュ
ス
で
つ
け
た
。
実
用
を
か
ね
て
い
る
が
、
長
生
き
す
る
よ
う
に
と 

い
う
こ
と
だ
っ
た
。(

鎌
原)

お
守
り 

子
ど
も
の
ジ
ュ
バ
ン
の
襟
に
三
角
の
布
を
ぬ
い
つ
け
て
下
げ
て
お
く
。

(

鎌
原)

ハ
ナ
ム
ス
ビ 

ワ
ラ
ジ
の
よ
う
に
、
引
い
た
繩
で
鼻
緒
を
立
て
る
。

マ
ム
シ
ョ
ヶ 

と
い
わ
れ
、
朝
草
刈
り
に
は
い
て
行
く
。

ま
た
葬
式
の
棺
を
か
つ
ぐ
人
が
は
く
。

こ
の
と
き
は
、
キ
ワ
ラ(

は
た
か
な
い
ワ 

ラ)

で
、
ま
た
芯
の
ア
ジ
を
と
ら
な
い
で
作
る
。

長
命
の
人
の
葬
式
の
と
き
に
は
い
て
捨
て
ら
れ
た
ハ
ナ
ム
ス
ビ
を
、
ひ
ろ
っ
て
は 

く
と
長
命
に
あ
や
か
れ
る
と
い
う
。(

門
貝)

花
む
す
び
ぞ
う
り
を
は
け
ば
、
す
あ
し
で
は
い
て
山
に
入
っ
て
も
、
ま
む
し
に
か 

ま
れ
な
い
と
い
う
。
花
む
す
び
は
ま
む
し
よ
け
と
い
う
。

こ
れ
を
つ
く
る
の
は
、
冬
の
仕
事
で
あ
っ
た
。(

芦
生
田)


